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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　第一章：贄にえの羊





──この祭さい壇だんに捧ささげられし仔こ羊ひつじこそ、

力と富と知ち恵えと権けん威いと尊そん崇すう、

そして栄光と賛美を受くるに相応ふさわしけれ。

（ヨハネ黙もく示し録ろく五章十二節）






　　　　Ⅰ




「お薬は、確かに効いていますわね」

　聴ちよう診しん器きを白衣に収めると、ルクレツィア・リゴーリオ博士は慈じ母ぼのような笑え顔がおを作った。天てん蓋がい付きのベッドで半はん臥がの姿勢をとった患かん者じやのナイトガウンを、中年女性特有の丁てい寧ねいさで直してやってから、改めて細い手首の脈を採る。

「その後、発ほつ作さも治まっているようですし……だいじょうぶ、心配なさることはありませんよ、猊げい下か。焦あせらず、きちんと療りよう養ようされれば、きっとよくなられると思います」

「……あなたの所見にはいつも全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていますわ、リゴーリオ博士」

　空いている方の手でほつれ毛を搔かき上げながら、カテリーナ・スフォルツァは微び笑しようしてみせた。母譲ゆずりの美び貌ぼうは、同性の目にも十分に魅み力りよく的なものだ。その笑みを豊かに溜ためたまま、枢すう機き卿きようはさりげない爆ばく弾だんを、二十年来の主治医に向けて投げつけた。

「それで、博士……私は、あと、どれぐらいもつのかしら？　どのくらいの寿じゆ命みようが残されているのか、正直なところを聞かせてください」

「げ、猊下!?」

　ミラノ公がまだ少女の時分から、体の弱い彼女をたびたび診みてきた女医は口元をひきつらせた。本人としては努めて平静を装よそおおうとしているらしいが、その間にもめまぐるしく変わる顔色が所有者の動どう揺ようを如によ実じつに語っている。そんな女医に、カテリーナは笑顔のまま頷うなずいた。

「そう……つまり、もう答えられないほどしか残されていないということなのね？」

「……こ、膠こう原げん病びようというのは、早期発見も治療も極きわめて難しいものなのです」

　やや俯うつむいた女医はことさら表情を消していた。それでも生き真ま面じ目めな答えを返したのは、医師のモラルに忠実たらんとしたためであったろうか。まるで彼女自身が患者であるかのように、かすかに震ふるえる声を押し出す。

「この病気はいわゆる後こう天てん性せい免めん疫えき不全──体内の免疫系が、自分自身の体を敵と認にん識しきして攻こう撃げきを始める一種の免疫障害です。今回の場合、猊下の肺を侵しん食しよくしているのは細さい菌きんでもなければ、ウイルスでもない。猊下のお体そのものなのです。それでも、私が頻ひん繁ぱんに診察していればもっと早期に発見できたかもしれなかったのですが……お詫わびのしようもございません！」

「先生が謝られる必要はありませんよ。すべては私の自己管理に問題があったのですから……そういえば、最後に診ていただいたのは、あれはいつだったかしら？」

「八年前──先代教皇聖下が亡なくなられ、猊下が枢機卿にお昇のぼりになる直前でした」

「ああ、そうでしたね。そういえば、それからずっと、仕事にかまけて一度も検診をしていただかなかったわ。そうね。たしかにとても忙いそがしかったわね。とても忙しかった……」

　低く呟つぶやくと、カテリーナは傍かたわらの姿見に目をやった。

　この三ヶ月で体重は三キロも落ちてしまったが、幸い、体重の増減が顔に出ない体質だったらしい。ほんのかすかに頰ほお骨ぼねが浮うき始めているのを除けば、〝世界でもっとも美しい枢機卿〟と謳うたわれる美貌に衰おとろえはない。だが、この体の中で確実に病びよう魔まはその勢力を伸のばしているのだ。こうして喋しやべっている今も、刻一刻と……

「……今日はありがとうございました、先生」

　唇くちびるの痛みに、カテリーナはふと自分が無意識のうちに歯を食いしばっていたことに気づいた。

　険しく寄りかけていた眉まゆをなんとか開くと、不安げな顔の女医に優やさしく頷きかける。

「次回の検診もよろしくお願いいたしますね……ああ、神父トレス、博士がお帰りになられます。お車代を差し上げて」

「了解ポジしたテイヴ」

　枢機卿の声に応こたえて進み出たのは、小こ柄がらな神父だった。診しん療りよう中、寝しん室しつの隅すみで置物のように佇ちよ立りつしていた若者は手にしたアタッシェケースを女医の前に差し出した。いったん蓋ふたを開け、中にぎっしりと詰つまった札束を見せてから再び閉じたそれを、女医の手に握にぎらせる。

「……先生、くれぐれも私の容よう態だいについてはご内密にお願いいたしますね」

　うしろめたげにアタッシェケースを受け取った主治医に、カテリーナは最後の声をかけた。まるで茶飲み話でもするかのようなさりげなさで鋭するどい釘くぎを刺さす。

「このことを知っているのは、私自身とあなたと神父トレスの三人だけです。他の者にはただの風か邪ぜということになっているの……メディチ枢機卿あたりに知られて、脚あしを引っ張られる材料にされたくはありません。絶対、他ほかには漏もらさないでください」

「ええ。それは十分に心得ております」

　患者の要求に、リゴーリオは機械的に頷いた。恭うやうやしい一礼の後、退室しようと扉とびらを開けたところで、ふと振ふり返る。

「猊下、お心を強く持たれてください……」

　ベッドに座って窓を見つめている麗れい人じんに、女医は努めて冷静な──それでいてどこか悲痛な声をかけた。

「まだ、希望はあります。きちんと養生をされて治療を続ければ、それだけ残されたお時間を延ばすことができます。ですから──」

「もちろんわかっておりますわ、博士。私、自や棄けになったりはいたしませんから、ご安心ください……それではご機き嫌げんよう」

　後ろ髪がみを引かれているような女医の顔が、神父の閉とざした扉の向こうに消えたのを確かく認にんしてから、カテリーナは再び窓に目を移した。

　南なん欧おうの春は早い。まだ三月というのに、スフォルツァ城の中庭にはすでに春の花が咲さき誇ほこっている。様々な花弁に彩いろどられ、妖よう精せいたちが戯たわむれ集つどう舞ぶ踏とう場のような花か壇だんを見下ろしたまま、カテリーナはふと自じ嘲ちようの笑えみを唇に溜ためた。

「皮肉なものね……子供など産むつもりもない私が、こんな病気にかかるなんて」

　膠原病とは女性、それも女性ホルモンの分ぶん泌ぴつが乱れがちな妊にん婦ぷに多い病気である。

　女性の体に備わった妊にん娠しんのためのメカニズム──胎たい児じという異物を胎内に迎むかえ入れるための保護機構が稀まれに狂くるって自己の細さい胞ぼうを外敵と認識し、白血球やキラー細胞がそれを排はい除じよしようと攻撃を始めることで病が進行するのだ。いわば、自分自身の体が自分を殺そうとしていると言ってもよい。

　軽い咳せきとともに、麗人は苦く笑しようした。黙もく然ぜんと佇立する神父に向かって、何か面おも白しろいジョークでも発見したかのように話しかける。

「神父トレス、おかしいと思いませんか？　私、これまで何度も暗殺されかけたことはありましたけど、そのたびに命拾いしてきました。九死に一生を得たことも珍めずらしいことではなかったわ。我ながら、驚おどろくほどの強運だと思っていました……その私が、まさか自分の体に殺されてしまうだなんてね。さすがに、この暗殺者からは逃にげられないわ」

「……静養を推すい奨しようする、ミラノ公」

　愉ゆ快かいげな主人の声とは対照的に、機械化歩兵の返答には感傷の欠片かけらもなかった。

「リゴーリオ博士も推奨していたが、膠原病には、体力を温存し、自己回復を図はかるのが最も適切な対応だ。薬物による対たい症しよう療りよう法ほうを図りつつ、静養と栄養剤ざいで体力を温存するのが望ましい」

「体力を温存して……それから、どうするの？　確かに寿じゆ命みようは何ヶ月か延びるかもしれないけれど、その先のことは変わらないのよ？」

　童女のようにあどけない笑え顔がおをカテリーナは作った。

　そう、何も変わらない。そうやっておとなしくしていても、その先に待ち受ける自分の運命はもはや変わらないのだ。

　カテリーナは毛布の上にきちんと揃そろえた掌てのひらをきつく握りしめた。青い血管の浮かんだ拳こぶしが白くなるまで力を籠こめつつ、一言一言、刻みつけるように呟く。

「そう、私には時間がないの……そして、残された時間、やらないといけないことは山積みです。自分を哀あわれむような時間など、ありません。そんな贅ぜい沢たくは私には許されない……」

　そうだ。自分には枢すう機き卿きようとして、教皇の姉として、そしてスフォルツァ家最後の一人としてやらねばならないことが数多くある。片づけねばならない確かく執しつ、倒たおさねばならぬ敵、そして果たさねばならぬ復ふく讐しゆう──悲ひ嘆たんにくれる時間などあろうはずがない。そう自分は……

「え……？」

　急に胸の奥が噎むせ返ったような熱に襲おそわれ、カテリーナは訝いぶかしげに眉をひそめた。

　最初は例の発ほつ作さかと思ったが、どうも様子が違ちがう。この動どう悸きはなんだ？　急にまぶたが痙けい攣れんし始めたのは？　いやそれよりも、この頰を伝わり落ちる熱い液体はひょっとして涙なみだではないか──自分は泣いているのか？

　そう思ったときには、〝鉄の女〟は肩かたを落としていた。肉の落ち始めた手で顔を摑つかむと、呻うめくようにしゃくりあげる。

「いやだ！」

　声は、これが本当に自分のものかと疑わしくなるほどにかすれ、震ふるえていた。

「私はまだ死にたくない！　どうして……どうして私なの！　私にはまだ、やり残したことがたくさんあるのに！」

　顎あごを伝わり落ちた涙がシーツに染しみを作っていく──それを見ながら、カテリーナは歯を食いしばった。

　自分にはまだやりたいことが数多くあるのだ。やるべきことではなく、やりたいことが。言わねばならないことではなく、言いたいことが。

　頭の中いっぱいにあの冬の湖色の瞳ひとみが浮うかんでいる。あの瞳をずっと見ていたい。あの瞳にずっと見つめられていたい。そして……それなのになぜ!?　なぜ、よりによって自分なのだ！　なぜ、他の誰だれかではないのだ!?

「──猊げい下か、起きておいでですか？」

　歯を食いしばって嗚お咽えつを堪こらえていた枢機卿の耳に飛び込んできたのは、控ひかえめなノックの音だった。これまた遠えん慮りよがちな若い娘むすめの声が、扉とびら越ごしに尋たずねてくる。

「あの、いま、よろしいでしょうか？　何かお取り込み中なら、また後ほど出直して参りますが……」

「……いいえ、かまいませんよ、シスター・ロレッタ。お入りなさい」

　急いで涙を拭ぬぐうと、カテリーナは濡ぬれたタオルで顔を拭ふいた。入室してきた尼に僧そうに対しても、寝ね汗あせを拭うふりをしながら、声こわ音ねだけはいささかの動どう揺ようもなく応答してみせる。

「どうしました？　事務連れん絡らくの時間にはまだあると思ったけど……何か、ありましたか？」

「あ、はい。ついさきほど、ロンディニウムの〝教授〟から電報が届きまして……」

　尼僧──シスター・ロレッタは頷うなずくと、一通の電報紙を差し出した。ガンスリンガー経由で上司に渡わたしながら、言い訳に努める。

「なにかお急ぎの用事のようでしたので、至急、お取り次ぎしました……あの、本当にお休みだったんじゃありませんか？」

「いいえ、そんなことはありませんよ。どうもありがとう……それにしてもワーズワース博士から？　いったい、なにかし……ら……」

　電文に目を走らせたカテリーナの喉のどが大きく震えて、動きを止めた。わずか数行、簡単に事実のみを報告する文面を食い入るように見つめたまま、呼吸すら忘れて凍こおりつく。
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「……どうかされたのでしょうか、猊下？」

　白大理石の彫ちよう刻こくのように動かぬ枢機卿に、ロレッタがおずおずと声をかけた。消え入りそうなか細い声で尋ねる。

「教授から、何か悪い報しらせが？　まさか、ロンディニウムでトラブルでも？」

「……いいえ、なんでもないわ、シスター・ロレッタ」

　心臓が破れてしまいそうな痛みを押し隠かくして、カテリーナは笑ってみせた。開いたままの電報紙をさりげなく傍かたわらの神父に渡しながら、動揺を侍じ女じよに気け取どられまいと表情を作る。

「ただ、ロンディニウムの宮きゆう殿でんでちょっとした騒さわぎが起こっているみたい。すぐに情報を集めないといけないから……シスター・ロレッタ、あなたはすぐにローマの〝剣パラツのツオ・ス館パーダ〟に打電して、アルビオン大使と連絡を取らせて。神父トレス、あなたは……」

　そこでカテリーナは言葉を切って、尼僧が慌あわてて一礼するのを待った。ほっそりとした背中があたふたと扉の向こうに消えるのを確かめてから、厳しい表情で鋼はがねの猟りよう犬けんに向き直る。

「あなたはすぐにロンディニウムに向かってくれますか、〝ガンスリンガー〟？　アベルがまた、ひどいことになってるみたい……あなたは、どう処置すればいいかはわかっていますね？　あれは地下にストックがあります。持って行きなさい」

「了解ポジしたテイヴ」

　無表情に頷いたときには、機械化歩兵は素す早ばやく身を翻ひるがえしている。律動的な足音が扉の向こうに遠ざかってゆくのを耳にしながら、カテリーナは無言のまま、電文を読み返していた。いつの間にか、きつく握にぎりしめた指の間に電報紙を握り潰つぶしていたことに気づくまで。

「……エステル・ブランシェ！」

　吐はき捨てるように、麗れい人じんはその名を口にした。




　　　　Ⅱ




「それにしても、なんという失態かねえ」

　その午後、ディオ人間ゲネス嫌い・クラブの円えん卓たくに集つどった四十名余りの男女のうち、最初に発言したのは逞たくましい巨きよ体たいといかつい顔を持った初老の男だった。

　彼の名はチャールズ・サマセット。アルビオン貴族を代表する名家、〝二十六公家〟の中でも第五位の席次を占しめるボーフォート公こう爵しやく家の当主である。イングランド北西部に広大な所領を有し、かつては陸軍参さん謀ぼう次長も務めた大貴族は太い指で卓を弾はじくと、どこか険を含ふくんだ視線で薄うす闇やみに沈しずむ参会者たちを一いち瞥べつした。

「隔離地ゲツトー区の存在が教皇庁ローマに知られただけでも頭が痛いのに、そのうえ、あの化ヴアけンパ物イアどもを討うち損そこねただと？　はてさて、いったい突とつ入にゆう部隊の指揮官は何をしておられたのやら」

「情報部の報告では、奴やつらがおろした隔かく壁へきは完全にゲットーと外部を遮しや断だんしておるそうですな」

　ポーカーフェイスを守ったまま冷静な声こわ音ねで応じたのは、ボーフォート公の対面トイメンに席を占めるニューカスル公アルフレッド・ホープである。

　スコットランド北東に領地を持つニューカスル公爵家は公爵席次では十九位を占めるに過ぎないが、彼個人は最高裁判所判事にして貴族院議長を兼かねる大ロード・法チヤン官セラーの要職にある。宮中においては王族とカンタベリー大司教に次ぐ待たい遇ぐうを受けている中年の貴族は、円卓上にレーザー投射されているロンディニウム市の三次元図に目を向けると、その地下の一点を指さした。

「この地点はゲットーにたどり着くには、どうしても通過せねばならぬポイントです。ところが隔壁を開ける手だてはおろか、いまだ壁かべの厚さ、材質ともに不明とか……これでは、殲せん滅めつどころの話ではありません」

「ならば、爆ばく破はしてはいかがです？」

　女王クイーの顧ンズ・問弁カウン護士シルで詩人としても名高いロード・テニスンが、傍らのボズウェル安全保障問題担当副首しゆ相しようを顧かえりみた。蜂はち蜜みつとミルクをたっぷり注いだキャンブリック・ティーに薔ば薇らのジャムを加えながら、気き障ざっぽい口調で尋たずねる。

「どうせ、あの地区は水の底に沈めてしまうのです。多少、乱暴な手を使ってもかまわんと思うのですが、いかがですかな、副首相？」

「その手なら、工兵隊がとっくに試ためしましたよ」

　品のいい髭ひげを捻ひねって、ボズウェルは肩かたをすくめた。その聡そう明めいさと見識で女王の信しん頼らいも厚い彼だったが、あいにくその血筋は二十六公家には属さない。わずか二十六家──人数にしてたった四百人あまりで二十五パーセントの国土と七割の国富を独どく占せんする名門貴族たちにはさすがに引け目を感じているのだろう。どこか遠えん慮りよがちに付け加える。

「ところがあの壁ときたら、いったいどんな材質でできているものか、五十キロのＴＮＴの爆発にも傷一つ付かなかったそうです。いや、爆薬だけでなく、薬品も電流もまったく通じませんでした。それどころか、音波で壁の向こうを調べようという試みも失敗してしまいまして……文字通り、あの向こうは外部から完全に隔絶されてしまっております」

「やれやれ。これは、どうにもやっかいなこととなりましたの」

　ボズウェルの言葉を受けて、国こく璽じ尚しよう書しよのジョナサン・モンタギュー・ダグラス・スコットが腕うでを組んだ。このいささか長すぎる名字を持つ老スコットランド貴族は、公爵席次十二位のバクルー公爵家の当主であり、この談話室サロンに集ったアルビオン貴族の中でも最年長者だ。長い顎あご鬚ひげをしごきながら、さも疲つかれたようなため息をこぼす。

「本来ならば、昨夜のうちに化け物どもを殲滅しておったはず。そのうえで、教皇庁と国民マスコミはなんとか誤ご魔ま化かす手はずだったと記き憶おくしておるのじゃが……それが実際はどうじゃな？　教皇聖下と聖女こそかろうじて奪だつ回かいできたものの、バケモノどもは隔離地区に立て籠こもってしもうた。教皇庁は我らが怪かい物ぶつどもを飼っていたことに気づき、小うるさい市民どもは自分たちの足あし下もとに化け物が潜ひそんでいたと知って騒ぎ始めておる──」

　意味ありげに呟つぶやく老人の視線の先にあったのは、さきほどから腕組みしたまま一言も発していない人ひと影かげだ。オレンジの髪かみとネイビーブルーの軍服のコントラストも鮮あざやかなその女性士官に対し、老貴族は針を含んだ瞳ひとみを向けた。

「これもすべては昨夜の作戦が失敗したせいだと思うのじゃが……おお、そうそう。そういえば、その作戦を立案したのは、あなたではありませんでしたかの、カルスレー子爵、いやメアリ・スペンサー大たい佐さ？　この責任については、いかがお考えになっておられるのかの？」

「……お言葉ですが、ご老人。そのようなこと、いま話しても仕方ないのではなくて？」

　この半世紀を策士という評価とともに生きてきた老貴族に反論したのは、糾きゆう弾だんされた当の女性士官ではない。目にもあやな宝石の洪こう水ずいを纏まとった女が、無表情に沈ちん黙もくする〝ブラッディ〟メアリを護まもって立ち上がったのだ。女──エリン公爵ジェーン・ジュディス・ジョスリンは友を庇かばうように手を拡ひろげると、皮肉げな視線と辛しん辣らつな言葉でバクルー公を射い貫ぬいた。

「それに、スペンサー大佐の作戦案を認にん可かしたのは、ご老や私わたくしをも含めたここにおられるすべての方々だったと記憶しておりますわ。それを、実行にあたった大佐だけを責めるのは、いささか筋すじ違ちがいではありませんこと？」

「だが、スペンサー大佐が現場の指揮にあたられたのもまた事実です。大佐がもう少しうまく立ち回られておられれば、事態は変わったとは思われませんかな、エリン公？」

　友人を弁護する美女を皮肉げに嗤わらったのは、公爵席次十三位のアーガイル公ハーヴェイ・キャンベルである。ウェールズに広大な所領を有し、いくつかの新聞社とラジオ局のオーナーでもある少しよう壮そうの公爵は、かつてエリン公に求きゆう婚こんしてあっさりと袖そでにされたという過去を持つ。さすがにその意い趣しゆ返がえしというわけでもあるまいが、細めた視線にはたっぷりと毒が籠もっていた。

「いちおう報道管制は敷しいたものの、大衆とはあれでけっこう耳みみ聡ざとい生き物です。中には、ロンディニウムから避ひ難なんしようと荷物をまとめている気の早い者もでておるとか……このままでは、早晩、パニックが起きても不思議ではありませんぞ。万が一にもそんなことになったら、我ら、病中の女王陛下にどう顔向けしたものか」

「──二十六公家の皆みなさまには、本当にご心労をおかけしております。それも、すべては小官の不徳の致いたすところ」

　皮肉たっぷりのアーガイル公の糾弾に応こたえたのは、ハスキーな女の声だった。

　糾弾されていた当の女性士官が、オレンジ色の髪を揺ゆらして起立したのだ。立ち上がった〝ブラッディ〟メアリは振ふり返ったエリン公を安心させるように頷うなずいたが、一転、突つき刺さすように険しい視線で大貴族たちを見み据すえた。

「確かに、吸きゆう血けつ鬼きどもの殲滅を言いつかっておきながら失敗したのは、小官の責任です。されど、小官はこれまでもたびたび、隔離地ゲツトー区の処分を上じよう申しんして参りました。今こん日にちのような事態に至る前に手を打つべきであると……ところが、そのたびにそれを却きやつ下かされてきたのは、たしか、諸しよ卿きようではありませんでしたか？　なにしろ、あなた方にとって隔離地区は金の卵を産む鵞が鳥ちようだ。あそこで開発されたテクノロジーや製品の八割は、あなた方が経営する企き業ぎようが独どく占せんしている。だから、怪物どもを庇って、私の上申を却下してこられた。そのあげくが今日の事態です。その責任についてはどうお考えか？」

「少々、口が過ぎますぞ、大佐。ご自身の責任を、我らに転てん嫁かされるおつもりですかな？」

　嫌いやみたっぷりにバクルー公が鼻を鳴らした。いかにもアルビオン貴族らしい鷹おう揚ような微び笑しようにたっぷりと悪意をたゆたわせて、女性士官を揶や揄ゆする。

「確かに、あそこで開発された技術を我らの経営する企業が利用していることは認めましょう。しかし、それによってアルビオンの国力を強化するというのは、畏おそれ多くも女王陛下の定めたもうた方針ですぞ」

「そう、バクルー公こう爵しやくのおっしゃるとおり。それに付け加えるなら、吸血鬼のたかが百匹ぴきや二百匹、その気になれば、いつでも始末できる──我らはそう考えておりました」

　針を含ふくんだ老公爵の台詞せりふを引き取ったアーガイル公の言葉はさらに強い毒を含んでいた。起立したままのメアリを嘗なめ回すように睥へい睨げいしながら、悠ゆう然ぜんと嘯うそぶいてみせる。

「それがまさか、軍がここまでの醜しゆう態たいを演じてくださるとは予想できませんでね……大佐、昨夜の作戦、多少の損害は覚かく悟ごのうえで兵士を強行突とつ入にゆうさせるべきだったのではありませんかな？　むりやりにでも水門を開かせておられれば、奴やつらを水みず攻ぜめできたはず。さすれば、このように厄やつ介かいなトラブルを抱かかえ込まずに済んだ──違いますか？」

「そんなことをすれば、水門を開いた部隊は奴らと一いつ緒しよに溺でき死ししていましたよ」

　アーガイル公に謹きん直ちよくに反論してみせたメアリの顔に表情はない。だが、抑よく制せいの利きいた声は暗い嵐らん雲うんを孕はらんでいた。

「いいえ、突入部隊だけではない。隔かく壁へきを降ろされてしまった以上、孤こ立りつした状態で戦せん闘とうを継けい続ぞくするのは極きわめて危険でした。撤てつ収しゆうの判断は間違っていなかったと思うのですが」

「それがお甘いと申し上げているのですよ、大佐」

　最高級の蜂蜜入デイツプり葉巻シガーの紫し煙えんとともに吐はき出されたアーガイル公の声は、飼い犬の病気を話題にするときの十分の一ほども深刻には響ひびかなかった。新たな葉巻を銀のシガーケースから取り出しながら、そっけなく付け加える。

「大の虫を生かすために小の虫を切り捨てる──たかが数十人の兵士の命で国家の安全が購あがなえるのならば、それは言こと祝ほぐべきことでしょう。そして、その計算こそが政治というのですよ」

「……政治ですか」

　談話室に顔を並べた貴族たちの中、唯ゆい一いつ、起立したままでメアリは男の言葉を繰くり返した。

　ことさら表情を消したまま、平板な声で付け加える。

「そういえば、二年前の内乱のときも、その政治とやらで、私の部下たちは死んだのでしたね」

「二年前というと……ああ、パーシーの乱ですか。さよう、あれも必要な犠ぎ牲せいでした」

　女性士官の言葉に、アーガイル公はしばし記き憶おくを呼び起こすように額に手をあてたが、すぐにそれをおろした。おそらくはそれ一本で平民の月収に匹ひつ敵てきする高級葉巻を紫煙に変えつつ、優ゆう雅がに頷く。

「反乱軍の首領どもを和議にかこつけてロンディニウムに呼び寄せ、根こそぎ討うち取るためには、なんとしても奴らを油断させる必要がありましたからな。あなたやあなたの部下の方たちが、敵の勢力圏けんの真ん中にほとんど丸まる腰ごしで留とどまっていてくれたからこそ、逆ぎやく賊ぞくどもも気を許してのこのこ王都まで和平交こう渉しようにやってきたのです……ああ、もっとも、そのせいであなたには〝ブラッディ〟メアリなどというありがたくない綽あだ名ながつくことになってしまった。その点はお気の毒に思っておりますが」

「……気の毒だと？」

　低く呟つぶやいた女性士官の瞳ひとみに、一いつ瞬しゆん、冷光が走った。

　女にしては節くれ立った手がとっさに腰をまさぐると、そこに佩はいた軍刀サーベルの柄つかに触ふれる──が、結局、凶きよう器きが鞘さや走ばしることはなかった。脂し肪ぼうの薄うすい指は軍刀を素す通どおりして、ポケットのハンカチを取り出した。貴族たちの視線を隔へだてるかのようにそれを顔にあてる。

「死んだ兵士たちのことは〝必要な犠牲〟で、小官には〝お気の毒〟ですか……まことにもったいないお言葉です、アーガイル公。アルビオン軍人としては感かん涙るいに堪たえません」

「え、えっと……さ、昨日の作戦では、敵に一本取られたとはいえ、教皇聖下と聖女を救出するという所期の目的は見事に成し遂とげられたわけです。私が思いますに、スペンサー大たい佐さはよくやられたのではありませんかな？」

　不自然なまでに落ち着いた様子の女性士官とそれを睥睨する大諸しよ侯こうたちの間に割って入ったのは、ボズウェルだった。病びよう床しようの女王の信しん頼らいも厚い副首しゆ相しようは、なんとか双そう方ほうの顔を立てようと考えたらしい。いささか不器用に当面の議題を切り替かえてみせる。

「いずれにせよ、責任の所在につきましては、もうちょっと余よ裕ゆうができてから勘かん案あんいたしましょう。そんなことより、我々には直面しております課題がございます──シスター・エステルの一件です。マスコミにはどう発表いたしますか？　彼女が故王太子殿でん下かの息女であったという事実を、果たしていまの時点で発表してよろしいものでしょうか？」

「当然、しばらくは箝かん口こう令れいを敷しいておくべきだろうな」

　如じよ才さいないボズウェルの提議にニューカスル公が応じた。卓たく上じように置かれた報告書を取り上げるとぶ厚いファイルを重々しい手つきで開く。

　ファイルに綴とじ込まれていたのは、とある人物に関する個人情報の数々だった。

　昨夜から、宮く内ない庁ちよう・星室庁・国家情報部をはじめとする二十八の関係各省庁が不ふ眠みん不休で行っている調査の中間報告である──突然現れた新たな、そしておそらくはもっとも正統な王位継けい承しよう者について、昨日行われた簡易ＤＮＡ鑑かん定ていをはじめとする種々の科学的調査の所見や、各官公庁に保管されていた文書に基もとづく資料精査の成果が、厚いファイルの随ずい所しよに鏤ちりばめられていた。

「ふむ。これを見る限り、正式な調査結果がまとめられるまで、いま少し時間を要するようだ。例のなんとかいうゴシップ記者は拘こう禁きんしたし、教皇庁にも口止めを要よう請せいしてあるから、情報がマスコミに漏もれる心配は当分ない。正式な発表は、宮内庁が正式な調査報告をまとめるのを待ってからでも遅おそくはあるまい？」

「それにシスター・エステル……いや、プリンセス・エスター本人の意思確かく認にんが問題ですな」

　そう首を捻ひねったのは、まだ若いサー・ブルース・チャーチルである。先日、大学を卒業してマールバラ公爵家を継ついだばかりの若者は一同を遠えん慮りよがちに見み渡わたすと、賛意を求めるように付け加えた。

「彼女に王位継承の意思がなく、継承権を放ほう棄きする事態も可能性としてはありえます。なにしろ、これまで王位などというものとは関係ないところで暮らしてこられたわけですから……正式な調査結果が出ても、彼女の意思確認が終わるまでは、彼女が王女である事実はマスコミに隠かくしておくべきでは？　さもないと、後々、とんでもない火種となりかねません」

「うむ、マールバラ公のおっしゃる通り。なにしろ、彼女は聖女にして王女殿下だ。これほど、民衆の支持を期待できる人材もあるまいて」

「そんな人物が万一にも王位継承を辞退したとなれば、これはパニック程度では収まりませんぞ。下手をすれば内乱が起きるかもしれません……やれやれ、よりによってこんな時期に、厄やつ介かいな人物が現れてくれたものだ」

「いや、これはいっそ不幸中の幸いというべきかもしれぬ。彼女の存在によって、教皇庁と民衆の目をこたびの不ふ祥しよう事じから逸そらすのだ……」

　二十五人の公こう爵しやくたちは次々に口を開くと、それぞれの意見を披ひ瀝れきした、自家の利害とアルビオンの国益についてそれぞれの思おも惑わくを巡めぐらせつつ、今後、自分たちがとるべき道について検討を繰り返している──そんな大貴族たちをどこか気のない目で眺ながめやった残る一人の、そして最大の貴族は傍かたわらの友人を顧かえりみた。

「……そういえば、あのお嬢じようさんはどうされているのかしら、メアリ？」

　生あくびを隠そうともせず、エリン公──ジェーンは着席した女性士官に尋たずねた。

「昨夜、ゲットーから連れ帰られて、病院に移されたところまでは伺うかがったけど……いまはどこでなにをしてるのか、ご存じ？」

「彼女なら、現在はウィンザー宮きゆう殿でんに匿かくまっている──市内に置いていると、マスコミがうるさいからな」

　質問に対し、女性士官はロンディニウム西せい郊こう三十キロほどのところにある離り宮きゆうの名を挙げた。その顔色は相変わらず青白かったが、空色の瞳からはさきほど貴族たちと正対していたときの激情は拭ぬぐったように消えている。ふだんどおり、冷静沈ちん着ちやくな女性士官に戻もどった〝ブラッディ〟メアリは軽く肩かたをすくめると、友人の疑問に的確な答えを補足した。

「いちおう検査したが、吸血や暴行を加えられた形けい跡せきはなかったよ。ところが、その後も礼拝堂に籠こもりきりで、一歩も出てこない……いや、それはいいんだが、食事も水も摂とっていないと聞いている」

「あらま。ブリジット伯お母ばさまの孫にしては、ずいぶんと線の細くていらっしゃるのね……でも、礼拝堂？　ああ、なるほど。ひょっとして、例の神父さまかしら？」

　口元のほくろに指をあててジェーンは何か考えるような表情になったが、すぐに得心したように頷うなずいた。

「気の毒に。あの方、亡なくなられたそうね？　でもなに？　つまりあの二人って、デキてらっしゃったわけ？　食事も摂れないほど悲しんでるってことは、そうなんでしょう？」

「それは知らない。だが、かなり親しかったことは確かだな」

「ふうん……でも、ちょっと意外だわあ。エステルちゃんって、もっとしぶとくていらっしゃると思ってたのに。たかが恋こい人びとの一人や二人死んだぐらいでめそめそ引き籠もられるなんて、少し、がっかりだわ」

「自分を基準に考えない方がいいな、〝カラミティ〟ジェーン。彼女の方がむしろ普ふ通つうなんだ。皆みなが皆、君みたいにタフってわけじゃない」

「あら、タフってことなら、あなたも同じでしょ、〝ブラッディ〟メアリ？　そして、タフじゃなければ、女王なんてヤクザな商売は勤まらなくてよ……ああ、そうね。その意味では、あの子に玉座は似合わないかもしれないわあ」

　何事か考えるような表情はそのまま、ジェーンは悪戯いたずらっぽく輝かがやく視線だけを動かした。やや色素の薄うすい瞳ひとみに円えん卓たくを囲んだ貴族たちを映して唇くちびるを吊つり上げる。

「諸しよ侯こうにマスコミ、そして教皇庁やゲルマニクス……王宮は化け物どもの巣だもの。あそこに比べれば、隔離地ゲツトー区なんて目じゃなくてよ。そんなところに、ただの小こ娘むすめがたった一人で放ほうり出されれば、あっという間にハゲタカどもの餌えさになるのは目に見えてるわ。そうね、一いつ介かいの小娘には荷が勝ちすぎる場所かもね」

「……あるいは、そうかもしれんな」

　円卓の貴族たちを遠い視線で見やって、女性士官は呟つぶやいた。

　列席者の間で戦わされている議題は、いつの間にかエステル本人から離はなれて、ゲルマニクスへの疑ぎ惑わくへと移っていた。昨夜、スペンサー隊によって隔離地区から救出された教皇の証言によって、昨日の午後、河道で正体不明のテロリストが教皇と聖女を襲おそったことが明らかとなったのだ。テロリストの行方ゆくえは依い然ぜんとして不明だが、その後の調査で、襲しゆう撃げきに使用された銃じゆう器きがゲルマニクス特とく殊しゆ部隊のものだったことは判明している。そのことについてゲルマニクス大使を追つい及きゆうすべきかどうか、ボズウェル副首しゆ相しようが公爵たちの意見を懸けん命めいに調整していた。時じ期き尚しよう早そうと首を振ふるニューカスル公をタカ派のアーガイル公とボーフォート公が盛さかんになじっているようだ。その論争を、ニューカスル公爵家と伝統的に仲の悪いノーフォーク公が煽あおっている。

「王宮か……確かに、あそこは万パンデ魔モニ殿ウムだ」

　飽あきもせずに毒と皮肉の応おう酬しゆうを続けている男たちを鋭するどい視線で眺めやりながら、メアリはケースから摘つまみ上げた紙シガ巻レツきトを唇の端はしに銜くわえた。

「まともな人間が足を踏ふみ入れる場所じゃない。そしてそのことはエステルにもわかっているはずだ……ジェーン、やはり、玉座には君が座ることになりそうだな」

「あらま。でも、私はどちらかというと純情な王女様を裏から操あやつる悪い魔ま女じよ役の方が性しようにあうのだけれど。いまさら悔くい改めて国民の範はんとなるような清らかな生活を送るだなんて、考えただけでもぞっとしてよ」

『その性さが、奔ほん放ぽう』と称しようされる公爵夫人は、心底気乗りしない顔で肩をすくめた。

　ゲルマニクス王に教皇暗殺事件の疑惑が浮ふ上じようした昨夜来、血筋的にはアルビオンでもっとも玉座に近い位置にいる彼女ではあるが、現実問題として、国内の貴族や教皇庁からの信望は極きわめて薄い。また、統治者としての手しゆ腕わんは所領のエリンでこそ高く評価されているものの、彼女のことを〝隣りん国ごくの王様〟と見なしているアルビオン市民たちの上に君臨するとなれば、これはまた苦労が多いだろう。つまり、王位に即つくことは難しくないが、いざそれを保つとなるとかなりの困苦が予想される──本人にもそれはわかっているのか、意味ありげに親友を顧みる。

「やっぱり、メアリ。玉座は誰だれよりもあなたにこそ相応ふさわしくってよ。庶しよ子しだとかなんとか、関係ないわ。あなたほど、この国のために貢こう献けんしてきた人はいないのだもの。私やこの年寄りどもがのうのうと王都でふんぞり返っている間、あなたは独り、戦場をかけずり回って自分の手を汚よごしてきた。本当は優やさしいあなたが〝ブラッディ〟メアリなんて汚けがらわしい綽あだ名なで呼ばれてまで……正統な王女だか聖女だか知らないけど、私は、誰よりもあなたを支持してよ。だから、とっとと王におなりなさいな」

「……ありがとう、ジェーン」

　珍めずらしいほど真しん剣けんな友の顔を、女性士官は穏おだやかな視線で見返した。その表情は相変わらず水を打ったように静かだったが、空色の瞳にかすかに哀かなしげな光が浮うかんだように見えたのは、あるいは卓上で輝く照明の悪戯だったろうか。

「だが、君も知ってのとおり、私の手は血まみれだ。私がみすみす死なせてしまった部下たちの血と私を憎にくみながら死んでいった敵の血で汚れている。こんな穢けがれた手が宝ほう冠かんを摑つかんで、果たしていいものだろうか？　薔ば薇らの玉座に座る資格が私にあるかどうか──」

「──し、失礼いたします！」

　親友たちの会話を遮さえぎったのは、気ぜわしいノックの音とややひきつった男の声だった。

　続いて、急ぎ足で入室してきたのはこのクラブの支配人だ。咎とがめるような視線が集中する中、ほとんど走るように円卓に歩み寄った支配人はボズウェルにメモを差し出した。同時に、なにやら早口に耳元へと囁ささやく──耳を傾かたむけていた副首相の顔が緊きん張ちように引き締しまった。

「諸しよ卿きよう、たったいま、王宮より連れん絡らくが入りました」

　手の一振りで支配人を退さがらせると、ボズウェルは緊きん迫ぱくした面おも持もちで円卓に向き直った。ことさら感情を消した声こわ音ねでメモを読み上げる。

「十六時五十分、陛下の容よう態だいが急変したとのこと──つきましては、全員、速すみやかに王宮まで参上されたく」

「……あらあら。ついに、来るべきときが来たって感じかしらね」

　にわかに騒そう然ぜんとなった談話室の空気に鼻を鳴らして、ジェーンが立ち上がった。依然、着席したまま瞳に光を強めている女性士官を促うながす。

「じゃあ、さっそく参さん内だいするとしましょうか……ひょっとしたら、あなたもお祖ば母あさまと今こん生じようの別れってことになるかもね、メアリ。気持ちの準備はしておいた方がよくてよ？」

「わかった。すぐ行こう……だが、君は先に参内していてくれないか、ジェーン？　私は、ウィンザーに寄ってシスター・エステルを拾っていく。さすがに祖母の死に目にあえないというのでは気の毒だからな」

「ああ、そうね。あなたが一いつ緒しよに行ってあげるのが一番いいかもね……なんと言っても、あなたたちは姉し妹まいなんだもの。付き添そいには一番相応ふさわしいわ」

「……姉妹？　私たちがか？」

　メアリの顔にやや訝いぶかしむような色が走った。初めてその事実に気づかされたと言わんばかりに友を見返すが、指し摘てきした当のエリン公はすでにその豪ごう奢しやな体を翻ひるがえしている。円卓に尊大な顔を並べていた他の大貴族たちも同様だ。それぞれの派は閥ばつごとに何事か囁きあいながら、足早に退室してゆく。

　独り取り残された女性士官は、そのまま無人となった部屋で紫し煙えんをくゆらせていたが、

「姉妹、か……そうか、よく考えたらそうだったな。気が付かなかった」

　どこか苦く笑しようするように独りごちると、メアリは灰皿を煙草たばこで叩たたいた。自分でも自分の粗そ忽こつさがおかしくなったように目を細めると、立ち上る紫煙を視線で追う。

　いまさら気づくなど、迂う闊かつを通り越こして間ま抜ぬけですらある。しかし、確かにそれは事実だった。シスター・エステル・ブランシェは──あの元気のいい少女は、自分にとって血を分けた妹なのだ。およそ身分も、生まれ育った境きよう遇ぐうも、そして有している物も自分とは対照的だが、それでもたった一人の──

〈……大たい佐さ殿どの、少々、よろしいでしょうか？〉

　いずこからか響ひびいた低い声が、メアリの物思いを遮ったのはそのときだった。

　しかし、どこから聞こえた声だろうか。薄うす暗ぐらい談話室に彼女以外の人ひと影かげはない。クラブの従業員さえ、気を利きかせて消えてしまっている。にも拘かかわらず、メアリは訝しむ色さえ浮かべなかった。すぐ目の前に部下でも立っているかのような気安さで口を開く。

「ああ、お前か、アイアンサイド軍ぐん曹そう……カニンガム兵へい長ちようもそこにいるのか？　地下で負傷したと聞いたが」

〈へい。ちょいと義手をやられましたが、なあにたいしたことはありやせんや〉

　嗄しわがれたダミ声は、最初の声とは違ちがうものだった。やや痛みを耐たえるような気配の後、悔くやしげに唸うなる。

〈あっしとしたことが不覚でやんした……ですが、作戦行動に支障はありやせん〉

「そうか、それはなによりだった……ああ、ちょうどよかった。私もお前たちに聞きたいことがあったのだ、ジャック・アイアンサイド軍曹、トッド・カニンガム兵長。二人とも、私が何を言いたいかはわかっているな？　シスター・エステルの一件だ」

　手にしていた煙草を灰皿で揉もみ消すと、メアリは瞳ひとみに鋭するどい光を走らせた。隅すみの暗がり、誰の姿もない薄うす闇やみに詰きつ問もんを滑すべり込ませる。

「誰が、彼女に手を出していいと言った？　私が貴官ら二人に命じたのは〝ゲルマニクスによる教皇ならびに聖女暗殺未み遂すい事件〟の演出だ。暗殺そのものを命じた覚えはない」

〈確かに大佐殿のおっしゃるとおりです。小官らも命令を受領した記き憶おくはございません〉

　メアリの台詞せりふは質問を装よそおった糾きゆう弾だんだったが、答えた声はいささかも恐おそれ入ったところはなかった。恭うやうやしさは守りながら、淡たん々たんとして揺ゆるぎない。

〈ゲットーでエスター姫ひめを襲しゆう撃げきしましたのは、完全に我ら二人の独断であります──事故に見せかけて排はい除じよする最上のチャンスと見ましたので、奇き襲しゆうを仕し掛かけました〉

「──この愚おろか者！」

　氷の鞭むちを思わせる声が談話室の空気を震ふるわせた。苛いら立だたしげに舌打ちした〝ブラッディ〟メアリが、卓たくを打ったのだ。

「私の命令無くして勝手な真ま似ねはするな、アイアンサイド軍曹、カニンガム兵長！　わかっているのか!?　貴官らの行動は軍法会議もの……いや、それどころか、大逆罪だぞ！」

〈軍法会議ですかい……大佐のご命令とあらば、あっしらはどんな処しよ罰ばつもお受けしやす〉

　恐きよう縮しゆくしたように黙だまり込んだ声に変わって、嗄れたダミ声が口を挟はさんだ。荒あらっぽい口調で、しかしどこか悲しげに付け加える。

〈だけど、あいにくと小官らはすでに死人の身でさあ。いくら軍法会議でも、死人は裁けないんじゃないですかい？〉

「む……」

　目に見えない何者かから〝死人〟という単語が放たれたとき、女性士官の全身に纏まとっていた怒いかりのオーラが目に見えて和やわらいだ。依い然ぜん、その柳りゆう眉びは不ふ機き嫌げんげに逆立ったままだったが、それでもいくぶんか声音を抑おさえて詰問に戻もどる。

「……まあいい。貴官らの処分は、また別に考える。だが、なぜだ、軍曹、兵長？　なぜ、独断でエステル・ブランシェを排除しようとした？」

〈むろん、大佐殿の王位継けい承しようのためです〉

「私の？　どういうことだ？」

〈文字通りの意味です──シスター・エステルはヴィクトリア王太子妃ひの娘むすめ。法的には正統な王位継承権を持ちます。しかし、あのように突とつ然ぜん現れた小娘ごときに、大佐殿の玉座を渡わたしていいはずがありません。そう判断して、我々は作戦行動を取りました〉

「それが浅せん慮りよだというのだ。仮にあの娘を消しても、まだ私には強敵が二人も残っていることを忘れたのか？」

　感情の動きを悟さとられぬよう、メアリは表情を消した。努めて抑よく揚ようを欠いた声を、忠実な部下に返す。

「ゲルマニクス王にエリン公……生きている限り、エステルは彼らを牽けん制せいするコマとして使える。だが、殺してしまえばただの死体だ。何の役にも立たない」

〈そこまでお考えでしたか……申し訳ございません、我らの思慮が足りませんでした〉

　冷れい徹てつな女の言葉に、見えざる男達の声に感かん嘆たんの響きが籠こもった。

〈わかりました。では、以後は手出しは控ひかえます……しかし、大佐殿。これだけは言わせてください。もし、あなたを差しおいてエスター王女が玉座に即つかれるような事態となった場合、我らは独自の行動をとらざるを得ません。我らは大佐殿以外にアルビオンの王おう冠かんに相応ふさわしい人物はありえないと考えております〉

〈ジャックの言うとおりでさ、大佐！　あっしらだけじゃねえ。大佐の下で戦った全員がそう考えてまさあ！〉

　鋼はがねを思わせる〝ブラッディ〟メアリの声に対して、目に見えぬ何者かたちの言葉もまた、揺るぎない確信を備えていた。恭しい声調こそそのままだったが、いささかの躊躇ためらいもなく訴うつたえる。

〈私腹を肥やす、くそったれの貴族ども！　豚ぶたみたいにのうのうと肥え太ってやがる街の奴やつら！　あいつらが好き勝手やってる間、大佐殿はあっしらを率いて戦場を駆かけ、血と泥どろに手を汚よごしてこられました！　大佐殿以外に、この国の王に相応しい奴なんざいねえ！〉

〈トッドの申す通りです、大たい佐さ殿どの。すべての誇ほこりも、名めい誉よもあなたはこの国のために捧ささげられた。そのあなたをさしおいて王冠を戴いただくことなど、いったい何なん人ぴとに許されましょうや。たとえ誰が許そうと、小官は──いや、小官たち〝軍団レギオン〟は絶対にそのようなことは許しません。それが、あなたの妹君であろうとです〉

「貴様ら……」

　姿無き者たちの長い長い反論を、メアリはどこか悲痛な表情でじっと聞き入っていた。照度を落としたシャンデリアの火ほ影かげのもと、自分自身の影をじっと見下ろしてみじろぎもしなかったが、やがて、ぼそりと唇くちびるを開く。

「……すまん」

　やや色を失った唇から出てきた声は重く、せつなげだった。まるで死者を悼いたむような視線を虚こ空くうに泳がせ、低く詫わびる。

「本当にすまん、……私ごときにそんな言葉をかけてくれて。ましてや、お前たちを死に追いやったのはこの私自身なのに。本当にすまん」

〈な、何をおっしゃいますか、大佐殿！　あのとき我らを──パーシーの乱で我ら第四十四連隊を全ぜん滅めつさせたのは、その円卓で威い張ばりくさっていた貴族どもとその手先の参さん謀ぼうたちです！　大佐殿はただ、奴らの奸かん計けいに嵌はめられただけに過ぎません！〉

「だが、私があのとき、奴らのことを信用したりしなければ、奴らの計画に賛成して反乱軍の首謀者たちをロンディニウムに送ったりしなければ、お前たちを死なせたりせずに済んだ……すべては私の甘さが招いた災わざわいだ」

〈もう終わったことです、大佐殿。どうか、ご自分をお責めにならぬよう……そんなことより、今後のことを考えましょう〉

　俯うつむいた女性士官にかけられた声は、打って変わって優やさしく、穏おだやかなものに変わっていた。死人のような顔色で唇を嚙かむメアリを現実に引き戻すように、そっと囁ささやく。

〈それで、今後のことはどういたします？　シスター・エステル──いえ、プリンセス・エスターの王位継承権は早晩、証明されるでしょう。そうなれば、王冠は彼女の手に落ちることになってしまいます。そうなったら、我々の計画に支障が出るのではありませんか？　すでに地方の同志たちは動き始めています。いまこのときに、大佐が即そく位いできないとなると、計画は根本から覆くつがえってしまいますが〉

「……確かに、エステルの王位継承権は正統なものだ」

〝王冠〟という単語を姿無き者が囁いたとき、メアリの瞳ひとみに冷光が走った。同時に、それまでの沈ちん鬱うつな表情は硬かたい美び貌ぼうからは拭ぬぐったように消え失うせている。敵軍を発見した将軍のように背筋を伸のばすと、〝ブラッディ〟メアリはやや硬い声で付け加えた。

「だが、だからといって彼女に王位が継けい承しようされるかどうかはまた別問題だ。それを決めるのは卿きようらでも、まして私や貴族どもではない──シスター・エステル、いや、レディ・エスター自身だ。彼女に王位継承の意思があるかどうかで、次の玉座の主は決まるだろうな」

　実際、王冠に至るレースにおいて、エステルの優位は圧あつ倒とう的だった。なにしろ彼女は〝イシュトヴァーンの聖女〟なのだ。ただでさえ吸きゆう血けつ鬼き殺しの英えい雄ゆうとして名高い彼女が、かつて死んだはずの王女であるという事実が公おおやけになれば、民衆は熱ねつ狂きよう的に彼女を支持するだろう。そして彼女を操あやつろうとする貴族のほとんども彼女の擁よう立りつに動き始めるに違ちがいない。

　だが、彼女自身が王冠を望まなければ？

　王位継承権という言葉がある通り、王位を継つぐことは〝義務〟ではなく〝権利〟とされている。嫌いやがる者にむりやり王位を継がせることは誰だれにもできないのだ。そして、いまの彼女が王位などを望むだろうか？

（そして、もし彼女が王冠を望まなければ……）

　王位継承のレースは振ふり出しに戻もどる──再び煙草たばこを口に銜くわえながら、メアリは二人のライバルと自分との力関係について思いを馳はせた。

　まずジェーンには国内貴族の支持がないうえ、本人にやる気がない。また、ゲルマニクスの兇ルード王ヴイツヒについてはメアリの工作が功を奏して、教皇暗殺未み遂すいの疑ぎ惑わくが急速に拡ひろがりつつあり、現状でははなはだ不利な状じよう況きようにある。

　一方、自分の〝庶しよ子し〟という身分だが、教皇庁に対する圧倒的な圧力を手に入れた昨夜来、これをメアリは無視し始めていた。

　昨夜の地下での出来事──よりによって教皇、神の代理人その人が、吸血鬼を庇かばうところをメアリは目もく撃げきしたのだ。しかもその後、異い端たん審しん問もん局局長までもがアルビオン軍の戦せん闘とう行動を妨ぼう害がいし、結果的に作戦を失敗させるという不ふ祥しよう事じのおまけ付きである。これを世間に暴ばく露ろしたなら、教皇庁はどうなるか？

　作戦を妨害したペテロ自身は現在、意識不明の重態で入院中の身だ。が、彼のしでかした不祥事の画像はきちんと押さえてあるし、シスター・パウラにはその旨むねをそれとなく伝えてあるから、今いま頃ごろ、ローマではメディチ枢すう機き卿きようもいろいろと忙いそがしく立ち回っているに違いない。早ければ、今夜あたりにでも吉きつ報ぽうがもたらされるのではないか。

　しかし、そんなメアリにも弱点がないわけでもない。特に亡なき母──先代カルスレー子し爵しやく夫人ハリエットが十八年前に起こしたとある不祥事は、大きなアキレス腱けんだ。〝ホワイトの乱〟として一いつ般ぱんには知られているその事件の真相を封ふう印いんするため、メアリはここ数ヶ月にわたって慎しん重ちように行動してきた。王宮の公文書館にある関係書類を破は棄きし、当時の証人の生き残りを捜さがし出しては厳重な監かん視し下かに置いたのだ。ただ、先走った部下たちが証人のほとんどを殺害してしまったのにはメアリも激げき怒どしたが、それも猟りよう奇き殺人を偽ぎ装そうすることでなんとか隠いん蔽ぺいに成功していた。そう、すべてはうまくいくはずだったのだ──しかし、今回のエステルの登場で、事態は思わぬ方向に流れ始めてしまった。十八年前の事件を再調査しようという動きがボズウェルやその友人のワーズワース博士を中心に高まり始めているのである。彼らに事件の顚てん末まつや、証しよう拠こ隠いん滅めつの策動を嗅かぎつけられては王位継承どころの騒さわぎではなくなってしまう。そうなる前になんとか即位して、ことの顚末をうやむやにしてしまわねばなるまい。

（となれば、やはり、彼女の気持ち次し第だいか……）

　やはり問題はエステルの動向だ。彼女が王位継承権の放棄さえ宣言すれば、自分と王位の間に立ちふさがる障害は何もなくなる。そして王位にさえ即つけば、もう一つの計画も遂行できる。この十年、ずっと胸の奥で温めていた計画、アルビオンという国家そのものを変える夢を──

「……そういえばアイアンサイド軍ぐん曹そう、カニンガム兵長、貴官らはこんなところまで何をしにきたのだ？」

　軽い興奮とともに現状を分ぶん析せきしていたメアリは、ふと気づいて視線を動かした。相変わらず何者の姿もない暗がりに向かって、小首を傾かしげる。

「貴官らには別命あるまで待機していろと命じておいたはずだ。それが、こんなところまで何をしにきた？」

〈はい、実は一つ、問題が発生しました。それで、緊きん急きゆうに大たい佐さ殿どののご指示を仰あおぎたく……実は今朝方、ワーズワース博士が軍の人事局に問い合わせの手紙を出されたことが判明しました。博士は過去五十年内にｋ式生体改造処置を受けた強化歩兵──つまり、小官たちについての記録を探しておられます〉

「なに……!?」

　煙草に火を点じていたメアリの手が止まった──にわかに険しくなった瞳を細める。

「それは確かか、軍曹？」

〈複数のルートで確かく認にん済みです。このままでは、博士が小官の正体を暴あばくのも時間の問題でしょう……そして下手をすれば、その線をたぐって大佐殿までたどり着くやもしれません〉

「そうか、ドクター・ワーズワースがな……」

　やや白さを増した顔でメアリはため息をついた。煙草を銜えると、しばらく思考を巡めぐらせていたが、やがて紫し煙えんといっしょに硬い呟つぶやきをこぼす。

「あの頭脳は私の宮きゆう廷ていでも役に立ってくれそうだったのだが……残念だ。残念だが、問題は処理せねばならん」

〈かしこまりました。そちらは我らにおまかせください。実は、航空隊内の同志がすでに動いております。一時間以内に、吉報をお届けできるかと〉

「よし。では、そちらは任せた。その間に、私は行くところがある」

〈どちらに、大佐殿？〉

「ウィンザー離り宮きゆうだ。王宮に参さん内だいする前にシスター・エステルを……妹を拾っていく」

　わずかに言いづらそうな口調で〝妹〟という単語を発音すると、メアリは立ち上がった。煙草を灰皿に押しつけたときには、いかにも生きつ粋すいの軍人らしい律動的な足取りで歩き始めている。

「そのとき、ついでに彼女の王位継けい承しようの意思も確認しよう。彼女に王位継承の意思無きときは、彼女の身分は公表しないというのが当局の決定だ。諸しよ侯こうどもがちょっかいかけてくる前に、彼女の意思を固めておきたい。その結果次第で、お前たちにやってもらうことにも変へん更こうが出てくるだろう。いつでも命令は受領できるよう、連れん絡らくは密にしておけ」

〈了りよう解かいしました……されどいま一つ、確認させていただきたいことが〉

「なにかね、軍曹？」

〈もし、肝かん心じんの妹君が王位を継承されると決断なされたら──そのときは？〉

「……彼女の様子を見る限り、そのようなことがあるとも思えんが」

　扉とびらのノブに手をかけたまま、〝ブラッディ〟メアリはわずかに言い淀よどんだ。即そく断だん即そつ決けつを旨とする彼女にしては珍めずらしく、どこか逡しゆん巡じゆんするように唇くちびるを開閉させていたが、やがて、何かを吹ふっ切ったように頷うなずく。

「もしそのような事態になれば、そのときはまた改めて、決断が必要となるだろうな。お前たちにもいろいろと行動してもらうことになる」

〝決断〟と〝行動〟の内容はあえて口にせぬまま、メアリは無表情に告げた。短い応答を残して二つの気配がいずこかに消え去ったのを確認して、大きく扉を開け放つ。

「妹……か」

　駆かけ寄ってきたクラブの支配人が恭うやうやしく差し出したコートを受け取りながら、〝ブラッディ〟メアリはもう一度、その言葉を低く繰くり返した。

　まだ実感こそ乏とぼしかったが、確かにあの赤毛の娘むすめは自分にとってたった一人の妹なのだ。およそ日ひ陰かげの身で、血けつ縁えんといえばまだ幼い頃ころに亡くなった母と、ほとんど顔さえあわせることのなかった祖母しか知らぬ自分にとって、片親だけとはいえ、確かに血を分けた肉親なのだ。

　それを思ったとき、〝姉〟としては〝妹〟が万が一にも不幸な決断を下さぬよう、祈いのらずにはいられなかった。天を仰ぐように、シャンデリアに照明された天てん井じようへと視線を向ける──もっとも、生まれてこの方、一度も神に祝福されたことのない身だ。そんな卑いやしい女の祈りが天まで届くかどうか、はなはだ自信はなかったのだが。




　　　　Ⅲ




「あ、あ、あ、あ、あああああああああああああああああああっ！」

　響ひびき渡わたるサイレンに重なって、誰だれかが悲鳴をあげている。床ゆかに倒たおれ伏ふした首のない神父の体を見つめたまま、エステルはそれがとてもうるさいと思った。

　まるで魂たましいの一部を砕くだかれ、磨すり潰つぶされてしまったような、若い女の絶ぜつ叫きよう。獣けものじみたその悲鳴が自分の喉のどからほとばしっているものだと気づいたのは、己おのが手が操あやつり人形にも似た動きで持ち上がってからのことだ。次の瞬しゆん間かん、エステルの指は金きん髪ぱつの若者に向けた散さん弾だん銃じゆうの引き金をいっさいのためらいも無く絞しぼっている。

「お気をつけください、我が君。ブランシェ様が──」

　端たん末まつの前に立っていたバトラー──あるいはケンプファーとか言ったか？　いやもう、そんなことはどうでもいい──が黒くろ髪かみを揺ゆらして警告した。刹せつ那な、太ふと腿ももほどの長さにまで切り詰つめられた凶シヨツ器トガンが吠ほえている。ほとばしった直径数ミリの鉄球の群れは、投と網あみのように拡ひろがり、宙を疾はしっていた。前方にいたのは、カインという名で呼ばれていた美しい若者だ。首のない悪あく魔まの遺体をどこか哀かなしげに見下ろしていた真白き天使。その胴どう体たいを散弾の驟しゆう雨うが直ちよく撃げきし、くの字に折って吹き飛ばす。

「あああっ！　あああっ！　ああああああああああああああああああああっ！」

　その間も絶叫するエステルの手は、いっかな動きを止めなかった。発はつ砲ぽうと同時に装そう塡てん。そして照ター準ゲツト──引き金トリガー。激しい反動と同時に白い若者の体が吹き飛ぶ。それを無感動に見つめたまま、再び装塡ポンプを引いて……

　頭の中に血の霞かすみがかかったようだ。何も考えられない。いや、心が何かを考えることを脳に禁じているのだ。なのに体だけは他人のもののように勝手に動き、凶器の引き金を引いている。

　まるで結末のない映画キネマでも観みているようだった──それもとびきり醜しゆう悪あくな。

　いったい、このタチの悪い夢はいつになったら終わってくれるのか？　そんなことを考えたとき、ふと、エステルはいつの間にか銃声が聞こえなくなっていることに気づいた。左手は相変わらず装塡ポンプを引いているのだが、弾丸が薬室に送り込まれるときの、あの金属的な手て応ごたえがいっこうに伝わってこない。弾たま切ぎれか？　それとも、どこかで詰まったか……

　大昔の管制室跡あとに立ち込めた硝しよう煙えんは、王都の霧きりよりもまだ濃こかった。数百年もの歳さい月げつにも生き残っている空調に渦うず巻まきながら、ねっとりとあたりを漂ただよっている。

「あ…………あ…………」

　硝煙の向こう、赤く濡ぬれそぼつ床に倒れ伏して動かぬ黒と白の二つの影かげに、エステルは虚うつろな瞳ひとみを向けた。一歩踏ふみ出した足あし下もとで、罅ひびの入った丸まる眼鏡めがねを踏み潰してしまったことも気づかない。気づかぬまま、黒い影──首のない男の残骸の傍かたわらまで、よろめくように歩み寄る。

「神父さま……？」

　震ふるえる声をかける──答えはない。

「神父さま！」

　今度は、もっと強い調子で──なおも答えはない。

　僧そう衣いから生えた首は赤黒い切り株にも似た切り口をみせて断たち切られていた。

　その上に当然あるべき頭部はどこにもない。赤い血に混じって床を濡らした灰色の液体は脳のう漿しようだろうか。ところどころ、白い宝石のように光っているあれは歯だ。神経索さくをひきずったまま転がっている眼球は白はく濁だくしており、冬の湖のように青かった瞳には白い膜まくが降りている……

「噓うそだ……」

　まるで初めて会う人を見るような視線をエステルは首のない残ざん骸がいに置いた。いまだ血を噴ふき出している血管を瞬まばたきもせず凝ぎよう視ししながら、意味のない言葉を繰り返す。

「噓だ、噓だ、噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ……」

　これは噓だ。なにかの冗じよう談だんだ。彼が死ぬわけがない。貧びん乏ぼうでさもしくて、情けなくて格好悪いことこのうえない彼は、けっして、こんな凄せい絶ぜつな死に様を見せるような男ではなかった。だから、これは何かの冗談だ。本物の彼はどこかにいて、ひょっこり顔を見せるのだ。そう、のほほんと『やあ、エステルさん』とか言いながら、ひょっこりと現れてくれるのだ。そうしたら、自分は拗すねながら、抗こう議ぎをして──

「──やあ、エステル」

　惚ほうけたように立ちすくむ少女にかけられた声は、のんびりと間延びしていた。

　およそ警けい戒かい心の欠片かけらもない、のどかな声──だが、とっさに背後を振ふり返った尼に僧そうの顔は生きながら地じ獄ごくに突つき落とされた亡もう者じやのように青ざめてしまっている。

「……ひ、ひっ!?」

「ん？　どうしたの？　そんな顔をして」

　乾かわききった声帯から壊こわれたスピーカーのような声をこぼした少女を、白衣の若者は傷一つない顔で優やさしく見下ろした。だが、エステルの視線が自分の腹部──ぽっかりと空いた空くう洞どうに注がれているのに気づくと、やや困こん惑わくしたように舌打ちする。

「あらら、服が穴だらけだ……ちぇ、ひどいな、エステル。友達にこんなことするなんて。いくら冗談でも、ちょっとやりすぎじゃない？」

「あ、あ、あ……う、あ……う、噓……ど、どうして!?」

　カインの腹部に大きく空いた穴は、それこそエステルが頭を突っ込めそうなほど大きかった。

　当然だろう。至近距きよ離りで散弾の直撃を喰くらったのだ。だのに、そこからは血の一いつ滴てき、内臓の一いつ片ぺんも出ていない。人形の胴どうに穴を穿うがったように、のっぺり白い内部が見えているだけだ。

「ああ、これ？　実は昔、弟と大おお喧げん嘩かしたあげく、ちょっとばかり高いところから突き落とされちゃったことがあってねえ」

　恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに気死せんばかりの尼僧を見下ろしたまま、若者は気き恥はずかしげに笑った。焼け焦こげたシャツの銃じゆう痕こんをはにかむようにほじりながら、言い訳する。

「あれは何年ぐらい前になるかなあ。そのときの火傷やけどが、まだきちんと治りきってないんだ。雨の日なんて、しくしく痛んで辛つらいんだよ。だから、ここに保管されてる僕らの遺伝子地図を回収して修理の参考にしたいと思って来たんだけど……ねえ、どうだい、アイザック？　見つかったかい、例のデータは？」

「それが我が君……」

　無表情に顔をあげたのは、端たん末まつに指を走らせていた〝魔ま術じゆつ師し〟だった。主人あるじを振り返って、軽く肩かたをすくめる。

「どうやら、弟君のお怒いかりが激しすぎたようです。内部の記録素子がすべて壊れてしまっております。それもここだけではなく、かなりの広こう範はん囲いにわたって電気系統へバックファイアがあった模様です。これでは、記録素子を持ち帰っても修復はほとんど不可能でしょう」

「あららら？　んー、それは困ったねえ。じゃあ、ネットにも繫つなげない？　どこか、まだ僕らの設計図を保管している研究所のデータベースのうち、生きているところを探せないかな？」

「ネットへの接続も不可能です。完全に、ここの電動知性はダウンしてしまっております。申し訳ございません。私が弟君を怒おこらせ過ぎてしまったようです」

「いやあ、昔からアベルは怒りっぽい子だったからねえ。それはしようがないよ。しかし、困った困った。どうしようか……ああ、そうか！」

　何かに気づいた顔で、白い若者ははたと手を打った。エステルの側そば、床ゆかにぼろ屑くずのように転がった首無し死体に目を向ける。

「よく考えたら、設計図なんて無くても、ここに現物があるじゃないか──弟と僕は完全同型体なんだもの。この子の体をもらえばいいんだ……ははっ、うっかりしてたな」

「……〝体をもらう〟？」

　カインの台詞せりふをエステルは意味もなく繰くり返した。その意味するところはわからなかったが、たまらなく不ふ吉きつな予感がする。これ以上悪いことなど起きようもないはずだったが、それでもおぞましい予感に、エステルは後ずさった。アベルの遺体を抱かかえたまま、脚あしが本能的にこの場を逃のがれようとしたのだ──そんな尼僧の側に、ゆっくりと白い影かげが歩み寄った。

「ん？　どこに行くんだい、エステル？」

　もはやこの世にいない神父と同じ顔が、尼僧を見下ろした。カインは小首を傾かしげると、歯を鳴らしているエステルに優しく声をかけた。

「ごめんね、すっかり怖こわい思いをさせてしまって……でも、すぐに用事は済むからね。そうしたら、いっしょに上に戻もどって、何か美お味いしい物でも食べようか。何か食べたいものはある？　お肉？　お魚？　パスタなんか、僕、大好物なんだけど、エステルは食べ飽あきてるよね？」

「ひ、ひっ！」

　若者の伸のばした手を、エステルは本能的に振り払はらった──いや、振り払おうとして失敗した。まるで体が反乱を起こしたかのように動かないのだ。カインはただ穏おだやかに微笑ほほえんでいるだけなのに、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように身がすくんでいる。

　一方、恐怖と狂きよう気きに身をわななかせる少女に優しく笑みかけると、若者は彼女の抱える遺い骸がいにそっと手を伸ばした。

「さてと、でわでわ早さつ速そく…………あうちっ!?」

「いかがなさいました、我が君？」

　端末の側に片かた膝ひざついて古いミイラを探さぐっていた〝魔術師〟が、訝いぶかしむように振り返った。

　その視線の先では、白衣の若者は今しも弟の遺体に触ふれようとしていた手を胸むな元もとに引っ込めているところだ──苦痛を堪こらえるように抱えた手には、わずかに黒い焦げ目がついていた。

「な、なに？　何が起こったの？」

　一方、エステルは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　接せつ触しよくの瞬しゆん間かん、青白い光がカインの手を弾はじき飛ばしたのだ。確かに、あれは神父が〝クルースニク化〟──あの呪のろわれた姿になったときに放たれる電でん撃げきだった。だが、なぜ、いまさら？　すでにアベルは死んでいるのに!?

「……ああ、だいじょうぶだよ、アイザック。ちょっとびっくりしただけ。それにしても……ねえ、僕の邪じや魔まをするつもりなのかい、〝02〟？」

　目を瞠みはるエステルの前でカインは下僕しもべを安心させるようにお気楽な声をだした。だが、エステルの抱える遺体に向けられた碧へき眼がんはどこか金属的な光を瞬またたかせている。

「だいたい、宿主を庇かばって戦うなんてお涙なみだ頂ちよう戴だいなノリは、キミたちのキャラじゃないだろう？　ああ、それとも、単にボクの脚をひっぱりたいだけかな？　まあいずれにしても、おイタが過ぎるようなら、いくらキミたちでも許さな……あれ？」

　神父の遺体に、もしくはその中の何者かに話しかけていたカインの声がふと途と切ぎれた。さきほど電撃に撃うたれた自分の手を見下ろし、不思議そうな顔になる──ついさっきまで透すき通るほど白かった手が、火傷を中心にまっ黒く変色しつつあったのだ。黒化した皮ひ膚ふからは、じゅくじゅくと水すい滴てきがこぼれ落ちている。小さな気き泡ほうをあげながら滴したたる液体は黄みがかって、すさまじい臭においを放っている。いや、異常は腕うでだけではない。さきほどエステルが撃うち貫ぬいた腹ふく腔こうの大穴でも、穴の縁ふちを起点に変色が始まっているではないか──これは？

「あれれ？　体が崩くずれ……る……？」

　張り裂さけんばかりに目を瞠る尼に僧そうから一歩退くと、カインは溶とけ始めた自分の体を丹たん念ねんに見回した。

「あらあ？　これはどうしちゃったのかな……ねえ、アイザック。これってどういうわけ？」

「──はっ。残念ながら、時間切れのようです、我が君」

　どこか不満げな若者の質問に返ってきたのは、慇いん懃ぎんだが容よう赦しやのない回答だった。主人の体からこぼれる液体を見やった〝魔術師〟が、さして残念でもなさげに首を振ふったのだ。

「活動限界までは間があるはずでしたが、弟君との交戦で思った以上に体力を消しよう耗もうされたようです……いずれにせよ、まだ体を保持できている間に再生槽そうに戻られた方がよろしいかと」

「……やれやれ、まったく難なん儀ぎなものだねえ。早く、まともな体に戻りたいよ」

　下僕の進言にカインは口を尖とがらせた。まだ遊び足りないところに、門限を思い出させられた子供のような顔でぼやく。

「ちぇ、しようがない。今日は帰るとするか。せっかくここまで来たのに残念だけど……ああ、そうだ。ねえ、エステル？」

　ぼんやりと悪夢のような状じよう況きようを見やっていた尼僧に、カインは思い出したように声をかけた。もはや近づいてくることこそなかったが、それでも投げかけた声は十年来の親友のように気さくな響ひびきを含ふくんでいる。

「キミもこれからいろいろ大変だと思うけど、頑がん張ばってね。泣いたり、挫くじけたりしちゃだめだゾ？　ボクと約束だ」

「我が君、お早く。もう、その体も保もちません」

「わかってる。すぐ行くって……じゃっ、そういうことでね、エステル」

　ウインクした若者が投げキッスを飛ばしたときには、彼と〝魔ま術じゆつ師し〟、二人の魔人の影は拭ぬぐったように消えている。文字通り、消失したのだ。二人の消えた広間には、エステルとその腕の中に抱だきしめられた遺体、そして腹部を貫つらぬかれ、床ゆかで悶もん絶ぜつしている〝鬼メデユ女ーサ〟──ヴァネッサの姿が残されているだけだ。なぜか、四体のミイラとその抱えた荷物まで消えてしまった室内は、さらに広さが増してしまったように感じられる。

　相変わらず、サイレンはけたたましく鳴り響き続けていた。その中で惚ほうけたように座ったまま、いったいどれぐらいの時間が経過しただろうか──呆然と僧そう衣いの遺体を見下ろしていたエステルの耳に、ふと人の叫さけび交かわす声が聞こえた。

「──シスター・エステル!?　ここにいらっしゃったのですか、聖女さま!?　ワーズワース博士、シスター・エステルです！　〝イシュトヴァーンの聖女〟を発見いたしました！」

　そんなことを叫びながら、広間に駆かけ込んできたいくつかの人ひと影かげがある。黒いスーツ姿の男たちは、おそらく国務聖省のＳＰだろう。彼らの先頭、エステルの側そばに早足で歩み寄ってきた中年の紳しん士しはどこかで見た顔だ。だが、どこでだったろう？　思い出せない。いや、何も考えたくない……

「無事かね、シスター・エステル？　よかったよ、こんなこともあろうかと発信器をつけておいて。それよりも急いで、地上に戻もどろう。ここはもうすぐ閉へい鎖さされて……む、誰だれかね、これは？」

　必死で現実に戻ることを拒こばむエステルの願いも虚むなしく、中年の紳士は険しい顔でエステルの抱きかかえる遺い骸がいを見下ろした。首がないせいで、最初は何者の遺体かわからなかったようだが、残された体と僧衣、そしてそのロザリオを見て、誰のものか判別したらしい。開いた口からパイプが転げ落ちたのも気づかぬように呻うめく。

「まさか、この僧衣は……馬ば鹿かな、まさか……」

　だが、そんな紳士の声など、エステルの耳には入らなかった。呼びかけられたせいで現実に召しよう還かんされてしまった意識が、目の前の死に向かって集中する。逃にげ込もうとしていた殻からを打ち破られ、エステルは呆ぼう然ぜんと腕の中の遺体を揺ゆすった。その名を呼べば、誰かが答えてくれるかというように。

「ナイトロード神父……神父さま……」

　だが、そこから返ってくる答えは当然ない。それでもエステルはなおも遺骸を揺さぶった。

「神父さま、起きて……神父さま……お、き……て……あ、あ、あ、あ、あ……いやあああああああああっ!!」




「いやああああああああああああああああああああああああああっ！」

　誰かの絶ぜつ叫きようが、エステルを悪夢の底から、さらに悪夢じみた現実へと蹴けり上げた。

　目を見開いて椅い子すから立ち上がったとき、あの絶叫はすでに聞こえなくなっていたが、その代わり、獣けもののように荒あらい息づかいがすぐ耳元でしている。反射的に太腿の散さん弾だん銃じゆうに手を伸のばそうとして、エステルはようやくそれが自分の息であることに気づいた。頰ほおを、無数の水滴が滴り落ちていることにも。

「く、くはっ……？」

　涙なみだが頰を滴るに任せて、尼僧は上方を仰あおいだ。

　背の高い屋根の下にいくつもの聖人の像が飾かざられている。正面、祭さい壇だんの上に掲かかげられたのは大きな銀製の十じゆう字じ架かだ。

　聖ジョージ聖堂──ウィンザー宮きゆう殿でんの敷しき地ち内にある礼拝堂は薄うす闇やみに満たされていた。ステンドグラス越ごしに、弱々しい冬の夕ゆう陽ひがぼんやりとした光を放っている。いったい、いまは何時頃ごろだろう？　いや、あれからどれぐらいの時間が経たったのか。

　あそこで、あの暗い遺い跡せきで〝教授〟によって救い出され、地上に連れ帰られた。それから、何人もの医者がよってたかって体を調べていたようだったがいまひとつ判然としない──〝だった〟というのは、その前後の時間、意識が朦もう朧ろうとしていたからだ。ただ覚えているのは、あの床に広がった真っ赤な血ち溜だまりとそこに俯うつぶせに倒たおれた長身の影かげ。僧衣の首からは、そこにあるべき頭が消えていて……

「あ、あたしが殺した……あたしが……」

　意味をなさない言葉を繰くり返しながら、エステルは祭壇の側に安置された棺ひつぎに目を落とした。杉すぎ材ざいで作られた粗そ末まつな棺。飾りもなければ、窓もない。しかし、その中に納められた遺体のことを彼女はいやというほどよく知っていた。

「あたしがあのとき、あいつにあんなこと言わなかったら……あたしがもうちょっと早くあいつを撃うっていたら……」

　かさかさにひび割れた唇くちびるから、尼に僧そうは虚うつろな声を吐はき出した。手を伸ばして自分の頭を抱かかえると、がっくりと首を折って呻く。

「あたしがこの人を殺した……あたしが……あたしが……」

「──あ、あ、あの、シスター・エステル？」

　ぶつぶつと呟つぶやく尼僧の声に対する呼びかけは、辿たど々たどしく、弱々しいものだった。

　いつ入ってきたのだろう？　涙に濡ぬれた目をあげたエステルは、そこにおどおどと立っている少年を見いだした。

「……聖下？」

「エ、エ、エステル……だ、だいじょうぶ、ですか？」

　最初、からくり人形のように持ち上がった尼僧の顔を見て、少年──アレッサンドロはぎょっとしたように身を引いた。憔しよう悴すいしきった相手の顔に驚おどろいたのだろう。やや怯おびえたように目をしょぼつかせていたが、やがて、思い切ったように口火を切る。

「あ、あ、あなたがず、ずっとこちらだって聞いたから……か、からだ、だいじょうぶな、のですか？　ご、ごはんも、ぜんぜん食べてないって……。ぼ、僕も、ナ、ナイトロード神父のこ、こと聞きました。す、すごくお気の毒で……ぼ、僕、なんて言ったらいいか……」

「…………」

　不器用に、しかし一生懸けん命めいな気き遣づかいを見せる少年に対し、エステルは再び顔を伏ふせた。黙だまったままだったのは、口を開けば自分がとんでもないことを言ってしまいそうな気がしたからだ。疲ひ労ろうと心労で働きの鈍にぶくなった頭でもその程度の理性は働く。

　一方、そんなエステルの反応を疲労と心労によるものと誤解したらしい。アレッサンドロは安置された棺と肩かたを落とした尼僧の姿を悲しげに見比べていたが、やがて、決意したように口を開いた。

「そ、それで、ですね。つ、つ、疲つかれてるところに、お、お、お話があるんだけど……い、いいですか？　つ、捕つかまってしまったヴァ、ヴァージルさんとア、アンゼリカのことで、そ、相談があ、あるんです……き、聞いてくれませんか？　ペ、ペテロはけ、怪け我ががひどくて、あ、会えないし……パ、パウラには相談できないし……シ、シスター・エステル、ぼ、僕の話、聞いて、く、くれないか、な？」

「…………申し訳ありません、聖下。あたし、お役に立てそうにありません」

　とにかく、あたしに話しかけないで！

　腕うでを振ふり回して喚わめきだしたい衝しよう動どうを必死で抑おさえ込んで、エステルはかろうじて声に抑よく制せいを利きかせた。やや息を整え、もう一言だけ喋しやべるつもりで口を開く。

「本当に申し訳ありません……あたし、駄だ目めなんです」

「だ、駄目って、な、なにが？」

「何もかもです……あたしは、駄目だ！　本当に駄目だ、あたしは！」

　その瞬しゆん間かん、何かがエステルの中で溢あふれた──まだ、自分の中にこれほど声を出す力があったとは我ながら不思議だったが、ほとばしり始めた言葉が止まらない。怯えたように後ずさった少年も無視して髪かみを搔かきむしると、エステルは甲かん高だかい嗚お咽えつを絞しぼり出した。ついで赤毛をむしりとった拳こぶしで、祭壇を殴なぐりつける。割れた拳から滴したたった血が、床ゆかに小さな染しみを作った。

「何もできなかった……神父さまを死なせてしまって、おまけにその仇かたきも討うてなくて……ただ、怯えてすくんでるだけだった！」

　そう、自分があそこで、あの暗い遺跡で失ったものは、ナイトロード神父だけではなかったのだ。あそこで失ったのは自分の持っていた全すべてだった──飢うえにも似た喪そう失しつ感に、エステルはひび割れた声をこぼした。

　けっして自分がまだ一人前だなどとは思っていなかったが、それでもいくつかの修しゆ羅ら場ばを越こえてきて、多少は自分に自信が持てるようになってきていた。自分を支える柱が、自分自身の中に出来てきているという確信が生まれ始めていたのだ。

　しかし、そんなものは完全に心の中から蒸発してしまっていた。その代わりにあるのは自己嫌けん悪お、後こう悔かい、恐きよう怖ふ──そして、強きよう烈れつな自分を破は壊かいしてしまいたいという衝動だけだ。

　心臓のあたりにぽっかりと穴が空いている。どんなことをしても埋うまらない穴。もう、永遠にそれは失われたのだ。二度とは戻もどらない──

「あたしは駄目だ……本当に駄目だ！」

「エ、エ、エステル……」

　血が出るまで唇を嚙かみしめ、爪つめを顔に立てて呻うめいている尼僧から、アレッサンドロはおどおどと後ずさった。どんな言葉をかければいいのかわからないなどといったものではなく、単純に怯えているのであろう。その間にも、エステルは爪を顔の肉に食い込ませていた。ぷつぷつと皮ひ膚ふが弾はじけ、血が滲しみ出してくる感かん触しよく──

「──やめなさい、エステル！」

　自分の顔を搔きむしろうとしていた少女の腕を押さえた声は、低かったが、威い厳げんに満ちていた。慌あわてたように目をあげたアレッサンドロの側そばを律動的な靴くつ音おとが通り過ぎたときには、声の主は、素す早ばやく伸のばした手でエステルの手首を握にぎっている。

「やめなさい、エステル……女の子が自分の顔にひどいことをするものではありません」

「……スペンサー大たい佐さ？」

　目をあげたエステルは、虚うつろに相手の名を口にした。オレンジ色の髪の女性士官を認めた少年教皇が、怯えたように後ずさったのも気づかぬまま、再び力無く繰くり返す。

「大佐……あたしが殺したんです……この人を、あたしが……あたしがあたしがあたしがあたしが──」

「しっかりなさい！」

　エステルの頰ほおが、乾かわいた音をあげた。

　平手打ちを受けた尼に僧そうが憑つき物が落ちたような顔をあげたときには、それを〝ブラッディ〟メアリの空色の瞳ひとみが真っ向から睨にらみ据すえている。

「シスター・エステル・ブランシェ！　あなたは〝聖女〟でしょう！　人の尊敬を受け、世に神の言葉を説き、悪と戦うために選ばれた特別な存在……その〝聖女〟がそんな簡単に壊こわれていいと思っているの！　私はそんなこと、絶対に許しませんよ！」

「〝聖女〟……あたしは……」

　そんなのじゃない！

　そう叫さけびかけたエステルの唇くちびるを何かが──彼女の中の何かが遮さえぎった。

『どこで間ま違ちがえたのだろう？』──故郷の街でそう言った復ふく讐しゆう者。

『信じてよいカ、エステル？』──砂さ漠ばくの街で出会った少年。

『キミは僕の臣下じゃないからね。友だちだ』──人にあらざる者たちの都を統すべる少女。

『あなたは聖女になる』──冬の街で逝いった友。

『私、あなたの味方です』──そして、いつも隣となりにいてくれた、いまは物言わぬ身となった、あの人。

　再び顔に立てようとしていた爪を拳に食い込ませ、エステルは呻いた。

　その名を否定したい。否定してしまえばどんなに自分は救われることか。でも、それをすることは自分の中にいる何人もの人たちを否定し、消し去ってしまうことだ。この空の下、自分のことを思い出しながら生きてくれている人たちと、すでに自分の胸の中にしか生きていない人たちのすべてを、なかったことにしてしまうことだ──

「くおっ……」

　顔を覆おおった少女の口から、ひび割れた嗚咽がこぼれた。

（みっともない声だ……）

〝聖女〟なら、ほんとうはもっときれいに泣かないといけないんだろうな──愚ぐにもつかぬことを頭の隅すみで考えながら、エステルは泣き声をあげた。肩かたを震ふるわせながら、胸の中に溜たまった血を吐はき出すような嗚咽をあげる。

『あたしは聖女なんかじゃない！』

　そのたった一言を吞のみ込むために、〝聖女〟は顔をくしゃくしゃにしかめて泣きじゃくった。鼻水と涙なみだで顔がべとべとになったがそれどころではない。体中の水分を絞しぼり尽つくすような勢いで号ごう泣きゆうする。

　一方、果てない少女の嗚咽を、メアリは辛しん抱ぼう強づよく見守っていた。いつの間にか少年教皇が部屋から消えていたのも無視して、じっとエステルの嘆なげきを眺ながめやっている。しかし、わずかに嗚咽が小さくなったとき、女性士官はぽつりと呟つぶやいた。

「あなた……本当に、あの人を愛していたのね」

「あい？」

　相変わらず涙を流しながらも、エステルは不思議そうに目をあげた。まるで不思議な神しん託たくでも受けた巫み女このような顔になって、優やさしく自分を見つめているメアリの目を見返す。

　それをそっと抱だきしめ、メアリは囁ささやいた。

「いいのよ、まだ泣いてもいいの。でも、それが終わったら、また立たないといけないわ、〝聖女〟さま……だから、まだ、泣いてもいいのよ」

「……大佐？」

「なに？」

「どうしてなの？　どうして、そんなにあたしなんかのことを……」

「そうね、たぶん、あなたが私の妹だからかしら。そう……あなたは、私にとってたった一人の妹なのだもの。そしてたぶん、もうすぐたった一人の肉親ということになるわ」

「……え？」

〝たった一人の肉親〟──その言葉に、エステルはようやく瞳をあげた。もし自分が言われたとおりの身とすれば、いま一人、王宮には親族がいるのではないか？　だが、そんな疑念を打ち消すように、メアリは首を振ふった。

「実は王宮のお祖ば母あさまが──女王陛下が、ついさっきご危き篤とくになられたの。主立った貴族と閣かく僚りように召しよう集しゆうがかかったわ。それで、私もあなたを迎むかえに来たのよ……落ち着いたら、支し度たくなさい。私も付き添そうから、一いつ緒しよに参さん内だいしましょう」
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「い、一緒に？　で、でも、あたしは……」

「だいじょうぶよ、エステル」

　涙でひどいことになっている顔をあげた尼僧にハンカチを手て渡わたしながら、メアリは口元をほころばせた。まだ涙で潤うるんだ瞳を安心させるように頷うなずく。

「面めん倒どうなことは全部、私にまかせなさい。あなたは私が守る──あのハゲタカみたいな連中に、妹を食い物にさせたりはしないわ」

「妹……」

　その言葉をエステルは口の中で繰り返した。いまだ胸に空いた穴は鈍にぶい痛みを訴うつたえている。この痛みがひくことはあるまい。それでも新たにさしのべられた手の暖かみに浸ひたるように、かすかに目を伏ふせて呟く。

「ありがとう、姉さん……」

「いいのよ……それより、そろそろ落ち着いた？　落ち着いたら、ここを出ましょう。実は外に車を回してあるの。ここからなら、王宮まではそれほど遠くないから──」

　妹の肩を抱いた姉の説明を、扉とびらの向こうから聞こえてきた慌あわただしげな声が遮さえぎったのはそのときだった。姉し妹まいが何事かと振り返ったときには、扉が、ノック抜ぬきで勢いよく蹴けり開けられている。

「──ジェーン!?」

　戸口の向こうに現れた背の高い女の影かげに、メアリが驚おどろいたような声を漏もらした。訝いぶかしさ半分、不快感半分の声で礼れい儀ぎ作法を無視して部屋に駆かけ込んできた親友を一いつ喝かつする。

「何をしに来た、ジェーン!?　君、王宮に参内したんじゃないのか!?」

「途と中ちゆうで引き返してきたのよ」

　ジェーン・ジュディス・ジョスリン──アルビオンきっての不良貴族の顔が、珍めずらしくも青ざめている。冷れい笑しようの欠片かけらもない硬かたい表情で顎あごをしゃくると、〝カラミティ〟ジェーンは扉の外を指し示した。

「とんでもないことになったわ、メアリ……あれを見て」

　硬い声で告げながら、礼拝堂の外、遠くに見える城門を指さす──直後、エステルとメアリもまた、目を瞠みはることとなった。

「馬ば鹿かな……なんだ、これは!?」

　最初に、ひび割れた声を押し出したのはメアリだった。エステルの肩を抱いたまま、城門へ通じる坂道を呆ぼう然ぜんと見下ろす。

「こんな馬鹿な！　いったいどういうことだ!?」

「ど、どういうことなの、これ!?」

　眼下を埋うめ尽つくす人、人、人……城じよう壁へきの外を埋め尽くす群衆を前に、エステルもまた、姉に倣ならって呆然と立ちすくんだ。

　城の外の車道は、数え切れない人と車で埋め尽くされていた。いや、道だけではない。停とめられた車の屋根や街路樹、はては街灯の上にまでよじ登って城壁を覗のぞきこもうとしている者までいる。そのいずれもが、なにか、一枚の紙切れを握にぎっていた。さらに記者らしい男女が数名、兵士たちと言い争っている──しかし、これはなんなのだ!?

「これを見て、二人とも……十分前にタイムズが出した号外よ」

　石のような表情でジェーンが差し出したのは、外に詰つめかけている群衆が握っているのと同じ紙切れだった。灰色の藁わら半ばん紙しに、写真と大きな文字が躍おどっている。写真に写っているのは、エステルとメアリ──昨夜、空港で撮さつ影えいされたものだ。それはいい。だが、姉妹の目を引きつけたのはその上に掲かかげられた躍るようなキャプションだった。

〝ＳＩＳＴＥＲ　ＥＳＴＨＥＲ　ＩＳ　ＴＨＥ　ＬＯＳＴ　ＰＲＩＮＣＥＳＳ〟

「『シスター・エステルがプリンセス・エスターだった』……馬鹿な！　なんで、この情報が！」

　食い入るように文字を見つめていた姉妹の内、声をあげたのは姉の方だった。メアリは弾はじかれたように振り返ると、カーテンを閉め直している親友を怒ど鳴なりつけた。

「ジェーン、これはいったいどういうことだ!?　なんで、この情報がマスコミに漏れてるんだ！　いったい誰だれがリークした！」

「そんなこと、私だって知らなくてよ！　でも、ついさっき全社が一いつ斉せいに号外を出したの。それとほとんど同時にラジオ局も同じニュースを流し始めたわ……」

　そういって、〝カラミティ〟ジェーンは次々に各社の号外をコートの懐ふところから引っ張り出し始めた。大手マスコミ以外のいわゆるタブロイド紙のものまで含ふくめれば十枚以上はあったろうか、ゴミのように丸めて床ゆかにたたき付けると、夜や叉しやのような顔で舌打ちする。

「いったい誰が情報をこんなにタイミングよく流したの？　教皇庁？　ううん、連中はアルビオンのマスコミにはそれほど強くなくてよ。アーガイル公だって、これほど手て際ぎわよくはできないし……これだけ各社が一斉に、しかも夕食時にニュースを流せるような仕込みをしてのけるなんて、ただものじゃなくてね。どなたか存じあげないけど、仕し掛かけた奴やつは、悪あく魔まみたいに狡ずる賢がしこい奴だわ」

「あ、あの……」

　針のようなピンヒールで号外を踏ふみつけているエリン公に、エステルはおそるおそる声をかけた。目前の事態がどういう意味を持つのか、いまひとつ理解できぬまま、首を傾かしげる。

「あの、それで、あたしはこれからどうすればいいんでしょうか……王宮へ女王さまに会いに行かなくちゃいけないのに、あんな状態じゃ……」

「裏に車を用意させてるわ」

　号外の一枚一枚に几き帳ちよう面めんにヒールで穴を空けながら、ジェーンは口早に答えた。

「表の皆みなさんは影かげ武む者しやで釣つって、その間に逃にげ出しましょう……メアリ、あなたもそれでいいわね」

「…………」

　友人に水を向けたジェーンの声に答えは返ってこなかった。何か考え込んで、心ここにあらずといった〝姉〟の硬い横顔に、エステルは声をかけた。

「スペンサー大たい佐さ？」

「しょせんは修しゆ羅らの道か……」

「え？」

　ぽつりと呟つぶやかれた声はあまりに小さくて、すぐ側そばのエステルの耳にしか入らなかった。いや、エステルにさえ、小さすぎてよく聞き取れなかった。小首を傾げて問い返す。

「あの、なにか言いました、大佐……姉さん」

「え？　あ、いえ、なんでもないわ」

　夢から醒さめたような顔になって、メアリは〝妹〟の問いにかぶりを振ふった。優やさしく尼に僧そうを見下ろした瞳ひとみにはさきほどまでの硬い、ガラスのような光はどこにもない。もう一度首を振ると、〝ブラッディ〟メアリは妹を安心させるように優しく囁ささやいた。

「そう……別になんでもないのよ、エステル」










　　　　Ⅳ




〈ねえ、アイザック。エステル、僕らのプレゼントを喜んでくれたかな？〉

「さて、それはいかがでしょう？」

　再生槽そうからマイク越ごしに発せられた質問に、〝魔ま術じゆつ師し〟は慎つつましやかに首をひねった。

　主あるじが槽外に出てきたらすぐに目を通せるよう、テーブル上に号外を一枚一枚、丁てい寧ねいに広げながら、慇いん懃ぎんに応じる。

「私の見たところ、ブランシェ様はいまだ、権力を握ることに強い恐おそれを抱いだいておいでのようでした。〝聖女〟にして〝王女〟……あまりに大きすぎる宝ほう冠かんに、怖おじ気づかれるのではないでしょうか？」

〈違ちがうよ、アイザック。プレゼントしたのは〝王女〟じゃなくて、〝女王〟……たぶん、明日の朝にはそうなる〉

　ホテル・リッツはピカデリー通りのほぼ中央に位置する最高級ホテルだ。

　ロンディニウムの目め抜ぬき通りを一望にできる最上階スイートの寝しん室しつは、それだけで庶しよ民みんの家が丸ごと収まるほどのスペースを誇ほこる。しかし、その広大な寝室に、今夜は奇き怪かいな物体が置かれていた──すなわち、差し渡わたし二メートルほどもあるガラス張りの水すい槽そうである。

　むろん、一いつ泊ぱく一万ディナールもするようなスイートを借りる客であるから、ワニやヒョウなど変わったペットが持ち込まれることも珍めずらしくはない。

　だが、それにしてもこの水槽には何が入っているのか？　周囲には奇き妙みような機械や計器が飛行機のコクピットのように所ところ狭せましと並べられ、複雑に配管されたパイプのあちこちから、異い臭しゆうを放つ蒸気がこぼれている。しかしもっとも異様なのは水槽の中身だったかもしれない。コールタールのような液体はとろりと黒い光こう沢たくを放ち、中にはおよそ生き物がいる気配はない。にも拘かかわらず、無む邪じや気きな声はその液体の中から聞こえてきているではないか。

〈エステル・ブランシェかあ……なにしろ、あの子にはいろいろと話に付き合ってもらったしねえ。おまけに、弟がすっかりお世話になってたんだもの。せめて、これぐらいのお礼はしてあげなくちゃ〉

「左様でございますか……しかし、弟君と申せば、我が君。アベル様の方はいかがいたします？　あれは間ま違ちがいなく、即そく死ししておいでと思うのですが」

〈あー、アベル、死んじゃったよねー、かわいそうだよねー。彼、昔むかしっから本当に幸さち薄うすい子でさあ……あの不幸っぷりが、ぼかぁ、不ふ憫びんで不憫でたまらないよ〉

「……にしては、ずいぶんとあっさりとお殺あやめになられたようですが」

　しくしくと洟はなを啜すする〝何か〟に、黒衣の執しつ事じは冷静な指し摘てきを与あたえた。

「ああも彼かの方かたをあっさりと滅ほろぼされるとは思いませんでした。数百年ぶりの再会に、積もるお話もあると思っておりましたが……」

〈だって、ボクもびっくりしちゃったんだもの。アベルってば、いきなり目を三角にして迫せまってきちゃってさあ。キミの話だと少しは性格が丸くなってると思ったのに、あれじゃ、昔とちっとも変わってないじゃないか〉

〝声〟はさも恐ろしげに、トーンを落とした。それから一転、からりと笑う。

〈でもま、いいさ。いまのうちに弟の体はもらってしまおう。そうすれば、いちいち、こんな面めん倒どうなもののお世話になることもなくなるわけだしね〉

「確かに。ただし、それには一つ問題が残っておりますが……あの方のお体をいかがして、ここまで運んでまいりましょう？」

　圧力計の針を慎しん重ちように観察しながら、男は答えた。もっとも、目は計器類に走らせながらも、手は几き帳ちよう面めんに主人のワイングラスを磨みがいている。さらには計器をチェックする合間に、ホテル気付で到とう着ちやくした何通かの郵便物に目を通しながら、〝魔術師〟は主人とは対照的な用心深さで問題を提起した。

「なにぶん、まだあの方の中には〝02〟たちがおります。彼らが、あの体をあっさり手放すとは思えません」

〈あ、そうか。あいつらにとっちゃアベルは貴重なオモチャだしねえ……んー、困ったなあ。アイザックは連中に顔が割れてるし、僕は外を出歩けるようになるにはもうちょっと時間がかかる……他のみんなは？〉

「〝牙きばの眷けん属ぞく〟にしても〝赤の男だん爵しやく夫人〟にしても無理でしょう。防衛態勢に入った〝02〟に拮きつ抗こうしうる生物は、私の知る限り、我が君の他にはこの世に二人しか存在しません──つまり、弟君と妹君です」

〈結局、ボクが行くしかないってか……でも、ぼかぁ、まだしばらくはここから出られないんだよね？〉

「正確には、あと十二時間と八分二十八秒にございます──左様、ちょうど明朝の日の出前ごろでございましょうか」

〈十二時間？　そんなに待ってたら、教皇庁の連中にアベルをローマに連れてかれちゃうよ。うはあ、こりゃ、こまったこまった。どうしよう？〉

　鼻歌混じりで、〝声〟はぼやいている。一方、そんなお気楽な主人とは対照的に、〝魔ま術じゆつ師し〟はにこりともせぬまま、提案を俎そ上じように載のせた。

「わかりました、では、こうしましてはいかがでしょう……今夜いっぱい、私がこの街で時を稼かせぎます。それによって、弟君のお体がこの街から持ち出されないようにいたしましょう。我が君は御ご健けん康こうを回復されて後、親しく弟君のもとに足を運ばれればいかがでしょう？」

〈時間稼ぎ？　ネタはあるの？〉

「ございます。実は昨夜、かの地において、ひとつ、面おも白しろいものを見つけまして」

　そう言った〝魔術師〟の手中には、いずこから取り出したかアタッシェケースが握にぎられている。もしこの場にヴァネッサがいれば、そのケースがあの〝遺い跡せき〟──往古の研究所跡あとに転がっていた長生種メトセラのミイラが抱かかえていたのと同一のものであることに気づいたかもしれない。

「むろん、用意いたしました材料はこれだけではございません。実は一人、私に付き合ってくれそうな人物に心当たりがございます……されば、我が君がそこからお出ましになられるまでは、弟君のお体はこの地にとどめ置いておきましょう」

〈あ、そ。わかった、まかせるよ、アイザック……ああ、そうそう、それともう一つ、大事なお願いがあったのを忘れてた〉

「なんでございましょう？」

　長い黒くろ髪かみを揺ゆらした〝魔術師〟は恭うやうやしく顔をあげた。一方、〝声〟には深刻さの欠片かけらもない。明日の天気でも話題にするような気安さで続ける。

〈明日の朝食はフィッシュ・アンド・チップスがいいな……酢ヴイネガーと塩ソルトをたっぷりかけて〉




　ロンディニウムをテムズ川沿いに十キロほど下ったところ、北海への河口もほど近いグリニッジは王国ロイヤル艦隊ネイビーの母港が置かれている海軍の街だ。

　河か畔はんに出れば海軍兵学校が広大なキャンパスを広げ、埠ふ頭とうに停てい泊はくしているのは列強最強と称しようされるアルビオン北海艦かん隊たいだ。その他、造船所・ドック・兵へい器き廠しよう等、艦隊整備のための施し設せつ等が河岸に立ち並ぶ様は鋼鉄の要よう塞さいを彷ほう彿ふつとさせる。

　だが、河畔を離はなれて街の南、なだらかに連なる丘きゆう陵りように登った者はそこであたりが急に静かになることに気づくだろう。きれいに手を入れられた糸いと杉すぎの並木を辿たどってゆけば、大きな白いドームを有する煉れん瓦が造りの建物が頂上に立っているのが見えてくるはずだ──その周囲に立ち並ぶ、無数の墓標の群れも。

〝大アル災マゲ厄ドン〟以前には天文台として使われていたこの丘おかは、現在では海軍関係者が葬ほうむられる霊れい園えんとなっていた。

　歴史に名を留とどめる名めい提てい督とくから、無名のまま戦死した一兵卒に至るまで、数多くの海軍関係者がここで永遠の眠ねむりを安らっている。かつては天文台だった建物もいまは教会として司祭が常じよう駐ちゆうし、死者のためのミサに余念がない。墓地には連日、さまざまな階層の客が訪おとずれては香こう華げを手た向むけており、墓脇わきの駐車場には名のある貴族の紋もん章しようを刻んだ馬キヤリ車ツジや自オー動トモ車ビルが停とまらぬ日はないほどだ。

「……いやはや、たいへんお待たせしたね」

　その夕刻、大気が青みがかり始めた時間に駐車場の端はしに停車していた大型車も、そういった墓参の貴族の車と見えた。

　黒くろ塗ぬりのセダンで、窓ガラスは全面スモーク。この時代としては珍めずらしいほど先せん鋭えい的な曲線で構成された車体には、メーカーや所属を示す飾かざりは一いつ切さい無い。だが、一見しただけでも、かなりの金がかかった特注車両ということはわかる。その前部座席の扉とびらを脚を使って開けると、所有者らしい中年紳しん士しは両手いっぱいに抱えたファイルの山を、無造作に助手席へ放ほうり込んだ。

「いや、なにしろ調べ物が調べ物だけに、資料が実に膨ぼう大だいでねえ。おまけに司祭のお茶に付き合わされて余計な時間を費ついやしてしまった……レディを何時間もこんな車内に閉じこめてしまったことについては重々お詫わびしよう。申し訳なかったね、君？」

「……てめえ、いったいどういうつもりだよ？」

　偏へん光こうガラスのせいで車内は薄うす暗ぐらかったが、後部座席から響ひびいた声はさらに暗く、冷たかった。

　開いた扉からこぼれ入ってきた西にし陽びを避さけるように体を移動させたのは、ボリュームのある金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的なうら若い娘むすめだ。運転席に腰こしを落ち着けた紳士を、鋼玉色の瞳ひとみが睨ねめつける。

「すかしてねえで答えやがれ！　てめぇ、どういうことだよ、これは！」

「どういうこと？　だから言っているじゃないかね。資料が膨大で──」

「馬鹿野郎フアツク！　そういうことを言ってるんじゃねえ！」

　銜くわえパイプのままエンジンを始動させている紳士に、娘は怒ど鳴なった。

「よりにもよって、教皇庁の神父がなんだって俺メトセラを助ける！　魂こん胆たんはなんだって聞いてんだよ！」

「……恩を売るつもりなどさらさらないが、仮にも命を助けた相手に〝おっさん〟はないんじゃないかね？　なまじ事実なだけに、おおいに傷つくねえ」

　哀かなしそうに眉まゆを寄せると、僧そう衣いの紳士──ウィリアム・ウォルター・ワーズワース神父は銜えたパイプに火を入れた。慣れた手つきで車を発進させながら、ささやかな抗こう議ぎを試みる。

「それに、助けた理由なんて聞かれても困るよ。傷ついた乙おと女めが目の前で倒たおれていればこれを介かい抱ほうするのは、君、紳士たる者としては当然の義務じゃないかね？」

「お、乙女？　お、俺が!?　ふっ、ふざけんなよ、ジジィ！」

　天敵たる教皇庁の神父の言葉に、一いつ瞬しゆん、娘──ヴァネッサ・ウォルシュは喉のどでも詰つまらせたように目を瞬しばたたいたが、すぐに真っ赤になって吠ほえた。その指先からは鉤かぎ爪づめが長く伸のびている。もし、車がいまだ十分な速度に達していなければ、躊ちゆう躇ちよなく〝教授〟の首を絞しめ上げていたに違ちがいない。

「教皇庁のイヌが俺みたいな長生種メトセラ──お前らの言うところの〝吸血鬼バケモノ〟を助けたんだ！　絶対にろくでもねえ魂胆があるに違いねえ！　そんなくだらねえ説明で納なつ得とくできるかよ！」

「……はて、吸血鬼バケモノねえ？」

　もっとも、ハンドルを握にぎる紳士の方は彼女の怒いかりに気づいた様子もなかった。背後に危険な〝鬼メデユ女ーサ〟を乗せていることなど忘れたような顔で、のんびりと答えを返す。

「僕はあのとき、たまたま怪け我がをして倒れていたレディを〝聖女〟の側そばで見つけただけだよ？　それがよもや吸血鬼だなんて知らなかった……なにしろ、とりこみ中だったからねえ。そんなこと、いちいち気にしている暇ひまなんてなかったよ」

「……おい、たいがいにしとけよ、おっさん」

　ヴァネッサの声が急にトーンを落とした。もっともそれは相手の説明に得心したからではない。むしろその逆──伸ばした鉤爪を運転席のシートの背もたれ、ちょうど〝教授〟の心臓の裏側に押しつけて唸うなる。

「こちとら、ボケ中年の戯たわ言ごとに付き合ってやってる気分じゃねえんだ……言え！　いったい何のつもりで俺を助けた？　狙ねらいはなんだ……ひょっとして、俺を人ひと質じちに、ヴァージル兄貴と何か交こう渉しようするつもりか？　それだったら、あいにくだったな。兄貴は堅かた物ぶつなんだ。妹を人質にとられたぐらいで、一族を危険にさらしたりはしねえぜ」

「そんなことぐらい、ご指し摘てきを待つまでもなく心得ているよ。それに第一、君の兄君との交渉は現状では不可能だしね」

　緩ゆるやかにカーブする堤てい防ぼう上の河道に車を乗り入れながら、〝教授〟はスモークガラスの窓を開けた。すでに日にち没ぼつを迎むかえた空には星が光り始めており、西の地平にわずかに夕陽の残照が残っているだけだ。そちらにどことなく気け怠だるげな表情を向けながら、紳士は後部座席の長生種に告げた。

「マンチェスター伯はくヴァージルは、昨夜、スペンサー大たい佐さの部隊に捕ほ獲かくされ、現在はロンドン塔とうに収しゆう監かんされている。面会にはスペンサー大佐の許可が必要だ」

「あ、兄貴が捕つかまってるだって!?」

　ヴァネッサの声がうわずった。呆ぼう然ぜんと瞠みはった瞳で、ルームミラーの中の紳士を見返したが、それも長いことではない。すぐに表情を改めると、ドアノブに手をかける。

「く、くそっ、そういう大事なことは早く言いやがれ！　こうしちゃいられねえ！」

「待ちたまえ。まだ、外は太陽が出ているよ。それに、慌あわててどこに行くつもりかね、レディ？」

　今にも走行中の車から飛び出さんとする長生種に穏おだやかな声を掛かけると、ハンドルを握った〝教授〟は静かに紫し煙えんを吐はき出した。

「この街の者なら当然心得ていると思うが、ロンザ・ドン塔タワーは難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さいだよ？　いかに長生種とて簡単に忍しのび込めるシロモノじゃあない。まして、君の兄君については特に念入りに厳重に警備されているはずだ。いま飛び出したところで助けるのは不可能だね……ああ、断っておくが、僕を人質にとってどうこうするつもりならやめておきたまえ。時間の無む駄だだ」

　静かな──それでいてどこか油断のない視線を動かして、〝教授〟は、自分の首筋に伸びてきた鉤爪に釘くぎを刺さした。出来の悪い生徒に宿題を申し渡わたす顔になって首を振ふる。

「それに安心したまえ。スペンサー大佐も、すぐに君の兄君を殺したりはしないはずだよ。実は現在、君たちの街──〝隔離地ゲツトー区〟と言ったかな？　あそこに繫つながる全ルートが完全に閉へい鎖さされてしまっていてね。工兵隊が出動してどうにかしようとしているんだが、これがにっちもさっちもいかなくなっている。つまり、当局としては、なんとしても兄君から手がかりを手に入れたいはずだ……焦あせらずとも、僕たちが彼を助ける時間は十分にあるさ」

「〝僕たち〟だと？」

　さも胡う散さん臭くさげな顔になってヴァネッサは紳しん士しの澄すまし顔を睨にらみ返した。

「おい、僕たちってのはなんだ？　なんだって、お前が？」

「はて、人の話を聞いていなかったのかね？　いま言ったろう？　ロンドン塔に入り込むのは当局の許可が必要だ。つまり、君だけでは兄君を助けるのは不可能というわけだね。だから、僕も一いつ緒しよに……」

「そうじゃねえ！　なんで、お前が俺を助けるのかって聞いてるんだ！　どうして、俺なんかを助けてくれるんだよ！　俺は長生種メトセラ──吸ヴア血ンパ鬼イアで、お前は神父だ。それがなんで俺を助けるんだよ！」

「ふむ。それはなかなか、答えにくい質問だね。だが、あえて回答するならば…………そうだねえ、一時の感傷というやつかな？」

　薄うすく目を閉じて表情を消すと、〝教授〟はパイプを嚙かみ直した。いかにもアルビオン貴族らしいポーカーフェイスで肩かたをすくめる。

「私わたくし事ごとで恐きよう縮しゆくなんだが、実は昨夜、古い友人を喪うしなったばかりでね。だもので、しばらくは人が死ぬところは見たくないんだ。たとえそれが、君たちでもね……はなはだ非論理的な回答で申し訳ないが、でも、それが正直なところかね」

「……お前、ひょっとして馬ば鹿かだろう？」

　紳士の述じゆつ懐かいを聞き終え、ヴァネッサは素す直なおな感想を口にした。一時の感傷？　そんなもので、教皇庁の人間が〝吸血鬼バケモノ〟を助けるはずなどない！

「そんな理由で神父が俺たちを助けるだなんて信じられると思ったか！　おい、いい加減、正直に話しやがれ！　俺たちを騙だまして、隔離地区の封ふう鎖さを解かせたいのか!?　それとも、何かろくでもねえ魂こん胆たんを隠かくしてやがんのか……いったい、どうなんでぃ！」

「おやおや、僕としては可能な限り、腹蔵無く話しているつもりだったんだが」

　長生種の疑うたぐり深い視線に〝教授〟はほろ苦い微び笑しようを浮うかべたようだった。相手が剝むき出している牙きばにも別に怯おびえた風も見せず、飄ひよう々ひようと肩をすくめる。

「まあ、確かに僕は神父で、疑いたくなる気持ちはわかる。しかし、現にこうして君を助けている以上、少しは信しん頼らいしてくれてもいいのではないかね？」

「けっ！　そうやって、俺たちを油断させるのが、てめえら短生種テランの手口だ」

　だだっ子を窘たしなめるような〝教授〟に対し、ヴァネッサは苦々しげに返した。頑かたくなな態度は相変わらずだったが、その呟つぶやきにはどこか寂さびしげな響ひびきがある。

「俺たちは何百年もこの国の連中とはうまく付き合ってたんだ。王家の連中には保護の代わりに技術をくれてやったし、貧びん乏ぼう人からは血をもらう代わりに金や薬をやっていた。スラムに手の施ほどこしようのない重病人が出れば、診しん察さつして治してやったこともある。偉えらそうな説教だけ垂れて何もしない貴様ら教会なんかより、よほど感謝されていたさ。そう、俺たちは短生種たちと、けっこううまくやってたつもりだったんだ……それがどうだ！　ちょっと騒さわぎが起これば、全部、悪いのは俺たちのせいにされる！　昨日まで面めん倒どうみてやってた連中がこれまでの付き合いも忘れた顔で『血吸いブラツド野郎サツカーを吊つるせ！』とか叫さけんでやがる！　てめぇらなんざ、信用できねえ！」

「……ふむ、なるほどね」

　吐き捨てるような娘むすめの述懐に〝教授〟は最後まで抗こう弁べんを挟はさまなかった。だが、ふて腐くされたようにヴァネッサが口を閉じると、穏やかに口を開く。

「君の憤いきどおりはよくわかる、ミス・ウォルシュ。確かに、アルビオン王家も市民も忘ぼう恩おんの誹そしりを免まぬかれないかもしれない……だが、だからと言って、全員を裏切り者として断罪するのは誤りではないかな？」

　ルームミラーを介かいして後部座席と向き合う〝教授〟の顔には珍めずらしく生の感情めいたものがたゆたっていた。その口調は真しん摯しで、まるで自分にも相手と似たような経験があると言わんばかりだ。

「しばしば人間というものは周囲に流されるものだ。確かにいま、君たちとこの国とは不幸な関係にある。だが、だからといってこの国の人間全すべてを憎にくむのはどうかと思うね。えてして、集団の中に声の大きい者がいるとその者が全集団を代表していると見られがちだが、それは誤りだよ。大多数の者はそれにひきずられているか、なんとなくついていっているだけだ。なのに人間全てに絶望するのは、気が早すぎるんじゃないかねえ」

「……どうしたんだ、おっさん？」

　わずかに戸と惑まどったような顔になって、ヴァネッサは〝教授〟に問うた。何か変なものでも食べたか──そんな表情で尋たずねる。

「なんか、様子がおかしいぜ？　熱でもあるんじゃねえか？」

「君も失礼だねえ、ミス・ウォルシュ。僕にだってたまには──む？」

　忍にん耐たい強づよい教師の表情で〝教授〟は説明しようとしたが、ヴァネッサが彼の答えを聞くことはなかった──ちょうどそのとき、ダッシュボードから聞こえてきたアラーム音とそれに続く女の声が会話を遮さえぎったからだ。

〈ワーズワース博士、聞こえますか？　こちら〝アイアンメイデンⅡ〟。応答願います〉

「ちょっと失礼するよ、ミス・ウォルシュ。仲間からの無線だ……あー、こちらワーズワース。聞こえているよ、ケイト君。どうしたかね？」

〈はい、さきほどご依い頼らいのあった調べ物の件なんですけど、裏が取れましたわ。おっしゃっていたとおりでした。ここ数ヶ月間、ロンディニウムの闇やみ市場から、大量の武器がごっそり消えてしまっています。それこそ、戦争でもできそうなぐらいな量が──なのに、ギャングにそれが流れた形けい跡せきはまるでなし。どこに消えてしまったんだろうって、調査に協力してくれた警視庁ヤードの方々も首を捻ひねっておいででした〉

「なるほど。ご苦労だったね、ケイト君……ああ、そうだ。こちらも調べはついたよ」

　無線機の向こうのシスター・ケイトを〝教授〟は軽くねぎらったが、すぐに内ポケットから手帳を取り出した。そこにびっしりと書かれていた文字を読み上げる。

「ホテルで僕とやりあい、また、隔離地ゲツトー区でシスター・エステルを襲おそった強化歩兵だが、彼にはｋ式生体強化プログラムと呼ばれる強化処置がなされていた。このタイプの生体強化手術はアルビオンでは過去四件行われているが、うち、三十年以内に行われた物は一件だけ──五年前、海軍海兵隊で重傷を負った下士官に対して行われたものだけだ。ええっと、被ひ験けん者じやの名前はジャック・アイアンサイド軍ぐん曹そう。所属は海兵第四十四連隊第五特別行動中隊。当時三十歳」

〈海兵隊の特別行動中隊……特殊タスクフ部隊オースですわね？　で、その後のアイアンサイド軍曹の消息は？　まだ軍にいらっしゃいますの？〉

「いいや。彼はその後も同連隊に所属していたが、二年前の内乱──いわゆるパーシーの乱で四十四連隊がベルファストで全ぜん滅めつした際に、同地で戦死している。死後、ワーテルロー十字勲くん章しよう授じゆ与よ。二階級特進で准じゆん尉いとしてグリニッジ海軍墓地に埋まい葬そう。ちなみに親族はいなかったので、喪も主しゆは直属上官のメアリ・スペンサー中ちゆう佐さが務めたことになっている。軍の記録ではそういうことになっているんだが……」

　電波の状じよう況きようが少々思わしくないらしく、スピーカーからはかすかにノイズが出ている。無線機のつまみをいじりながら、〝教授〟は意味ありげに口元を吊つり上げた。

「ところが、教会側にアイアンサイド軍曹の埋葬記録がないんだ。いいや、彼だけじゃない。〝パーシーの乱〟で全滅した四十四連隊の兵士たちのうち、戦死扱あつかいになっている百名ほどの兵士たちの埋葬記録がない」

〈戦死公報は出ているのに、埋葬記録がない？〉

　困こん惑わくの響きがケイトの声に籠こもった。戦死を記録するのは軍だし、埋葬について書類を作るのは教会だ。二つの機関の書類に齟そ齬ごがあるのは珍しいことではないし、組織の壁かべに阻はばまれて、これまでそれが判明しなかったのも不思議ではない。しかし、百名もの兵士たちの遺体が消えてしまったというのはどう考えても不自然だ。彼らはどこに行ってしまったのか？

〈〝教授〟、これってどういうことなんですの？　あたくしにはさっぱり話が見えないんですが……〉

「説明してあげたいのはやまやまだし、他ほかにもいろいろとおもしろい情報を手に入れているんだが、ここではやめておこう……どうやら、僕らの会話を盗ぬすみ聴ぎきしている方がいらっしゃるようだしね」

　相変わらずノイズを吐はき出し続けている無線機に冷れい笑しようを向けて、〝教授〟は肩かたをすくめた。背後で耳をそばだてている長生種の娘にもよく聞こえるよう声量をあげる。

「ただ言えることは、ここ数日中にこの国でとんでもないことをやらかそうとしている者がいるということだ。そこで、これからある人物と会って裏付けをとりたい──それが終わったら、いろいろと話をしてあげよう。だから、それまでは当分、上空に待機していてくれたまえ。僕の予想が正しければ、ほどなく市内で騒さわぎが起こるはずだ。そうなったら、すぐに対応を頼たのみたいからね」

〈かしこまりました。でも〝教授〟、くれぐれも慎しん重ちように動かれてくださいまし。アベルさんがあんなことになったのに、あなたまで──〉

　気き遣づかうようなケイトの言葉を〝教授〟は最後まで耳にすることはできなかった。すさまじいまでのノイズの雨がスピーカーから吐き出されたと思うと、完全に尼に僧そうの声を消し去ってしまう。

「どうした、おっさん？　無線機の故障か？　へっ、これだから短生種の技術ってやつあ……」

「いいや、これは違ちがうね」

　ヴァネッサの揶や揄ゆに対し、〝教授〟は珍めずらしくまじめな回答を返した。チューナーを調節しようともせず、助手席側のダッシュボード──正確には、その上に置かれた電光管に鋭するどい目を走らせる。

「これは人じん為い的な電波障害だ。誰だれかがこのあたり一帯に強力なＥＣＭをかけているらしい……それと、レーダーに反応だ。上空をこちらに何かが近づいているようだね。時速百ノット？　この速さは戦せん闘とう機かね？　しかし、日にち没ぼつ後にこんな市街地上空で訓練飛行なんてするかな？」

「……ひょっとしてあれか？」

　スモークガラス越ごしに後方を振ふり返ったヴァネッサはすぐに目的のものを発見した。東の空はすでに真っ暗になっていたが、そこに輝かがやく二つの光点がある。短生種の視力なら、星と見み間ま違ちがえたかもしれない。だが、優すぐれた長生種の視覚は誤ご魔ま化かせない──精せい悍かんなフォルムの複葉機が二機、上下に編隊を組んでいる。

「海軍の艦かん上じよう戦闘機……あれ、だけど変だな？　認にん識しき番号を消してある。国こく籍せき標もだ」

「──しっかりシートに摑つかまっていたまえ、レディ！」

　鋭い声がヴァネッサの耳を打った。その真しん剣けんな調子に虚きよを突つかれた長生種が問い返すより早く、黒いセダンは弾はじかれたように速度をあげている。

「お、おい、おっさん！　どうしたんだよ、いきなり!?」

「黙だまっていたまえ！　舌を嚙かみたくなければね！」

　いったい、この優美な車体のどこにこんなパワーを秘ひめていたのか──紳しん士しが叫さけぶ間にもセダンは猛もう烈れつな加速を続けている。遮さえぎるものとてない河道を砂さ塵じんを巻き上げて爆ばく走そうするその姿は獲え物ものを見つけたチータさえ彷ほう彿ふつとさせるものだ。しかし、ヴァネッサがもう一度うわずった声を漏もらしたのは、スピードメーターの針がほとんど振り切れんばかりのその速度に驚おどろいたからではない。後方、上空を接近してきていた二機の戦闘機が、急に高度を落としたのだ──兎うさぎに襲いかかるハヤブサにも似た角度で、逆落としに突っ込んでくる！

「なっ……なんだあ、奴やつら!?　俺たちを狙ねらってんのかよ!?」

　その事実にようやく長生種が思い至ったときには、複葉機のプロペラに仕込まれていた同どう軸じく機き関かん砲ほうが火を噴ふいていた。連続する銃じゆう声せいとともに、セダンの左右で土つち煙けむりのスクリーンがあがる。

「う、う、撃うってきやがったぞ、おっさん！」

「ご指し摘てきありがとう……でも、こんなときになんだが、〝おっさん〟呼ばわりはやめて欲しいな。せめて〝おじさま〟あたりで手を打つつもりはないかね？」

「んなこと言ってる場合かよ……また来やがった！」

　セダンの時速はすでに百キロを超こえていたが、戦闘機の速度はゆうにその二倍は出ていたはずだ。機関砲の空から薬やつ莢きようをばらまきながら、二機は地上すれすれにセダンを追い越こしていった。それから、三百メートルほど前方で交こう叉さしつつ反転すると、再びセダンの後方、狙そ撃げき地点に向けてターンしてくる。

「ふむ、いい腕うでだ。ひょっとして、パイロットはエース級かね？」

「感心してる場合かよ……いかん、また来た！　追いつかれるぞ！」

　罅ひびの入ったリアガラスの向こう、濃のう紺こんの空に揺ゆれる不ふ吉きつなシルエットを確かく認にんして、ヴァネッサは怒ど鳴なった。前回の射撃で、向こうも間合いは摑んだはずだ──次は殺やられる！

「いかん、来る！」

「なあに、だいじょうぶだよ……ロケットブースター、点火！」

　不敵な宣言と共に、鼓こ膜まくが破れそうな音が座席の下で炸さく裂れつしたと思ったときには、流線型の車体は白はく煙えんの尾おを引いてスピードをあげていた。その急加速たるや、長生種であるヴァネッサが危あやうくシートからずり落ちかけたほどだ。

「ロ、ロケットブースターだあ!?　おい、おっさん！　おめえ、いったい何のつもり……お、お、おわわわわわあっ！」

　天地創造もかくやという轟ごう音おんの中、ヴァネッサはなんとか怒鳴ろうとしたのだが、ミキサーよろしく振しん動どうする車内にあってそれは無理だった。虚むなしく舌を嚙んで悲鳴をあげるに留とどまる。

　その間にも、セダンはなおも加速していた。時速はすでに二百五十キロを超えており、追つい尾びする二機の戦闘機さえ、引き離はなされないようについてくるのがやっとのようだ。いや、そればかりではない。なにやら車底の方で妙みような音がしたと思ったときには、セダンのボディから、鋭えい角かく的な金属板が左右にせり出してきたではないか。

「あ、あれって翼つばさか!?　お、おい、おっさん！　なんで、車に羽根なんてつけてんだよ！」

「質問はあとだ。それより、ベルトを着用したまえ──これから、飛ぶからね」

「と、とぶ!?　飛ぶってお前……」

　ジャンプでもするつもりか──質問しようとして、ヴァネッサはそれを中断した。質問の必要もなかった。その瞬しゆん間かん、ふわりと車体が持ち上がったのだ。

「ほ、ほんとに飛びやがった、この車……」

　やや短めだが、十分な揚よう力りよくを得られるように膨ふくらんだ翼を眺ながめ降ろしながら、ヴァネッサは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。いくら高速で走る車とはいえ、それで空を飛ぶなど信じられないが、確かに地面はみるみる遠ざかりつつある。

「な、なんてぇ、デタラメだ！」

「デタラメというと、私の愛車のことかね？」

「車もそうだが、てめえもだ！　な、なんで車が飛ぶんだ！」

「まあ、深くは気にしないでくれたまえ。これぐらい、紳士の嗜たしなみだよ。いまどき車の一台も飛ばせんで、なんの科学者かね」

「む、むちゃくちゃだ、このオヤジ……」

　痛む額を押さえてヴァネッサは呻うめいたが、すぐにそれも訝いぶかしむように鼻を鳴らす音にとって代わられた。アンモニア臭しゆうと髪かみの毛を焼いた臭においを混合したような刺し激げき臭が鼻び腔こうをくすぐったのだ──臭いのもとを求め、ふと視線を下に落としたところで激しく顔をひきつらせる。

「げっ、シートが焦こげてる!?　お、おい、おっさん！　なんか、煙けむりが出てるぞ！」

「煙だって？　それは、おかしいねえ。被ひ弾だんはしなかったはずだが……」

　悲鳴にも似た娘むすめの声に〝教授〟はルームミラーを覗のぞいたが、すぐにこちらも顔をしかめた。嘆なげかわしげにぽつりと呟く。

「やあ、これはいけない。どうやら燃料漏れのようだよ」

「ね、燃料漏れ？　油でも漏れてんのか？」

　しかし、その程度で革かわのシートから煙があがるものだろうか──いまだ理解に苦しんでいるヴァネッサに、〝教授〟は化学講師のような口調でレクチャーした。

「ええっとだね、実はこのロケットエンジンには酸Ｔ化リキ剤ツドとして過酸化水素、還Ｃ元リキ剤ツドとしてヒドラジンアミドとメタノールの混合液を使ってるんだ。これらは極ごく少量で爆ばく発はつ的な推進力を得られる優すぐれものなんだが、いかんせん、後者は猛もう烈れつな腐ふ食しよく性を持っていてねえ……すぐにタンクから漏れだしてしまうのだよ。タンクの電解皮ひ膜まくを徹てつ底ていして、燃料漏れを防ぐことが今後の課題かな？　ああ、ちなみに溶とけた部分には触ふれないでくれたまえよ。ヒドラジンアミドはタンパク質を簡単に分解してしまう。人間の体なんて、君、あっという間だよ」

「……ばっ、ばっかやろおおおおっ！　それを早く言ええっ！」

　ヴァネッサは悲鳴とともに飛び上がった──すでに革ジャンパーの裾すそがぼろぼろに焦げてしまっている。

「お、おろせ！　俺は降りるぞ！　こんなむちゃくちゃなモン、乗ってられるかあっ！」

「ああ、そうせっかちに動かないでくれたまえ。機体の空力学的形状上、当機のバランスを取るのは非常に難しいんだ。中でごそごそされると、たちまち失速してしまう」

「そ、そんなこと知るもん……う、うおっ！」

　いつの間にかロックされていた扉とびらをヴァネッサは必死でこじ開けようとしたが、その寸前、いきなり傾かたむいたシート上にひっくり返ってしまった──なんの予兆もなく、セダンが空中で九十度傾いたのだ。

「ああ、ほら、失敗した……見たまえ、言わないことじゃないだろう？」

「うっぎゃあああああああああああああああああああっ！」

　のんびりと〝教授〟がぼやき、真っ青になったヴァネッサが悲鳴を発したときには、バランスを失ったセダンはきりもみしながら、川かわ面もに向かって落下していた。失速すれば、とてもこんな機体など飛んでいられない。みるみる水面が近づいてくる。

「ふむ、いやしくもレディの悲鳴が『うっぎゃあ』というのはいささか趣おもむきに欠けるのではないだろうか？　ここはやはり『きゃあ』を推すい奨しようするね。それが無理なら、せめて『ひいっ』……」

「ば、ば、馬ばつ鹿か野や郎ろう！　なんとかしろ、なんとか！」

「……ふむ？」

　ヴァネッサの悲鳴まじりの怒ど号ごうに〝教授〟はちらりとバックミラーに視線を走らせたようだった。ようやく追いついてきた二機の戦せん闘とう機が、機首を下げている。こちらがこのまま高度を落として着水したら、そこを狙ねらい撃うちするつもりだろう。同どう軸じく機き関かん砲ほうが落日の残光を浴びてぎらりと光った。

「うむ、どちらにしろ、あまり遊んでいる時間はないようだね……そろそろ、ご要望にお応こたえして、決着をつけるとしようか！」

　パイプを銜くわえた紳しん士しの口が、不敵な曲線を描えがいた。

　そのときには、魔ま法ほうのように動いた手がハンドルを兼かねる操そう縦じゆう桿かんを力強く持ち上げている。同時にハンドメイドの革かわ靴ぐつが足あし下もとのラダーを思いきり蹴けり飛ばし、機首を強ごう引いんに上向かせる──直後、車体の後方で猛たけ々だけしい咆ほう哮こうがあがった。それまで目め詰づまりを起こしたように咳せき込んでいたロケットエンジンが、燃料を注ぎ込まれて息を吹ふき返したのだ。即そく座ざに姿勢を立て直したセダンは、水面を見えない剣けんで切り裂さきながら、猛もうスピードの飛ひ翔しようを再開した。

　が──

「だ、だめだ！　振ふり切れねえ！」

　腐食したシートから腰こしを浮うかしながら、ヴァネッサは絶望的な表情で振り返った。再び加速を始めたセダンに対し、後方の刺し客かくはいまや完全に射しや撃げき位置を占せん位いしていた。機き銃じゆうの狙いを微び調ちよう整せいするパイロットの浮かべた凶きよう悪あくな笑えみさえかいま見えたほどだ。さしものロケットエンジンも弾だん丸がんの速度には敵かなわぬ。このままでは、蜂はちの巣にされるのも時間の問題だったろう──だが、ヴァネッサの絶望的な叫さけびに重なったのは、運転手の冷静な指示だった。

「さて、上じよう昇しようするよ、ヴァネッサ君──ふんばりたまえ！」

　直後、ほとんど垂直に機首があがったかと思うと、セダンは猛烈な急上昇を始めていた。そのＧは思わずヴァネッサが悲鳴を漏もらしたほどだ。だが、後方の敵機もさる者である。そのままこちらの航こう跡せきをトレースするように機首をあげると、ぴったりとくっついてくる。

「やっぱりだめだ！　追いつかれ──」

　絶望的な長生種の声に、とてつもない爆音が重なったのはその直後だった。

　直前、川面が異様に盛り上がったかと思うと、勢いよく爆発したのだ。まるで火山の噴ふん火かのような衝しよう撃げきに、水面から十分に距きよ離りをとっていたセダンさえ翻ほん弄ろうされる。まして、川面ぎりぎりに位置していた戦闘機に回かい避ひ機動の余地などなかった。巨きよ大だいな砲ほう弾だんと化した水柱にあっさりと飲み込まれたかと思うと、ばらばらに砕くだけ散った機体が吹き飛ばされる。

「な、なにが起こった……？」

　宙に噴ふき上がった大量の水が、一転、雨となって降り注いでいる川面を見下ろし、呆ぼう然ぜんとヴァネッサは呟つぶやいた。そこには、大砲の直撃でも食くらったかのように木こっ端ぱ微み塵じんに砕けた戦闘機の残ざん骸がいが浮かんでいるだけだ。本来、あそこに浮かんでいたのはこちらの方だったはずだ──いったい、何が起こったのか？

　長生種の疑問に答えたのは、やはり前でハンドルを握にぎった短生種だった。

「ああ、上昇直前、燃料の一部を川に投とう棄きしたんだよ……酸化剤に使っている濃のう過酸化水素水は、ニトログリセリン以上に不安定な爆発物でねえ。タンクに虫一匹ぴき紛まぎれ込んでいても大爆発するようなシロモノさ」

　のんびりと答えると、〝教授〟は機体を水平に戻もどした。川面を見下ろし、脱だつ出しゆつに成功したらしいパイロットたちが着水しているのを確かく認にんして肩かたをすくめる。

「よしよし、人死にはでなかったようだね……さて、時間が無くなってきたようだ。このまま、ロンディニウムまで飛ぶからね。しっかりベルトを締しめていてくれたまえよ、ヴァネッサ君」

「……し、しかし、結局なんだったんだ、今のは？」

「ん？　説明したじゃないかね。つまり、過酸化水素の加水反応で──」

「そうじゃねえ！　なんで、この車が狙われたかって聞いてるんだ！　戦闘機まで差し向けてきやがるなんて、どう考えても、そこらの殺しじゃねえ。政府か、軍関係……おい、おっさん！　あんた、さっき、この国で騒さわぎがどうのこうのと謳うたってたな！　てめえ、いったいどんなネタを摑つかんでやがんだ!?　今の奴やつらにも心当たりあるんじゃねえのか!?」

「まあね。もっとも、僕の場合心当たりと言うより、もはや確信だがね」

「確信？　どんな確信だ？」

「……さあて、命の恩人を捕つかまえて〝おっさん〟呼ばわりするような田夫野人に教えたくはないねえ。まあ、どうしてもというなら、試ためしに『そこにいる完かん璧ぺきな紳士様にお尋たずねしたいのですが』とか『ヴァネッサ、教えてほしいの、おじさま♥』などと言ってみてはどうかね？　ひょっとしたら、僕の舌も幾いく分ぶんか軽かろやかになるかもしれない」

「んだとぉ、このクソオヤジ！　とっとと吐はきやがれって──」

　今にも〝教授〟の首を絞しめ上げようと手を伸のばしたヴァネッサが、ふと奇き妙みような顔になった。助手席のダッシュボードに並んだ無数の計器群の一つが甲かん高だかい電子音をあげたのだ。しかも念の入ったことに、赤く警ＡＬＥ報ＲＴの文字まで点てん滅めつしている。

「む……いかんな、これは」

「こ、今度はどうした？　また敵か!?」

「正体不明のレーダー波がこちらに向けられている……まずいね、どうも。ロックオンされたようだよ」

「ロ、ロックオンだとぉ!?」

　いったい誰だれが──もしくは何が!?

　慌あわててヴァネッサは頭こうべを回めぐらせたが、星空のいずこにも機き影えいは見えない。ただ、月明かりを映したテムズ川の川かわ縁べりで、夜よ釣づりを楽しんでいた数人の釣り客が空飛ぶセダンをぼけっと口を開けて見送っているだけ。あとは川かわ面もに浮かぶ無数の泡あわ──泡!?

「お、お、おっさん、下！　水の下だ！」

　暗い川面が破は裂れつしたのは、吸血鬼の警告と全く同時だった──水中から、何か細長いものが二本、夜空に舞まい上がったのだ。

　強きよう烈れつな圧あつ搾さく空気の勢いで射出された二発の噴ふん進しん爆ばく弾だんは空中に躍おどり上がると同時にロケットモーターに点火していた。直後、水中に潜ひそむ何かが照射するガイドレーダーの反射波に導かれるまま、針のように尖とがった先せん端たんを空飛ぶセダンに向ける。

「ミ、噴進爆弾ミサイル!?　馬ば鹿かな！」

「摑つかまっていたまえ、レディ！」

　バックミラーに目を走らせた中年紳しん士しは、叫ぶより早く手元のギアをトップにチェンジしていた。後部ロケットに燃料が注ぎ込まれるや常識はずれの加速がセダンに加わる。

　しかし、背後に迫せまる凶きよう器きの速度は、セダンの急加速をさらに凌りよう駕がしていた。破は滅めつの炎を封ふうじこめた金属殻かくが、先行する乗用車との距離をみるみる詰つめてゆく。

「ダ、ダメだ……振り切れねえ！」

　絶望と無念にヴァネッサが叫さけび、珍めずらしく軽口もない〝教授〟がバックミラーに目を走らせたとき──

　夕ゆう闇やみに閃せん光こうが走った。







　　　　第二章：死者の女王





──冥めい府ふは動きて、汝なんじの来きたるを迎むかえる。

死したる汝は諸もろ々もろの英えい霊れいを目覚めさせ、諸国の王をその玉座より逐おう。

（イザヤ書十四章九節）






　　　　Ⅰ




　王都であるロンディニウムに塔とうは数多いが、地元の人間がただ〝塔ザ・タワー〟というとき、それはすなわちシティも東のはずれ、イーストエンドの入り口近くに位置するロンドン塔を意味する。

〝大アル災マゲ厄ドン〟の遥はるか昔、大陸より来らい寇こうしてこのアルビオンを支配した異国の征せい服ふく王が、築城術の天才であったロチェスター司教ガンダルフに命じて建設させた〝塔〟は、以来、王家の要よう塞さいとして、あるいは宝物庫として、または博物館、聖堂、離り宮きゆう等々、様々な目的に使用されてきた。

　だが、その中でももっとも頻ひん繁ぱんに供されてきたのは、獄ごく舎しやとしての用よう途とであったろう。二重の城じよう壁へきと死角がないように建てられた見張り塔の数々は、外部からの侵しん入にゆうを防ぐと同時に内部からの脱だつ走そうをも妨さまたげる役目を果たしている。またこの牢ろう獄ごくは公式・非公式を問わず刑けい場じようをも兼かねることが多く、暗い迷めい宮きゆうの奥で命を絶たれた国事犯や王おう侯こう貴族は数知れない。

「──ことに〝塔〟の中でもこのタワー・グリーンには美しい王おう妃ひの亡ぼう霊れいが出ると言われています」

　客人たちをおどかすつもりか、そんなたわいもない怪かい談だんを口にしたのは〝塔〟専属の衛え士じたちの長おさだ。ヨーマン・ウォーダーと呼ばれ、黒地に緋ひ色いろの縁ふち取どりというやや不ふ吉きつな制服を纏まとったガードマンたちの隊長は、ランタンを片手に暗い廊ろう下かを先導しながら、声をひそめた。

「その王妃はもともと、ある王の王妃の侍じ女じよでした。ところが王を色いろ仕じ掛かけでたぶらかし、主人を離り婚こんさせて、その後あと釜がまに座ったのでございます。しかし、結局は自らも不義を疑われてこの地ち下か牢ろうで首を刎はねられてしまったとか……以来、しばしば灰色の服を纏った首のない貴婦人が、自分の頭を求めて彷徨さまよい歩いているのが目もく撃げきされてございます」

「ふふン、そのような不ふ覚かく悟ご者の霊れいなら、いっそ僕らの前に姿を現すがいいのじゃ」

　せっかく場を盛り上げようとする衛士長の努力を笑い飛ばしたのは、彼の後方に続いていた六名の来客の一人だった。

　灰色の軍服を纏った少年が、同じ軍服を纏った四人の特務カラビ警官ニエリたちの先頭を歩きながら、昂こう然ぜんと嘯うそぶいたのだ。

「いやしくも信しん仰こう篤あつき者ならば、死後は最後の審しん判ぱんを待って眠ねむらねばならぬと聖典にも書いてある！　それをふらふら勝手に彷徨い歩くなど、まさしく言語道断！　万が一にも僕らの前に迷い出てこようものなら、このブラザー・アンデレがびしっと叱しかりつけて、きれいさっぱり折しやく伏ぶくしてくれよう！」

「ははあ、さすがは異い端たん審しん問もん官。ご勇ゆう敢かんであらせられますな……ああ、聖下。そういえば聖下は以前にもこの〝塔〟を訪おとずれられたことがあったのでしたな」

　衛士長は手にしたランタンを、ぴったり背後についてきていたいま一人の来客に向けた。一行の中でただ一人、私服を纏った少年の、冴さえないニキビ顔を照らし出すと、往事を懐なつかしむような顔になる。

「そう、あれは六年前、先代教皇グレゴリオ聖下がこのロンディニウムを訪れられたとき、ぜひとも〝塔〟をご視察になりたいとおっしゃり、私が案内したのでした。そのとき、当時はまだ枢すう機き卿きようであらせられた幼い日の聖下も、先代聖下と一いつ緒しよにこの辺りを見て回られたのでしたな。覚えておりますよ」

「ぼ、ぼぼ僕もあのときのことは覚えています。と、とても怖こわかったから……い、いまも怖いですけど」

　衛士長の気き遣づかいに、少年は今にも消え入りそうな声で答えた。さきほどから繰くり返されている怪談にすっかり怯おびえてしまったものらしい。かちかちと歯の根を震ふるわせている少年──アレッサンドロの顔は紙のような色だった。仮に亡霊なり悪あく霊りようなりが出てきても、どちらが幽ゆう霊れいかわからなかったろう。

「ううむ、聖下。だから、僕はこのような地下牢まで玉体を運ばれるには及およばないと申し上げたのですじゃ。おとなしう、上でお待ちくださればよろしかったのに」

「す、す、すいません、ブラザー・アンデレ……で、で、でも、僕もた、立ち会ってみたいんです。その、吸きゆう血けつ鬼きたちの尋じん問もんには。ど、どうして、ぼ、僕らをさらったりしたのか……ちゃんと聴きいておきたい」

「はあ、お気持ちはわからんでもないですが……仮にも相手は吸血鬼どもですぞ？　聖下にもしものことがあったら、僕は局長が意識を回復されたときになんとご報告をすればいいのか」

「まあまあ、そう心配するにはおよびませぬよ、ブラザー・アンデレ」

　自分よりは三つほど年上の少年教皇に対してしかつめらしく説教している異端審問官に、衛士長がとりなすような声をかけた。

「拘こう禁きん中の吸血鬼たち……ええっと、個体名〝ヴァージル〟および〝アンゼリカ〟のうち、後者の方はまだ覚かく醒せい前の幼生体。前者には硝しよう酸さん銀ぎんをたっぷりと投とう与よしたうえで銀ぎん鎖さを三重にかけて厳重に拘こう束そくしてありますれば、聖下に危険が及ぶ可能性は万に一つもございませんよ」

「しかしじゃな、衛士長殿どの。仮にも神の地上代理人ともあろうお方が、いくらご本人のご希望とは申せ、このような場所を歩き回るのは権けん威いに関かかわることじゃ……聖下、たびたび確かく認にんさせていただくのはまことに恐きよう縮しゆくですが、今回の微び行こうにつきましては、本当にシスター・パウラと話がついておいでなのですな？　ちゃんと了りよう解かいを得ておられるのでしょうな？」

「え？　え、え、ええ……ぼ、ぼ僕がお、お願いしたら、い、いいって、言ってくれました」

「ううむ……あの慎しん重ちような副局長がこのように不用心なお忍しのびを許可されるとは。何か、僕ごときには忖そん度たくできぬような深いお考えあってのことでござろうが、珍めずらしきこともあったものよ」

　けっして視線を合わせようとせぬアレッサンドロの発言にアンデレは首を傾かしげたが、さすがに教皇の言葉に疑義を挟はさむような不敬は犯おかさなかった。ただ、しきり上司に対する疑念を連発しながら、腰こしに佩はいた銀の小しよう剣けんをいじっている。

「……さて、着きましたぞ、皆みなさま」

　長い廊下の果てで衛士長が振ふり返ったのはそれからほどなくしてのことだった。鉄てつ扉ぴの前で鍵かぎ束たばを取り出しながら、客人たちの翻ほん意いを迫せまるように最後の脅おどしを口にする。

「吸血鬼どもはこの向こうに閉じこめております。そもそもこの牢獄というのが、かの女王ヴィヴィアンの御み代よ、都を襲おそった吸血鬼どもの長を閉じこめた──」

「能書きはいいから、さっさと開けられい、ご老体」

　敬老精神の一ひと欠片かけらもない発言で、アンデレが衛士長を一いつ喝かつした。それに臍へそを曲げたわけではあるまいが、鍵が差し込まれて鉄扉が開くまではしばしの時を要した。そもそも、この鉄扉をロックしていたのは鍵だけではない。指し紋もん・掌しよう紋もん・網もう膜まくパターンをはじめ、複雑な認識処理を必要とする電子錠じようが施ほどこされていたのだ。重々しい音をあげて三重の扉とびらが開くまで、ゆうに一分以上はかかったろう。

「……ほほう、あれが吸血鬼か？」

　万一、敵が飛び出してきたときの用心に、腰の剣に手をかけたアンデレが低く呟つぶやいた。奥の暗がりとそこに蟠わだかまる二つの人ひと影かげを慎重に透すかし見ながら、わずかに眉まゆをあげる。

　影の一つは成人男子で一つはまだ幼い子供だった──幼女の方はまだ吸血鬼化の兆候が見られなかったため、ロープで犬のように壁かべの鉤かぎにひっかけられているだけだったが、金きん髪ぱつの青年の方は両手を手て枷かせに拘束されたうえ、体は床ゆかのベッドに縛しばり付けられていた。しかも、そこには何重もの銀鎖ががんじがらめに巻き付けられているという凝こりようだ。これで硝酸銀まで投与されていたのでは、いかに吸血鬼とて自由を取り戻もどすのは不可能であろう。

「うむ、これなら安心であるな……では、聖下、尋問を始めるとしましょうか。まずは、聖下のご質問をどうぞ。僕が奴やつに拷ごう問もんして、吐はかせますゆえ」

「あ、ま、待ってください、ブラザー・アンデレ」

　恐おそれる色もなく室内に歩み入ろうとした異端審問官を呼び止めたのは、教皇その人だった。アレッサンドロはおどおどと──それでいて妙みように真しん剣けんに首を横に振ると、異端審問官を脇わきに押しやるようにして自身が牢ろう内に歩み入った。

「ぼ、ぼ、僕が直接、彼に尋たずねます……あ、あなたたちはこ、ここで待っててください」

「はっ？　い、いや、それは危険で──」

「だだ、だいじょうぶ……ぼ、ぼぼ僕はこう見えても教皇──しゅ、主しゆの代理人で、ですよ。そ、そ、その僕があ、あんな怪かい物ぶつごときにどうこうされると、おも、思っておいでですか……ふ、ふふ、ふん！　い、いま、忌いまわしい吸ヴア血ンパ鬼イアめ！」

　ぺっと唾つばを床に吐き捨てると、アレッサンドロは貧ひん相そうな顔を紅潮させた。もしここでアンデレはじめ特務警官たちが教皇を仔し細さいに観察していれば、いかにも尊大にそっくり返ったその脚あしが小刻みに震えていることに気づくのは難しくなかったろう。が、ほとんど奇き跡せき的なまでに教皇らしく振る舞まっている少年の姿に驚きよう愕がくするあまり、その余よ裕ゆうもなかったらしい。半ば呆ぼう然ぜんと顎あごを落としたまま、操あやつり人形のように揃そろって頷うなずく──それを内心、泣き出したくなる思いで確認すると、アレッサンドロは裾すそを翻ひるがえして独どく房ぼう内に歩み入った。コートの内ポケットに手を入れながら、転ばぬよう、慎重に奥の寝台ベツドに近づく。

「だ、だ、だいじょうぶで、すか？　マンチェスター伯はく？」

「……聖下？」

　弱々しく持ち上がった顔は、ほとんど原形を止とどめぬまでに膨ふくれあがっていた──昨夜、アルビオンの突とつ入にゆう部隊に捕ほ獲かくされてからここに連行されるまで、よほど乱暴な扱あつかいを受けたらしい。その一方でバチルスが休きゆう眠みん状態に陥おちいっているため、外傷の回復もままならないのだ。衛え士じ長ちようの発言は本当だったらしい。

　それでも長生種は切れた唇くちびるを不自由げに操って、傍かたわらに跪ひざまずいた少年に切れ切れな声をかけた。

「いったい、どうやってここまでいらっしゃったのです？　よく、見とがめられませんでしたな？」

「あ、あなたに尋じん問もんしたいことがあるって言って、ど、堂々と表から入ってきました……」

　泣き出しそうな表情でヴァージルとその傍かたわら、気絶しているアンゼリカを見下ろしながら、アレッサンドロは声を震ふるわせた。

　少年教皇が対人恐きよう怖ふ症しようであることを知る者が耳にすれば驚きよう倒とうしたであろうが、これは掛かけ値なしの事実である。

　夕刻、エステルに相談を持ちかけて拒きよ絶ぜつされたあと、アレッサンドロには他ほかに相談できる者は一人としていなかった。そこでついに、自分自身の知ち恵えを絞しぼって考え抜ぬいた計略を、自力で実行することにしたのだ──まさか、うまくいくわけがないと思っていたのだが、計画は予想外に順調に進んでいた。一つには、ほとんどすべての者が軽視している少年がこんな大だい胆たんなことをしでかすとは誰だれも予想していなかったためだろう。そしてもう一つの理由は女王の危き篤とく──なんでも、病に臥ふせっている女王の容態がいよいよ悪化したらしく、宮きゆう殿でんとその関係者はまるで蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎになっていた。偶ぐう然ぜんにもそのドサクサに紛まぎれる形で、ここへの来訪許可をとることができたのだ。でなくば、いくら異端審アン問官デレを言いくるめることに成功したとはいえ、教皇ともあろう者が秘密裡りにこんな場所を訪おとずれることなど不可能だったろう。

　簡単な説明を聞いて、ヴァージルは弱々しげに顔をしかめた。

「それはまた……玉体にとんだ苦労をおかけしましたようですな。面めん目ぼく次し第だいもございません」

「と、とんでも、ないです……そ、そんなことよりご、ご、ごごめんなさい、マンチェスター伯。あ、あなたはぼ、僕によくしてくれたのに、こ、こんな目にあわせてしまって……」

「そんな！　聖下のせいではございませぬ」

　相変わらず気弱げに目をしょぼつかせているアレッサンドロがいまにも泣き出しそうなのを見て、慌あわてたようにヴァージルは首を振ふった。

「これもすべてはメアリ・スペンサー大たい佐さとその一党の陰いん謀ぼうによるもの……聖下をお恨うらみなどいたしませぬ。それより、こんなところでこのような話をしていては、聖下のお立場が危あやうくなります。御お心こころは十分に理解いたしました。このうえは、早くお帰りくださいませ」

「は、はい……でも、そ、その前にこ、これを……」

　背後では、特務警官たちがなかなか戻ってこない教皇に焦じれている様子だ。それを敏びん感かんに感じ取りながら、アレッサンドロは急いでポケットに隠かくし持っていた小さな金属片へんとメモ用紙を取り出した。長生種の血に汚よごれた手に握にぎらせて囁ささやく。

「こ、こんな針金で手枷の鍵かぎとこ、が開けられるか分からないけど……それと紙に描いたのはこの〝塔〟の見取り図です……脱だつ走そうに役立つかもしれません」

「見取り図!?　しかし、それは軍事機密であるはず……聖下、こんなものをいったい、どうやって手に入れられたんです？」

「ぼ、僕がじ、自分で作ったんです」

　ヴァージルの驚おどろいたような顔を見て、少しだけ気き恥はずかしげにアレッサンドロは微笑ほほえんだ。

「ろ、六年前、い、一度だけ、地図を見たことがあるんです……こ、この建物の地図」

　はにかむようにアレッサンドロは笑った。

「せ、先代教皇聖下と、こ、ここに来たとき、案内してくれた人が持っていた地図をちらっと見ました。そ、それを思い出して、ぼ、僕が作りました」

「聖下がご自分で描かかれた!?　い、いや、しかし、これは……」

　気恥ずかしげに頷うなずいた少年教皇と手元の見取り図を、ヴァージルは信じがたいもののように見比べた。思わず『噓うそだ』と口走りかけたのをかろうじて抑おさえこむ。

　見取り図は精確だった。いや、精確すぎたといった方がいい。廊ろう下かや牢ろう獄ごくの配置はもちろん、柱の一本一本、通気孔こうの枝道まで描き込んである。横に置いて描き写しても、こうは精せい緻ちには描けないだろう。まして〝六年前にちらっと見た〟ものをここまで正確に再現するのは、とても人間には不可能な技術だ。そして、このくしゃくしゃのメモ用紙に再現された数学的にまで精密な直線と曲線の構成──専門の建築士が引いた設計図でもこうはいくまい。天使か悪あく魔まが製図したとしか思えぬ巧こう緻ちさだ。

（そうか、サヴァン症候群……左脳欠損補ほ償しよう症か！）

　ヴァージルが密ひそかに思い当たったのは、自閉症や知的発達障害者の一部にごく稀まれに見られるきわめて特とく殊しゆな能力者たちの存在だった。幼児期に左脳の一部を欠損しその機能を失った者の脳細胞が、成長とともに欠損部のスペースを埋うめる形で周囲の細胞を異常発達させるケースがままある。その結果、とうてい常人には持ち得ぬ記き憶おく力や表現力を身につけている者がいるのだ。たとえば、どんな楽曲でも一度聴きいただけでそれを完かん璧ぺきに再現してみせる者、驚きよう異い的な数学的能力を有するとともに、一万年先までの日付と曜日を正確に記憶している者……その知力の低さと対人恐怖症によって教皇庁中から蔑さげすまれているこの少年は、彼らと同様、極きわめて特殊な天才、数万人に一人という神からの賜たまわり物ものをその脳の中に宿していたのである。

「ご、ごご、ごめんなさい、マンチェスター伯……」

　手描きの地図を前に感心しているヴァージルにアレッサンドロは再び囁きかけた。このときにはもう、その顔はいつもの自信なげな、泣き出しそうなものに戻もどっている。辿たど々たどしく詫わびる声も、聞き取りづらい吃きつ音おんだ。

「ぼ、ぼ、僕、頑がん張ばったんですけど、あ、あなたやアンゼリカにこんなことしかしてあげられない……ぼ、僕は情けない男だ……ご、ごめんなさい」

「……いいえ、聖下」

　中性的な顔に男らしい笑えみを浮うかべ、ヴァージルは首を振った。両手が自由であれば、きっとこの少年を抱だきしめていたであろう。相手を少しでも安心させるように頷うなずいてみせる。

「それでもあなたはご立派でいらっしゃいますよ──これを手に入れるために、聖下がどれほど苦労されたか、私にはよくわかります。だいじょうぶ。これさえあれば、あとは自力でここを脱だつ出しゆつしてみせます。少なくとも、アンゼリカだけは逃にがすことができます。どうぞ、ご心配なく──」

「──聖下、まだでござろうや？　あまりこのようなところにいては、お風か邪ぜを召めしますぞ！」

　苛いらついたようなアンデレの声が、牢ろうの入り口から聞こえてきた。警告に続けて、くちゅんと可愛かわいらしいくしゃみの音が聞こえてきたのは、自分が寒かったものらしい。

「うう、今日は冷えるな……聖下、今夜は雨になるとかいう話です。その前に引き上げましょう！」

「ぼ、ぼ、僕、行かなくちゃ」

　それを機しおに、アレッサンドロは立ち上がった。そもそも、〝シスター・パウラの許可〟も噓なのだ。これ以上、ここにいるのは自分だけでなく、マンチェスター伯はくらにとっても危険だった──最後に、すがるような目で横たわったままの吸きゆう血けつ鬼きを見下ろしてから、身を翻ひるがえす。そうして戸口に待ちかまえていたアンデレ達のもとに戻ってきたまさにそのとき。

〈ぐへへへへ……おやおや、なぁんで、こんなところにそのガキがいるのかなあ？　教皇聖下自ら、吸血鬼と何のお話だったんだぁ？〉

「──何なに奴やつ!?」

　虚こ空くうから響ひびいた下品きわまる笑しよう声せいに、誰何すいかの声を放ったのはアンデレだった。とっさに、老体の衛え士じ長ちようとアレッサンドロを守るように円えん陣じんを組んだ特務警官たちの前に立って怒ど鳴なる──だが、そこに彼ら以外の人ひと影かげはない。相変わらず、薄うす暗ぐらい廊下にはぼんやりとガス灯の明かりが灯ともっているだけだ。では、空耳だろうか──いや、そんなはずはない。

「おのれ、何者だ！　こそこそ隠れておらんで、さっさと出てこい！」

「──隠れてなんかいねえさ、勇ゆう敢かんな坊ぼうや」

　含ふくみ笑いはアレッサンドロのすぐ側そば、誰だれもいない暗がりから聞こえた。

「俺さまはここだあな！」

「！」

　何かが空気を裂さく音が聞こえた。そのときには、アンデレの体はあっけなく宙を舞まっている。目に見えない凶きよう器きが、異い端たん審しん問もん官の後頭部を殴おう打だしたと気づいた者があったかどうか──次の瞬しゆん間かん、虚空で翻った〝何か〟は抜ばつ剣けんしようとしていた衛士長の白髪しらが頭あたまを正面から斬きり割っていた。続けて、銃じゆうを抜ぬこうとした特務警官の首を切り飛ばし、さらに別の警官の胸に大穴を空ける。

「あ、あ、あ……」

　最初にアンデレが吹ふっ飛ばされてから、尻しり餅もちをついてへたりこんだアレッサンドロが喘あえぎ声をあげるまで、ものの十秒と経たってはいまい。しかしそのときにはすでに、廊下に立って動いている者の姿は一人としてなかった。いや──

「いよお、教皇さま」

　教皇を振ふり返った薄うす闇やみがにいっと笑った。そこには確かに何者かが立っている。返り血を浴びたため、わずかにその輪りん郭かくが見えている透とう明めいな何者かが──そして、アレッサンドロはこれと同じ力を持つ人を知っていた。

「イ、不イン可ヴイ視ジブ化ル・迷フイ彩ールド……！」

「へへえ、よく知ってるなあ。さすがは教きよー皇こー聖せい下かだぁな」

　感心したような声は、しかしまた、隠かくしおおしようもない嘲ちよう弄ろうと殺意の響きを孕はらんでいた。

　同時に、蜃しん気き楼ろうのように空中に走った返り血の雫しずくがゆらりと渦うずを巻く。不可視化迷めい彩さい──教皇庁でさえ制式化をあきらめた光学性電磁干かん渉しよう場のフィールドにノイズが入ったかと思うと、次の瞬間、そこにはでっぷりと太った男の影かげが出現していた。

「ぐへへ、しかしまあ、せっかくだ、俺さまにぶっ殺される前に、ここの死人どもに祝福でも与あたえてやってくれよ、教皇さま。連中が無事に天国に行けるようにさあ」

「あ、あ、あなたは……!?」

　ぶ厚い唇くちびるを捲めくり上げたその男は、手にした包丁をゆっくりと舐なめ上げている。しかし、アレッサンドロの顔を恐きよう怖ふに歪ゆがめさせたのはその凶きよう暴ぼうな表情だけではなかった。いかにも酷こく薄はくそうに落ち窪くぼんだ眼がん窩か、頭頂部が禿はげあがった頭、あるのだかどうだかわからぬ首、そしてダミ声──昨日の、フィッシュ・アンド・チップスの屋台の店主ではないか！

「昨日はお互たがい自己紹しよう介かいもしないうちにお別れしちまって、寂さびしかったぜえ……あんたもそうだろ、坊や？」

　牛の首でも落とせそうな出で刃ば包ぼう丁ちようを、その冷たい感かん触しよくを愛めでるように頰ほおに擦こすりつけながら、男は尻餅をついたまま後ずさる少年に歩み寄った。

「俺ぁ、トッド。〝スウィーニー〟トッドって呼ぶ奴もいるが、どっちで呼んでくれてもかまわねえぜ……どうせ、これから死ぬ奴になんて呼ばれても、気にしねえからよ」

「し、しししし死ぬ？」

　血ち溜だまりは、みるみる廊下に広がっている──その中を、必死で後ずさりながら、アレッサンドロはそれこそすでに死んでいる者のような声で問い返した。たしか、〝スウィーニー〟トッドというのは、この街がロンドンと呼ばれていた当時の有名な殺人者の名前だ。来客を殺害して金品を奪うばっては、遺体をパイ肉に加工して売り捌さばいて証しよう拠こを隠いん滅めつしていた殺人床とこ屋や。自分も殺され、死体をパイに混ぜられて売られてしまうのだろうか。

「あ、あなた、ぼ、ぼぼ、僕を殺す、の？　でででも、なぜ？　なぜ、ぼぼ僕を？」

「それぁ、たまたま、坊やがここにいたからよ……まったく運がなかったなあ。こんなときにこんな場所に来てなかったら、もうちょっと長生きできただろうに。ぐへ、でも怖こわがるこたあねぇぜ？　どうせ、あんたは死んだら天国の特等席に行けるんだろ？　だったら、早いほうがいいじゃねえか。なあ？」

　恐怖にそのまま失神しかねぬ少年教皇の頭上に出刃包丁をかざして、襲しゆう撃げき者──〝スウィーニー〟トッドはねっとりと笑った。もっとも、顔こそ笑え顔がおだったが、落ち窪んだ目には一いつ片ぺんの笑みもない。掌しよう中ちゆうで包丁の峰みねを返すと、鋭するどい刃はを震ふるえる少年の脳天に擬ぎす。

「じゃ、あばよ──」

「──させんっ！」

　腹に響く気合いとともに、横合いから鋭い蹴けりがトッドを襲おそったのは、まさに凶器が少年を脳天から唐から竹たけ割わりに切り割ろうとした、その矢先のことだった。不意打ちを背中に食くらった襲撃者が大きく側方によろめいたところに、こんどは撓しなうようなハイキック。側頭部に直ちよく撃げきを食らったトッドの体が吹き飛び、壁かべに叩たたきつけられる。

「マ、マ、マンチェスター伯はく!?」

「聖下、ご無事でありますか!?」

　油断なく倒たおれた襲撃者を睨にらみつけた若者は、背中だけで教皇の安否を尋たずねた。手て枷かせは、金属片とともに床の上だ。衛え士じ長ちようの遺体から長ちよう剣けんを拾い上げながら、短く指示する。

「聖下、早くこちらに！　私の後ろにおいでください……下げ郎ろう！　何者か知らんが、二度までも教皇聖下を襲い奉たてまつるとは、なにごとか！」

「ぐ、ぐへへへ……マンチェスター伯ヴァージル・ウォルシュ、化け物どもの大将かい」

　何事もなかったかのように立ち上がった男の口を、ひび割れたダミ声が這はいだした。顔面からもろに壁に突つっ込んだはずなのに、恐おそるべきタフネスぶりだ。手にした出刃包丁をめまぐるしく回転させながら、嫌いやな視線で廊ろう下かに仁に王おう立だちになった青年を睨ねめつける。

「へっ、余計な真ま似ねをしやがって。黙だまって寝ねてれば、見み逃のがしてやったかもしれねえのによ」

「このヴァージルを──いやしくも、女王陛下より闇やみの街を委ゆだねられし男を舐めてもらっては困るな、短生種。この身は闇に生を享うけようとも、アルビオンの騎き士したる者が、教皇聖下に目の前で危害を加えられて黙っていると思ったか」

「ぐへへっ、騎士だあ？　化け物の分際で吹いてくれるじゃねえか……面おも白しれぇ！」

　一いつ笑しようした男の空いていた方の手に、魔ま法ほうのようにもう一振ふりの凶きよう器きが出現した。二本の凶器が旋せん回かいしたときには、殺人者の脚あしは床ゆかを激しく蹴って突とつ進しんを開始している。

「聞いてるぜ。いま、てめえ、銀をたっぷり食らってるんだってな？　人間と同じ力しか持ってねえくせにでかい口たたきやがって……待ってろ、いま、嬲なぶり殺しにしてやるぜえっ！」

「ふん、よく覚えておきたまえ。君のような下品な男などに──」

　みるみる迫せまってくる鋼鉄の旋せん風ぷうを、臆おくする色もなくヴァージルは睨み返した。顔の前に掲かかげた長剣に口づけすると、突進してくる〝スウィーニー〟トッドに向けて逆に一歩踏ふみ込む。

「アルビオンの騎士が負けることはありえんのだよ！」

「──な、なじぇっ!?」

　そして次の瞬しゆん間かん、甲かん高だかい金属音に太いダミ声が重なっている──必殺の凶器をあっさりと打ち払はらわれ、さらに脚まで払われたトッドの体は、突進体勢のまま不格好に宙で一回転すると、そのまま、激しい勢いで壁に激げき突とつした。鈍にぶい音とともに、石組みの壁に大穴が空く。

「ぐあ、いてててて……おいこら、てめえ、吸きゆう血けつ鬼き！　こりゃ、どういうことだ！」

　崩くずれた瓦が礫れきの下から真っ白になって這いだしながら、トッドは憎にく々にくしげに叫さけんだ。猛もう牛ぎゆうを捌さばいた闘とう牛ぎゆう士しよろしく、両脚を揃そろえて油断なくこちらを監かん視ししているヴァージルを糾きゆう弾だんする。

「答えろ！　てめえ、銀を食らって、吸血鬼の力を失ってるんじゃなかったのかよ！」

「ああ、バチルスの力は完全に失っているさ……しかし、とんでもないしぶとさだな、君も」

　平然と起きあがってきた敵手のタフネスぶりを呆あきれたように指し摘てきしながら、ヴァージルは右手に持った長剣を体たい軸じく前で旋回させた。左手は腰こしに添そえたまま、フェンシングの定石を鋭く再現する。

「だから、これは長生種としての〝力〟などではない。この百年、純じゆん粋すいに私が習得した技術──剣けんの〝技テクニツク〟だ。武術が短生種の専売特許だなどと考えているとしたら、それは大おお間ま違ちがいだよ、殺ミス人タ・者マー君ダー」

「化け物の分際で剣術だあ？　けっ、ますますむかつく野や郎ろうだな……」

　手負いの野や獣じゆうにも似た顔で呻うめくと、トッドは舌打ちした。欠けた出で刃ば包ぼう丁ちようを恨うらめしげに眺ながめやると、ふて腐くされたように呟つぶやく。

「いいだろう！　じゃあ、今度はこっちも本気を出させてもらおうじゃねえか！　てめえの技とやらがどこまで通用するか、実地に試ためしやがれいっ！」

「ふん、無む駄だだと何度言わせるつもりだ！」

　真正面から突とつ撃げきしてきた小男を、ヴァージルは掲げた長剣で迎むかえ撃うった。空気を嚙かんで繰くり出される二本の包丁を的確に剣の峰と鍔つばもとで弾はじき返すと、一歩踏み込んでの逆ぎやく襲しゆうに転じる。

「む、むおっ!?」

　最小限の腕うでの動きと手首の捻ひねりから繰り出される剣勢に、トッドは狼ろう狽ばいしたような声をあげた。ヴァージルの剣は完かん璧ぺきな法則性と無駄のなさを備えており、それはまるでチェスの名手の手筋のように美しい。対して、小男はめったやたらに二本の包丁を振ふり回して応戦するが、それもヴェールでも捲まくり上げられるように次し第だいに乱れてゆく。ほどなく、大きな音をあげてトッドの背中が石いし壁かべに突き当たった。

「し、しまった!?」

「王手チエツク詰みだメイト、殺人者君」

　誇る色もなく淡たん々たんと告げたヴァージルの手が翻ひるがえった。相手の右手の包丁を左外に、そのまま回転させた切っ先で左の包丁を右中に弾くと、そのまま刃を寝かせて、大きく体を泳がせた敵手の右みぎ肩かたを突き抜ぬく。〝スローン〟と呼ばれるフェンシングの古技。まさに、完璧な一手だった。しかし──

「なに!?」

「ぐへへ……とおったあ！」

　勝者であるはずのヴァージルが驚きよう声せいを、右肩を貫つらぬかれたはずのトッドが歓かん声せいを漏もらしたとき、長剣の切っ先は鋼鉄にでも撃ち込んだように砕くだけてしまっている。とっさに後退しようとしたヴァージルの腕を素す早ばやく伸のばした丸っこい手で摑つかみ、トッドは嫌な笑えみを悪相に浮うかべた。

「逃にがさねえぜ……くたばんな、化け物！」

「マ、マンチェスター伯はく！」

　アレッサンドロの悲鳴と石でも穿うがつような音があがったときには、ヴァージルは割れた額から高々と血柱をあげてひっくり返っていた。白目を剝むいて倒たおれたのは、額に頭ず突つきを受けて脳のう震しん盪とうを起こしたらしい。瘦やせた体が背中から石いし畳だたみに叩たたきつけられる。

「残念だったな、化け物……このオレ様には剣も鉄てつ砲ぽうも効かねえのさ」

　勝ち誇るように笑ったトッドの肩かたからはぬめるような灰色の輝かがやきが覗のぞいていた。生体改造によって硬こう化かした皮ひ膚ふとそこから分ぶん泌ぴする粘ねん液えきは、剣をも撥はね返す強度を誇る。さらに強化された骨格の硬こう度どはチタンなみ──機き関かん銃じゆう弾だんの直ちよく撃げきにも耐たえる。これらの処置はすべて、隔離地ゲツトー区から供きよう与よされた技術によって為なされたものだ。その技術で隔離地区の主人を倒した強化歩兵は床のうえでもがくヴァージルを踏みつけながらそっくり返った。

「これもすべてはてめえらから取り上げた技術のお陰かげよ……感想はどうだい、化け物？　自分たちの力で倒された気分はよ？」

「馬ば鹿かな……つまり、お前……お前は、ゲルマニクスの手の者ではないということか……」

　呂ろ律れつの怪あやしくなった口調で、ヴァージルは呻いた。長生種とはいえ、バチルスが機能していないいま、彼の体力は人間と変わらない。いつ気絶してもおかしくないはずだったが、そこを精神力で堪こらえているのだろう。酸欠の魚のように喘あえぎながら、懸けん命めいに声を振り絞しぼる。

「なぜだ、なぜ、アルビオンの強化チユー歩兵ンドが、聖下を……」

「ああ、おっしゃるとおりさ。確かに、昔、俺はアルビオンの歩兵だったよ……だが、いまはただの死人だ」

　それまで勝ち誇っていた小男の目に、ふと寂さびしげな光が過よぎった。古い記き憶おくを掘ほり起こすように視線を落とすと、虚うつろに笑う。

「そう、俺はもうアルビオンの軍人でもなんでもない、ただの名無しの死人だ……そして墓の中に入っていた俺たちを〝死者の女王〟が蘇よみがえらせてくれたのさ。俺たちを虫けらみたいに切り捨て、自分たちはのうのうと生きてやがるクソ野郎どもを、ぶっ殺すためにな！」

「ぐ、ぐああああああああっ！」

　暗い廊ろう下かに、けたたましい悲鳴が響ひびき渡わたった。トッドがヴァージルの腹を思い切り踏ふみつけたのだ。折れた肋ろつ骨こつが肺を突つき破り、破は裂れつした内臓から血が逆流する。

「ぐ、おおおおおっ……」

「ぐへへ、おいおい、大口利きいたわりにゃだらしねえな、化け物」

　肺の中の酸素を失い、悲鳴さえあげられずに悶もん絶ぜつする長生種を見下ろし、男は満足げに笑いかけた。その場に跪ひざまずくと、激痛に声もないヴァージルの髪かみを摑んで、むりやり顔をあげさせる。

「だけどよ、安心しな、マンチェスター伯。てめえはここでは死なねえからよ──だが、ここでぶっ殺す」

「な、なに……？」

　矛む盾じゆんも甚はなはだしい発言に、ヴァージルは血に汚よごれた唇くちびるを弱々しく動かした。すでにその肺は生存のために必要な機能すらも失いかけていたのだが、後方、声もなく震ふるえているアレッサンドロが逃にげる時間をなんとか稼かせごうと、必死に声を絞り出す。

「ど……どういう意味……だ……それは？」

「ぐへへへ、簡単なことよ。てめえはこれから視察に訪おとずれた教皇を含ふくめ、衛え士じたちを皆みな殺ごろしにして脱だつ走そうするんだ。そして、殺さつ戮りくを繰り返しながら市内を移動して、バッキンガムに向かう……〝イシュトヴァーンの聖女〟と自分たちを裏切った女王に復ふく讐しゆうするためにな。そう、てめえがあの二人を殺すんだ」

「な、何をうつけたことを……女王の騎き士したる……こ、この私が……そのようなことをすると思うか……」

「ひゃはっ！　てめえは馬鹿か？　この際、てめえがやろうがやるまいが問題じゃねえ。ここで教皇と衛士の死体、そして空っぽの牢ろう獄ごくを見つけた連中がどう考えるか──それだけが、問題なのよ。あとはてめえをこれからぶっ殺して、死体をどこかに隠かくしちまえば、あとは疑うやつなんていねえ……なにしろ、おめえは凶きよう悪あくな吸ヴア血ンパ鬼イアなんだからな」

「つ、つまり、私をここで殺して、それからシスター・エステル殺害と女王弑しい逆ぎやくの濡ぬれ衣ぎぬを着せようというのか……よ、よりによってこの私に、ブリジットを殺したなどという罪を押しつけようと……おのれ、卑ひ怯きような……絶対に許さんぞ、短生種……！」

「ぐへっ！　許すも許さねえも、これから死ぬ野や郎ろうに関係あるかよ」

　瀕ひん死しの長生種を顔面から床ゆかに押しつけ、トッドは再び哄こう笑しようした。苦痛と憤ふん怒ぬの呻うめきをあげるヴァージルの後頭部を踏みつけ、一息にその頭ず蓋がいごと脳のう髄ずいを破は砕さいしようと力をこめる。

「あばよ、化け物！」

「──〇・四九秒遅おそい」

　嗤し笑しように応じて響いた声は、長生種の脳髄が砕くだける音にしては、あまりに乾かわききっていた。次の瞬しゆん間かん、凶暴な銃声とともに飛来した銃じゆう弾だんが連続してトッドの背中を直撃している。

「ぐべっ！」

　着弾したのがトッドのボディでも最も装そう甲こうの厚い胸部でなければ、五一二マキシマ弾は人工臓器の詰つまった胸きよう郭かくを抉えぐり抜ぬき、修復不能なダメージを与あたえていただろう。しかし、かろうじて貫かん通つうこそ免まぬかれたものの、装甲を通して内部にまで達した衝しよう撃げきはバランサーを狂くるわせ、強化歩兵の短たん軀くをくの字に折らせた。さらに、前方に向けてたたらを踏んだトッドの胴どう体たいに、およそ容よう赦しやない銃撃の雨が降り注ぐ。

「ごっ！　ごっ！　ごおおおおっ！」

　一発着弾するごとに、大きく撥はね飛ばされたトッドの背中が、硬かたいものに触ふれた──壁かべまで追いつめられたのだと脳の隅すみで認にん識しきした瞬間、だめ押しのようにその胸を、五発目の銃弾が直撃した。

「!?」

　まだ、自分に何が生じたのかさえ知覚できなかったに違ちがいない。装甲されたボディの重量と着ちやく弾だんの衝撃に、さしも堅けん固ごな石いし壁かべが崩くずれた次の瞬間、トッドの体は壁の向こうに空いていた大穴に向けて転がり落ちていた。低い水音と高い水柱があがったのは、地下水道に落下したものらしい。この〝塔ザ・タワー〟のすぐ側そばにはテムズ川が通っており、街からそこに幾いく本ほんもの水道が続いているのだ。

　大穴の向こう、その一本であろう暗あん渠きよを覗のぞき込み、

「戦域確保クリア──敵性体の逃とう走そうを確認。戦術思考を強襲戦アサルト仕様・モードから、索敵サーチ・仕様モードに書換えリライト」

　およそ抑よく揚ようを欠いた声の主は、かろうじて死を免れた長生種とその傍かたわらで無表情に腰こしを抜かしたままの少年を振ふり返った。

「損害ダメー評価ジリポ報告ートの入力を要求する、教皇アレッサンドロ十八世聖下」

「あ、あな、あなたは!?」

　必死で意識が飛ぶのを堪えているヴァージルに代わって声を絞り出したのはアレッサンドロだ。自分が助かったという安あん堵どより、目の前の人物の存在に驚おどろいているのだろう。目を瞠みはったまま、声にもならない声を押し出す。

「ガ、ガガ、〝ガンスリンガー〟！　なななぜ、あ、あなたがここに!?」

「七百二十八分前、護衛ユニット〝クルースニク〟の損そん耗もう報告を受領した」

　淡たん々たんとした声は平板で、温かみの欠片かけらもなかった。

「それにより、聖下およびシスター・エステル・ブランシェの現状確認ならびに護衛の必要性が発生したと判断した。なおこのポイントに来たのは、入手したデータソースでは聖下の行動スケジュールのみが閲えつ覧らん可能だったためだ……シスター・エステル・ブランシェはいまどこにいる？　彼女から〝クルースニク〟の死亡状じよう況きようの入力を受けたい。また可能であれば、聖下がこのポイントに滞たい在ざいしている理由の提示を。スケジュール上では、現時刻は宿舎に滞在していることになっている」

「シ、シ、シスター・エステルはいま、確か、王宮の方に行ってると、おも、思います……じょ、女王陛下の容よう態だいが悪くなったから。ぼ、ぼ、僕は……僕はその……この人たちを……そ、そうだ！」

　とっさに自分と長生種たちについての言い訳を始めようとしたアレッサンドロだったが、急にその頭が別の人物の安否に関する問題に切り替かわった。

〝そう、てめえがあの二人を殺すんだ〟──不快なダミ声が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「シ、シスター・エステル！　エ、エステルが危ない！　さ、さ、さっきの人たち、エ、エステルと女王をこ、殺すつもりって……い、い、急がないと、エ、エステル、こ、殺されて……」

「……行動優先事じ項こうの書き換かえを完かん了りよう」

　短く呟つぶやいた機械化歩兵の腕うでが降りた。すでに起こしていたＭ13の撃鉄ハンマーを定位置におろすと、二重に安全装置をかけたそれをホルスターに収める。

「アベル・ナイトロードの遺体確認の前に、シスター・エステル・ブランシェの安全確保を行う──より詳しよう細さいな状況ならびに彼女の現在位置の特定を要よう請せいする、聖下。シスター・エステル・ブランシェはいま、王宮のどこにいる？」




　　　　Ⅱ




「おい、降ってきたみたいだ」

　裏庭に立っている楡にれの木立が、ぱらぱらと軽快な音を上げ始めたのを聞いて、マーク・レミントン軍ぐん曹そうは顔をしかめた。

　日が暮れる前後から、妙みように空模様が怪あやしいと思っていたのだ。どうやら本格的な雨になるらしい。しかも、遠くからは低い雷かみなりの音さえ聞こえてきている。

「ついてないよな……よりによって当番が回ってくるときに降り始めなくても。しかも昨日、制服が支給されたばかりっていうのに」

「しようがないですよ、軍曹。これも任務です……それより、バクスター軍曹たち、帰ってこないですね？　ちょっと遅くないですか？」

　分隊長のぼやきに答えたのは、三日前、陸軍から近衛このえ連隊に栄転してきたばかりのブラックマン二等兵である。近衛歩兵の真しん紅くの制服も初うい々ういしい若者は、詰つめ所の壁時計を見上げて、わずかに案じるような顔になった。

「九時か……もう予定を十五分も過ぎてますよ。不ふ審しん者でも見つけたのかな？」

「たぶんマスコミ連中でも追っ払ぱらってんだろうさ。心配いらないよ」

　首を捻ひねっているブラックマンを、隊で最年長のクワイン兵長が宥なだめた。温かいココアを啜すすりながら、クロスワードパズルの雑誌から目もあげずに首を振る。

「マスコミの奴やつら、女王陛下の容態が急変したのを嗅かぎつけやがったらしい。夕方から、裏門のあたりをそれっぽいのがうろつきまわってたよ」

　広大な王宮の中でも、裏庭奥まった一角に位置するこの詰め所が警備を担当するのは、裏門からハイド・パーク裏手あたりまで広がる庭園とそこに位置する四阿あずまや、そして王室の人間が使う馬車や自動四輪車を納めた車庫など広大な区域だ。むろん監かん視し装置は偏へん執しゆう的なまでに完備されており、侵しん入にゆうはとうてい不可能なのだが、それでもたまに馬ば鹿かな新聞記者が塀へいを越こえて警報を鳴らすことがある。ことに今日のように王宮で大きなイベントがある晩は、その手の愚おろか者が多い。

「女王陛下、ご危き篤とくか……」

　どことなく沈しずんだ詰め所の空気の中を、ぼそりと陰いん気きな呟きが漂ただよった。クロスワードの雑誌を閉じて、クワインが呟いたのだ。

「王位をどなたが継つがれるかも決まっていないんだろ？　絶対に揉もめるに決まってる。おまけにこの吸ヴア血ンパ鬼イア騒さわぎだ……これから、この国はどうなっちまうのかな？」

「さあな。なるようにしかならんさ」

　ため息をついた兵長を遮さえぎるように、レミントンは努めて何も考えていないような声で嘯うそぶいた。むろん彼とて明日からのこの国を憂うれう気持ちはある。いや、人一倍強い。だが、ここで十名あまりの近衛兵たちがため息をついていてもどうにもならないことも、レミントンはよく知っていた。

「俺たちは、とにかく任務を果たすしかない。王位継けい承しようとか、吸血鬼どもの鎮ちん圧あつとか、そういうことは、いま奥にいるやんごとなき方々に任せるさ……よし。クワイン、寝ねている奴を起こせ。バクスター隊が帰ってきたら、引き継ぎを済ませて出かけるぞ。街の方でもいろいろと騒ぎが起こっているようだ。今日は特に念入りに──む？」

「な、なんだ……明かりが消えましたよ？」

　誰かが子供のような怯おびえた声を出した。まるでレミントンの指示を遮るかのように、突とつ然ぜん、天てん井じようの電灯が消えたのだ。

「慌あわてるな、ブラックマン。ちょっとした停電だ。近くに雷でも落ちたんだろうさ。すぐに非常用電源が動き始める。しばらく待て──」

　だが、レミントンの指示は空から振ぶりに終わった。上官の指示に従って近衛兵たちがおとなしく待機していたにも拘かかわらず、いっかな明かりが灯ともる気配はない。

「おかしいな……仕方がない。クワイン、俺はちょっと裏に行って電源を見てくる。あとは任せた」

　舌打ちとともに小しよう銃じゆうを取り上げると、レミントンは詰め所の裏口へ向かった。暗くら闇やみなどに怯えて近衛兵が務まるはずもないが、こうも暗くてはバクスター隊が帰ってきても引き継ぎができない。裏口を開けて外に出ると、天がひっくり返ったような大雨になっている。痛みさえ感じさせる大おお粒つぶの雨あま雫しずくからランプの炎ほのおを庇かばいながら、レミントンはすぐ外にある配電盤ばんへ駆かけ寄った。

「……おかしいな、電気は来ているぞ？」

　配電盤をチェックして、すぐにレミントンは眉まゆをひそめた。王宮にはロンディニウム市街とは独立した給電設備があるのだが、そこから、いまもちゃんと電気は来ている。しかし、依い然ぜん、詰め所は真っ暗なままだった。詰め所の建物だけではない。裏庭の各所に配置された明かりや監視カメラのランプもいまは光を失っている。

「待てよ……これはなんだ？」

　なおも配電盤を探さぐろうとして、レミントンはふと、不審げな顔になった。配電盤のすぐ側そば、何本ものコードが出ているのだが、そこに見覚えのあるナイフが突つき立っている。いや、突き立っているだけではない。コードがざっくりと切り裂さかれ、小さな火花を散らしているではないか。どうりで、電気が来ないわけである。

「いったい、どこのどいつだ！　こんなことした奴は……」

　ナイフを引き抜ぬきながら、レミントンは毒づいた。が、ナイフを眺ながめやって、すぐに小首を傾かしげる。

　これは確かに近衛連隊が下士官に配っているものだ。レミントンもその柄つかに自身の認にん識しき番号を刻んだものを一振ふり持っている。知らず知らず柄に視線をやったレミントンは、そこに僚りよう友ゆうの名を見いだして息を吞のんだ。

「これはバクスターのじゃないか！　なんだって、こんなところに──」

　不審と不信に我知らず独りごちていた下士官の声が、ふと止まったのはそのときだった──なにか、異様な感覚が首筋を襲おそったのだ。最初、感覚の正体もよくわからなかった。それが、妙みようになま温かい液体が、しのつく雨に混じって首筋に降り注いだのだと知ったとき、レミントンの視線は、まるで誰かに命じられたかのように頭上に跳はね上がっている。

「……ひ、ひっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、レミントンの体は高い水しぶきをあげて、地面に背中から倒たおれ込んだ。いや、より正確に表現するなら、〝腰こしが抜けた〟というべきだったろうか。しかし、それを以もつて彼の醜しゆう態たいを笑える者はそうは多くないはずだ。蒼そう白はくになって、後ずさろうとしている彼を、黙だまって見下ろしていた者たち、それは──

「バ、バクスター……！」

　虚うつろに濁にごった目を見開いている同僚たちの遺い骸がいを憑つかれたように見上げたまま、レミントンは裏返った声を絞しぼり出した。

　楡にれの木立から、肉屋の店先の豚ぶたのように吊つり下げられた十あまりの遺体──そのどれもが近衛このえ兵へいの制服を纏まとい、そしてそれらのどの顔も、レミントンはよく知っていた。

「い、い、い、いったい、何が……」

　軍人としての本能か、遺体のすべての首筋に二つのうじゃじゃけた傷が口を開いているのを観察しながらレミントンは呻うめいた。

（あの傷口はまさか──）

　市街地で起こっているという騒そう動どうを思い出してしまいながらも、それを必死で否定する。

　あれは、確かイーストエンドの方だった。ここは王宮──畏おそれ多くも女王陛下います宮だ。不ふ浄じようの者が立ち入ることなどありえない！

　むりやり自分にそう言い聞かせながら、なんとか立ち上がろうとする。

「と、とにかく、すぐに連れん絡らくを……ひっ！」

　振ふり返ったレミントンは、自分のすぐ側に人が立っていたことに気が付いた。しかし、いったいいつ現れたのだ？　濡ぬれそぼつ雨の中、コート姿の陰いん気きな影かげがじっと黙りこくったままこちらを見下ろしている。その骸がい骨こつのように落ち窪くぼんだ眼がん窩かの中では、赤しやつ光こうが鬼おに火びのように不気味な輝かがやきを放ち──

「な、なんだ、お前──」

　次の瞬間、骸骨男の手がふと消えたように見えたときには、レミントンの視界はその場で一転している。時計回りに世界が傾かしいだかと思うと、ぐるりと円えん弧こを描えがくように回転する。このとき、ようやくレミントンは自分の周囲にいたのが骸骨男一人ではなく、数十人もの男たちであることに気づいた。いずれもそろいのレインコートを纏い、死人のように陰気に黙りこくった男たち──だが、彼の意識が保もったのはそこまでだ。皮一枚残して切断された頸けい部ぶはそれ以上、彼の頭の重量を支えきれなかった。神経の尾おを引いて、近衛兵の頭部が地面に転がったときには、血を噴ふき上げた胴どう体たいの方もゆっくりとその場に跪ひざまずいて、泥でい濘ねいの中に倒れ込んでいる。

　その酸さん鼻びな光景を血に濡れたナイフを握にぎったまま、骸骨男は黙って観察していたが、

「行くぞ。各員、状オペレ況ーシヨ開ン・ス始タート。教則コードＡエー、想定ケース八エイト〝敵司令部中ちゆう枢すうに対する夜間奇き襲しゆう〟──排はい除じよ対象については頭に入っているな？」

　短く呟つぶやいて、遠くに輝く明かり、今夜にもその主人を失おうとしている王宮に向けて顎あごをしゃくった。

　雷らい鳴めいの下、〝死者〟たちの影は音もなく動き始めた。




　エステルが初めて目にする祖母──そして、生まれて二番目に見た肉親の顔は、ミイラのように瘦やせて青ざめていた。

　羽はね布ぶ団とんに埋うもれるように横たわったその体は悲しいほど小さく、豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きのベッドがいっそ痛々しい。

「いま、人をやって、教皇聖下をお呼びしているわ」

　そうエステルに囁ささやいたのは、ここまで付き添そってきてくれたメアリだ。聞いたところでは、女王は最初の発ほつ作さ以来、昏こん睡すいから目覚めていないそうであったが、それでも、病人の眠ねむりを妨さまたげることを恐おそれたのだろうか。妹に囁く声はようやく聞き取れた程度の小ささだった。

「侍じ医いの話だと、陛下のお命は明朝まではもはや保たないであろうと……二人きりにしてあげるから、最後に祖母君にご挨あい拶さつなさい、エステル。私は聖下をお出で迎むかえにいくから、それまではあなたが陛下のお側そばにいてあげて」

「え？　大たい佐さはここにいてはくださらないんですか？」

　驚おどろいてエステルは目をあげた。

　二人きりということは、周囲の侍医や女官たちも退出してしまうのだろうか？　いくら相手に意識が無くなっているとは言っても、初めて会う祖母相手にどう振る舞まえばいいのかわからない。縋すがるような視線で訴うつたえる。

「ここにいてください。その、私独りでは、どうすればいいか……」

「見守ってさしあげればいいのよ……ただ、それだけでいいの」

　枕まくらに埋もれていた女王の顔はとても六十五歳には見えなかった。皺しわ深く、魔ま女じよのように尖とがった鼻が目立つ容よう貌ぼうは下手すれば八十に届こうかという老女のものだ。小さな寝ね息いきをたてている口だけがかすかに開いていたが、そこから覗のぞく歯だけが白く、美しい。実じつ年ねん齢れい以上の歳さい月げつに侵おかされた祖母を見下ろし、メアリはため息をついた。

「もう、この方は目を醒さまされないまま、逝ゆかれるはずだわ。だからエステル、あなたはただ静かに見守ってさしあげて……十八年前、あなたの誕生をこの方は本当に楽しみにしてらしたそうよ。それが死産だったって聞いて、どれほど悲しまれたことか。そのあなたが無事に王宮に帰ってきたと聞けば、さぞや喜ばれたでしょうね」

　広い寝しん台だいの周囲には数多くの機械が並べられ、そこから伸びたチューブがスパゲッティのように絡からまりながら、老女の手足と繫つながっている。機械の力を借りてようやく生かされているだけなのだ。そんな祖母の白はく髪はつを丁てい寧ねいに整えるメアリの目は優やさしかったが、同時にとても悲しげだった。

「そう、あなたはこの人の孫まご娘むすめなのだもの……エステル、あなたには彼女を看み取とる義務があるわ」

「……姉さんはどうなの？」

　まだその言葉に不慣れなものを感じながら、エステルは〝姉〟に呼びかけた。

「あなたもこの人の孫じゃないですか。だったら一いつ緒しよに──」

「いいえ、私は遠えん慮りよするわ……この方は私のことをひどく嫌きらっておいでだったから。それもたぶん、ひどく」

　やや脂あぶらの浮ういた白髪をきれいに整え終えると、メアリはぽつりと呟いた。思わずその顔を見やったエステルとは視線をあわさぬまま、昏睡状態の祖母に向けて静かな言葉を紡つむぐ。

「私の母親──カルスレー子し爵しやく夫人ハリエットは身分の低い女だったわ。下級騎き士しですらなかった。王太子が絶えていた家の爵位を愛人に与あたえただけなの。陛下にすれば、大事な一人ひとり息むす子こを卑ひ賤せんの女に盗とられたような気がしたのでしょうね。その娘むすめである私も、陛下にしてみれば孫とは思えなかったと思う。この二十五年間、言葉をかけてもらった記き憶おくはほとんどないわ」

「…………」

　聞いてはいけないことを聞いてしまったことに気づいて、エステルは唇くちびるを嚙かんだ。自分がひどく嫌いやな小娘になってしまったような気がする。一方、そんな妹の心を察したのだろう。メアリはふと振ふり返ると、淡あわい笑え顔がおを作った。

「馬ば鹿かね。あなたがそんな顔をしなくてもいいのよ、エステル。別にあなたのせいじゃないんだから。それに、年に何度かはお目にかかって、お言葉を賜たまわってたのよ……戦いで武ぶ勲くんをたてたときとか、勲くん章しようを授じゆ与よされるときとかはね。そういうときだけは、私のような女でも陛下にお目にかかることができたの。お言葉だって、何度かいただいたことがあるわ」

「武勲をたてたときって……たった、それだけなの？」

　大切な記憶を掘ほり起こしている姉の笑顔を、かえって痛ましいもののようにエステルは見やった。

　仮にも肉親なのに、なんと寒々しい関係だろうか。この祖母と孫に比べれば、まだ自分は幸せだったと思う。イシュトヴァーン時代には血こそ繫がってはいなかったが家族があったし、ローマに移ってからは、ミラノ公やナイトロード神父、シスター・ケイトやイクス神父ら、数多くの人たちが自分の側にいてくれた──なんだか、幸せすぎる自分が申し訳ないような気さえしてくる。

「姉さん……やっぱりここにいて」

　姉の、女にしては無骨な手を握にぎりながら、エステルはメアリを引き留めようとした。

「一緒に、お祖ば母あさまのお側そばにいましょう。だって、あたしたち、家族なわけでしょ？　だったら──」

「優しいのね、エステル」

　妹の言葉に、メアリは心底嬉うれしげに笑った。しかし、一方でその手は絡まった尼に僧そうの指をそっと、だが意外なほどの力強さでほどいている。

「でも、それはだめなの。あなたも聖職者なら、終油の秘ひ蹟せきに立ち会えるのは親族だけって教会法で決まっているのは知ってるわね。私のような庶しよ子しは親族のうちに数えてもらえないのよ……それに実は、まだやらないといけない仕事があってね。これから少し、席をはずさないといけないの」

「仕事？　こんなときに？」

「ごめんなさい。でもこんなときだからこそ、やっておかないといけない仕事なの」

　そう言うと、メアリは病人の眠りを妨げるのを恐れるかのように一歩後ずさった。縋るような目の妹に、嚙んで含ふくめるように告げる。

「ここにいる資格があるのは、もうこの世にあなただけ……だからお願い、エステル。あなたが私の分までこの方のお側にいてあげて」

「……わかりました」

　ようやく観念して、エステルは肩かたを落とした。

　いったい、姉がここまで真しん剣けんに頼たのんでいることを断れる妹など、この世にいるだろうか？　生まれてこの方、本物の肉親というものを持ったことがなかっただけに、自分は彼女の願いには弱いらしい。たぶんこれからの一生、そうなのだろう──その事実を奇き妙みように心ここ地ちよく感じながら、エステルは頷うなずいた。

「わかったわ、姉さん。あたしはここにいます……だから、心配せずにお仕事に行ってきて」

「ありがとう。じゃあ、聖下がいらっしゃったらご案内するから、それまではお祖母さまをよろしくね。そうそう、侍じ医いたちは次の間に詰つめているから、何かあったら、すぐにそこのベルを鳴らすのよ？　それから、照明が明るすぎたら、あちらのスイッチを──」

　こちらも安あん堵どしたように息をつくと、メアリはいくつかの指示を与えた。エステルがいちいち頷くのを確かく認にんしてから、病室から退出してゆく。その背後にくっつくように侍医や女官が次の間に退さがってゆき、エステルは病室に独り──正確には祖母と二人、取り残された。

「……姉さんも大変よね」

　ベッド脇わきの椅い子すに座り直しながら、エステルは独りごちた。

　実際、祖母がこんなときにまで仕事をやらねばならないというのは大変な話だが、女王崩ほう御ぎよを間近に控ひかえた今夜は、たぶん彼女でなくば果たせない仕事が山のようにあるのだろう。たとえば、女王危き篤とくの報しらせを聞いて駆かけつけた貴族たちへの応対や、教皇の案内。そしていまも王宮の外に押しかけてきている群衆とマスコミの処理……エステルが彼女の立場にいたら、とっくに音をあげていたに違ちがいない。

（やっぱり、姉さんはすごいな……）

　これまで、エステルはずいぶんと立派な人たちを見てきたし、各国の首脳クラスの人々にも会ってきたが、彼らの中にすらあのように有能で賢けん明めいな存在はそう多くなかった。ミラノ公やあの長生種たちの皇こう帝ていにも匹ひつ敵てきする人材かもしれない。このようなときに不ふ謹きん慎しんかもしれないが、そんな女性を〝姉〟と呼べることに心浮うき立つものすら感じる。

（あんな人こそ、この国の王位に即つくべきなのに）

　なにやら、外に押し寄せている者たちは盛さかんに自分のことを次期女王にしたがっているようだったが、エステルにしてみれば冗じよう談だんではなかった。笑い飛ばす気にすらなれない痴たわ言ごとだ。

　宝ほう冠かんを戴いただくのは、メアリのように賢明で強い女性こそ相応ふさわしい。むろん彼女にまつわる悪評を知らないでも無かったが、それについてはたぶん何かの誤解か、でなくばよほどの事情があったのだろう。いずれにせよ、〝庶子〟という身分同様、メアリ・スペンサーという見事な宝ほう珠しゆについたささやかな疵きずでしかない。

　翻ひるがえって自分を省かえりみれば、ここにいるのはたかが教皇庁の広こう告こく塔とうに過ぎぬ小娘だ。そんな自分が玉座に座って、この国と国民を護まもっていくことなどできるはずがあるだろうか。そもそも神父一人すら救えず、みすみす目の前で殺されたのは、つい昨日のことではないか。しかも最前まで部屋に閉じこもり、メアリの助けなくばそこから動くことすらできなかった、そんな愚おろかで弱い自分が玉座に座るなど、あってよいことではない──

「……そこに誰だれかいるのかい？」

　姉と自分を比べて思し索さくに耽ふけっていた少女の耳を打った声は、弱々しく嗄しわがれていた。

　だが、他ほかに部屋の中に人はいないはずなのに？

　慌あわてて視線を落としたエステルは、ベッドの中から自分を見つめる瞳ひとみに気づいてぎょっとなった。布ふ団とんに埋うもれるように死の眠りを貪むさぼっていたはずの老女の瞼まぶたが、うっすらと開いているではないか。

「じょ、女王陛下!?　い、意識が戻もどられたのですか？」

　あるいは、蠟ろう燭そくが消える前の最後の輝かがやきだったのだろうか。

　医師に今夜中の命と告げられたはずの老女王──ブリジットは確かに意識を取り戻していた。衰すい弱じやくしきった瞳が弱々しい、しかし確かに意思を感じさせる光を浮かべて、エステルの顔を見上げている。目をしょぼつかせているのは、視力の落ちた瞳の焦しよう点てんを懸けん命めいにあわせようとしているのだろう。その視線は、〝北海の女怪スキユラ〟という綽あだ名ながおよそ愚かしく思えてくるほどに柔やわらかく、優やさしかった。骨張った手をあげると、懸命にエステルの方へ伸のばしながら呼びかける。

「……メアリ？　お前、メアリなのかい？」

「メ、メアリ？」

　老女の呼びかけを無意味に繰くり返して、エステルはようやく自分が人ひと違ちがいされていることに気づいた。

「あ、いえ、あたしはスペンサー大たい佐さじゃありません。あたしはエステルって言って……いや、ちょ、ちょっと待ってくださいませ。いますぐ、大佐をお呼びしますから──」

「ああ、行かないで……ここにいておくれ、メアリ……」

　慌てて壁かべにかかったベルに手を伸ばしたエステルの裾すそを、弱々しい力が捕とらえた。ベッドから伸びた女王の手が、縋すがるように摑つかんだのだ。その思いもよらぬ力に振ふり返ったエステルを涙なみだで潤うるんだ目で見つめながら、老女の声帯はかすれた声を絞しぼり出した。

「すまなかったねえ、メアリ……お前には苦労ばかりかけて……本当にすまなかった……」

「お、お祖ば母あさま？」

　ベルを何度も指先で押しながら、エステルは半ば途と方ほうに暮れて老女を見下ろした。

　どうやら、視力だけではなく、意識が混こん濁だくして周囲のことがわからなくなっているらしい。自分のことを完全に姉と誤解しているのだ。

　改めて見れば、皺しわに埋もれた顔には、この半世紀、アルビオンを護ってきた老練な策士の面おも影かげはもはやなかった。ベッドにはただただ孫の身を想おもう一人の祖母が横たわっているだけだ。

　数秒だけ迷った末に、エステルは椅子に座り直した。裾を握にぎる手をそっと握り返しながら、優しい声で囁ささやく。

「だいじょうぶ。どこにも行きませんわ……メアリはここにいますよ、お祖母さま」

「ああ、ありがとう、メアリ……」

　とっさに姉を装よそおった妹の声に、老いた女王は嬉うれしげに顔の筋肉を震ふるわせた。

　笑ったのか？　それとも泣いているのか？

　皺深い表情からそれを察するのは難しかったが、それでも彼女が相手に強い感情を抱いだいていることを悟さとるのはそう困難なことではなかった。少なくとも、〝勲くん章しようを授じゆ与よされるときだけ会ったことがある〟相手に向ける顔ではない。

「メアリ……お前、あたしのことを恨うらんでいるだろう？　あたしはお前を冷たく扱あつかったものねえ。一生懸命に働くお前をあたしは酷ひどく扱った……ただの兵士、いや、それ以下の扱いしかしなかった……お前はあれほど国のために働いてくれたのに……」

「い、いえ、そんな……私はただ、お祖母さまのためによかれと思って働いただけです。別にそれで出世がしたいとか、そんなことを思っていたわけじゃないから……」

　あるいは、すでにエステルの声は老女には届いていなかったのかもしれない。白く濁にごった瞳は焦点を失っている。だが、ブリジットはこのとき確かに、残されたすべての力を振り絞って、自分自身が冷れい遇ぐうしてきた孫まご娘むすめに己おのれの罪を告白した。

「それに公こう爵しやくたちがお前をいいように利用したときもあたしは見過ごした……あのとき、奴やつらがお前を捨て駒ごまにしようとしていたのを知っていながら、むざむざと見過ごしてしまった……奴らを咎とがめることはできなかった。そんなことをすれば、連中は反乱を起こしていただろう。そこまでいかなくても、お前を暗殺するぐらいのことはしたかもしれない……だから、あたしはお前の名めい誉よが奴らに汚けがされてゆくのをただ指を銜くわえて見ているしかできなかった……」

（この人は──）

　一生懸命、自分の手を摑んでいる皺ばった指を握りかえしながら、エステルは思った。

　祖母は孫のことを真しん剣けんに愛していたのだ。彼女なりの方法と愛情で。

　それは相手メアリにはうまく伝わらなかった、あるいは周囲の目に見えるものではなかったかもしれない。だが、少なくとも、ここにはメアリが語っていたような憎ぞう悪おも無関心もない。ただあるのは、深い悔かい恨こんと、自分の死後の孫を案ずる気持ちだけだ。

（伝えなくちゃ……早く、姉さんに！）

　ベルを何度も何度も押しながら、エステルは狂くるおしいほどの焦あせりとともにそう思った。

　二人の人間が、こんな大きなすれ違ちがいを残したまま永遠に別れることなどあってよいことではない。その思いは、エステル自身、昨日、大きな別れを体験しているだけになおさらだった。狂ったように繰り返し繰り返し、ベルのボタンを押す──だが、隣りん室しつの医師や女官がやってくる気配はいっこうにない。

「ああ、メアリ……」

　いっかな開かない扉とびらをエステルが睨にらみつけている間にも、女王の告白は最後を迎えようとしていた。喉のどに穴の空いたような、ひゅうひゅうとかすれた声は聞き取りづらかったが、それでもエステルの耳にははっきりと届いた。

「お前が次の女王だよ……お前ほど、この国のことを考えている人間はここにはいない。それなりにしんどい仕事かもしれないが、お前ならきっとやれる……だって、あたしの自じ慢まんの孫なんだもの……そうだろ、メアリ。お前はあたしなんかにはもったいないほどの孫さ……」

「はい……お祖母さま……」

　その言葉を聞く資格があるのはあたしじゃないの！

　エステルは唇くちびるを嚙かんだ。この優やさしい言葉を聞く資格があるのは、二十五年もの間、孤こ独どくと不ふ遇ぐうに耐たえた姉だけだ。たった独りで戦場と宮きゆう廷ていで生き抜ぬき、祖母の声を聞きたさに功績をあげてきたあの女性だけだ。これは自分にかけられるべき言葉ではない。

「十八年前……お前の母親があの事件を引き起こして以来、あたしはお前に冷たかった……」

　エステルが声にならない悲鳴をあげている間にも、女王の命はゆっくりと失われつつあった。すでに瞼まぶたは垂れ、目を開ける力も涸かれてしまったらしい。それでも舌だけは動いているのは、執しゆう念ねんだろうか。それとも孫への愛情か。

「それは、お前の顔を見るたびに、どうしてもお前の母親のことを思い出さずにはいられなかったからだ……ハリエット、あの女……でも、母親の罪はお前とは関係ない。あたしはお前を憎にくんだことはなかった。ただ、お前を見るたびに、お前の母親に殺されたヴィクトリアのことを、そして行方ゆくえ不明になったもう一人の孫のことを思い出してしまって……」

「──ちょ、ちょっと、待ってください!?」

　ぎょっとエステルは顔をあげた──いま、女王は何と言ったのだ？　聞いたことのある名前がおよそ関連性の薄うすい言葉と繫つながって、まるで想像もしなかった内容を組み上げている。

　メアリの母親が、エステルの母親を殺した？　そして、そのことを女王は知っていた？

「ど、どういうことですか、お祖ば母あさま……そ、それはカルスレー子し爵しやく夫人がヴィクトリア妃ひを殺したっていうことですか!?」

「ああ、お前は知らなかったんだね……無理もない……あの事件の調査記録はすべて、あたしが封ふう印いんしたからね……エドワード・ホワイトはハリエットの刺し客かくに殺されたし、そのハリエットはあたしが自裁じさつを命じた……もう、あたし以外には誰だれもあの事件の真相を知る者は……いなく……なって……」
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「お祖母さま！」

　エステルは声を励はげました。相手の肩かたを摑つかんで揺ゆさぶろうとして、さすがにそれはおもいとどまったものの、なんとか薄れかけている意識を引き戻そうと強い口調で呼びかける。

「しっかりなさってください、お祖母さま！　カルスレー子爵夫人が妃きさきを殺したというのは本当なんですか!?　エドワード・ホワイト卿きようはなぜアルビオンを去ったんです!?」

「息むす子こが……ギル王バー太ト子が死んだあと、ハリエットはお前を王位に即つけるために、ずっとヴィクトリアとお腹なかの子を狙ねらっていた……」

　ぜいぜいと喘あえぐ息は次し第だいに間かん隔かくが長くなりつつある。衰おとろえきった気管が活動を停止しようとしているのだ。それでもなお、ブリジットは語り残すことを恐おそれるように嗄しわがれた声を絞しぼり出した。

「それに感づいたヴィクトリアは……友人とその夫に助けを求めたんだ……友人夫ふう婦ふの死産した息子と、生まれた自分の娘むすめを入れ替かえ……そして、友人の夫に娘を託たくして国外に逃にがした……だが、ハリエットの雇やとった刺客たちがその直後、ヴィクトリアを襲おそい、友人ともども殺してしまったのさ……この事実をあたしは公表できなかった……公表して、行方不明になったもう一人の孫を捜さがすことも不可能だった……だってそうだろ？　公表なんてしたら、メアリ、お前に──」

「〝お前に〟──なんです？」

　急に言葉を切って黙だまり込んだ老ろう婆ばを、エステルは促うながした。いや、促そうと顔をあげたところで、はっと口を噤つぐむ。

　ブリジットの口は半分開いていたが、もはやそこから言葉も、息も吐はかれることはなかった──たぶん、もう永遠に。そのことは、部屋の隅すみに置かれていた心電図が、まっすぐな線を描えがき出しているのを見てもわかる。

「……主しゆよ、どうか、あなたの娘をあなたのお側そばに迎むかえたまえ」

　いつの間にかベッドの上に落ちていた皺しわばった手を胸の上で組ませてやりながら、エステルは祈いのった。

　これまで、仕事柄がら、人の死は数え切れないほど見てきた──不幸な死もそうでないものも。今度もその一つでしかない。この世にたった二人しかいない肉親の死ということでは特別だったが、まだその事実を知って一日しか経たっていないせいだろうか。特にその死を特別なものとして悼いたむ気持ちは起こらなかったのは自分が冷たい人間だからか。それとも、昨日遭そう遇ぐうした死があまりに大きすぎたせいか。確かに悲しいことは悲しいが、それよりも、最後に耳にした告白の方が頭に大きく反はん響きようしている。

　エステルの母親を殺したのはメアリの母親──そのことを姉に話すべきかどうか？

（いや、黙っていよう……）

　十字を切りながら、エステルは決めた。祖母の死に姉を立ち会わせてやれなかったのは残念だが、あんなことを最後に聞かせずに済んだのはむしろ幸運だったかもしれない。これはずっと自分独りの胸にしまっておこう──

　深い深いため息をつくと、エステルは死者の側を離れた。それから、きっと顔をあげて戸口に近づく──いったい、隣りん室しつの侍じ医いや女官たちは何をやっていたのか？　こんな肝かん心じんなときに呼んでも来てくれないなんて！

　大きな喪そう失しつ感と小さな怒いかりを感じながら、エステルが勢いよく扉とびらを押し開けたとき。

「ちょっと、皆みなさん……なに、これ!?」

　そこにいる医師や女官たちを憤ふん然ぜんと怒ど鳴なりつけようとした尼に僧そうは、慌あわてて鼻を覆おおった。噎むせ返るような臭しゆう気きが鼻び孔こうを襲ったのだ。

　もっとも、とっさに後ずさったときには、臭においのもとを目まの当たりにしてしまっている。

　血の海に変じた高価そうなカーペット──その中に半ば沈しずむように転がっていたのは、最前、隣室に退さがったばかりの侍医や女官たちではないか!?

「こ、これは……」

　驚きよう愕がくと恐きよう怖ふに呻うめきながらも、エステルの頭の一部は冷静に機能を保っていた。悲鳴を堪こらえて惨さん劇げきを微び細さいに観察できたのは、これまでにいくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐってきた経験の賜たま物ものだろう。床ゆかに転がった死体のどの顔にも、薬物や毒物による変色がないのを素す早ばやく見て取る。卓たく上じようには高級ブランデーの瓶びんとそれを注ついだグラスがいくつか転がっていたが、一服盛られたということはなさそうだ。

　しかし、いかに相手が非戦せん闘とう員とはいえ、仮にも十人近い人数を、反はん撃げきどころか声すらあげさせずに全ぜん滅めつさせることは果たして可能だろうか？──いや、こういう真ま似ねをできる生物がこの地上には一種類だけいる。そして、死体のどれも喉のどに二つのうじゃじゃけた傷きず跡あとが残っていた。

「ま、まさか、この人たちを襲ったのは……ひ!?」

　かすかな衣きぬ擦ずれの音が、エステルの分ぶん析せきを中断させた。

　肉にく食しよく獣じゆうの気配を察した兎うさぎのように、尼僧がそちらを振ふり返ったときにはすでに遅おそい。咄とつ嗟さにスカートの散さん弾だん銃じゆうを引き出そうとした彼女の腕うでを、横合いから素早く伸のびてきた指がしっかりと捉とらえている。

「……こんばんは、王孫女様」

　ひっそりと笑ったのは、一人の男だった。

　黒いインバネスにすっぽりと長身を包んだ、貴族的な顔立ちの若い男。女王の危き篤とくを聞いて駆かけつけてきた貴族の一人だろうか。しかし、その唇くちびるの端はしから覗のぞく、鋭するどい輝かがやきは？

「どうされました、そんなに驚おどろかれて……ああ、ひょっとして、ここに転がっている方々はお友達ですか？」

　濡ぬれそぼつ髪かみを搔かき上げ、青年は気け怠だるげに笑ってみせた。牙きばを覗かせた顔には、周囲で血けつ臭しゆうをあげている死体への嫌けん悪お感も驚愕もない。ただ、新たな獲え物ものを見つけた狼おおかみのように、尼僧の首筋にじっと視線を注いで再び笑う。

「しかし、少しもったいないことをしましたね……こんなおいしそうな獲物が残っていたのなら、僕もみんなもまずい血で腹を一いつ杯ぱいにするんじゃなかったです」

　若者の言葉を合図にしたように、部屋に気配が満ちた。エステルが入ってきたのとは反対側、廊ろう下か側の扉が開くと、そこから黒ずくめの男たちが十人ほど、ぞろぞろと入ってきたのだ。いずれも着衣に赤い染しみをつけた彼らの背後、扉の外を護まもっていたはずの衛兵たちが、恐怖の形相もすさまじく床に事切れている。

「そっちは終わったかな、諸君？」

　最後に入ってきた人ひと影かげが扉を閉めるのを確かく認にんして、インバネスの男は声をかけた。ついで、エステルに目を戻もどして、ゆっくりと手を伸ばす。

「では、こちらの用事も済ませよう……レディ・エスター・ブランシェット。イシュトヴァーンで我が同どう胞ほうを殺したあなたの血で喉を潤うるおすことを喜びに思いますよ──」

「はン、同胞ですって？　それは噓うそだわ──」

　短く呟つぶやいたときには、エステルはそれまでの〝怯おびえきった小こ娘むすめ〟という仮面をかなぐり捨てていた。鋭い視線を一同に飛ばすや、早口に〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟たちに言い放つ。

「あなたたちは吸血鬼──長生種なんかじゃない。吸血鬼を装よそおっている、ただの人間だわ！」

「──なに？」

　インバネスの若者が驚いたように言葉を詰つまらせたのは、エステルの指し摘てきが正しかったからか。それとも、尼僧が素早くスカートから引き抜ぬいた散弾銃を彼の顎あごに突つきつけたせいだろうか。

「き、貴様!?」

「全員、動かないで！　彼の頭を吹ふき飛ばすわよ！　あなたたちは長生種なんかじゃない……ただの偽にせ物もの。弾丸は避よけられないでしょう？」

　咄嗟に迫せまろうとした男たちを、エステルは刺さすような声で制した。得え物ものの装そう塡てんポンプをことさら大げさに引きながら床の死体に目を落とすと、暗い顔になって舌打ちする。

「ひどいことをするわね……でも、長生種にしちゃ、床の血の量が多すぎるんじゃないかしら！」

　散弾銃を突きつけられたまま硬こう直ちよくしている〝吸血鬼〟に対し、エステルは冷たく顎をしゃくった。床の血ち溜だまりを冷静に観察しながら指摘してやる。

「吸血痕こんが全員に残っているのに、床にこれだけの血がこぼれているのはおかしいと思わない？　血を吸われたのなら、出血はもっと控ひかえめなものになっているはずでしょ？　なのに、こんなに血がこぼれている……そうね、吸血痕はただの飾かざり。殺害した後で、あなたがわざわざつけたものよ。あなた、この殺人を吸血鬼の仕し業わざに見せかけたかったんでしょ？　そうして、濡れ衣ぎぬを隔離地ゲツトー区の人たちに着せるつもりだった──違ちがう？」

「──その通りです。見事なご推察ですな、王孫女殿でん下か」

　エステルの推理を賞賛したのは、尼に僧そうを捕とらえている〝吸血鬼〟ではなかった。〝吸血鬼〟──いや、それを装った若者は忌いま々いましげに顔を歪ゆがめて舌打ちしただけだ。冷静な賛辞の主は、フードの男たちの間から進み出た、トレンチコートの人影である。

「まことに惜おしいことだ。あなたが女王になられれば、あるいは名君として名を残されたかもしれませぬのに」

「あ、あなた!?」

　男の顔を一いち瞥べつしたエステルは不覚にも声をうわずらせてしまった。髑どく髏ろの上へじかに皮ひ膚ふを貼はり付けたような独特の風ふう貌ぼうには確かに見覚えがある。ゲットーで自分を襲おそい、カインに追い払はらわれた二人組の暗殺者──その片割れではないか！

「や、やっぱり、あなたたち吸血鬼なんかじゃなかったのね……でも、どうして？　どうして、ゲルマニクスの暗殺者が、吸血鬼のふりなんかしてあたしを狙ねらうの!?」

「ゲルマニクスの暗殺者？　ああ、それは違いますよ、王孫女プリン殿下セス。小官たちは死フアン者トムの軍隊レギオンです」

「死者の軍隊？」

　訝いぶかしむようなエステルの問いに答えは与あたえられなかった。沈ちん黙もくのまま、骸がい骨こつ男がポケットに手を突っ込んだのだ。再びそれが現れたときには、霜しものように輝くナイフがそこには握にぎられている。

「……よ、よろしいのですか、アイアンサイド軍ぐん曹そう？」

　それを見て、慌あわてたように尋たずねたのはエステルに銃じゆう口こうを突きつけられたままの若者だ。特に突きつけられている銃口を気にした様子もなく尋ねる。

「陛下からは、まだこの方の殺害命令は発令されていません。捕らえるだけでは──」

「あの方はお優やさしい方だ」

　手中でナイフを弄もてあそぶ男──〝切り裂さきジャック〟の答えは簡潔だった。勤務予定表を書き換かえる事務員めいた無む頓とん着ちやくさで付け足す。

「お優しさゆえ、この期ごに及およんで、まだ情に迷っておいでなのだろう……だが、かまわん。責任は俺がとる。陛下には事後承しよう諾だくということになるが、プリンセス・エスターはここで処理する──でないと、あまりに危険だ」

「……陛下ですって？」

　自分の生命が危険にさらされているというのに、エステルはついそんなことを尋ねてしまった。今この国で〝陛下〟と呼ばれるのは、扉とびらの向こうで絶命しているブリジット二世だけだ。いったい、この男は誰だれを陛下と呼んだのか？

「陛下というのは、我らが死者の女王ですよ……我らを率いておられる黄よ泉みの国の女王です」

　エステルの疑念を察したのだろうか。落ち窪くぼんだ眼がん窩かの中で暗い瞳ひとみを動かし、骸骨男──〝切り裂きジャック〟は囁ささやいた。手にしたナイフを目線の高さに掲かかげるや、人ひと質じちの若者を楯たてに隠かくれているエステルに対し淡たん々たんと告げる。

「それではそろそろ、任務を遂すい行こうさせていただきます。しかし、ご安心ください、殿下。小官の名めい誉よにかけて、無用な苦痛はお与えいたしませんので……」

「!?」

　不ふ吉きつな宣告がなされた刹せつ那な、エステルは自分の視界が一回転したのを感じた──それが、完全に腕うでの関節を決めていたはずの若者に投げ飛ばされたのだと悟さとったときには、床ゆかで強打した背骨が肺を圧あつ迫ぱくして、酸素を絞しぼり出してしまっている。

「く……はっ！」

　激しい衝しよう撃げきに脊せき髄ずいを一いち撃げきされ、呼吸器が麻ま痺ひしてしまったようだ。酸素を求めてエステルは大きく口を開いた。ぱくぱくと魚のように口を動かして、なんとか空気を取り込もうとする。

　一方、その間にも、人間にはありえない姿勢からエステルを投げ飛ばした兵士は、ゆっくりと体勢を立て直していた。その腕には奇き妙みようなことに関節が四つある──二の腕と手首の所に一つずつ関節が増えていた。

「……小官の腕は義手でしてね、王孫女殿下」

　若い兵士は低く呟つぶやいた。別に自じ慢まんするでもなく、淡々と告げる。

「二年前の〝パーシーの乱〟で戦死した際、本物の腕はちぎれてなくなってしまいました」

「少し喋しやべりすぎだぞ、ハート兵長……それにあのとき死んだのは、別にお前だけではない。ここにいる全員だ」

　若者の述じゆつ懐かいを短く制した〝切り裂きジャック〟がゆっくりと進み出た。咳せき込んでいるエステルの心臓の上に、ナイフの切っ先を擬ぎすと、どこか哀あわれみの籠こもった瞳を落とす。

「あなたの存在は実に惜しい、プリンセス・エスター。もし、この国がまともな状態であれば、きっとお幸せになれたでしょうに……せめて、苦しまずにお逝ゆきくだされませ」

「!?」

　呟くと同時に、いっきにナイフを振ふり下ろす。一方、唸うなりをあげて落ちかかってきた輝かがやきに、エステルは反射的に目を閉じてしまっていた。冷たい鋼はがねの感かん触しよくが心臓を抉えぐり抜ぬくのを予想して歯を食いしばる。

「…………？」

　しかし、予想に反してなかなか痛みは襲ってこなかった。

　あるいは、相手の言ったとおり、自分は苦痛すら感じる間まもなく死んでしまったのだろうか？　それとも、死ぬ間ま際ぎわに活性化した知覚が時の流れを長く感じさせているのか──

　だが、エステルの考えは両方ともはずれていた。

「な、なんだ、こいつは!?」

　自らの血がしぶく水音の代わりにエステルの耳じ朶だを打ったのは、〝切ザ・裂リツ魔パー〟の驚きよう愕がくの呻うめきだった。瞼まぶたをあげたエステルの視界に、奇妙なピンク色の輝きが飛び込んでくる。

「……こ、これは!?」

　それは動物の内臓を思わせる物体だった。ゼラチン質の光こう沢たくを放つ鞭むちといえばいいだろうか──ふつうなら吐はき気を催もよおすような醜みにくい帯状の物体が、自分の尼に僧そう服の裾すそから飛び出しているのだ。

　しかし、こんなものいったいどこから!?

「だ、だいじょうぶですか、アイアンサイド軍曹……ぐあっ！」

　とっさに銃を抜こうとしていた偽にせ吸ヴア血ンパ鬼イアが悲鳴をあげた。〝鞭〟の一部が節くれだったかと思うと、そこから、悪あく臭しゆうを放つ肉にく汁じゆうが噴ふき出したのだ。顔を覆おおってのけぞった若者の指の間からは、肉の焦こげる臭においと白い煙けむりがあがっている。

「各員気をつけろ！　これは酸だ！」

　鋭するどく言い放った〝切裂魔〟自身の手からも白はく煙えんがあがっている。一方、その間にもエステルから離はなれて後退する彼を追うように、次々と酸の雨が撒まき散らされた。しかし、不思議なことになぜかエステルの方には一いつ滴てきも降り注がない──まるで、肉につ塊かいが意図的に彼女を庇かばっているかのように。

「な、なんだかわからないけど……いまのうちに！」

　素す早ばやくエステルは立ち上がった。いったい何が起こっているのかもさだかではなかったが、いま、自分がやらねばならないことははっきりとわかっていた──とにかく姉を見つけて、急を報しらせるのだ！

「──い、いかん、殿でん下かが逃にげる！　逃がすな！」

　次の瞬しゆん間かん、狼ろう狽ばいするような声を背中に聞きながら、エステルは素早く身を翻ひるがえしていた。






　　　　Ⅲ




「……嫌いやな雨だこと」

　日記を書いていた手を休めて、〝カラミティ〟ジェーンは気け怠だるげに窓の外を見やった。

　ロンディニウムも郊こう外がいのこの道路だが、今日はほとんど人気がない。単車線の道路を走っている車と言えば、ジェーンが乗っているこのリムジンのみ。あとは、遠くテムズ川の堤てい防ぼう上に土木局の作業員らしい人ひと影かげがいくつか見えるだけだ。

「いまは何時かしら？　もう九時？　あらあら、すっかり遅おそくなってしまったわねえ……やっぱり、公館に一度帰ったのは失敗だったかしら？　これじゃ、伯お母ばさまのご臨終に間に合わないかもしれないわあ」

　本来なら、とっくの昔に王宮に到とう着ちやくしていたはずなのだ。それが急にメアリから電話が入って、葬そう儀ぎの際にいくつか宝石を貸してもらえないかと頼たのまれ、公館にいったん引き返すはめになってしまった。このままでは伯母の死に目にあえないかもしれない。

　だが、焦あせったところでどうなるものでもない──おっとりと舌打ちすると、ジェーンは書きかけの日記帳に視線を戻もどした。

　奔ほん放ぽうで豪ごう奢しやなエリン公が日記のような地味な作業を好むというとたいていの者が意外げな顔になるのだが、もともとエリン公こう爵しやく家は文ぶん雅がを尊ぶ家いえ柄がらである。ジェーンがパトロンになっている文人は百を下らないし、ダブリンの居城には十万冊を超こえる蔵書がある。さらには、彼女自身が発表するエッセイや文芸評論は、格式を旨むねとする文ぶん壇だんの受けこそ悪いものの、一部先せん鋭えい的な文学者たちからはすこぶる高い評価を受けているのだ。

　羽根ペンをインク壺つぼにひたすと、ジェーンは流りゆう麗れいな文字で今夜の状じよう況きようをページに綴つづる作業を再開した。なにしろ、今夜は女王崩ほう御ぎよという大きなイベントがあるのだ。後世のためにも、記録は詳しよう細さいに残しておかねば──

「……あら、これは困ったわ」

　どうやら、この湿しつ気けのせいでペン先がしけっていたらしい。滴したたり落ちたインクに汚よごれた日記帳をジェーンは困こん惑わくしたように見おろした。急いで懐かい紙しで拭ぬぐうも、思ったよりインクの浸しん透とうは素早いものだったらしい。下のページまで汚れてしまっている。舌打ちとともにそれを拭おうとしたジェーンだったが、ふと、その眉まゆに皺しわが寄った。

「……あら？　これはおもしろいわね」

　数日前の日付を見て首を捻ひねると、ジェーンはさらに数ページを捲めくった。続けて、別の綺き麗れいなままのページを開いて目を走らせてから、隣席に座っていた侍じ女じよ頭がしらを顧かえりみる。

「ねえ、シェリル？　先週から今週にかけての宮きゆう廷てい公報はあるかしら？　あったら出してくださる？」

　数秒後、恭うやうやしく差し出された冊子をエリン公は素早く繰くった。

　最初に開いたページは女王の即そく位い記念日の前夜──つまり、式典中に彼女が倒たおれる前日のページだ。そこからこの一週間にわたって細かく記された宮きゆう殿でんの来訪者の名と来訪時間、そして女王の病状の変化を報せる記録を読みながら、〝カラミティ〟ジェーンは顎あごを摘つまんだ。

「変ね……これは変だわ」

「どうかなされましたか、奥さま？」

　憑つかれたようにぶつぶつと呟つぶやいている主人に、侍女頭が声をかけた。

「何か、おかしなことでも？」

「ええ、伯母さま──つまり女王陛下のご容態なのだけどね。この一週間、悪くなったり良くなったりしてるんだけど、その日時にちょっとした規則性があるのよ……」

「規則性？」

　まだ少女と呼べる年とし頃ごろの侍女頭は訝いぶかしげな顔になった。主人の拡ひろげた冊子を覗のぞき込んで丹たん念ねんに文字を追っていたが、やがて困ったように首を振ふる。

「確かにご容態はいろいろ変化しておいでですが、時間も日もばらばらです……私の拝見した限り、特に法則は見つかりませんが」

「あら、シェリル、この来訪者の名前をよくご覧なさい──伯母さまの病気が悪くなる前に、必ず一人、ある客が来ているのに気づかなくて？」

「客……あ」

　女主人の指し摘てきに従って今一度冊子を検分した侍女頭は小さな声をあげた。時間ごとに記された来客欄らんを追っていた視線をあげたとき、その顔色はやや青ざめている。

「奥さま、これは──」

「そう、メアリ・スペンサー大たい佐さ──なぜ、いつもメアリが参さん内だいしたあとで伯母さまの容態が悪くなっているのかしら？　それに、即位記念日の前夜にもメアリは伯母さまと会っている……これって、偶ぐう然ぜんにしては出来すぎではなくて？」

　考え深げにエリン公は顎を摘んだが、沈ちん黙もくはそう長くは続かなかった。取り上げた扇子せんすで運転席のシートを突つつくと鋭するどく命じる。

「ここまで来て悪いのだけれど、車を館やかたに戻してくださる？　今夜の参内はやめておきましょう。何か嫌な予感がするわ──」

〈そこの車、停とまってください！〉

　どこか威い圧あつ的なその声が響ひびいたのは、主人の命令に従った運転手がリムジンをターンさせようとしたまさにそのときだった。

　前方、道を塞ふさいでバリケードが並べられている。拡声器越ごしの声はバリケードの側そばに停車した軽けい装そう甲こう車しやから身を乗り出した壮そう年ねんの士官のものらしい。検問でもやっているのだろうか？　豪ごう雨うを浴びて飛沫しぶきを散らしている兵士たちの野戦服は海兵隊のものだった。

「──失礼、エリン公でいらっしゃいますね？」

　装甲車から降りた士官が、雨の中、駆かけ寄ってきた。従える兵士ともども頭からずぶ濡ぬれになっているが、それを気にした様子もなく敬礼を済ませると、窓越しに車内の貴人に話しかける。

「小官は海兵隊第二十八連隊のマクファーソン中ちゆう尉いであります。スペンサー大佐が参内の前に、至急、閣下にお会いしたいということでしたのでお迎むかえに参上しました……よろしかったら、同行していただけませんか？」

「……あらあら、メアリが？」

　窓ガラスを侍女に開けさせると、ことさらおっとりとジェーンは答えた。いかにも享きよう楽らく主義者の快楽主義者という風説に違たがわぬ態度で顔をあおぐ。

「こんなときに至急会いたいなんて、いったい何の用かしらねえ……ところで、中尉、一つ伺うかがってもよろしくて？　いったいこの物々しい警備は何なの？　まるでどこかの軍隊が攻せめてきたみたいな騒さわぎじゃない？」

「はっ、吸きゆう血けつ鬼きどもの襲しゆう撃げきであります」

　しかつめらしい表情のまま、中尉は答えた。しのつく雨の音に負けまいとするかのように、若じやつ干かん声量を上げる。

「なんでもロンドン塔とうに捕とらえていた吸血鬼どもの長おさが脱だつ走そうし、現在、宮殿を襲おそおうとこちらに向かっているとか。しかもそれにあわせて、イーストエンドの吸血鬼たちが大挙蜂ほう起きして、王宮を襲おうと企たくらんでいるそうであります」

「……ゲットーが蜂起したですって？」

　中尉の言葉を聞いたジェーンの瞳ひとみに緊きん張ちようにも似た色が走った。それでも気け怠だるげな表情を崩くずさなかったのは、彼女もまたアルビオン貴族である証あかしだ。ただ、扇子を握にぎる指が白くなるまで力をいれながら、問いただす声にわずかに力を籠こめる。

「それで王宮は？　女王陛下はご無事であらせられるの？」

「はい、ご無事です。ただ現在は、我が海兵二十八連隊が出動して吸血鬼どもの撃げき退たいにあたっているところであります……で、そのことについてスペンサー大佐が至急、閣下にご相談したいことがあるとのことです。急な話で申し訳ありませんが、ご同道願えないでしょうか？」

「相談ねえ……」

　口調だけはいかにも面めん倒どうくさげに、ジェーンは士官の言葉を繰くり返した。その間も、エリン公の脳は高速で回転を続けている。さりげなく腰こしのホルスターに手をかけている相手に答えを与あたえたのは、不自然さを感じさせない程度の間を置いてのことだ。

「お話はわかったけど、中尉、やっぱりいまは遠えん慮りよさせていただくわ。いまはなんといっても女王陛下の容態が気にかかりますもの。あなたたちの大佐にはあとで私からご連れん絡らくをいれます。連絡先だけ、教えていただけるかしら？」

「……いや、それがどんなことがあっても来ていただきたいとのお話でして」

　それまでは慇いん懃ぎんそのものだった士官の顔に、急に恫どう喝かつ的な表情が浮うかんだ。

　後方の兵士達がまるで威圧するように小しよう銃じゆうのボルトを引いたときには、中尉もまた安全装置を解除した軍用拳けん銃じゆうをホルスターから抜ぬきはなっている。

「大変不ぶ躾しつけな話で恐きよう縮しゆくですが、どうかご同行を願います、閣下。どうしてもお断りになられるなら、少々、手て荒あらな真ま似ねをいたさねばなりません」

「あらあら、これはまた物ぶつ騒そうなことをなさるのねえ」

　扇子で口元を隠かくしたまま、ジェーンは侍じ女じよたちに動かぬよう合図した。突きつけられた軍用拳銃の銃口を覗のぞき込みながら、世にも艶あでやかに微笑ほほえんでみせる。

「でも、あなた、方法をお間ま違ちがえになられたわね……メアリから聞いていなくて？　私わたくし、人に脅きよう迫はくされるのって何より嫌きらいなのよ」

「…………!!」

　おっとりとした美女の言葉に、野太い悲鳴が連続した。

　扇子の先せん端たんから飛び出した仕込み針が、中尉の目を抉えぐったのだ。慌あわてたように他の兵士たちが小銃の引き金を引いたときには、強装弾だんの直ちよく撃げきにも耐たえる防弾ガラスが素す早ばやくあがっている。

「さ、急いでお出しなさいな」

　口調だけはのんびりと運転手に命じながら、〝カラミティ〟ジェーンは鋭く細めた瞳で窓の外を走査した。おそらく一個中隊ほどの兵員が伏ふせてあったらしい。街路の間の暗がりから、わらわらと兵士達が現れてくるところだ。この特製のリムジンは小銃弾ぐらいではびくともしないが、装甲車の屋根に据すえ付けられた重機関銃がこちらに旋せん回かいしている。あれが命中すれば厄やつ介かいだ。のんびりしている場合ではないかもしれない。

「急いでこの場を離はなれて……私、捕ほ虜りよになるのは趣しゆ味みじゃないのよ。特に、今夜のような面おも白しろい夜に見物席から連れ出されるのは嫌いや。万が一にも逃にげ切れなかったりしたら、一生、呪のろってさしあげちゃうから」

　穏おだやかな声で為なされた不ふ穏おんな脅迫が効いたのか、運転手はリムジンを弾はじかれたような勢いで急発進させた。銃口を掲かかげていた兵士達をボンネットに撥はね上げながら街路の真ん中で旋回すると、今来たばかりの道を猛もうスピードで引き返す。

　だが、二百メートルも走った頃ころだろうか。騒ぐ兵士たちの声やときおり車体にあたって撥ね返される銃弾の跳ちよう弾だん音もまばらになり、車内にややほっとした空気が流れた瞬しゆん間かん、その前方の路地から、轟ごう音おんをあげて飛び出してきた巨きよ大だいな影かげがある。

「お、奥さま、戦車にございます！」

「あらまあ……念のいったこと」

　差し渡わたし五メートルはあろうかという鉄の塊かたまりを眺ながめやって、ジェーンはうんざりとため息をこぼした。

　角張った装そう甲こうに鎧よろわれた車体に一基の回転砲ほう塔とう。砲塔の周囲はシュルツェンと呼ばれる追加装甲によって囲まれている──〝マティルダⅣ〟。この四月から海兵隊で公試中の次期主力巡じゆん航こう戦車だ。上陸作戦に使用することを想定した水陸両用型軽戦車だが、路上での最高速度は時速七十キロ。搭とう載さいする五十七ミリ六ポンド砲はこのリムジンを串くし刺ざしにするに十分な火力だ。

　一方、エリン公が困こん惑わくと疑惑の狭はざ間まで逡しゆん巡じゆんしている間にも、巡航戦車はキャタピラ音も高らかに前進を開始していた。リムジンを踏ふみ潰つぶすつもりなのか、猛然と直進してくる。しかし、この道みち幅はばでは、戦車の巨きよ体たいをかいくぐって前進するのは不可能だ。かといって逆走して戻もどれば、歩兵達と鉢はち合あわせである。

「さてさて、これはどうしたものかしらねえ……あら？」

　前後に虎とらと狼おおかみを迎むかえ、さすがに困じ果てていたジェーンにふと視線をあげさせたのは、激しい雨音と戦車の機関音に混じって聞こえた甲かん高だかい金属音だった。豪ごう雨うと雷らい光こうの中、雲間を割って流星のような輝かがやきが夜空を走っている。

　稲いな妻ずまが雲に反射しているのだろうか？　いや違ちがう。輝きが急速に膨ふくらんで大きくなってゆくにつれ、金属音は次し第だいに鼓こ膜まくを突つき刺さすような轟音へと変わっていったではないか……

「──みんな、お顔をお伏せになって！」

　輝きの正体が超ちよう高速で飛行している人工物だと気づいたとき、エリン公は珍めずらしく強い口調で周囲の侍女たちに命じた。〝人工物〟の車体底部から、輪切りの蓮れん根こんのような金属塊かいが突き出している。と次の瞬間、爆ばく音おんとともに金属塊が弾はじけ飛び、そこからは無数のロケット弾が射出されていた。

「!?」

　ロケット弾の弾幕はいまにもリムジンを踏み潰そうとしていた〝マティルダ〟のすぐ足あし下もと、雨に濡ぬれた石いし畳だたみを直撃した。直後花開いた閃せん光こうと爆音の渦うずは大きなクレーターを街路に穿うがつと同時に軽戦車を無む惨ざんに横転させている。いましも対空射撃を開始しようとしていた戦せん闘とう機械は無様に横よこ倒だおしになると、虚むなしくちぎれたキャタピラを空転させながら、すぐ傍かたわらにあった側そつ溝こうへと転げ落ちていった。

「あらまあ、最近はずいぶんと王都も騒さわがしくなったとは思っていたけれど……」

　戦車が虚しく戦闘不能に陥おちいっている間にも、頭上で旋回した〝人工物〟は、障害物を一いつ掃そうした街路を滑かつ走そう路ろに見立てて着陸体勢に入っていた。その〝人工物〟──ところどころ塗と装そうの剝はげ落ちた黒くろ塗ぬりのセダンを見上げて、エリン公はあきれたようなため息をついた。

「さすがに車が空を飛ぶ時代になってたなんて、存じ上げなかったわねえ」

「──やあ、こんばんは、レディ。あいにくの雨ですな」

　呆あつ気けにとられて見守る一同の視線の中、大通りに水みず飛沫しぶきをあげながら着陸したセダンは、百メートルほども滑かつ走そうしてきたあげく、リムジンの鼻先、きっかり一メートルの位置で停とまった。そこからひょいと顔を覗かせたのは、パイプを口の端はしに銜くわえた一人の中年男だ。僧そう衣いを纏まとったその紳しん士しはまるでここが高級ホテルの前ででもあるかのように車を降りると、毒気を抜ぬかれたような一同の前で後部座席の扉とびらを開けた。そこから飛び出した革かわジャンの娘むすめが、道路の側溝に跪ひざまずいて真っ青な顔で戻し始めたのを介かい抱ほうしてやりながら、茶飲み話のように自己紹しよう介かいする。

「火急につき、礼は略式で失礼しますよ、エリン公──僕はウィリアム・ウォルター・ワーズワース。教皇庁の神父を務めております」

「あら、ではあなたがワーズワース博士？　ええ、存じておりますとも。そういえば、先日、あの赤毛のかわいい子のお側そばにいらっしゃったわね」

　あちこち焼け焦こげたような痕あとのある黒セダンと何か呪うような声とともに胃液を吐はいている娘を見比べ、ジェーンは優ゆう雅がに扇子せんすを振ふって会え釈しやくを返した。アルビオン貴族は、たとえ明日、最後の審しん判ぱんが始まってもおたついたりはしないものだ。まして彼女は〝カラミティ〟ジェーンである。余よ裕ゆうたっぷりで紳士の表情を品定めしながら、面めん倒どうくさげに尋たずねる。

「それで、教皇庁きっての碩せき学がくがわたくしにいったい何用かしら？　逢あい引きのお誘さそいだったら嬉うれしいのだけれど、なにぶんご覧のとおりの取り込み中で」

「それは残念。では、つまらぬ事務連れん絡らくだけにとどめますか……エリン公、いささか急な話で申し訳ないのですが、ロンディニウム駐ちゆう留りゆう中のあなたの私兵を僕にお貸しいただきたい」

　おそらく吐くものはすべて吐きつくしたのだろう。ようやく落ち着いた顔でぶつぶつ呪じゆ詛その言葉を口にし始めた金きん髪ぱつの娘を支えて立ち上がると、紳士は慈チヤリ善テイパーティーの相談でもするような気軽さで貴婦人に申し出た。

「ああ、それと確か、オクスフォードに駐ちゆう屯とん中の第五ノーザンバランド・フュリージア連隊はもともとあなたの息のかかった部隊でしたね？　それを可か及きゆう的速すみやかにこの王都に呼び寄せていただきたいのです。オクスフォードからなら、早ければ一時間もあれば到とう着ちやくできるでしょうからな」

「わたくしの兵士たちを？　それはかまいませんけども……なんでまた？」

「詳くわしいご説明は、道々いたします。ただ、これだけは先に申し上げておきましょうか。この騒ぎは、一部の者が起こしたテロなどではありません。これはれっきとした反逆行こう為い──」

　雨の中、パイプに溜たまった灰を落とすと、紳士はしごくなんでもないことのように付け加えた。

「いわゆる一つのクーデターです」




〈現在、シスター・エステル・ブランシェ──エスター・ブランシェット王孫女殿でん下かは、療りよう養よう中であらせられた病院を出て、ここ、バッキンガム宮きゆう殿でんに参さん内だいされております〉

　ラジオから流れてくるレポーターの声には、低いどよめきがかぶさっていた。おそらくは、王宮の門前に詰つめかけた数千という群衆のものであろう。あちこちからあがる、『王孫女殿下万ばん歳ざい！』という絶ぜつ叫きようや爆ばく竹ちくの音が、激しい雨音を完全に消し去ってしまっている。そんな群衆の過熱ぶりにあてられたのか、レポーター自身、興奮ぎみの口調は熱に浮うかされているように落ち着きがなかった。

〈一方、信しん頼らいできる筋からの情報によりますと、女王陛下のご容態が夕方から悪化しており、教皇聖下の終油の秘ひ蹟せきの準備が始まったとのことです。王孫女殿下の参内は、祖母にあたられる女王陛下との最後のご対面になるのではないかという見方もあり、今後、王宮からの発表が待たれるところです。さて一方、今日のロンディニウム株式市場ですが、女王陛下のご容態を受けて、全体に買い控びかえ傾けい向こうが続いており──〉

「……ふふん、愚ぐ民みんどもが騒いでおりますな。期せずして、我らの想定を超こえる熱ねつ狂きようぶりとなったようですわい」

　皺しわ深い手でラジオのボリュームを絞しぼりながら、バクルー公が同席者たちを振り返った。

　いかにも温和な老人らしい、それでいてどこか探さぐるような視線で、いずれも公こう爵しやくの礼装に身を固めた数人の男女の表情を窺うかがう。

「民たみ草くさどもは単純でよい。もはや〝イシュトヴァーンの聖女〟の王位継けい承しようを疑う者は誰だれもおらぬようじゃ」

「これまで、次期王位継承者が定まっておらなんだのが、奴やつらなりに心配だったのでしょう。それがようやく筋目の正しい王孫女が登場して安心したわけでしょうな」

　小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らしたのは、窓まど際ぎわに立って、遠く城門の方向に目を凝こらしていたデヴォンシャー女公である。いくつかの銀行のオーナーであり、ロンディニウム株式市場の支配者である老女は、門の向こうにいるはずの群衆を侮ぶ蔑べつの表情も露あらわに論評してみせた。

「奴らは家か畜ちくです。羊の群れと一いつ緒しよですよ。ふだんは偉えらそうに不平不満を垂れ流しているくせに、常に牧羊犬の顔色を窺っていなければ安心できない──そういう生き物です」

「だが、その牧羊犬もまた、羊飼いにとっては家畜でしかない」

　若い公爵の批評に苦く笑しようするような男の声が反応した。それまで黙だまって蜂蜜入デイツプり葉巻シガーをくゆらせていたアーガイル公ハーヴェイ・キャンベルが、笑いの衝しよう動どうに耐たえかねたように口を開いたのだ。一同──王宮内、西の庭園に与あたえられている彼の居室に集つどった公爵家の当主たちを見回して、新聞王にして一同の知ち恵え袋ぶくろである中年の公爵はゆったりとした口調で語りかけた。

「いま、モントローズ公は大変よいことをおっしゃられた。そう、羊を飼うにはよい牧羊犬が欠かせない──我ら羊飼いにとって、牧羊犬の質は生活を左右する重要な問題です」

「ふむ……それでは、ハーヴェイ、君はエスター王孫女を支持するつもりなのだな？」

　歳とし経た鰐わににも似た笑えみを貼はり付けているアーガイル公に、ドア側の席を占せん拠きよしていたボーフォート公が念を押した。この二人の公爵は母方では従兄弟いとこ、父方では叔お父じ甥おいの関係と、極きわめて濃こい血けつ縁えん関係にある。いや、この二人だけではない。ここにいる八人、ひいては二十六公家全員がほとんど姻いん戚せきといってよいのだ。その血は慎しん重ちようかつ複雑に計算された婚こん姻いんによって、外部とは交わらないように図はかられ、王族すら二十六公家から妻や夫を迎える場合には公爵会議の許可が必要とされる。血の伝統を誇ほこるという点においては、彼らこそアルビオンの真の支配者であったかもしれない。

「エリン公ジエーンやゲルマルードニクス王ヴイツヒとは違ちがって、エスター王孫女にはこれといった後ろ盾だてがない」

　壁かべ際ぎわにかけられた裸ら婦ふ像を好色そうな視線で見上げながら、ボーフォート公は品評会に出す犬のことでも話題にのぼすように〝王孫女〟を論評した。

「しかもその一方で、民衆受けは格段にいいときた。なにしろ〝聖女〟なのだからな。しかも、若く、それなりに美しい……我らが操あやつるには極めて都合のいい人材ではないかな？」

「いやいや、忘れてはなりませんぞ、ボーフォート公。かの娘むすめは〝イシュトヴァーンの聖女〟──背後には教皇庁が控ひかえております。〝聖女〟が玉座につけば、ローマはそれをいいことにこの国を我がものとしようとするかもしれませぬ」

「バクルー老のおっしゃることはごもっとも」

　老策士の危き惧ぐにアーガイル公が大きく頷うなずいて賛意を示した。だが、新聞王には別に考えがあったらしい。葉巻を吹ふかしたまま、澄すました表情で付け加える。

「確かに、王孫女が〝聖女〟である以上、ローマからの干かん渉しようはあるでしょう……しかし、それも彼女に限ってのこと。彼女の夫にまで影えい響きよう力は及およぼせますまいと思うのですが、いかが？」

「夫ですと？」

　紫し煙えんとともに意味ありげな単語を吐はき出した中年男を、窓際に立っていたモントローズ公が素早く振ふり返った。彼は最年少の公爵であると同時に、もっとも美び貌ぼうの貴族としても知られている。王宮の女官や女優らと数々の浮き名を流す伊だ達て男おとこは、どこか探さぐるような視線を中年の新聞王に向けた。

「つまり、アーガイル公、あなたは王孫女殿でん下かに結けつ婚こんをお勧すすめしようというわけですね？　して、それは即そく位いの前ですか？」

「そうであればそれに越こしたことはない。が、いまの彼女は尼に僧そうだ。即位前には還げん俗ぞくしていただかねばならないだろうし、女王陛下の葬そう儀ぎなどで取り込み中だろうな。まあ、とりあえずは婚こん約やくという形だけでよかろう。そして婚約者が摂せつ政しようとなって国政を総そう攬らんする。当然、その婚約者は我らが強力に支持する──それが、この国にとって最も望ましい形だと思うが、皆みなさんのお考えはいかがかな？」

「女王の夫が摂政に……悪くない話ですね。で、その幸運な男は誰です？　我らの中から選ぶとすれば、年ねん齢れい的には僕が一番近いわけですが？」

「おやおや。抜ぬけ駆がけとは少々はしたないですな、モントローズ公」

　したり顔のモントローズ公をバクルー公が窘たしなめた。まるで自分の土地の所有権を侵しん害がいされたような顔になって口を挟はさむ。

「それに、あなたの家は王家と何度か通婚して血が混じっている。その点、我が家はここ百年ほど王家に嫁とついだ者はおりません。そうそう、やつがれの息むす子こは今年で五十になりますが、これが先日妻を亡なくして独り身でしてな……」

「妻を亡くして独り身ということなら、私もそうだ。しかも私はボーフォート公爵家の当主だ。次期当主より当主の方が当然、相応ふさわしい」

「しかし、ボーフォート公は今年で六十になられるではありませんか！　女王の夫には子供を作るという大切な義務がある。あまりにお年を召めしていては、そちらのご用が──」

　囁ささやき交かわされる声は密ひそやかではあったが、すでにそこには毒を含ふくんだ剃刀かみそりのような響ひびきが混じっている。探るような視線と敵意、そして打算──それらを咳せき払ばらいとともに制したのは、独り、いがみあいに加わらず葉巻を吹かしていたアーガイル公である。

「まあまあ、皆さん、落ち着かれてください。王孫女のご結婚は重要な問題ですが、そう急ぐ話でもありません。まあ後ほど話し合うことにしましょう──その前に、一つ、緊きん急きゆうに処理せねばならぬ問題があります。それを先に片づけてしまいませんか？」

「はて、緊急の問題と申しますと、アーガイル公？」

　重々しく口を開いた新聞王をモントローズ公が振り返った。ちょうど、いまスキャンダルになっている某ぼう伯はく爵しやく夫人との不ふ倫りん問題をボーフォート公に糾きゆう弾だんされていただけに渡わたりに船と思ったらしい。わざとらしいぐらい熱心に話に食いついてくる。

「女王陛下の葬儀の日取りですかな？　それについては、できるだけ早いほうがいい」

「葬儀の件もあるが、それよりもっと身近な問題をお忘れですよ──隔離地ゲツトー区の化け物ども。あの連中の始末をどうつけるか、我らはまだ決めておりません」

「おお、確かに……」

　女王の危き篤とくという重大事に棚たな上あげされたもう一つの重大事を示され、ボーフォート公が舌打ちした。裸婦画の隣となりに掲かかげられたロンディニウムの地図を忌いま々いましげに眺ながめやって、指を鳴らす。

「あの化け物どもは依い然ぜん、地下に立て籠こもったままだったな。例の隔かく壁へきはまだ開かぬのか？　あれさえ開けば、軍を突とつ入にゆうさせて一いち網もう打だ尽じんにできるというのに！」

「あいにく、隔壁はまだ処理できていないようですじゃ」

　皺しわ深い顔を振って、バクルー公が答えた。彼は、最前から、この部屋に備え付けの電話で何度か外部と連れん絡らくをとっている。メモ用紙に目を走らせながら、老人らしくゆったりと続ける。

「しかし、そちらはディオゲネス・クラブに……ボズウェルあたりに任せておけばよろしい。それより問題は、女王陛下があの化け物たちを匿かくまっていた事実が世間に知られてしまったことではありませんかの？　なにしろ、教皇庁に──いや、全人類社会に、我がアルビオンの背信行こう為いが知られてしまったわけですからな。これはいささか厄やつ介かいな問題ですぞ」

「……いや、ご老人。その問題については、私にいささか考えがあります」

　まだ半分ほども残っている葉巻を灰皿に押しつけると、アーガイル公は首を振った。ゆっくり立ち上がって窓まど際ぎわに歩み寄りながら、背中だけで一同に告げる。

「なにしろ、我らが女王に迎むかえるのは〝イシュトヴァーンの聖女〟──吸きゆう血けつ鬼き殺しの英えい雄ゆうですからな。とにかく、あの化け物をここ数日中になんとか殲せん滅めつし、奴やつらの持っていた技術はできるだけ無傷で、なおかつ教皇庁の目に入らぬよう、我らで確保する。それから、『吸血鬼殺しの英雄を女王に迎えた我が国が化け物どもを匿うはずがない、奴らは我らの知らぬところでこの町に住み着いていたのだ』──そう主張すればよろしい」

「アーガイル公のおっしゃることはごもっとも……しかし、やや説得力に欠ける気がしますな」

　あまりに楽観的といえば楽観的な新聞王の言葉にモントローズ公が首を捻ひねった。いくら女王に〝聖女〟を迎えるとはいえ、たったそれだけの説明で世間が納なつ得とくするだろうか？

「そもそも、あれだけの数の吸血鬼の存在に、女王陛下や我々がまったく気づかなかったというのは明らかに不自然です。教皇庁は交こう渉しよう次し第だいで黙だまらせられるとしても、マスコミが騒さわぎだすのではありませんか？」

「そう。怪かい物ぶつたちが、ただこの町にやってきただけというなら、我らが気づかなかったのは不自然かもしれない……しかしもし、我らの内部に奴らを手引きした者がいたとしたら？　アルビオン上層部に、人類を裏切って奴らをこの町に引き込んだユダがいたとしたら？」

「裏切者ユダ？」

　アーガイル公の言葉に、彼を除く貴族たちはいっせいに顔を見合わせた。互たがいに探さぐるような目を向け合う一同を代表して尋たずねたのは、最年長者のバクルー公である。

「いま、アーガイル公はユダとおっしゃいましたか？　いったい誰だれなのですかな、その者は？」

「皆みなさんもよくご存じの人物ですよ。軍と宮きゆう殿でんの双そう方ほうにおいて重職にあり、そして昨夜の作戦においては、無む惨ざんな失敗によってこの国の立場を危あやうくした指揮官──」

「〝ブラッディ〟メアリ──カルスレー子爵を裏切り者に!?」

　庶しよ子しとはいえ、王家の血を引く女を生けスケー贄のプゴ山羊ートに──一同の間に一いつ瞬しゆん、どよめきが起こった。が、すぐにそれも沈ちん静せいし、互いの顔を物言いたげな瞳ひとみで見つめ合う。

　確かに、これはいいアイデアかもしれない。

「まず、彼女は民衆に人気がありません。そして、庶子という教会に歓かん迎げいされざる身分に生まれついております──〝裏切者〟という役を与あたえられるにもっとも相応しい人物なのです」

　一同の間に暗あん黙もくの了りよう解かいが広がるのを待って、再びアーガイル公は葉巻を手に取った。パンチで穴を空けると、ゆったりと火を点ともす。

「なにしろ、これまでの彼女は軍事行動における非情な流血で国民に恐おそれられていますからな。一種、何をしでかすかわからない女と見られております。そしてなおかつ、彼女が故王太子の庶子として潜せん在ざい的に王位継けい承しよう権を持っていることを、国民も教皇庁も知っています」

「ふむ？　つまり、もっともエスター王孫女の王位継承を阻はばむ動機を持っているわけですな？」

「その通り……人は、自分の好む相手に幸運があることを望みます。そしてその思いは、ときとしてそのライバルへの憎ぞう悪おに変わるものです」

　バクルー公の問いに、新聞王として、情報操作と人心収しゆう攬らんに長たけた大貴族は直接答えなかった。ただ、人間全ぜん般ぱんについて辛しん辣らつな一いつ般ぱん論を開かい陳ちんしてみせる。

「血に汚よごれた手を持つ腹はら違ちがいの姉が、ひそかに妹に嫉しつ妬として、その王位継承を妨ぼう害がいしようとしている。そのために密ひそかに手を組んでいた吸血鬼の力を借りて、妹の命を狙ねらっているのだ──そんな話を聞いた愚ぐ民みんどもがどんな行動に出るか、想像は容易ですな」

「『ユダを殺せ』──そう叫さけぶだろうな、奴らは」

　三日月の形に割れた唇くちびるから白い歯を覗のぞかせ、ボーフォート公が笑った。意味ありげに口をつぐんだ友人の台詞せりふを引き取ってみせる。

「そして、我らの役回りは吸血鬼と手を組んだ邪じや悪あくな姉から、清らかで無む垢くな王孫女を護まもる騎き士しというところか……ふむ、まことにけっこうだ、ハーヴェイ。それでいこう。それなら、ローマに対しても国民に対しても、すべてが丸く収まるではないか？　あの嫌きらわれ者の女に味方しようと言う酔すい狂きような者は、この国のどこにもいない……」

「──失礼いたします」

　満足げなボーフォート公の声を遮さえぎったのは、軽いノックの音だった。遠えん慮りよがちに開いたオーク材の扉とびらの向こうから顔を覗かせたのは、アーガイル公付きの侍じ女じよだ。

「あの旦だん那なさま、旦那さまに面会したいとおっしゃる方がいらっしゃったのですが、いかがいたしましょう？」

「私に？」

　こんな夜よ更ふけに誰だろう？　訝いぶかしげに中年男は眉まゆをあげた。葉巻を銜くわえたまま尋ねる。

「来客の予定はなかったと思うが、いったい誰かね？」

「メアリ・スペンサー大たい佐さです」

「〝ブラッディ〟メアリだと!?」

　たったいまのいま、話題に出ていた女の名に、一同の間を軽いざわめきが通り過ぎた。部屋の主あるじを振ふり返ってボーフォート公が野太い声をあげる。

「こんなときにあの女が何の用だ？」

「わからん……だが、今、会うのはあまりうまくないな」

　ボーフォート公の言葉に頷うなずくと、アーガイル公は侍女に向き直った。葉巻を指の間に挟はさんだまま、傲ごう然ぜんと顎あごをしゃくる。

「君、大佐には会えないと伝えてくれたまえ。いまは取り込んでおるとな」

「──おや、それは少々、つれないのではありませんか、アーガイル公？」

　含ふくみ笑うようなハスキーボイスは侍女のものではなかった。やや困こん惑わくしたような表情の彼女をおしのけ、戸口に現れた細い影かげがある。その人物が、恭うやうやしい一礼と微び量りようの悪意とともに声を発したのだ。

「この雨の中、わざわざ訪おとずれてきた客を門もん前ぜん払ばらいとは。いちおう、これでも自分は淑しゆく女じよのつもりなのですがね……こんばんは、皆さん。お揃そろいですね」

「ス、スペンサー大佐!?」

　ネイビーブルーの礼装から、雨の滴しずくを滴したたらせている女を見た公こう爵しやくたちから、驚おどろきと困惑の声があがった。ついでそれが、咎とがめるような糾きゆう弾だんに変わる。

「少々、不ぶ躾しつけではありませんかな、大佐？」

　一同を代表して相手の非礼を咎め立てたのは、この部屋の主だった。アルビオン貴族独特のポーカーフェイスに非難の色をこめてアーガイル公は夜の来訪者を一いち瞥べつした。

「取り次ぎも待たず押しかけてこられるとは……あいにく、我らは取り込み中です。ご用がおありなら、また後日伺うかがいましょう」

「いや申し訳ない。火急の用がありましたのでね……お忙いそがしいのは十分、理解しておりますが、少し話を聞いていただけませんか？　そう、五分もあれば済みますから」

「はて、急ぎの用ですと？」

　本館では、病びよう床しようの女王が死の淵ふちにあるはずだ。それを放ほうってまで話したい用事とはいったいなんだろう──わずかに好こう奇き心しんをそそられたように、アーガイル公は尋たずね返した。

「さて、それほどまでに急がれるご用とはいったいなんですかな？」

「ああ……実は皆みな様さまに共きよう闘とうを申し込みたいのですよ。お祖母さまの、いえ、女王陛下ご逝せい去きよの後の王位継承戦で、このメアリにお力ちから添ぞえをお願いしたいのです」

「共闘？　共闘とおっしゃる？」

　好奇の視線を女性士官に向けていた公爵たちの間に、たちのぼったのは失しつ笑しようの気配だった。

　最前まで、ここで交かわされていた会話を思えばそれは当然だろう。しかしそれでも、彼らはアルビオン貴族である。礼れい儀ぎ正しく表情を消した一同を代表して、アーガイル公はつつましげに──なおかつ、とりつく島もなく首を振った。

「これはまた、急なうえに、少々、無礼なお話ですな。陛下はいまだご存命にあらせられる。それを、いまからご逝去後の話をなされるとは。少々、ご性急……というより、肉親の情に欠けるお振る舞まいとは思われませんかな？」

「思います。ですが、いまから話をつけておかねば間に合わないと考えましたのでね」

　わずかに揶や揄ゆするような響ひびきが中年男の声に混じったのに気づかなかったのか、女性士官は相変わらず謹きん直ちよくな表情で頷いた。

「なにしろ、女王陛下が明日の朝日を目にすることはないはずです。そしてその頃ころには様々な連中が不ふ穏おんな動きを見せ始めているでしょう。その前にこちらの態勢を固めておきたいと思ったのです……それで、お返事は？　私に手を貸してくださるおつもりはありませんか？」

「前向きに検討させていただこう。だが、いますぐにお返事というのは少々困ります」

　腹を抱かかえて笑い出したい衝しよう動どうを咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かすと、アーガイル公は眉まゆ根ねに皺しわを刻んだ。女王の死を目前に控ひかえたアルビオン紳しん士しらしく、いかにも謹直な表情で首を振る。

「なにしろ、女王陛下のご危き篤とくを聞き、我らも悲ひ嘆たんに浸ひたっておるところです。どうか、しばらく、返答はお待ちいただきたい」

「なるほどね……そうやって、その間に私に濡ぬれ衣ぎぬをお着せになる算段をされるおつもりですか？」

「……なに？」

〈──カルスレー子爵を裏切り者に!?〉

　顔を強こわばらせた公爵たちの耳を叩たたいたのは、かすかなノイズを伴ともなった機械音声だった。それが自分たち自身の声だと気づいたときには、悪戯いたずらっぽく──それでいてどこか魔ま女じよめいた笑えみを宿した女性士官は、手にしたテープレコーダーを公爵たちの前に掲かかげている。

〈まず、彼女は民衆に人気がありません。そして、庶しよ子しという教会に歓かん迎げいされざる身分に生まれついております──〝裏切者〟という役を与あたえられるにもっとも相応ふさわしい人物なのです〉

「驚かせてしまって申し訳ないが、私にも協力者の一人ぐらいはいましてね」

　テープに録音された自分たちの声に、公爵たちは凝ぎよう然ぜんと固まってしまっている。一方、そんな一同に向けて肩かたをすくめると〝ブラッディ〟メアリは傍かたわらで慎つつましやかに沈ちん黙もくを守っている侍女に尖とがった顎をしゃくってみせた。

「お話はすべて伺わせていただきました……なるほど、うまい手だ。二年前に小官と小官の兵士たちを犠ぎ牲せいにされたときも、このようにして我らの運命を決められたわけですか？」

「──衛兵！」

　アーガイル公の叫さけび声に応じて、扉とびらが開いた。そこから勢いよく飛び込んできたのは十名あまりの武装兵たちだ。いずれもアーガイル公爵家の私兵であり、近衛このえ兵へいではない。王宮でもこの部屋は公爵たちの居館と同じく扱あつかわれ、警備も各公爵家付きの私兵たちが担当する──短たん機き関かん銃じゆうと軍刀で武装した兵士たちに、公爵は鋭するどく命じた。

「衛兵、大たい佐さを拘こう禁きんせよ！　容疑は国家反逆罪──および、吸ヴア血ンパ鬼イアへの通敵容疑だ！」

「生けスケー贄のプゴ山羊ートか……そういえば、二年前も同じでしたね」

　主人の命令を受け、短機関銃の銃口を掲げた衛兵たちを見やる女性士官の表情は毛ほども変わらなかった。ただ、懐ふところから取り出した銀のシガーケースから長い紙シガ巻レツきトを取り出すと、口に銜くわえる。

「あのときも、あなたたちは私と私の部下たちを反乱軍の前に贄にえとして差し出し、自分たちの利益を守られたのでした。あそこで、部下たちが自分の身を楯たてにして私を脱だつ出しゆつさせてくれなかったら、今いま頃ごろは私も彼らと一いつ緒しよに冷たい土の下で恨うらみの歌を歌っていたところでしたよ」

「──そうならなかったことをあなたのために惜おしみますよ、大佐」

　興奮のためか、かすかに震ふるえる手で葉巻を灰皿に押しつけながら、アーガイル公は呟つぶやいた。窓の外、大おお粒つぶの雨が窓ガラスを叩く音に負けぬ声量で告げる。

「あのとき、ベルファストで亡なくなっておられれば、こうして恥はじをさらすこともなかったのです。悲劇の王孫女として、皆みなに惜しまれながら葬ほうむられたでしょうに……なにをしている、隊長。早くこの女を取り押さえろ！」

「〝悲劇の王孫女〟……まったくそうですわね」

　私兵の隊長らしい巨きよ漢かんが、手て錠じようを握にぎって慎しん重ちように接近してくるのを観察しながら、メアリは唇くちびるをかすかにほころばせた。その美び貌ぼうに怒いかりはない。ただ、わずかなほろ苦さを湛たたえていた唇が一転、弦げん月げつに割れた刹せつ那な。

「だが、覚えておくがいい、蛆うじ虫むしども……いまの私は〝死者の女王〟だ」

　禍まが々まがしい声が吐はき出されたのと、大気が真っ二つに裂さけたのはほぼ同時だった。

　ついで、つんざくような銃声が無数に轟とどろいた次の瞬しゆん間かん、談話室の外がい壁へきはあっけなく破は裂れつしている。煮にえ立つような轟ごう音おんの狭はざ間まで、それが談話室の面する中庭から注ぎ込まれた機き銃じゆう弾だんによるものだと悟さとった者はどれぐらいいたろうか。ものの十秒にも満たぬ間に発はつ砲ぽうされた数百発の銃弾が室内を薙なぎ払はらい、兵士たちを血ち煙けむりに変える。短機関銃を握ったままの手が、きらびやかな軍ぐん帽ぼうをかぶった生首が、悲鳴をあげてうずくまる公こう爵しやくたちの間へ、ぼとぼとと音をあげて落下した。

「な、な、なんてことだ……！」

　アルビオン貴族文化の粋すいを凝こらした室内は、いまや魔女の大おお釜がまのような有様と成りはてている。ソファから転がり落ちた姿勢のまま、呆ぼう然ぜんとそれを見やったのはボーフォート公だ。自じ慢まんの顎あご鬚ひげが血に汚よごれていることも気づかぬように見開かれたその目は、風通しのよくなった壁かべを通して中庭を見つめている──正確には、中庭に黒々と仁に王おう立だちになった三つの巨きよ影えいを。

「ス、動甲冑スーツ！　なんだって、あんなものが──」

　アルビオンきっての大貴族は驚きよう愕がくを最後まで音声化することができなかった。彼の声を遮さえぎったのは、扉が荒あら々あらしく蹴けり開けられた音である。それ一枚で平民の年収にも匹ひつ敵てきするオーク材が重々しい音をあげて床ゆかに倒たおれ込んだときには、その向こうから数十名にもおよぶ完全武装の兵士たちが、部屋に雪な崩だれ込んできている。私兵隊のものでもない、近衛歩兵のものでもない、ネイビーブルーの野戦服を見たアーガイル公が目を剝むいた。

「海兵隊だと!?　ど、どこの部隊だ!?」

「ああ、彼らを直接ご覧になるのは皆さん初めてでしたかしら？　よろしい、ご紹しよう介かいいたしましょう──」

　流血の場にあって、唯ゆい一いつ、ソファに腰こしをおろしたままだったメアリはゆっくりと口を開いた。そこに近づいた武装兵が、彼女が銜えた紙巻きに恭うやうやしく火を点じる。吸い込んだ紫し煙えんを貴族たちに吹ふき付けながら、女性士官は麗うるわしい笑みを復ふく讐しゆうの女め神がみにも似た唇に宿した。

「彼らは海兵第四十四連隊──私のかわいい子供たちですわ」

「四十四……ば、馬ば鹿かな！　あの部隊はベルファストで全ぜん滅めつしたはずでは!?」

「そう。あなたたちの薄うす汚ぎたない裏切りで全滅しています。指揮官である私を除き、一人残らず反乱軍に皆みな殺ごろしに遭あってね……つまり、彼らは死人です。これは死者の軍隊。そして、私は──」

　薄く閉じたままだった瞳ひとみを女はゆっくりと見開いた。禍々しく割れたその唇が誇ほこらしげに不ふ吉きつな名乗りを吐き出す。

「そして、私は死者の女王だ！」

「た、大佐……あ、あなたは自分が何をやっているのかわかっていらっしゃるのか!?」

　黄よ泉みの陰いん火かにも似た光を宿すメアリの瞳と彼女の兵士たちの銃口に射すくめられ、公爵たちはすでに死者のような顔になって硬こう直ちよくしている。だが年の功であろうか、その中にあって唯一抗こう議ぎするように口を開いたのはバクルー公である。

「これは完全な反逆行こう為い──クーデターですぞ！」

「クーデター？　とんでもない！」

　糾きゆう弾だんは掛かけ値なしに正しいものであったが、メアリはさも心外げに肩かたをすくめた。ソファに腰をおろしたまま、恐きよう怖ふと怒りで顔を引きつらせている貴族たちに嚙かんで含ふくめるように説明する。

「小官は吸血鬼の一団がこの王宮に潜せん入にゆうしたと聞き、部隊を率いてこれを殲せん滅めつしようと試みただけです。しかし残念ながら、タイミングがいま一歩遅おそく、襲われた公爵閣下たちをお救いするには至らなかった……明日の新聞にはそう掲けい載さいされることでしょうね」

「それはつまり……つまり、わ、我々を殺して、罪を吸血鬼どもになすりつけるつもりか！」

　ボーフォート公の肩が大きく震えた。厚い唇をわななかせて呻うめく。

「そ、そうか！　昨夜、ゲットーから兵を退たい却きやくさせたのは、最初から、これを狙ねらってのことだったのか！　吸血鬼どもの反乱という状じよう況きようを作り上げておいて、奴やつらの仕し業わざに見せかけて我らを謀ぼう殺さつするために──」

「そ、そんなことをしても無む駄だだぞ、大佐！」

　ふだんの居い丈たけ高だかな態度はどこへやら、巨きよ体たいを縮めて逃にげ出す隙すきを窺うかがい始めたボーフォート公に代わって声を荒あらげたのはアーガイル公である。向けられた銃口を睨にらみつけ、傲ごう然ぜんと一いつ喝かつする。

「我々を殺しても、我が所領には大勢の子し弟ていがいるのだ。家は彼らが継つぐ。そして、我らの死の真相を探さぐり当て、きっと君に復讐する！　そう、必ずだ！」

「あなたがたの家？　ああ、そんなものは残しませんよ」

　王室の藩はん屛ぺいとしてせめてもの風格を見せようとする中年男の努力にも拘かかわらず、〝ブラッディ〟メアリと彼女の兵士たちは顔色一つ変えなかった──相変わらず紫煙をくゆらせる女性士官は長い脚あしを組み替かえると、むしろ面めん倒どうくさげに口を開いた。

「あなた方の一族は、全員、国家反逆罪で処しよ刑けいします。男子は年ねん齢れいに拘わらず死し刑けい、女子は流る刑けい……ただの一人も残さず皆殺しにし、財産は没ぼつ収しゆう。塵ちり一つ残しはいたしませんよ」
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「国家反逆罪!?」

　王都において〝吸きゆう血けつ鬼きによって〟殺されることと反逆とどういう関係があるというのか？　まして自分たちは二十六公家──アルビオン最強の貴族たちである。歴代の諸王たちすら憚はばかってきた権力と権けん威いの持ち主と反逆行為をどう結びつけるのか!?　裏返った声でアーガイル公は吼ほえた。

「せ、説明しろ、大たい佐さ！　ど、どうして我々が反逆者になるのだ!?」

「ああ、簡単ですよ……この数百年、吸血鬼を匿かくまっていたのは歴代の王たちではなく、代々の公こう爵しやく家の皆様あなたがたということにするんです」

　遠くで雷かみなりが轟とどろいた。相変わらず、外ではしのつく雨が飛沫しぶきを散らしている。そこにそびえる三体の動甲冑スーツに目をやりながら、メアリはことさら表情を消した。

「実際、これまでゲットーで開発させた技術や製造させた製品のほとんどは、あなたがたが経営する企き業ぎようや軍事産業が独どく占せんしてきています。あなたがたは代々、そこからあげた収益で肥え太ってきたのです。吸血鬼どもとの通敵を証あかし立てるのに、これほどの説得力ある証しよう拠こはないでしょう？」

「メアリ・スペンサー、貴様ぁ……！」

　淡たん々たんと、しかしどこか隠かくしきれぬ歓かん喜きとともに説明する復ふく讐しゆうの女め神がみを、怒いかりに煮にえたぎった声が遮さえぎった。さきほどの発はつ砲ぽうで負傷した肩を押さえていたモントローズ公が、激情に堪たえかねたように怒ど鳴なったのだ。

「我々をなんだと……我々〝二十六公家〟をなんだと思っているのだ！　わ、我々は二十六公家、アルビオンの──」

「薄汚い寄生虫だ」

　乾かわいた銃じゆう声せいが、雷らい鳴めいの音に混じった。続けて、湿しめった肉にく片へんが壁かべに叩たたきつけられるような湿った音が響ひびいたときには、脳のう髄ずいを吹き飛ばされた若い貴族はきょとんとした顔のまま床に頽くずおれている。

「モ、モントローズ公！」

　若い公爵の死に、貴族たちの間から悲鳴に似た声があがった。さしものアルビオン貴族とはいえ、いきなり自分たちに降りかかってきた災わざわいに矜きよう持じを守ることすら忘れたらしい。復讐の女神からわずかでも距きよ離りを取ろうと後ずさる。

　一方、それを視線だけで追いながら、硝しよう煙えんをあげる軍用リボルバー片手にメアリはゆっくりと立ち上がった。

「豪ごう奢しやな服と宝石を纏まとった蛆うじ虫むしども、アルビオン獅し子し身中の虫ども……貴様らはいつだって、そうだ。自らは常に安全な場所に座り込み、我々の流した血を啜すすってきた。はっ、貴様らにゲットーの化け物どもを蔑さげすむ資格はない！　貴様らこそが吸ヴア血ンパ鬼イアではないか、怪かい物ぶつどもが！」

　落らく雷らい──雷鳴とほぼ同時に閃せん光こうが中庭に走った。と見えたときには、庭に立っていた楡にれの巨きよ木ぼくが雷の直ちよく撃げきを受けて火を噴ふき上げている。

　噴き上がった火柱からの照り返しに半面を染めながら、復讐の女神は拳けん銃じゆうの撃鉄をあげた。吹ふき込んできた雨風に全身を打たれながら、その銃口を、かつて彼女の兵士たちを死地に追いやり、彼女自身に汚お辱じよくを与あたえた者たちへと向ける。

「だが、貴様らが人の生き血を啜って生きながらえるのも今日までだ……今夜、私が禍か根こんを断たつ！　この国を……私たち姉し妹まいが受うけ継ぐこの国に、貴様らの生きる場所はないと知れ！」

「──やめて、姉さん！」

　引き金を絞しぼろうとしていた指を止めた声は、復讐者の背後、蜂はちの巣のようになった中庭からかかった。

　非人間的なまでに訓練された兵士たちをも一いつ斉せいに振ふり向かせたのは、そこに籠こめられた哀あい切せつな響きだったろうか。

「お願い、やめて……お願いだから……」

「あなた……どうしてこんなところに……？」

　三体の動甲冑の背後、いまもなお燃える楡の木の火ほ影かげが照らし出した小こ柄がらな影。それを空色の瞳ひとみに映して、〝ブラッディ〟メアリは押し殺した声でその名を呼んだ。

「エステル……」










　　　　Ⅳ




「エステル、あなたがどうしてここにいるの？　お祖ば母あさまのお側そばにいたはずじゃ──」

「女王陛下……い、いえ、お祖母さまは亡なくなられました」

　どこか途と方ほうに暮れたように、エステルは出会ったばかりの肉親の死を告げた。

　いったい、この人は何をやっているのだろう？

　着き飾かざった男たちに銃口を向けるメアリとそれを取り囲んだ兵士たちを呆ぼう然ぜんと見やる。呟つぶやいた声は、まるで遠くで他人が喋しやべっているもののようだった。

「だから、それを姉さんに報しらせようと思ったの。そしたら、変な連中に襲おそわれて……」

「〝襲われた〟ですって？　くそ……勝手なことを、軍ぐん曹そうめ！」

「軍曹？」

　そういえば、あのとき自分を襲った兵士たちがリーダー格の男がそんなふうに呼んでいたのだった──エステルはかすかに顔を強こわばらせた。まさか、あの男たちはここにいる兵士たちと同じく、姉の部下だというのか？

「ね、姉さん、この人たちは何なの？　あ、あなたは何をやっているの!?」

「……残念だけど、説明してあげる暇ひまはないの、エステル。これから、私は大勢の敵を倒たおさないといけないから」

　妹を見やったメアリの瞳は、これが最前、あれほど温かい言葉をかけてくれた女性の目とは思えないほどに凍いてついていた。あたかもこの世のすべてを滅ほろぼそうと決意しているかのごとく硬かたく凍とう結けつした表情が、エステルと似た面おも差ざしの奥に宿っている。

「とにかく詳くわしい話はあとで聞くわ……それよりエステル、ここは危険だから、少し離はなれていなさい。すぐに済むから」

「や、やめて、姉さん！　何をする気なの!?」

　うわずった声でそう怒鳴ったときには、エステルの手は所有者の意思とは関係なく、握にぎったままだった散さん弾だん銃じゆうの銃口を持ち上げている。

「そ、その人たちをどうする気なの!?　あなたはいったい──」

「決まってるわ──殺すのよ」

　雨の幕の向こうから響ひびいた声は静かだった。

　リボルバーの銃口は怯おびえる貴族たちに向けたまま、首だけを捻ひねって妹を振り返ると、〝ブラッディ〟メアリはかすかに朱しゆ唇しんをほころばせた。

「そして、その罪を着せた吸きゆう血けつ鬼きどもも犯人として殺し、次に所領にふんぞり返っているこいつらの一族も処しよ刑けいする。それが終わったら……エステル、あなたに王おう冠かんをあげるわ。とてもきれいな王冠を。こいつらの手に汚けがされることもなく、吸血鬼どもに穢けがされることもない、とてもきれいな王冠を、あなたと私の手で摑つかむの。本当は、玉座には私自身が座りたかったのだけど、それはあきらめるわ。その代わり、私は私の妹の忠実な剣けんとして、玉座とこの国を護まもる……美しくなったこの国を二人で支えていきましょう」

「ね、姉さん……」

　雨は、ほとんど痛みを感じさせるほどの勢いで降っていた。そのただ中、頭からびっしょりと濡ぬれそぼったエステルは水死体のようなありさまになっている。しかし尼に僧そうは、雨の冷たさも感じなかった。頭の奥が痺しびれたようになって、何も考えられない。

　この巡じゆん礼れいの旅が始まって、多くの人たちの死を見てきた。

　妻を教会に殺され復讐に狂くるった夫。友を裏切り、汚辱の中に潰ついえた若者。国を憂うれい、母に反旗を翻ひるがえした男。自分の運命を告げて逝いった友。さらには──

　本当に多くの死を見てきた。それが〝聖女〟として生きる者の務めだと言わんばかりに。

　数え切れないほどの死に様。果てが見えないほどの死者たちの列。そしてまた、ここでも葬そう列れつを見送らねばならないのか？　罪ある者と罪なき者たちの死を。

「は、話を聞いてくれたまえ、スペンサー大たい佐さ！」

　凝ぎよう然ぜんと沈ちん黙もくする妹とそれをじっと見つめる姉の間に滑すべり込んだのは、嗄しわがれた声だった──アーガイル公だ。それまで黙だまって脱だつ出しゆつのチャンスをうかがっていたのが、完全に包囲されてもはや逃にげ場のないことを悟さとったらしい。両もろ手てをあげて哀あい願がんする。

「た、助けてくれれば、君に玉座を約束しよう！　我々の間には大きな誤解があったようだ……まずはそれを解かせてくれ！」

「見なさい、エステル……この人たちの姿を。こいつらはいつもこうなの」

　必死で交こう渉しようの糸口を摑もうとする新聞王に顎あごをしゃくって、メアリは研といだような冷れい笑しようを浮うかべた。掌しよう中ちゆうに、死そのもののように輝かがやく拳けん銃じゆうを弄もてあそんで付け加える。

「こいつら……この虫けらども！　汚きたないことはすべて私に押しつけ、のうのうと甘い果実を貪むさぼってきた寄生虫ども！　他の人間のことなど道具にしか思っていない。この腐くさりきった奴やつらを叩たたき潰つぶし、アルビオンに真の繁はん栄えいをもたらすのが私の使命だ」

「使命って……そ、そのためなら、多くの人たちが死んでも平気なんですか!?」

　どうして、この人はこんなにも簡単に他人の命について語れるのだろう──病院で、優やさしく自分を抱だいてくれた掌てのひらの感かん触しよくを思い出しながら、エステルは叫さけんだ。極きわめつけの悪夢に迷い込んでしまったように現実感を欠いたまま、それでもすがるように相手を見つめる。

「この人たちを殺して、ゲットーの人たちに濡れ衣ぎぬを着せて殺して、それからこの人たちの家族をまた無実の罪で殺す……ね、姉さん、どうしてそんなことができるの？」

「あのね、エステル……」

　たどたどしく喋しやべる少女を見て、メアリはわずかに肩かたを落としたようだった。それでも銃口は微び動どうだにさせぬまま、きかんきな妹に説教するように口調を改める。

「あそこにいるのは〝人〟じゃないわ。ここにいる奴らもそう……全員、ただの吸血鬼。化け物よ。同情はいらないわ」

「お、同じことです！　この人たちも、この人の家族も、あそこの人たちも……そしてあたしたちだって。確かに、この人たちは姉さんにひどいことをしたかもしれない。姉さんが殺そうとしている人たちの中に悪い人がいることもわかる。だけど、いい人だっていっぱいいるわ！　そんな人たちも一いつ緒しよに殺すの!?」

「……何事にも犠ぎ牲せいはつきものなのよ、エステル。私だって、この国のためにさんざん生け贄にえにされてきた」

　自じ嘲ちようするかのようにメアリは口元を歪ゆがめた。しかし、主あるじを裏切るようにその声に嘲ちよう笑しようの響きはない。むしろ切々とした調子で、己おのれの過去を語る。

「〝ブラッディ・メアリ〟〝魔ま女じよ〟〝悪あく魔ま〟……さんざん言われてきた。私も自分が流した血の冷たさは、私の剣が奪うばった命のことは一日一夜として忘れたことはない。いいや、忘れられない！　いったい何度悪夢に魘うなされて飛び起きたか！　たしかに他の人間が〝何事にも犠牲はつきもの〟なんて言ったら傲ごう慢まんかもしれない……でも、私には、私だけにはそれを言う資格がある！」

　淡たん々たんと語る言葉に銃声が重なった──エステルが止める間もなかった。角張った銃身を持つ軍用リボルバーが銃火を吐はき出したと見えたときには、筋骨逞たくましい初老の公こう爵しやく──ボーフォート公が心臓に穴を空けて頽くずおれている。さらに、生き物のように動いたリボルバーはまろぶように背中を向けた老人──バクルー公爵の後頭部を撃うち抜ぬいた。その血ち飛沫しぶきが飛び散るよりも早く、次の生け贄を求める銃口はへたりこんだままのアーガイル公へと向けられる──躊ちゆう躇ちよ無く引き金に力を加えたとき、メアリの唇くちびるは削そいだように鋭するどい円えん弧こを描えがいて吊つり上がっていた。

「──死ね、吸血鬼」

「やめてえええっ！」

　エステルの手元でくぐもった銃声があがった。と同時に、いましも銃火を吐き出そうとしていた軍用リボルバーはメアリの手から弾はじかれ、明後日あさつての方向に飛んでいってしまっている。

「……エステル？」

　空になった、そしてかすかに痙けい攣れんしている左手はまっすぐ伸のばしたまま、メアリが視線だけを妹の方へと動かした。

「いったい、これはどういうことなのかしら？　こんな奴らを庇かばうなんて……気でも違ったの？」

「じ、自分に復ふく讐しゆうを遂とげる資格があるだなんて、そ、そんな考え、間ま違ちがってます……」

　震ふるえる手で散さん弾だん銃じゆうの銃身を保持したまま、エステルは喘あえぐような声を絞しぼり出した。頭巾コイフから前まえ髪がみを通って滴したたり落ちてくる雨う滴てきが目にしみる。いや、ひょっとしたらこれは涙なみだだろうか？

「どんなひどい目にあわされたからっていって、他人に同じことをしていいっていう言い訳にはなりません……姉さんは間違ってるわ！」

　本当に間違ってるの？

　ふとそんな疑念がエステルの脳のう裏りをかすめた。あるいは姉の言っていることは真理なのかもしれない。〝犠牲〟と〝資格〟──エステル自身、自分がこれまでに払はらってきた〝犠牲〟と得るべき〝資格〟について少しでも考えたことがないといえば噓うそになる。事実、数多くの死を足場にいまの場所にたどりついた自分ではないか。そんな〝聖女〟が〝ブラッディ〟メアリにこんなことを言う資格はあるのか？

　だが、このときエステルは譲ゆずれない場所に立っていた。

　ここで自分が譲れば、あの冬の湖のような瞳ひとみをした、もうこの世にはいない神父の生き様を汚けがすことになる。故郷で死んだ、人にあらざる貴族の最さい期ごの問いかけに答えを与あたえられなくなる。黄昏たそがれの街で出会った人たちの示してくれた好意を無にすることになる。冬の街で逝いった友を裏切ることになる。

　それになにより、そんなことをした自分を自分自身がきっと許さないだろう──たとえ唯ゆい一いつの肉親を敵に回そうとも、譲れない場所にいま、自分は立っているのだ。

「ね、姉さんがこれまでいろいろと苦しんできたってことはあたしにもわかります。この人たちを殺したいっていう気持ちも、この人たちを殺してでも何かを成し遂げたいっていう思いも、たぶん理解できるわ……あたしも同じようなことは何度も思ったから」

　雨の飛沫の中、散弾銃の銃口はそのまま、エステルは小さく、しかしはっきりと口を開いた。リボルバーを弾き飛ばしたとはいえ、いまだアーガイル公の側そばに佇たたずむメアリの腰こしには長大な軍刀が吊られている。それになにより、周囲には三十名を超こえる武装兵と動甲冑スーツがいるのだ。ともすれば恐きよう怖ふで止まりそうになる舌を懸けん命めいに叱しつ咤たして吼ほえる。

「でも、大事な誰だれかを、大事な自分を傷つけられたからといって、自分に相手を傷つける資格ができるなんてことは絶対にないと思う。大事なものを犠牲にしたから、他人を殺す権利が自分にあるなんて……そんな傲慢な考え、あたしは認めない！」

「……勝手なことを言うのね、私の妹は」

　妹の言葉に、姉は何事か考えるように瞼まぶたを落としたようだった。

　だが、再びその空色の瞳が現れたとき、そこには氷ひよう刃じんめいた輝かがやきが炎ほのおのように揺ゆらいでいる。

「じゃあ、あなたはどうなのかしら、エステル？　自分は死んだ男の側から離はなれられなかったくせに。痛みから見苦しく逃にげていたくせに」

「そう、だから、あたしはもう逃げない……」

　心が悲鳴をあげている。痛みで心臓が破れそうだ──しかし、エステルは歯を食いしばって耐たえた。真っ向から、姉の視線を受け止める。

「やっとわかった……ここであたしが逃げたら、あの人の死は犬死にになってしまう。あの人が背負っていた多くの人たちの死も……だから、あたしは逃げない。きれい事と言われようが、無知と言われようが、大の虫も小の虫も同じように守る！　守ってみせる！　それがあたしのやり方──あたしの戦いだ！」

「…………」

　雨の向こうで再び戦場に立った妹を、メアリは沈ちん黙もくのうちに見つめているようだった。エステル自身とよく似た面おも差ざしの中で、空色の瞳が突つき刺さすようにエステルを見み据すえている。

　それがややあって、

「そう……強いのね、エステル」

　雨の帳とばりの向こうから届いた声は静かで、そしてどこか寂さびしげだった。

「あなたの持っている名声、人望、血統……そんなものは少しも羨うらやましいとは思わないけど、その強さは羨ましい。その強さが私にあれば、少しは人生が変わったかもしれないのにね」

「姉さん……」

　姉の言葉に、エステルは声を詰つまらせた。あるいは自分の言いたいことをわかってくれたのだろうか。理解しあえたのだろうか──そんな期待に一歩踏ふみ出そうとする。

　だが次の瞬しゆん間かん、その耳じ朶だを叩たたいたのは狂くるおしいほどの怒いかりに満ちた〝ブラッディ〟メアリの声だった。

「確かに私にはあなたのような強さはない……でも、その代わり、憎にくしみの力がある！」

「!?」

　雨幕を断たち割って閃ひらめいた剣けん光こうに、とっさにエステルは散弾銃を顔の前に立てた。ほとんど反射的な動作だったが、それが幸いした──宙を裂さいて旋せん回かいしたメアリの軍刀は散弾銃の銃身を半ば嚙かみ破っている。もしあと半瞬対応が遅おくれていれば、いまごろ、エステルの頭部は消し飛んでいたに違ちがいない。

「や、やめて、姉さん！」

「どうして？　どうしてやめる必要があるの……これは、あなたの戦いでもあるんでしょ？」

　必死で散弾銃を支える妹に、上背を利用してじりじりと軍刀を押し込みながら、メアリは唇くちびるを吊つり上げた。

「私を責めるのなら、その前に、この力の差を否定してみせるがいい、〝イシュトヴァーンの聖女〟！」

「くっ！」

　このときエステルの膝ひざが折れたのは、単に泥濘ぬかるみと化した地面に脚あしが取られたからに過ぎない。だが、それが災わざわいした──本人さえ予測できなかったエステルの動きに対し、軍刀に体重をかけていたメアリは対応できなかった。仰あお向むけにのけぞったエステルに吊られるように前方に体を泳がせる。その瞬間、わずか一瞬ながら、エステルの体にかかっていた力が消えた──調査部の訓練所で叩き込まれた体術が尼に僧そうの体を宙で回転させたのはその刹せつ那なだ。

「!?」

　エステルが伸のばした右足に下腹部を蹴けり上げられたメアリの体は、そこを支点に一回転している。巴ともえ投なげを受けた体はとっさに受け身もとれず、背中から地面に叩きつけられた。

「姉さん、動かないで！　そっちのあなたたちも！」

　姉を投げ飛ばした反動を利用してバネ仕じ掛かけのように立ち上がったときには、エステルの散弾銃は泥どろに転がったメアリの足あし下もとに向けられている。周囲の兵士たちを鋭するどく叱咤しながら、エステルはもう一度、姉に懇こん願がんした。

「お願い、姉さん！　もうこんなことはやめましょう……あなたのことはあたしが助けます！　だからお願い──」

「はっ……それが甘いというんだ、〝聖女〟さま！」

　無様に跪ひざまずいていたメアリの腕うでが円えん弧こを描えがいた。掬すくい上げられた泥が、勢いよくエステルの目を直ちよく撃げきする。もしこのときエステルがメアリの頭か体にきちんと狙そ点てんを定めていれば、発はつ砲ぽうは間に合っていただろう。しかし実際には目つぶしを喰くらった尼僧は顔を覆おおってよろめいた。その腹に、肉にく食しよく獣じゆうの素す早ばやさで躍おどりかかったメアリの膝がもろに入る。

「ぐ……っ！」

「思えば……私たちは不幸な姉し妹まいだったわね」

　腹を押さえ、その場にうずくまったエステルを見下ろし、メアリが静かに呟つぶやいた。その手に持った軍刀をエステルの首筋に振ふり下ろしながら、姉は妹に最さい期ごの別れを告げた。

「本当に残念だわ……なまじ姉妹なんかじゃなければ、きっと仲のいいお友達になれたでしょうに！」

「!?」

　轟とどろいた雷らい鳴めいに短い悲鳴が重なった。

（斬きられた!?）

　仰向けにのけぞった視界に、上空にたれ込めた真っ黒な雲を映しながら、エステルは思った。

　痛みは感じない。しかし、バランスを失った体は泥濘と化した芝生しばふに向けて、朽くち木きが倒たおれるようにゆっくりと──

　次の瞬間、泥に脚を取られて倒れ込んだ尼僧の体は宙で静止していた。後方から差し伸べられた力強い手が、転てん倒とうする彼女の体を支え止めたのだ。軍刀の刃はが擦さつ過かした首筋からわずかな血を滴したたらせながらも、なんとか視線を移したエステルは、自分を支えている腕が黒い僧そう衣いを纏まとっていることに気づいた。

「──ナ、ナイトロード神父？」

「ナイトロード神父？　否ネガ定テイだヴ、シスター・エステル・ブランシェ」

　およそ抑よく揚ようのない声は、あの銀ぎん髪ぱつの神父のものではなかった。

　だが、初めて聞くものでもない。慌あわてて振り返ったエステルをガラスの瞳ひとみで見つめていたのは、小こ柄がらな神父の人形めいて端たん整せいな顔である。

「ナイトロード神父は死亡したとの報告を受け取っている──それより、卿きようの損害ダメー評価ジリポ報告ートの入力を要求する」

「し、神父トレス!?　〝ガンスリンガー〟！」

「──神父トレスだと？　教ヴア皇チカ庁ンか！」

　エステルが思わず口にした相手の名を繰くり返したのは、毒の籠こもった女の声だった。そこにたぎった憎ぞう悪おに引かれるように向き直ったエステルが目にしたのは、手首のところで奇き妙みような角度に折れ曲がった左ひだり腕うでを抱かかえた姉と、その足下に落ちている軍刀である。

　十三ミリ拳けん銃じゆう弾だんは、メアリの得え物ものを弾はじいたうえに衝しよう撃げきで所有者の手首を粉ふん砕さい骨折させていたのだ。並の人間なら、その激痛に気絶していただろう。だが、〝ブラッディ〟メアリは仁に王おう立だちになったまま、小柄な神父を──そして、その背中に担かついだ巨きよ大だいなザックを毒々しいまでの闘とう気きで睨ねめつけた。

「教皇庁がこの私の邪じや魔まをするというのか……かまわん、排はい除じよせよ！」

「常じよう駐ちゆう戦術思考を殲滅ジエノサ戦仕イド・様モードで起動──戦コンバ闘ツト・開オー始プン」

　メアリの命令に兵士たちがいっせいにライフルの銃口を持ち上げたのと、トレスが背中に担いだザックを剝はぎ取ったのはほとんど同時だった。次の瞬しゆん間かん、兵士たちのライフルからほとばしった火線が、機械化歩兵と尼僧に向けて一いつ斉せいに降り注ぐ。

「シスター・エステル・ブランシェ、卿は動くな」

　数十発にも及およぶ弾雨のただ中、死を知らぬ者のように仁王立ちになったトレスは背後に庇かばったエステルに命じた。その間にもザックの中から取り出し、腰こしだめにかまえたのは黒光りする巨大な鉄の塊かたまり──航空機搭とう載さい用のバルカンキャノンだ。

「〇・五九秒遅おそい」

　刹せつ那な、炎ほのおの雨が横よこ殴なぐりに疾はしった。

　仁王立ちの機械化歩兵がトリガーを引いたバルカンキャノンは本来は空中戦せん艦かんが地上走射用に装備する艦載兵器だ。その威い力りよくは、装そう甲こう車の車体さえやすやすと貫かん通つうするものだ。

　その劫ごう火かの鞭むちを受け、手にした機関銃をかまえようとしていた三機の動甲冑スーツがあっけなく爆ばく散さんした。ついで、恐きよう怖ふの表情も露あらわに発砲を繰り返していた兵士たちの体が冗じよう談だんのように四散する。

「──動くな、メアリ・スペンサー大たい佐さ」

　警告が発せられたときには、バルカンキャノンの銃口は生きているもののように横に滑すべっていた。いましも数人の兵士たちに庇われるように後退していた手負いの〝ブラッディ〟メアリに狙点を定めている。

「卿を教皇庁国務聖省職員に対する殺人未み遂すいの容疑で拘こう束そくする。ただちに武装を解除して投降せよ──抵てい抗こうすれば即そく時じ射殺する」

「く……化け物か、こいつは!?」

　時間にして十秒足らず──その間に撃うち放たれた数百発の機関銃弾によって、兵士たちは無む惨ざんな残ざん骸がいに変えられている。その血の泥濘ぬかるみの中、修しゆ羅らのような形相でメアリは呻うめいた。

「やむをえん……いったん、このポイントは放ほう棄きする！　今いま頃ごろは他部隊が王宮を制圧しているはずだ。そちらと合流して──」

「……合流するような部隊は、もうあなたには残っていなくてよ、メアリ」

　叛はん将しようの命令に応こたえた声は、おっとりとして気け怠だるげですらあった。しかし、振ふり返ったとき、〝ブラッディ〟メアリの顔は死神でも目もく撃げきしたかのように蒼そう白はくになってしまっている。

「ジェ、ジェーン……」

「王宮内にいたあなたの部隊──第四十四連隊の生き残りは私がすべて制圧しました」

　かすかに声を震ふるわせたメアリを見やったエリン公の声は機械的なまでに無感情だった。しとどに濡ぬれた巻き毛から雨の雫しずくが垂れるのを拭ぬぐおうともせず、ごく事務的に事実だけを口にする。

「それと、あなたが吸きゆう血けつ鬼き鎮ちん圧あつの名目で地方から王都に呼び寄せていた四個連隊についても、移動中止命令を出して、連隊長たちを拘束したわ──もう、宮きゆう殿でんはおろか、王都のどこにもあなたの味方はいない」

「そんな馬ば鹿かな……」

　呆ぼう然ぜんとメアリは呟つぶやいた。虚うつろに開かれたその目にはジェーンの脇わきを固める形で銃を構えている兵士たちはおろか、その後ろで無表情にパイプを銜くわえているいま一人の神父の姿も映っていないようだ。

　そんな虚きよ脱だつした表情の親友を見やって、エリン公は初めて表情らしいものを浮うかべた──深いため息をつくと、疲ひ労ろうしきった者のように肩かたを落としたのだ。

「残念だわ、メアリ。名君になったメアリ一世の側そばであなたを助けるのが私の夢だったのに。こんな復ふく讐しゆうにこだわらなければ、あなたは誰だれよりも偉い大だいな女王になれたはずなのに……メアリ・スペンサー、あなたを反逆罪、ならびに尊属殺人の罪で逮たい捕ほします」

「……尊属殺人？」

　エリン公の口にした罪状に、エステルは思わず声をあげた。トレスに支えられて立ち上がりながら、訝いぶかしげに尋たずねる。

「それってどういうことですか、公こう爵しやく閣下……姉さんは殺人なんて……」

「さっき、女王の遺体を調べさせてもらったんだがね」

　押し黙だまった女公爵に代わって口を開いたのは、それまで無表情にパイプをいじっていた紳しん士しだった。いかにも傍ぼう観かん者であることを心に決めている者らしく、科学者めいた正確さで、事実を口にする。

「血液中からごく微び量りようのタリウムが検出された。これは極きわめて発見が困難なうえに、毒性の高い猛もう毒どくだ。そして、同じ組成の薬物が、スペンサー大佐の自宅の隠かくし金庫からも発見されたんだ」

「……まさか!?」

　蒼白になって、尼に僧そうは姉を振り返った。

「う、噓うそよね、姉さん……まさか、女王陛下……いや、お祖ば母あさままで……」

「……いいや、噓じゃないわ、エステル」

　メアリの声は淡たん々たんとして静かだった。妹の顔から目を逸そらしたまま、呟く。

「ワーズワース博士のおっしゃる通りよ……私、女王陛下に毒を飲ませたの。侍じ医い達にわからないよう、何度かにわけて少しずつね」

「そんな……どうして!?」

　目の前が真っ暗になっているのはあながち、雨雲のせいだけではあるまい。静かに微笑ほほえむメアリの胸むなぐらを摑つかまんばかりにエステルは詰つめ寄った。

「どうしてそんなことを……お祖母さまはあなたを──」

「憎にくんでいたわ」

　血を吐はくようなエステルの問いかけに対して、メアリの答えは簡潔だった。

「彼女は私を憎んでいた。それは、私の母親が息むす子この嫁よめとその子を殺したから……エステル、あなたの母親のヴィクトリア王太子妃ひを殺したのは、私の母なの。そして、そのことをお祖母さまは知っていた……知っていてなお、国内の混乱を避さけるために秘密にしていたの。そのうえで、憎い仇かたきの娘むすめである私を飼い殺しにしていたのよ」

　自じ嘲ちようするような響ひびきの底に、深い怒いかりが煮にえたぎっている。それはまるで高山で沸わかされた湯のように低温の怒りだった。

「あの人は私のことをただの一度も孫娘とは認めてくださらなかった。それも当然ね。私の母は息子の愛人とはいえ、孫の仇なんだもの……だから、あの人は私を憎んでいた」

「……それは違ちがうわ、姉さん」

　この世のすべてを嘲あざけるように唇くちびるを歪ゆがめた姉から、エステルは顔を背そむけた。疲つかれていた。とても疲れていた。だが、言わねばならない──ようやくの思いで口を開く。

「お祖母さまはあなたのことを愛されていました……最さい期ごまで、あなたのことを喋しやべってたわ。〝すまなかった〟〝お前ほど女王に相応ふさわしい者はいない〟そして……〝愛している〟、と」

「……え？」

　今度は、メアリが呆然と目を瞠みはる番だった。地面に視線をおろしたままの妹に対し、何か信じられない話でも聞かされたように質問を繰くり返す。

「どういうこと、エステル？　なぜ、お祖母さまが？　なぜ!?」

「……スペンサー大佐を拘束してちょうだい」

　そんな友の様子を見かねたのであろうか。どこか疲れたような声で、エリン公が兵士たちに命じた。降りしきる雨に打たれながら、アルビオン貴族のポーカーフェイスはそのまま、自分はエステルの手をとってメアリから引き離はなそうとする。

「──死ねぃ、エステル・ブランシェ！」

　下げ卑びた罵ば声せいが豪ごう雨うの間を降ってきたのはそのときだった。

「あ、あいつ、昨日の!?」

　弾はじかれたように視線をあげたエステルが、中庭の楡にれの巨きよ木ぼくの上に見覚えのある短たん軀くを認めたときには、特とく徴ちようある髪かみ型がたをしたその中年男は手にした手しゆ榴りゆう弾だんを眼下、厳しい表情をあげたエリン公に向けて投じている。

「保護姿勢を、エステル・ブランシェ」

　平板な声が短く命じた。と同時に、生き物のような動きで旋せん回かいしたバルカンキャノンが火を噴ふいている。盛せい大だいにほとばしった火線が、落下してくる手榴弾を捕ほ捉そくし、ついでに楡の巨木を貫つらぬく。あっさり切断された楡の木が音をあげて倒たおれたときには、手榴弾は閃せん光こうを放って爆ばく散さんしていた。

「!?」

　世界が真っ白に漂ひよう白はくされたかのような閃光に、エステルは目を覆おおった。これはただの爆発などではない。投じられたのはただの手榴弾ではなく、特とく殊しゆ部隊などがテロリスト制圧に使用する閃光弾だったのだ──

「いまだ、ジャック！　いまのうちに！」

　光の中で短軀の中年男──〝スウィーニー〟トッドが喚わめいた声をエステルは遠く耳にしたような気がした。

　そのときには光の中から湧わき出したような細い、不ふ吉きつな影かげが、これまた目を覆っているメアリの体に飛びついている。

「待て、スペンサー大たい佐さ！」

　閃光の中、光学センサーに補正をかけたトレスがバルカンキャノンの銃じゆう口こうをメアリと、その長身をひっかつぐように抱かかえた細身の男に向けた。だが、骸がい骨こつのようなその男は素す早ばやく跳ちよう躍やくすると、自分たちとバルカンの射線軸じく上にエステルとジェーンを挟はさみ込むよう、巧たくみに位置を取っている。

「──あとはまかせたぞ、トッド！」

「おうよ！　早く行け、ジャック！」

　そう叫さけんだ〝スウィーニー〟トッドの手には二つ目の手榴弾が現れている。楡の木からたたき落とされた中年男はそれを手首のスナップだけで勢いよく投じた。拳こぶしほどの鉄の塊かたまりが飛んでゆく先にいたのは、目を庇かばっているジェーンだ。

「エリン公！」

　なんとか飛びついたエステルがジェーンの体ごと地面に倒れたときには、バルカンの火線を浴びた手榴弾は轟ごう音おんをあげて爆ばく裂れつしている。今度は、本物だったらしい。真っ赤な光が赤々と広がり、豪雨に叩たたかれる中庭を不吉な炎ほのおが染め上げた。

「敵性体、失探ロスト──」

　轟音と閃光、そして火薬の臭においでともすればどこかに飛んでいきそうなエステルの意識を、平板な声が叩いた。なんとか目をあげれば、人気の無くなった中庭を見み渡わたしながら、〝ガンスリンガー〟が短く呟つぶやいている。

「捕ほ獲かく対象〝メアリ・スペンサー〟の逃とう走そうを確かく認にん……以後の行動についての協議を行いたい、ワーズワース博士」
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　三人を乗せた蒸スチー気ムラ艀ンチが桟さん橋ばしを離れたとき、テムズ川は深い霧きりに押し包まれていた。

　最前、雨が上がった途と端たんに、冷えた大気に向けて川かわ面もから霧が立ち上ったのだ。ウォータールーブリッジあたりから始まって、ロンザ・ドン塔タワーの側そばのロンドンブリッジにいたるまでの川筋とその河岸は、まるでミルク粥がゆの底にいるような有様だった。ねっとりとした濃のう霧むの壁かべを搔かき分けて進むランチの窓には、早くも水すい滴てきが露つゆとなって貼はり付いている。

「お加減はいかがでありますか、大佐殿どの？」

　ランチのキャビンで半はん臥がの姿勢をとったメアリに対し、遠えん慮りよがちな声をかけたのはトッド・カニンガム兵長だった。粉ふん砕さい骨折した彼女の左手首は、いまや林りん檎ごのように赤黒く腫はれ上がっている。そこに鎮痛剤モルヒネを注射しながら、トッドはお世辞にも愛らしいとはいいかねる凶きよう相そうに深い気き遣づかいの色をたたえていた。

「いちおう、添そえ木をあてておきやしたが……早く手術しねえと、二度と左ひだり腕うでが使い物にならなくなっちまう。やっぱ、どこかで医者を捜さがしやしょう」

「残念だが、そんな時間はないな、兵長」

　上官の身を案ずる部下の申告を、メアリはにべもなく却きやつ下かした。その顔色は真っ青だったが、生きながら腕をもがれているような激痛にも苦痛の呻うめき一つ漏もらさない。

「こうなった以上、一刻も早くロンディニウムを脱だつ出しゆつせねば……他の者はどうしている、アイアンサイド軍ぐん曹そう？」

「小官とトッド以外の第四十四連隊の兵員に関しましては、全員が消息不明であります、大佐殿。おそらくは、王宮において全員が戦死、もしくは捕ほ虜りよになったものと思われます」

　陰いん気きながらも正確な答えを返したのは、舵だ輪りんを握にぎるジャック・アイアンサイド軍曹だった。〝切ザ・裂リツ魔パー〟として勇名を馳はせる白兵戦の名手は、また同時にいかなる過か酷こくな戦場においても沈ちん着ちやくな態度を失ったことがない。王ロンデイ都ニウムという敵地のただ中、たった三名で孤こ立りつしている現在においてもまた、彼は冷静だった。

「ロンディニウム外に待機中の友軍についてはいまだ未み確かく認にんでありますが……いずれにせよ、一刻も早く王都を脱出すべきでしょう。それからベルファストかヨークに向かい、友軍と合流すべきかと」

「さて、そううまく脱出できるかな？」

　鬱うつ血けつで紫むらさき色いろになっている唇くちびるを動かして、メアリは部下たちの楽観論に疑念を挟んだ。

　なにしろ、いま、反乱鎮ちん圧あつの指揮をとっているのはジェーン・ジュディス・ジョスリン海軍中将──おそらく、メアリ本人を除けばこの国で最も有能な軍人だ。よほどのことがない限り、〝カラミティ〟ジェーンが自分たちを取り逃にがすような間ま抜ぬけな真ま似ねをするとは思えない。事実、王バツキ宮ンガムから逃のがれて半時間、市内を移動している間にもたびたび捕ほ捉そくされそうになってはその都度、二人の部下の奮ふん闘とうでなんとか逃げ延びているていたらくだ。やすやすと脱出させてもらえるとは思えない。

「……にしても、どうして、こうも簡単に俺たちの戦力が叩き潰つぶされちまったんでしょう？」

　赤黒く腫れ上がったメアリの拳に氷ひよう囊のうを押しつけながら、トッドは首を捻ひねった。悪相には狐きつねに摘つままれたような色がある。

「計画は完かん璧ぺきだったはずだ。それがこうもあっけなく崩ほう壊かいしたってのは、いったい、何がまずかったんでしょう？」

「理由はいろいろ考えられる。まず、ワーズワース博士の介かい入にゆうを軽視していたこと。そしてジェーンの動きが想像以上に素早かったこと。だが、最大の敗因は……」

　そこまで呟いて、メアリは口を噤つぐんだ。赤毛の髪かみの下、自分を咎とがめるように睨にらみつけていた青金ラピス石色ラズリの瞳ひとみを思い出して唇を吊つり上げる。

（最大の敗因は私自身──肉親への情けに惑まどわされた私自身の甘さだな）

　血が滲にじむまで唇を嚙かみしめながら、〝ブラッディ〟メアリは己おのが甘さを嘲あざ笑わらった。

「修しゆ羅らは悪あく魔まとダンスすることこそ相応ふさわしい……聖女などとよろしくやれるなどと考えたのが、そもそもの間ま違ちがいだったのさ」

　そう、妹を──あの娘むすめをずるずると生かしてしまっていたのが、ケチのつき始めだったのだ。彼女の出自が明らかになった直後、さっさと処分してしまってさえいれば、作戦は所期の計画どおり進行していたのだ。今いま頃ごろ、この手に宝ほう冠かんさえ摑つかんでいたかもしれぬ。

　それが、このていたらくはどうだ？

　生かしておけばなにかと役に立つ──メアリとしては、そう計算していたつもりだった。冷静な計算のうえで、彼女を生かしておいたつもりだった。だが、いまにして思えばそれは自分への言い訳に過ぎなかったような気がする。単に彼女を殺したくない、いやそれどころか、愛し始めている自分への言い訳に、冷れい徹てつな計算を狂くるわせてしまった。そして、こんな事態になってしまってなお、自分の中にはまだ〝妹〟への愛が残っている。殺してやりたいとさえ思っているのに、まだ、彼女と話をしてみたいという気持ちがある……

「……皮肉なものだな」

　鎮痛剤が効いてきたらしい。眠ねむ気けにも似た閉へい塞そく感の中、メアリは乾かわいた声で嗤わらった。

「持てる者は望まずとも常に富み栄え、持たざる者はたとえ渇かつ仰ごうしようと常に奪うばわれ、泥どろの中へと貶おとしめられるらしい。神とは、本当に依え怙こ贔屓ひいきが好きな──」

〈そこのランチ、停とまれ！〉

〝ブラッディ〟メアリの自じ嘲ちようを遮さえぎったのは、霧の向こうから響ひびいてきた、ひび割れた怒ど鳴なり声だった。

　次の瞬しゆん間かん、三人の目に飛び込んできたのは、前方、霧の底から湧わき上がってきたような三つの船せん影えいだ。河川かせん巡じゆん航こう艦かん──海軍がテムズ川で運用している軽装砲ほう艦かんである。

〈こちらはアルビオン海軍第八警備隊だ！　ただちに停船せよ！　しからざれば砲ほう撃げきする──これは威おどしではない！〉

「トッド、大たい佐さ殿どのをしっかり支えていろ！　突とつ破ぱする！」

　同どう僚りように指示を与あたえるや、ジャックが汽き罐かんの出力弁を最大に開放した。

　軽装砲艦とはいえ、甲かん板ぱんに搭とう載さいされた火器は強力な六ポンド砲だ。戦車の主砲にも使用される重砲が直撃すれば、こんな小こ舟ぶねなど一発で沈しずんでしまう。かといってこの距きよ離りでは転針するのも、もはや不可能だ。わずかに開いた正面の間かん隙げきを衝ついて、突破するより他ほかに道はない。

　だが──

「いけねえ、奴やつら、壁かべを作るつもりだぜ！」

　前方、腹をこちらに見せるように舵かじをとった巡航艦を睨んで、トッドが罵ののしった。互たがいに重なり合うように障しよう壁へきを作った船団の砲門がこちらに向けられるのを見て、傍かたわらに置いていた機き関かん銃じゆうを担かつぎ上げる。

「待て、トッド！　貴様、何をするつもりだ!?」

「奴らの船に乗り移って一戦やらかしてやる！」

　機関銃の弾だん帯たいを体に巻き付けながら、小男は喚わめいた。血走った目をジャックに向けて、にっと唇を吊り上げる。

「俺が騒さわぎを起こしている間に、ジャック、なんとか逃げ出せ！　大佐殿だけはなんとしても、ロンディニウムからお逃がしするんだ！　頼たのんだぜ！」

「やめろ、カニンガム兵長！」

　今しもキャビンを飛び出そうとしていたトッドを、低いが鋭するどい声が打った。

「もういい、兵長……アイアンサイド軍ぐん曹そう、貴官はカニンガム兵長とともに降こう伏ふくしろ」

「た、大佐殿!?」

　よろめきながらも立ち上がったメアリを、トッドは呆ぼう然ぜんと見上げた。いや、トッドだけではない。舵を握にぎるジャックさえ、呆然とした目で上官を振ふり返る。

「ちょ、ちょっと待ってください、大佐殿、俺たちは……」

「長い間、ご苦労だった、二人とも。だが、もうこれ以上、私に付き合う必要はない」

　何か言おうとする部下たちを薄うすい笑えみとともに見やりながら、メアリは腰こしに手をあてた。優やさしく、しかしどこか有う無むを言わさぬ威い厳げんを以もつて、訓令を与える。

「本日二フタ三サン〇マル八ハチを以て、貴官らの軍務を解く……降伏したあとはジェーンを頼たよれ。彼女なら、悪いようにはせんだろう」

「そ、そんな、大佐！　待ってください！　ここで降伏なんかしたら、俺たちはともかく、大佐は──」

「わかっている。だが、私はむざむざ銃殺される恥ち辱じよくは好まない」

　メアリは静かに首を振った。無事な右手を掲かかげたとき、そこには副武装としていつも持っていた護身用の連発銃が握られている。掌てのひらに入るほどの大きさのそれをこめかみに押しつけながら、〝ブラッディ〟メアリは目を剝むいた部下たちに別れを告げた。

「だから、ここで自分に決着をつけることとする。私のような不ふ甲が斐いない上官に忠誠を尽つくしてくれた貴官らに感謝を──さらばだ」

「た、大佐──！」

　引き金にかかった白い指に力が籠こもったのを見て、二人の強化歩兵が悲鳴じみた声をあげた瞬間。

「〝名誉オナー・に至トラヴる道エルズはか・イナくも・スト狭いレイトも・ソ・のナロウ〟……」

　ひっそりと発せられた声は夜の闇やみそのもののようにまろやかで、しかも静かだった。

　にも拘かかわらず、いましも自らの命に終しゆう止し符ふを打とうとしていたメアリの手から力を奪い、彼女を振り返らせるだけの何かがその底にはたゆたっている。

「〝二人が並ホエア・んで通るワン・バほどの余ツト・ゴ裕はなーズ・アいのだブレスト〟──〝トロイラスとクレシダ〟第三幕第三場。こんばんは、スペンサー大佐」

「だ、誰だれだ、てめえは!?」

　いったい、いつからそこにいたのだろう──メアリの背後、キャビンの壁にもたれかかった男をトッドが一いつ喝かつした。喪も服ふくじみたダークスーツを纏まとい、細葉巻シガリロをくゆらせる顔には、まるでこの世の始まりからそこにいたような落ち着き払はらった表情を湛たたえている。

「どこから入ってきやがった……〝カラミティ〟ジェーンの手の者か!?」

　一方、短たん軀くの強化歩兵の誰何すいかが終わるより早く、舵だ輪りんの側そばを離はなれたのはジャックの瘦やせた影かげだ。〝切ザ・裂リツ魔パー〟は音もなく黒ずくめの紳しん士しに迫せまると、次の瞬間、抜ぬき打ちにジャックナイフを一いつ閃せんさせた。

「!?」

　確かに凶きよう刃じんは紳士の首筋を捉とらえた──にも拘わらず、驚きよう愕がくに顔をひきつらせたのは喉のどを搔かききられたはずの紳士ではない。虚こ空くうを空むなしく旋せん回かいした己おのが凶きよう器きをひきつった目で見やった〝切裂魔〟の背を慇いん懃ぎんな拍はく手しゆの音が叩たたいた。

「お見事クラツセ……さすがは海兵第四十四連隊の勇士たちの間でも無音戦せん闘とう技術をもって知られたジャック・アイアンサイド軍曹ですね。死後もその技量に衰おとろえはない」

「……くそおっ！」

　揶や揄ゆするような声に、トッドが顔を歪ゆがめた。外では砲艦の艦列が刻一刻と迫りつつあったのだが、それすら忘れたように機関銃を構える。

「死ねやあっ！」

「よせ、カニンガム兵長！　貴官のかなう相手ではない！」

　メアリが両りよう腕うでを広げるようにして機関銃の前に飛び出したのは、部下を庇かばおうとしての反射行動だった。黒服の男への本能的な恐おそれが、彼女を突つき動かしたのだ。いましも機関銃を乱射しようとする部下を気き迫はくで押さえ込むと、男に向き直る。

「部下が失礼した。だが何者かね、君は？　追っ手……ではないな？」

「こちらこそ、御ご多た忙ぼう中に押しかけて参りまして、まことに申し訳ございません。私、さる方にお仕えしております執しつ事じで、イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーと申します者。どうか、以後はお見知りおきくださいませ」

　慇懃を絵に描かいたような会え釈しやくをみせると、男は恭うやうやしく自己紹しよう介かいした。光らない、死んだ魚のような目を伏ふせて来意を伝える。

「実は、本日は閣下に我が主あるじの意向をお伝えするために参上いたしました……主人が申すには、閣下にお力をお貸ししたいと」

「……力を貸すだと？」

　男の口にした台詞せりふに、メアリは眉まゆを跳はね上げた。前方、間近に迫った破は滅めつも忘れて呆然と問いかける。

「君の主人とは何者かね、ケンプファーとやら？　私がいま、どんな窮きゆう状じようにあるか知っていてそんなことを言っているのか？　私はいまや反逆者……国こく賊ぞくとして追いつめられているところだぞ？」

「むろん心得ております。いやむしろ、それゆえにこそ、こうして参上いたしたのです、スペンサー大たい佐さ……いえ、王孫女殿でん下か」

　美しいケンジントン訛なまりでそう告げると、ケンプファーなる男は腕を掲げた。この世界が舞ぶ台たいで、その舞台全体を指し示すかのようにぐるりと腕かいなを旋回させる。

「我が主君やその主しゆ宰さいする〝騎士団オルデン〟は、殿下のようにこの世界に対してご不満を持ち、それを変革しようと志される方々に、いささかなりともお力ちから添ぞえをしたいと考えております団体です。どうか、我々にささやかなりと殿下のお手伝いをさせていただけませんか？」

「……面おも白しろいことを言う」

　油断無く男を見み据すえたまま、それでもくすりとメアリは唇くちびるをほころばせた。折れ砕くだけた左腕を抱かかえながら、顎あごをしゃくって前方の船団を指し示す。

「この世の最後に聞いた冗じよう談だんとしては面白かった。だが、あいにくと少し遅おそかったようだな。見てのとおり、私はこれからみじめに死ぬところだ。せっかくだから、反逆者が犬死にするところを見物していくかね？　その代わり、卿けいも反逆者の一員として当局に捕とらえられることになるが」

「捕らえられる？　ああ、おっしゃっているのはあちらの無ぶ粋すいな方々のことですね……いいえ、私はこんなところで彼らに捕らえられたりはいたしません。そして閣下、あなたもです」

　あるいは、エデンの園そのでイヴに林りん檎ごを勧すすめた蛇へびとはこんな顔で笑ったのだろうか。薄うすい唇を上品に吊つり上げた男はかざしたままだった指を軽く鳴らしてみせた──世界が発光したのはその直後のことである。

「!?」

　そう、それは世界が燃え上がったとしか表現しようがない光景だった。深い霧きりに閉とざされていた世界に、まるで太陽が落ちてきたような目ま映ばゆい光が満ちあふれたのだ。この輝かがやきに比べれば、閃せん光こう弾だんの光球など蠟ろう燭そくほどのかそけき炎ほのおでしかない。

「な、なんだ……いったい、なにをしやがった、てめえ!?」

「ご安心を、この船はいたって無事です」

　トッドのわめき声に、上品な微び笑しようはそのまま、ケンプファーが答えた。そのときには、光は拭ぬぐったように消え去っている。再びあたりには何事もなかったような静せい寂じやくと、深い霧に満たされた夜が戻もどってきていた──いや、違ちがう。

　すぐにメアリはあたりが静かすぎることに気づいた。いくら霧の夜とはいえ、ロンディニウム市街の喧けん噪そうはここまで届いていたはずだ。それが完全に無くなっている。いや、そればかりではない。前方を遮さえぎっていた砲ほう艦かんの艦列──そちらから聞こえてきていた機関音さえ聞こえなくなっているではないか。おまけに、こちらに向けられていた探照灯の輝きも、それをバックに甲かん板ぱんを走り回っていた兵士たちの影さえ消え去り、まるで幽ゆう霊れい船せんのような不気味な沈ちん黙もくを守って漂ただよっている。

「実は、あなたのことはずっと前から拝見させていただいていました、スペンサー大佐。パーシーの乱、チャネル戦せん役えき、ダービー事件……実に華はな々ばなしい武ぶ勲くんと、それにそぐわぬ悪名ですね。己おのれの名めい誉よより国家の利益を優先する軍人には、まま見られるパターンですが」

　目をこらして砲艦のシルエットを見つめている三人に向かって、黒い男は茶飲み話の続きのように口を開いた。

「あなたは、あなたの手を汚よごしてまでこの国のために尽つくしてこられた。そのあなたのものであるべき王おう冠かんが、いまやあなたを否定する者の手に落ちようとしている……あなたは、本当にそんな不条理を許すおつもりですか？」

「──これはどういうことだ!?」

　愕がく然ぜんとメアリが呻うめいたのは、ケンプファーの質問に答えたものではなかった。

　ようやく闇やみに慣れてきた目が、霧の向こうに浮うかぶ砲艦とその甲板に転がった〝モノ〟を捉とらえたのだ。

「いったい何があったというのだ……そして、あれは人なのか？」

　まるで幽霊船のように黒く焼け焦こげた砲艦の甲板に焼けぼっくいを思わせる炭の塊かたまりがいくつも転がっている──そしてそれは確かに人の形をしていた。いや、砲艦だけではない。川かわ縁べりの通りに、それらの〝モノ〟が折り重なるように倒たおれているではないか。そして奇き妙みようにねじ曲がったような家屋のシルエット、塗と料りようだけ燃えて真っ黒に変色した車、立ったまま炭化した街路樹……まるで、劫ごう火かがあたりを襲おそったようだ。だが、どこにも火の気など無い。いったいこれはなんなのだ!?

「これがこの〝霧〟……我々が〝湖エクスのカリ剣バー〟と呼ぶ旧時代の都市攻こう撃げき兵器の威い力りよくです」

　古い古い神話に登場する伝説のアルビオン王が所持した宝ほう剣けんの名を口にすると、黒い男は手にしたアタッシェケースを愛いとおしげに撫なでた。どこか口ずさむように解説する。

「この国を侵おかす者を滅ほろぼす破は邪じやの剣。王以外の者には抜ぬくことすらあたわぬ力の剣つるぎ。そして〝魔術師マーリン〟によって伝説の王アーサーに与あたえられた王権の象しよう徴ちよう……そう、この剣はアルビオンの王が持ち、アルビオンの王が振ふるうための力なのです。たとえばメアリ・スペンサー大たい佐さ。あなたのような、ね」







　　　　第三章：霧きりの都





──お前たちは明日を知ることはない。

お前たちの命は、しょせん消えゆく霧に過ぎない。

（ヤコブ書四章十四節）
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「さて、ではそろそろ偵てい察さつ隊からの報告を総そう括かつすることとしようか……諸しよ卿きようがご存じのとおり、本日二十一時八分、例の〝発光〟が起こった。いまから三時間前のことだ」

　ふだんは教官が士官候補生たちに講義を行っている正面の黒板には、今夜はロンディニウム全市と近きん郊こうの地図が貼はり付けられていた。それをステッキでなぞると、〝教授〟はパイプを口の端はしに銜くわえ直した。

「深刻な被ひ害がいが出ているのは、ロンドンブリッジからウォータールーブリッジにかけての河岸部、なかんずく、テムズにかかった橋きよう梁りようと船せん舶ぱくだ。この地図ではここのあたりだね……つまり、王都の動脈たるテムズ川流域一帯が完全に破は壊かいされてしまったこととなる」

　固かた唾ずを吞のんで講義に聴きき入っている背広と軍服の男女は、〝霧〟に吞み込まれたバッキンガム宮きゆう殿でんや官庁街から、ここ、グリニッジの海軍兵学校まで避ひ難なんしてきたディオ非常事ゲネス態管理・クラブ委員会の面々だ。緊きん張ちようの面おも持もちで地図を注視している面々を見み渡わたし、紳しん士しはいまだ未証明の定理数式でも報告するかのように咳せき払ばらいした。

「なお、現在も〝霧〟は勢力範はん囲いを拡ひろげており、現在はシャドウェルからケンジントン、すなわちロンディニウム中央部をほぼ完全に吞み込んでしまっている。ちなみに、被ひ災さい地内部の状じよう況きようについては、副首しゆ相しようから説明していただこう……頼たのむよ、アルバート」

「偵察隊からの報告によれば、範囲内にあった橋梁はすべて落下し、河岸部は軒のき並なみ焼けただれてしまった状態だったらしい……その有様は、大規模な火災を彷ほう彿ふつとさせたそうだ」

〝教授〟の説明を引き取ったのは、この大講義室に詰つめかけた男女の中でも比ひ較かく的若い中年男だった。この非常時においてなお、きちんと髭ひげを撫でつけたその伊だ達て男おとこ──サー・アルバート・ボズウェル安全保障問題担当副首相は手にした写真の束を地図の上に貼り付けながら、困こん惑わくしたように顎あごを撫でた。

「ご覧のとおり、被害者はいずれも、ほとんど原形を留とどめないほどの状態で焼しよう死ししており、建築物についてはかなりの高温で蒸むし焼きにされたみたいに黒くろ焦こげになっている。ところが、火災についてはまったく目撃報告がない……いったい、なにが〝霧〟の中で起こったんだ？」

「……あなたがいまおっしゃったとおりですよ、副首相閣下。人も、建物も、全部蒸し焼きになってしまったのです。これは高出力のマイクロウェーヴ──つまり電磁パルスの発はつ振しんによってもたらされた災さい厄やくです」

　首を捻ひねっていたボズウェルに答を与えたのは、その友人ではなかった。といって、整然と着席した委員の一人でもない。オブザーバーという資格で〝教授〟の隣となりに座っていた金きん髪ぱつの若い男女のうち、きちんとタキシードを纏まとった若者の方が渋しぶい顔で解説を加えたのだ。

「簡単にご説明しますと、この〝湖エクスカのリバー・剣システム〟──あなた方が〝霧〟と呼ぶあれは、一ひと粒つぶ一粒が極きわめて微び細さいなコンデンサーなのです。ふだんは、それぞれの微び粒りゆう子しは並列の状態にあって大気中の静電気を蓄たくわえているだけですが、いざ蓄ちく電でんが終わると、粒のそれぞれが直列に繫ぎスイツ換えチングられて雷かみなりなみの大電圧を発生させます。いわゆる、多段式衝マルクス撃電圧ジエネレ発生装イター置というものです。そして、このとき放出された高出力の電磁パルスが──」

「範囲内の人体や空中の水分子を振動させ、その摩ま擦さつ熱が〝霧〟に封ふうじ込められた地域をまるまる蒸し焼きにしてしまった──そう、解かい釈しやくすればよろしくてね、マンチェスター伯はく？」

　若者の解説を引き取ったのは、対策委員たちの最前列、気け怠だるげに組んだ指に顎を載のせていた艶あでやかな美女──ジェーン・ジュディス・ジョスリン海軍中将である。

　もっとも、ネイビーブルーの海軍将官服に身を固め、豊かな髪かみをうなじでひっつめた〝カラミティ〟ジェーンの今夜のいでたちはこれがあの爛ただれきった有ゆう閑かんマダムと同一人物か疑わしくなるほど凜り々りしいものであった。近くに控ひかえた水兵セーラー服の小こ姓しよう・侍じ女じよたちが機き敏びんに差し出してくる報告書や部隊への命令書に素す早ばやくサインを書き込みつつ、いかにも軍人らしい、鋭するどい視線をディオゲネス・クラブの面々に送る。

「つまり、〝発光〟の瞬しゆん間かん、被災地はそれ自体が巨きよ大だいな電子レンジと化したわけ。その直前まで雨が降っていたのも被害の深刻化に一役買ったわね……そういえば、サー・アルバート。いま、市内全域で電子機器のほとんどが機能を停止してしまっているそうではなくて？」

「提督のおっしゃるとおり。長ちよう距きよ離り通信機やラジオは言うに及およばず、電話機や電動知性、果ては車のエンジンの発火イグニツ装置シヨンにいたるまで、防磁処置の施ほどこされていない電子機器が軒並みダウンしてしまっております。我がロンディニウム自じ慢まんの電灯網もうもほぼ壊かい滅めつ……まあ幸い、すぐにガス灯に切り替かえられたので、停電によるパニックは最小限に抑おさえましたが。そうか、なるほど。それも電磁パルスを浴びたためだとすれば納なつ得とくいくな」

　ロンディニウムを覆おおい尽つくした〝霧〟も、まだここまでは到とう達たつしていない。だが、停電のため、蠟ろう燭そくで照明された会議室はすこぶる薄うす暗ぐらかった。揺ゆれる炎ほのおに不景気な表情を浮うかび上がらせ、ボズウェルは品よく切り整えた髭を弄もてあそんだ。

「しかしお陰かげで、偵察機を飛ばすこともできません。現在は近くの空軍基地に伝令を走らせているが、おそらく、命令の伝達にはあと数時間はかかるでしょうな」

「それより、ラジオが使用できなくなっているのは痛くってよ。情報を閉とざされて、市民の皆みなさんのストレスは相当大きくおなりのはずだわ。かと言って、こちらから情報を提供する手段もなくなってしまったわけだし……さて、これから、どうしたものかしらね？」

「それをこれから話し合おうというのですよ、エリン公……ああ、ところでウィリアム。あの〝霧〟の正体はいったいなんなのだね？　マンチェスター伯は〝湖の剣〟とかおっしゃっていたが、あれは人工物なのかね？　自然のものではないのは当然として、あんな極ごく微小のコンデンサーなど、私は聞いたこともないぞ」

「はッ、てめえらが知らねえのも当然だ。あのシステムは旧時代の技術……隔離地ゲツトー区でも一いつ番とう深ふけえところに埋うもれていた都市破壊兵器なんだからな」

　ボズウェルの疑問に陰いん気きな口調で答えたのは、問われた〝教授〟ではなかった。どこか韜とう晦かいするようにパイプを捻っている紳しん士しの隣りん席せきで、それまで一言もなく座っていた髪の長い革かわジャン姿の娘むすめが悔くやしげに顔を歪ゆがめたのだ。

「あれは旧時代に開発された都市破壊兵器だ。本来は、生化学兵器開発施し設せつなんかを、兵器共々、完全にぶっ壊こわすために生み出された技術……だった」

「つまりは遺ロス失トテ技クノ術ロジーかね？」

　顔を見合わせた一同を代表して、ボズウェルが娘に問うた。髭をしごくのも忘れて身を乗り出す。

「しかし、そんな遺失技術をいったいどこから？」

「隔離地ゲツトー区内の〝遺い跡せき〟の中だ。あいつは、あそこで何百年もの間眠ねむっていたんだ……それを持ち出して作動させた奴やつがいる」

　革ジャンと、脚あしにぴったりしたレザーパンツという娘のいでたちは、いずれもアルビオン貴族の見本のような面々が集つどうこの場においてはそぐわぬことはなはだしかった。隣に座っている双ふた子ごの兄がきちんと三みつ揃ぞろいできめているとあってはますますだ。

　娘──ヴァネッサは憎ぞう悪おと自じ嘲ちようがないまぜになったような罵ば声せいを吐はき捨てた。

「たぶん、あの野や郎ろうだ。アイザック・バトラー……あの詐さ欺ぎ師し！」

「……バトラーだって？」

　長生種の口にした人名にボズウェルが片かた眉まゆをあげた。ポーカーフェイスを守って沈ちん黙もくしている〝教授〟に視線を滑すべらせる。

「アイザック・バトラー？　ＷウイＷリアＷム、ひょっとしてそいつは──」

「そうだ、アルバート。たぶん、僕が追っていたあの男だろう。そして、我が教皇庁国務聖省が、長年、〝イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー〟という名前で捕ほ捉そくしようとしていた札付きのテロリストでもある……もっとも、この二人が同一人物と知ったのは、僕もついさきほどのことなんだがね」

　答える〝教授〟の顔は、依い然ぜん、アルビオン貴族特有のポーカーフェイスを守っていた。だが、マッチを擦すってパイプに火を入れようとして、すでに煙けむりがあがっていることにようやく気づいたようだ。わずかに顔をしかめて、火がついたままの木もく片へんを灰皿に捨てる。

「しかしまあ、彼の追つい及きゆうは後回しだ。それよりいまは、〝霧きり〟をどうにかしないとね……市内の状じよう況きようはどうなっていますかな、提てい督とく？」

「混乱の極み──その一言に尽きましてよ」

　面めん倒どうくさげに肩かたをすくめると、エリン公は長く伸のびた爪つめを憂うれいに満ちた視線で眺ながめやった。

「王都を逃にげ出そうという避ひ難なん民みんで駅や港は溢あふれかえっているし、いくつかの地域では暴動や略りやく奪だつが頻ひん発ぱつしていますわ。ま、無理もなくてね。いつ、次の〝発光〟が起きるかわからないのですもの。いちおう兵士たちを誘ゆう導どうにあてていますけれど、それも焼け石に水。その兵士たちも〝発光〟を恐おそれて、一いつ緒しよに逃げ出そうとする有様ですわ……まったく、情けない殿との方がたたちだこと。私の直属部隊を本国に置いてきたことが悔くやまれますわ」

　いまやアルビオン軍でももっとも強力な部隊──その気になれば、実力で王位を奪うばい取れるだけの兵力を擁ようする大貴族の目は、列席者に対して早くなんとかしろとドスを利きかせている。その視線を真っ向から受け止め、〝教授〟は簡単な図と化学式を地図の上に描えがいた。

「さて、諸君。〝霧〟の正体がコンデンサーである以上、蓄ちく電でんには時間を要するはずだ。雷かみなりは強力な電気の奔ほん流りゆうだが、いったん落ちてしまえば、エネルギーの蓄積には時間がかかるだろう？　あれと同じことだよ……具体的にはどれぐらいの時間が必要かな、ヴァネッサ君？」

「ざっと九時間ってところだ。先の〝発光〟が三時間前だったから、あと六時間。そうだな。ちょうど、夜明け前ぐれぇの時間だ」

「あと六時間……」

　絶望にも似た空気が、列席者の間を漂ただよった。時間的な猶ゆう予よがあると聞いてわずかな希望を探さぐるようにもたげられた顔が、そろって掌てのひらの間に沈しずむ。

「それでは、とうてい市民の避難は間に合わん！」

「みすみす王都が燃え落ちるのを座視するしかないのか……復旧はもはや不可能だ」

「復旧？　それどころじゃない！　卿きようらはメアリ・スペンサーの存在を忘れたのか？　彼女はこの騒さわぎでまんまと逃げおおせたのだぞ？　地方にはあの女の息がかかった部隊が多い。王都壊かい滅めつ後の混乱に乗じて、あの女が再起したら──」

「この国は本格的な内戦状態となる──そうなれば、教皇庁やゲルマニクスも黙だまってはいまい。アルビオンは列強諸国に食くらいつくされるぞ」

「──落ち着きたまえ、諸君！　まだ、王都が滅ほろびると決まったわけではない！」

　死人のような顔で囁ささやきあう列席者を一いつ喝かつしたのはボズウェルである。四十になったばかりで副首しゆ相しようという要職にある能臣は、アルビオン貴族のダンディズムを貫つらぬき通すつもりらしい。動どう揺ようを無表情の奥に押し込めて立ち上がった。

「あの〝霧〟の正体が旧時代の兵器である以上、これを除去する方法はきっとあるはずだ。あと六時間──いたずらに手をつかねるよりは、その方策を探った方がよい！」

「アルバート卿は方策とおっしゃるが……」

　一同の困こん惑わくを代表するように首を振ふったのは、ロンディニウム市長マイケル・Ｒ・ジェイムスである。ディオゲネス・クラブ会員中でも最古参の一人である市長は若い上司を窘たしなめるように抗こう弁べんした。

「それには、一からあの〝霧〟の研究をして、その対抗手段を開発せねばなりません。無線を封ふうじられ、市民の誘導にも困っているこの状況でそんな余よ裕ゆうはない。アルバート卿、やはり王都はあきらめ、市民の脱だつ出しゆつを最優先すべきではありませんかな？」

「一から研究をする必要はないのです。あの〝霧〟が隔離地ゲツトー区にあったものなら、隔離地区になんらかのデータが残っているはず。そして、彼らの技術力なら、その対抗策をなんとか見いだせるかもしれない」

「お、俺たちの技術力だと!?」

　副首相の言葉に、ヴァネッサが目を瞠みはった。自分と兄を交こう互ごに指さし、舌をもつれさせる。

「ちょ、ちょっと待てよ！　あんたら、つい昨日まで俺たちを滅ぼそうとしてたんじゃねえか！　それを今いま更さら、力を貸せだなんて……はん、ムシがよすぎらあ！」

「隔離地区への攻こう撃げきは、なべてスペンサー大たい佐さの謀ぼう略りやくによるものだった」

　糾きゆう弾だんを受けつつも、ボズウェルの表情は変わらなかった。忍にん耐たい強づよさと頑がん固こさはアルビオンの国民性とされるが、その典型というべき我が慢まん強づよさで、憤ふん激げきする娘むすめを説得しようとする。

「こうして事実が明るみに出た現在、我々は君たちとの関係をなんとか修復したいと願っているのだ。むろん、一いつ般ぱん市民や教皇庁に地下ジオ・フ空間ロントの存在が知られてしまった以上、これまでどおり、君たちをあそこに住まわせておくというわけにはいかない。だが、適当な代だい替たい地ちをどこかに用意しよう。そこで安らかな生活を送るというのはどうかね？　悪くない話ではないかな？」

「……おいおい、アルバート」

　あまりに大だい胆たんといえば大胆な旧友の提案に、〝教授〟が苦く笑しようした。苦笑いしつつ、半ば窘めるように忠告する。

「そういう話は僕がいないところでやってくれたまえよ。いまの僕は一応は神父だよ？　吸ヴア血ンパ鬼イアとロンディニウム政府が結けつ託たくしたとなれば、上ローマに報告しないわけにはいかない」

「いいや、君は黙ってるさ、ウィリアム」

　にやりと笑った副首相は、旧友を振り返りもしなかった。

「君は根っからのつむじまがりだからね。だから、こちらがカードを伏ふせている場合はそれをなんとしてでも見ようと頭を絞しぼることだろう。だが、こちらが思い切ってカードをオープンにしてしまえば、君はそのカードへの興味を失う。ましてそれをわざわざローマに密告したりはしないさ。それに秘密というのはね、握にぎっておいて、いざというときの切り札に使うからこそ有効なものさ……で、どうかね、マンチェスター伯はく、ミス・ウォルシュ？　けっして悪くない提案だと思うが」

「……どうするよ、兄貴？」

　困ったような顔でヴァネッサが兄を顧かえりみた。本来の彼女なら、歯し牙がにもかけぬところであったろう。だがこのときは、苦笑している〝教授〟にちらと目をやってから、何か考え込んでいるヴァージルに囁きかける。

「確かに、こいつらの言うことにも一理ある。もしロンディニウムが吹ふっ飛べば、俺たちだって、行き場を失なくしちまう。だったら、いちかばちか、ここは提案に乗ってみるってのは──」

「──お断りする」

　ヴァージルの声は、妥だ協きよう的なヴァネッサの発言を粉ふん砕さいするだけの重量と硬こう度どを備えていた。ぴんと背筋を伸のばすと、闇やみの街の長おさは列席の短生種たちを見み据すえて再び口を開いた。

「勘かん違ちがいしてもらっては困る、サー・アルバート。私が──いや、隔離地区がこれまで盟約を交かわしていた相手は、女王陛下その人だ。陛下が崩ほう御ぎよされた現在、卿らと改めて契ちぎりを交わすつもりは毛頭無い」

「お、おい、兄貴！」

　列席者の間に満ちた怒ど気きにも似た空気に、ヴァネッサがやや狼ろう狽ばいしたように兄の袖そでを摑つかんだ。

「なんだよ！　いつもは短生種と仲良くしようとしてるくせに！　兄貴らしくもない！」

「私らしくない？　それは違うぞ、ヴァネッサ。私が心を許していたのは短生種ではなく、ブリジット陛下だ──その陛下もいまは亡ない」

　搔かき口説く妹を窘めるように、兄は首を振った。袖を摑んでいた指をそっと振りほどき、それから短生種たちに向き直る。

「昨日来の悲劇が、スペンサー大佐の暴走という点については私も了りよう解かいした。だが、それとこれとは話が別だ。とにかく、我々は女王不在の宮きゆう廷ていと話し合うつもりはない」

「……では、ここに女王がいれば、我々の要求に耳を貸してくださるのかしら、マンチェスター伯？」

　黙だまり込んでしまったボズウェルに代わって発言したのは、ハスキーな女の声だった。

　どこか愉ゆ快かいげな光を瞳ひとみに宿した〝カラミティ〟ジェーンが質問を投じたのだ。

「確かにあなたのおっしゃることはごもっともだと思うわ。私があなたの立場でも同じことを言ってよ……では、新しい女王が即そく位いすれば、あなたには新たな盟約を結んでいただけて？」

「その女王が我らの信しん頼らいに値あたいする人物で、かつ王者に相応ふさわしき器うつわであれば」

　悪戯いたずらっぽく、それでいてどこか抜ぬき身みの剣けんを思わせる王位継けい承しよう者の視線を真っ向から受け止め、ヴァージルは重々しく口を開いた。

「いかに盟約などと大おお仰ぎような名をつけてみたところで、我らとあなた方の間に交わされる約束には強制力も、そしてまた法的な根こん拠きよもいっさいありません。であれば、それを保障する力はただ一つ──相手への信頼。それしかありますまい？」

「確かにおっしゃるとおりだわねえ」

　ヴァージルの答えを聞いて、ふと、ジェーンの表情から力が抜けた。剣を引くように苦笑すると、おっとりと副首しゆ相しようを振ふり返る。

「マンチェスター伯のおっしゃるとおりだと、私も思いますわ、アルバート卿きよう。あなたの提案は悪くないけど、時期が悪かったわね……ああ、ところで、私これからちょっと出かけるところがありますの。そろそろ、席をはずしてもよろしくて？」

「はあっ？　出かける？」

　毒気を抜かれたような顔で、ボズウェルはこの悪評高い大貴族を見返した。いったい、この非常時にまた何を勝手なことを言い出すのだと言わんばかりに尋たずねる。

「いったいどこに？　こんな大変なときに、何のご用があるというのです？」

「こんなときだからこそ、出かけるのよ……レディ・エスター──シスター・エステルはいま、どちらにいらっしゃるかご存じかしら、ワーズワース博士？」

「彼女なら、いまはヒースロー空港に向かっているところですよ」

　髭ひげを摘つまんだまま目を白黒させている旧友を気の毒げに一いち瞥べつしてから、〝教授〟は肩かたをすくめた。〝妖よう婦ふ〟とも罵ののしられる女性の問いに、彼なりの敬意を籠こめて答える。

「彼女と教皇聖下については至急帰き還かんさせるよう、ローマから伝達がありましてね。国務聖省の〝アイアンメイデンⅡ〟が二十分後に出発する予定です」

「あら、尻尾しつぽを巻いてお逃にげ遊ばすおつもりなの、聖女さまは？　王おう冠かんも捨てて？」

　エリン公はわずかながら意外げな顔になった。

「意外と根こん性じようなくていらっしゃるのね、あの娘こ。もうちょっと楽しいことしてくださるとわくわくしていたのに……つまらないわあ」

「まあ、やむを得ないところでしょう。なにしろ〝聖女〟と言ったところで、教皇庁における正式な彼女の身分は一いつ介かいの尼に僧そうです。ローマからの命令には逆らえませんよ」

「私わたくし、それがつまらないと申し上げてるの。せっかく王位継承のチャンスなのよ？　この隙すきに私やゲルマニクスと渡わたり合って玉座をかすめとるぐらいの楽しいことをしてくださっても罰ばちはあたらないと思うのだけれど？」

「ご期待がはずれて、残念でしたな」

　拗すねる〝カラミティ〟ジェーンを、韜とう晦かいしているような口調で紳しん士しがいなしたとき。

「た、大変です！」

　ドアが勢いよく開け放たれた。

　咄とつ嗟さに立ち上がった一同の目の前に飛び込んできたのは、伝令役を仰おおせつかったらしい士官候補生だ。まだ少年の域を出ないその若者は泡あわを食って何か喚わめこうとしたが、一いつ斉せいに振り返った一同の顔に自分の非礼に思い至ったらしい。慌あわてて直立不動の姿勢をとると、敬礼もそこそこに叫さけぶ。

「イーストエンド地区に向かった偵てい察さつ隊から報告っ！　ホワイトチャペル・ロード近辺で暴徒化した市民と遭そう遇ぐうしたとのこと……暴徒たちは一路、隔離地区を目指しているとのこと！」

「な、なんだと!?」

　真っ青になってボズウェルが席を蹴けった。士官候補生の手にしたメモをひったくって、さらに顔色を変える。

「だがしかし、あそこはいま隔かく壁へきが降りているはずだよ……」

　パイプ片手に指し摘てきしたのは〝教授〟だ。ボズウェルの肩かた越ごしにメモを読みながら、片かた眉まゆをあげる。

「工兵隊が手も足も出なかった代しろ物ものだ。暴徒の諸君ごときにどうこうできるとは思えないが？」

「そ、それが……」

〝教授〟の言葉に何か思い出したような顔になって士官候補生はポケットを探さぐった。そこから取り出した二枚目のメモ用紙を読み上げる。

「隔離地区に待機中の部隊から伝令──三十分前、急に隔壁が上がったそうです。突とつ入にゆうすべきかどうか、指示を求めてきておりますッ！」

　裏返った若者の声に、一同の顔色が変わった。




「では、緊きん急きゆう通達二フタ〇マル〇マル四ヨン八ハチに基もとづき、現時刻を以もつてシスター・エステル・ブランシェの身み柄がらを卿に委ゆだねる、シスター・パウラ──教皇聖下ともども、無傷でローマまで送り届けることを要よう請せいする」

「了りよう解かいです、イクス神父」

　短く〝死の淑しゆく女じよ〟が頷うなずいたのを確かく認にんしてから、〝ガンスリンガー〟は尼僧服の娘を顧かえりみた。

　ヒースロー空港裏手、ＶＩＰ専用送そう迎げい口に乗り付けた車のドアに手をかけ、事務的に告げる。

「シスター・エステル・ブランシェ、国務聖省からの通達に従い、卿は〝アイアンメイデンⅡ〟でローマに帰還しろ。俺はこれからウィンザー城でナイトロード神父の遺体を回収後、別便でローマに発たつ。到とう着ちやくし次し第だい、〝剣つるぎの館やかた〟に出頭する予定だ」

「……わかりました、イクス神父」

　味も素っ気もない挨あい拶さつに対し、エステルは神しん妙みように頷いた。旅行用トランクを歩道の石いし畳だたみに置くと、機械化歩兵に一礼する。

「お言葉に甘えて、お先にローマへ帰らせていただきます……申し訳ありません」

「問題ない。ロンディニウムの現状は極きわめて危険だ。ＶＩＰである卿をこれ以上この地に滞たい在ざいさせておくわけにはいかない。可か及きゆう的速すみやかに帰国させるのが俺の任務だ」

　相変わらず無感動に頷くと、トレスは未練の欠片かけらもなくリムジンの運転席に乗り込んだ。文字通り、機械的にエンジンをかけているその横顔に対し、

「あ、あの、イクス神父？」

　エステルはもう一度、声をかけた。彼がこれから向かおうとしている場所は、本来なら自分が行かねばならないところであり、彼に委ねた仕事はエステル自身がやらねばならない仕事だった。だが、いまのエステルには為なすべきことがある──死者のことは、彼に任せるしかない。

「あの……ナイトロード神父のことは、くれぐれもよろしくお願いいたします。あの人をちゃんとローマに連れて帰ってあげてください」

「……了解ポジしたテイヴ」

　縋すがるような少女の視線に、機械人形は感情を欠落させた表情で頷いた。それ以上、無む駄だなことは言わず言わせず、リムジンを発車させる。

「……では、我々も参りましょうか、シスター・エステル」

　遠ざかってゆくテールランプを少し背せ伸のびして見送っている尼僧に、いま一人、こちらは灰色の修道服の尼僧が声をかけた。引いん率そつの女教師のように事務的な表情で、エステルと、その側そばで貧びん乏ぼう揺ゆすりをしている貧ひん相そうな少年を促うながす。

「負傷中のブラザー・ペテロとブラザー・アンデレの担たん架かは、すでに〝アイアンメイデンⅡ〟に搬はん入にゆう済みです。空港には最優先離り陸りく許可を出すよう要請してありますから、あとは我々が乗船し次第、出港できます……急ぎましょう。でないと、この辺りもすぐに混雑し始めます」

　シスター・パウラが指摘したように、今夜のヒースロー空港は妙みように騒さわがしかった。

　真夜中というのに、ひっきりなしに馬キヤリ車ツジや自オー動トモ車ビルが到着しては、大きな荷物を携たずさえた老ろう若にやく男なん女によが空港内に入ってゆく。また、滑かつ走そう路ろや駐ちゆう機き場からは自家用機らしい飛行機や飛行船が、航空灯を瞬またたかせながら離陸していた。その割には、着陸してくる機体はただの一機もない。

「み、みみ、みんな、ロンディニウムから逃にげ出している、んですね」

　まだ冬には間があるとはいえ、晩秋のアルビオンの夜気は冷たい。夜風の中、先頭に立つパウラに続いて歩くアレッサンドロが、かすかに歯を鳴らした。

「で、で、でも、だいじょうぶ、なのかな？　ロンディニウム中の人たちが、つ、詰つめかけてきたら、ひ、飛行機も飛行船も、たり、足りなくなっちゃうんじゃないかな？」

「そうですね……ですから、実際に空路で王都を離はなれられるのは全体の一パーセントにも満たない数でしょう」

　一いつ般ぱんラウンジの方は混雑しているようだったが、ＶＩＰ専用通路はこのようなときでさえ厳重に警備されているため、人気はほとんどなかった。ときおり、名のある貴族らしい一家が小山のような荷物を抱かかえた召めし使つかいたちを従えて横切ってゆくが、平民たちの姿はどこにもない。ただ遠くの方から、なにやらヒステリックに喚わめき立てる声がときおり聞こえてくるだけだ。

　それでも注意深い視線を周囲に配りながら、パウラは事務的な口調で教皇の下問に応じた。

「陸路は〝霧きり〟の影えい響きようで大きなダメージを被こうむっていますし、水路はテムズ川の橋梁の落下で塞がっていてそれ以上に絶望的な状じよう況きようです。夜明けまでに王都から脱だつ出しゆつできる人間となると、ごく限られた人数となるのではないでしょうか」

「そ、そ、そんな……」

　少年は顔色を変えた。相変わらず冷れい淡たんなパウラの横顔を見上げて呻うめく。

「そ、そんなにみんなが大変なのに、ぼ、僕らだけが逃げ出してしまってもいいのでしょうか？　ぼ、僕は一応、教皇です……す、救いを求めている人に手を差し伸べるぎ、ぎ、義務が──」「お志は立派ですが、聖下が手を差し伸べられるべき相手はこの街の人間だけではありません。聖下は神の代理人として、ローマから全すべての人類を救済される義務がございます──それに付け加えるならば、たとえ聖下がこの地に残られても、実際に可能なことはほとんどないかと」

「う……」

　慇いん懃ぎんながら辛しん辣らつそのもののパウラの指し摘てきに、アレッサンドロは言葉を詰まらせた。縋るようにエステルの方へ視線を移すと、ぼそぼそと口を開く。

「ほ、ほん、本当に僕にはできることがないのでしょうか？　この街の人たちの、た、ために、なに、なにかしてあげられることは……ぼ、僕、だけ逃げ出すような真ま似ねは……」

「……残念ですが、聖下。シスター・パウラのおっしゃるとおりだと思いますわ」

　訴うつたえるような視線に気づかないふりをして、エステルは首を振ふった。背を向けているパウラの意識がこちらに集中しているのを感じつつ、ことさら冷淡に応じる。

「ここに残っていても、あたしたちにできることは何もありません。それより、無事にローマに帰って、この街の人たちのために主しゆにお祈いのりすることが、我々、神に仕える者の務めです」

「そ、そ、そんな、エステル……」

　冷静を通り越こして、無情ともいえる尼に僧そうの言葉に、教皇は愕がく然ぜんとなったようだった。何か反論しようと口を動かしているが、焦あせるばかりで声が出てこないらしい。ただ顔色だけを赤くしたり青くしたりしていたが──

「……きょ、教皇聖下！　イ、イシュトヴァーンの聖女さまも！」

　ヒステリックな悲鳴にも似た声が、アレッサンドロから反論の機会を奪うばった。

　廊ろう下かの暗がりから、まろぶように出てきたいくつかの人ひと影かげが、三人の方へと駆かけ寄ってきたのだ。

「お、お助けください、教皇さま！　どうか、お助けを！」

「──それ以上、お二人に近づいてはなりません！　何者です、あなたがたは？」

　転がるように走り寄ってきた一群の人影──数人のまだ幼い子供の手を引いた男女を〝死の淑しゆく女じよ〟の鋭するどい誰何すいかの声が打った。そのときには、尼僧服から鴛ムーン鴦ブレ鉞イドを引き出したパウラは灰色の壁かべのように闖ちん入にゆう者しやたちの前に立ち塞がっている。

「何者か知りませんが控ひかえなさい。ここはＶＩＰ専用の通路です。見たところ、この空港の清せい掃そう作業員のようですが、あなたがたごときが近づいてよいところではありません」

「も、申し訳ございません……た、ただ、教皇さまにどうか、お願いを聞いていただきたく」

　ガス灯の明かりを反射している暗器の輝かがやきより、パウラの無表情な美び貌ぼうに漂ただよう悽せい愴そうの気におののいたらしい。青せい灰かい色しよくの制服を纏まとった男女は顔を青ざめさせると、その場に土下座した。

「お、おっしゃるとおり、私どもはここで働いております者です。本来ならこんなところに入れる身分ではございませんが、きょ、教皇さまのお船がもうすぐ出港するとうかがいまして、お願いを聞いていただきたく押しかけて参りました……こ、ここにいる、うちの子どもたちを一いつ緒しよに連れて行ってはいただけませんでしょうか？」

「子どもたち？」

　男女の言葉に、エステルは目を丸くして子供たちを見やった。

　ようやく乳ち離ばなれしたような年ねん齢れいの幼児が五人、両親の陰かげに隠かくれている。まだよく状況は飲み込めていないらしいが、それでもただならぬことが起きていることはわかっているのだろう。子供なりに緊きん張ちようして息をひそめている。

　一方、必死に懇こん願がんする両親に対しても、身を硬かたくしている子供たちに対しても、パウラの振る舞まいは平等そのものだった──つまり、冷れい徹てつな拒きよ絶ぜつ。

「だめです。そのようなことは許されません」

　およそ人間味を欠いた顔を〝死の淑女〟は左右に振った。

「あなた方の行動は服務規程に違い反はんしているのみならず、教皇聖下への直じき訴そを信徒に禁じた教会法第八十七条に抵てい触しよくしています。本来ならば、官憲に引き渡わたして然しかるべき処分に処するのが妥だ当とうですが、現在は非常時ですので、それはやめておきましょう……自分たちの幸運に感謝して退さがりなさい。さもなくば、実力をもって排はい除じよします」

「そ、そんな……」

　それまで、必死ながらも一いち縷るの希望に縋すがろうとしていた夫ふう婦ふの表情に絶望の影が落ちた。それでも親としての本能だろうか。怯おびえたように裾すそを握にぎる子供たちを安心させようとその肩かたを抱だき寄せる──それを見て、エステルは決断した。

「……あたしは別にかまいませんよ、その人たちが同船されても」

　予定とは少々異なる展開だが、これも仕方ないだろう──覚かく悟ごを決めると、振り返ったパウラに向けて、ことさらぶっきらぼうに付け足す。

「どうせ、〝アイアンメイデンⅡ〟に乗るのはあたしたち三人と負傷者二人──五人だけなんですよね？　いいじゃないですか、あと七人ぐらい。子供たちだけなんてケチなこと言わないで、ご両親も乗せて差し上げましょう」

「そのように勝手なことをおっしゃっていただいては困ります、シスター・エステル」

　ことさら脳天気に喋しやべっているエステルを、パウラは静かに見み据すえた。相変わらずの無表情を保ってはいたが、どこか冷たさの増した視線で聖女を一いち瞥べつする。

「あなたと聖下の警護に関して、私には責任があります。このような部外者を船内に入れてトラブルが生じては大問題です。〝アイアンメイデンⅡ〟には、あなただけでなく、教皇聖下も乗船されることをお考えください」

「あ、ぼ、僕もかまいません！」

　まるで計ったようなタイミングのよさで教皇その人が口を挟はさんだ。舌をもつれさせながらも、〝死の淑女〟に向けて力説する。

「ど、ど、どうせ、船にまだ人が乗れるんだったら、できるだけ乗せていってあげるべきです！　それに、こ、困っている人を見捨てて、教皇と聖女が逃にげたって、し、新聞なんかが書いたら、あ、兄上や、あ、姉上たちも困る、んじゃないんですか？」

「…………」

　記録的な長なが台詞ぜりふを口にした少年教皇に対し、パウラはしばし無言であった。これはアレッサンドロの言葉を斟しん酌しやくしていたためというより、その饒じよう舌ぜつぶりに対して彼女なりに面めん食くらっていたのかもしれない。

「……わかりました」

　だが、〝死の淑女〟が司書めいた静せい謐ひつさで一礼するまで、さほどの時間はかからなかった。

「聖下のお言葉にも一理あります。しかし、彼らを連れ出すのであれば、出入国管理事務所に話をつけねばなりません……そこの方々、あなたたちは私と一緒についてきなさい。シスター・エステル、あなたは聖下を連れて、先に〝アイアンメイデンⅡ〟に乗り込んでいてください。手続きが済み次し第だい、私も参りますので」

「はい」

「よ、よ、よかった……」

　エステルが素す直なおに頷うなずき、アレッサンドロが嬉うれしげに口元を緩ゆるめたときには、パウラは靴くつ音おとを鳴らして廊下を歩み去っている。聖女と教皇にひとしきりぺこぺことお辞じ儀ぎを繰くり返した一家が、尼に僧そうに遅おくれまいと走り去ってゆくのを見送って、アレッサンドロはエステルを顧かえりみた。

「ほ、本当によかったですね……じ、じゃあ、僕たちも行きましょうか、シスター・エステル。ぼ、僕、ブラザー・ペテロたちのことが心配です。早く〝アイアンメイデンⅡ〟に乗ってしまいましょう」

「ええ……」

　パウラの背中が廊ろう下かの向こうに消え去るのをエステルは注意深く確かく認にんしていたが、それが戻もどってこないのを確かめてから、少年教皇を振ふり返った。促うながすアレッサンドロに向けて、柔やわらかな微び笑しようとともに告げる。

「そうですね、聖下は行かれてください──私はここに残ります」

「え？」

　何を言っているのだ──訝いぶかしむように眉まゆに皺しわを寄せたアレッサンドロが何か尋たずねたげに口を開閉させた。その先手を打つように、エステルは静かに説明を続けた。

「聖下をお見送りしたかったのでここまでは来ましたけど、あたし、もともとローマに帰るつもりはなかったんです……本当は乗船間ま際ぎわに逃げ出すはずだったんだけど、ちょうどいいわ。ここで失礼いたします」

「エ、エステル、そ、それはど、どういう、こ、ことですか？　ローマに帰らない？　ロ、ローマに帰らないのなら、い、いったいど、どこに？」

「どこにも行きません。あたしはこの街に残ります。残って、逃げ遅れた人たちの側そばについています……ああ、別に正気を失っているわけではありませんわ、聖下。あたしなりにじっくり考えて決めたことなんです」

　窓からは遠くロンディニウムの夜景が見えた。

　本来なら、深夜でも無数の明かりに飾かざられているはずの王都であったが、いまはぼんやりと白い膜まくがかかっているだけだ。ひたひたと夜を埋うめ尽つくしていまなお拡大を続ける極ごく微小の死神たち──暗い王都を包み込んだ一面の〝霧きり〟を睨にらみ据えると、エステルはトランクを肩かたに担かつぎ直した。

「たしかに、あたしなんかがここに残ってもできることなんてないかもしれません。だけど、できることがなくても、怯おびえている街の人々に寄り添そうことはできます……神父さまがあたしにしてくれたように」

　台詞の後半は口の中に留とどめ、エステルは背筋を伸のばした。正面から少年教皇を見つめると、いまだ呆ぼう然ぜんとしているその手を握りしめる。

「こんなあたしでも〝聖女〟として救いを求めて縋ってくれる人がいるんです。そんなふうにあたしのことを必要としてくれている人が、ただの一人でもいる限り、この王都はあたしの戦場です──尻尾しつぽを巻いて逃げるわけにはいかない。あたしの知っている多くの人たちがそうであったように、あたしはここで戦います。もう、二度と逃げたりはしません」

「エ、エステル……」

　ようやく、尼僧が何を言っているかアレッサンドロも理解したようだった。顔を紅潮させながら、こちらも背筋を伸ばして叫さけぶ。

「じゃ、じゃあ、僕も残って──」

「いけません」

　言いつのる少年をエステルはぴしゃりと遮さえぎった。手を握にぎったまま、静かに、しかし断固として首を振る。

「ここがあたしの戦場であるように、聖下には聖下の戦場があるはずです──戦う場所をお間ま違ちがえにならぬようにしてくださいませ」

「ぼ、僕の戦場？　ぼ、僕の戦う場所？」

　エステルの言葉にアレッサンドロの目が瞬しばたたいた。しばし言葉を詰つまらせていたのは、相手の言葉を彼なりに咀そ嚼しやくしていたのだろうか。顔を赤らめたまま、なにか葛かつ藤とうするように唇くちびるを嚙かみしめていたが──

「わかりました……」

　その首がこくんと頷くまでさほどの時間はかからなかった。これまでただ握られていただけの手をしっかりと握りしめながら、どこか切なげに告げる。

「ぼ、僕はローマに帰ります。でもエステル……無理はしないでください」

「ええ、聖下も。あなたもくれぐれも無理しないでください……」

　決意はしたものの、まだ迷っている──そんな顔の少年にエステルは優やさしく声をかけた。
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「そしていつかまた、お互たがい、元気に会いましょう。そのときは胸を張って、握あく手しゆしましょう。そのときは──」

「──ああ、ちょうどよかった。まだ、出港していなかったんだね」

　どこかきざっぽい声が聖女と教皇の会話を遮ったのはそのときだった。

　目をあげれば、廊下を大おお股またに歩いてきた人ひと影かげが、二人に向かってステッキを握った手を掲かかげている。

「いやあ、ひょっとしたらケイト君はもう出発してしまっているかと思ったが、なんとか間に合ったようだ」

「ワーズワース博士!?　いったいなにごとです？」

　突とつ然ぜん現れた紳しん士しにエステルは訝いぶかしげな声をあげた。

「こんなところにいらっしゃるなんて……グリニッジで〝霧〟の対策会議に出席してらしたんじゃないんですか？」

「ああ、そっちはなんとかメドがつきそうなんだ。隔離地区の援えん助じよのもとに、この〝霧〟の処理を行うということで話がまとまりかけている。ところが、タイミングの悪いことに、いささか厄やつ介かいな問題がさきほどイーストエンド地区で発生してしまってね……その問題を解決するには、〝イシュトヴァーンの聖女〟がどうしても必要ってことで、君を連れ戻しに来たんだ。脱だつ出しゆつしようとしているところを申し訳ないんだが、よかったら、ちょっと一いつ緒しよに来てくれないかね？　なに、たいして手間はとらせないよ。それが済んだら、ローマに帰ってくれてけっこうだから」

「……あたしが必要？」

　勝手と言えば勝手極きわまる紳士の言葉に思わずエステルは自分を指さした。だが、すぐに眉まゆをあげて頷うなずく。

「ええ、かまいません。必要とされているところなら、あたしはいつ、どこにでも参りますわ……連れて行ってくださいませ、〝教授〟」










　　　　Ⅱ




　腹に響ひびく爆ばく音おんが街路の向こうであがった。

　街路いっぱいに白くたちこめた夜よ霧ぎりのこちら側、石いし畳だたみの上で炎ほのおの花が咲さく。

「なんだ、あれは！　火か炎えん瓶びんなんかじゃない！」

「手グレ榴ネー弾ドだ！　連中、手榴弾まで持ってやがる！」

　かつての地下鉄駅──いまは隔離地ゲツトー区への入り口となっている階段手前に築かれたバリケードが、炎に赤く照らされた。遮しや蔽へい物の陰かげに伏ふせた兵士たちの間から、罵ば声せいがあがる。

　爆音の残ざん響きように、夜気が鳴動している。さきほどからときおり暴徒たちが投げつけてきていた火炎瓶のような、かわいい爆発ではない。明らかに手榴弾、それもおそらく軍用のものだ。

「て、撤てつ退たい命令をお願いします、提てい督とく！」

　階段前に山と積まれた土ど囊のうの傍かたわら、赤い制服を纏まとった近衛このえ兵へいが指揮官を顧かえりみた。まだ若い兵士の吊つり上がった目は、緊きん張ちようと恐きよう怖ふで血走っている。すぐ側そばで、悠ゆう然ぜんと椅い子すに腰こしを下ろしている女性将校に唾つばを飛ばして訴うつたえる。

「ご覧になったでしょう！　暴徒は手榴弾まで用意しています！　とうてい、説得の通じる相手じゃありません！　提督、一時、ここは引き上げましょう！」

「……あらあら、撤退ですって？」

　近衛兵の上じよう申しんをことさら気け怠だるげな口調で受けると、ネイビーブルーの軍服を纏った女性将校──ジェーン・ジュディス・ジョスリン海ヴアイ軍ス・ア中ドミ将ラルは生なま欠伸あくびをかみ殺してみせた。傍らに控ひかえる小こ姓しようや侍じ女じよたちが差し出すコーヒーを悠然と受け取りながら、眠ねむたげな口調で反問する。

「私わたくしたち、ついさっき、来たばかりじゃなくて？　それなのに、もう座を立つとおっしゃるの？　それって、あまりにもお客さまに失礼じゃないかしら。ええっと──」

「近衛第二連隊所属ブラックマン二等兵であります」

　苛いら立だちも露あらわに近衛兵は官姓せい名めいを申告した。

　いったい、この女はなにを悠長なことを言っているのだ──眉を逆立てたその顔は、雄ゆう弁べんに彼の内心を物語っている。なにぶん、近衛連隊は陸軍に所属していて、伝統的に海軍とは仲がいいとは言えないから、その申告がいささか上官への敬意を欠いていたとしてもそれは仕方なかったかもしれない。

　しかし、彼をはじめとする兵士たちが苛立っているのは、一時的とはいえ海軍の指揮下に編入されてしまっていることへの不満から来ているわけではなかった。まして、前方で殺気だったイーストエンドの住民たちへの憎にくしみに駆かられているわけでもない。

　軍ぐん曹そうをはじめ、このバリケードを守る兵士たちをここまで苛立たせている理わ由け──それは、彼らの背後、彼らが暴徒たちから守るように命じられた施し設せつとそこに棲すむ者たちへの恐怖に他ほかならぬ。

「ここはひとまず撤退しましょう、提督！　このままでは、無む駄だに犠ぎ牲せいを出すだけです！　あんな奴やつらを守るために、我々が血を流す必要はない！」

「撤退ねえ……それで、あなた、いったいどちらに逃にげられるおつもりなのかしら？　このまま隔離地区にあそこの方々の乱入を許せば、ロンディニウムを救う手だては無くなるのよ。そして、王都が滅ほろびればアルビオンも滅びる……そうなったら、私たち、どこにも逃げ場所なんて無くてよ」

　指し揮き杖じよう代わりの乗馬鞭むちを細い指先に弄もてあそびながら、ジェーンは物もの憂うげに背後を振ふり返った。

　階下には、やはりバリケード代わりの土囊が積まれている。それらは、この地下の住人たちが築いたものだ。その間から、白い顔がいくつか覗のぞいている。一見したところ、何の変へん哲てつもない非武装の市民たち──だが、兵士たちの恐怖は暴徒よりもむしろ、彼らが現在、命を張って守っている人々の方へ向けられていた。なぜなら、あそこにいるのは──

「──やい、兵隊ども！　てめえら、いったいぜんたい、何をやってやがる！」

　そんな兵士たちの動どう揺ようを見み透すかしたように、ヤジが投げつけられたのはそのときだった。手に手に火ひ搔かき棒やナイフ、手製の火炎瓶などで武装した群衆の間から、がらがらのダミ声がぶつけられたのだ。

「とっととそこをどきやがれ！　どいて奴らを……吸きゆう血けつ鬼きどもを引き渡わたせってんだ！　あの化け物どもがこの〝霧きり〟を操あやつっているのはわかってんだぞ！　それとも何か、てめえら、化け物どもに味方して、この街をぶっ壊こわしちまうつもりかよ!?」

　ダミ声に対して、暴徒たちは大きく頷いて賛意を示した。いや、暴徒たちだけではない。兵士たちの間からすら、共感の呟つぶやきがあがっているではないか。その光景を物憂げに見やって、ジェーンはため息をついた。傍ら、最前から一言もなく控えていた二名の男女を顧みる。

「どうやら、暴徒の皆みなさんの中に、扇動者ゴキブリさんが紛まぎれこんでらっしゃるみたいね。おまけにずいぶんと組織化されてるし……これはちょっとやそっとの威おどしでは退いていただけなさそう。ちょっと厄やつ介かいなことになるかもしれなくてよ」

「……それより、問題はむしろこちらの兵士たちでしょう？　彼らの中にも、私たちに銃じゆう口こうを向けたがっている方々がずいぶんといらっしゃるようだ」

　エリン公の指し摘てきにひっそりと応じたのは、男女のうちの男の方──線の細い、憂うれい顔の貴公子である。丁てい寧ねいに櫛くしを入れた金きん髪ぱつを搔き上げると、マンチェスター伯はくヴァージルはバリケードのこちら側で不安げに顔を寄せ合っている兵士たちに顎あごをしゃくった。

「無理もない。彼らにしてみれば、我々のような〝吸血鬼〟を守るために命を懸かけろと言われているわけですからね。むしろ先頭に立って我々に襲おそいかかってきても、私は驚おどろきません」

「けっ、そんな真ま似ねをしてみやがれ！　こいつら、全員、皆殺しにしてやる！」

　ヴァージルの発言に答えたのはヴァネッサだ。〝鬼メデユ女ーサ〟の長髪は、主人の怒いかりに感応したかのように先せん端たんをすでにもたげ始めている。鋼はがね色いろの瞳ひとみに殺気を湛たたえて、気の短い長生種は暴徒たちを睨ねめつけた。

「だいたい、なんだって俺たちがこんな奴らに手を貸してやる必要があるよ！　この〝霧きり〟でロンディニウムが全ぜん滅めつするなら、しちまえばいいじゃねえか。王都が滅びればアルビオンも滅びる？　はン、かえってせいせいすらあ！」

「……そうなったら、今後は誰だれもあなたがたのことを守ってくれなくなるのだけれど、それでもよろしくて？」

　乱暴なヴァネッサの物言いにいかにも煩わずらわしげに、ジェーンは応じた。口調こそ相変わらずおっとりしたものだったが、自分たちの会話が兵士たちの耳に届かぬよう微び妙みように声量を落としている。

「アルビオンが内戦状態になれば、誰もあなたがたにかまうどころではなくなるわ。いいえ、勇んであなたたちを狩かろうとするでしょうねえ、この暴徒たちのように……ミス・ウォルシュ、あなたがアルビオンの滅亡を寿ことほぐのも結構ですけれど、遅おそかれ早はやかれ、あなたがたご自身も滅びの歌を歌うこととなるでしょう。それでもかまわなくて？」

「かまうもんか！」

　売り言葉に買い言葉──上品なジェーンの脅きよう迫はくに対し、長生種の娘むすめは鼻を鳴らした。

「どうせ俺たちは滅びるんだ。だったらせめて、裏切者のてめえらを道連れにしてやらあ！」

「──血吸いブラツド野郎サツカーどもをぶち殺せ！」

　まるでヴァネッサの罵ば声せいに応じたかのようなタイミングで、挑ちよう戦せん的な声が暴徒たちの間からあがった。

　ときおり聞こえてくるダミ声の怪かい気き炎えんに煽あおられるように、暴徒たちが前進を開始したのだ。

互たがいに腕うでを組み、大声で喚わめき立てながら行進してくる。粗そ末まつな衣服を纏まとった暴徒たちの歩調はお世辞にも揃そろっているとは言い難がたかったが、それでも顔には凶きよう暴ぼうな殺意と暴力への渇かつ望ぼうを湛えて接近してくる。

「怪物どもを吊つるせ！」

「奴らを皆殺しにしろ！」

「俺たちの町を吸血鬼どもから守れ！」

　呪じゆ詛そめいた罵声が、石いし畳だたみで不ふ吉きつに反はん響きようした。

　一方、不吉な輝かがやきを撒まき散らしながら迫せまってくる数百もの松明たいまつを目にして、バリケード内の兵士たちは恐きよう怖ふに駆かられたらしい。早くも及および腰ごしになっている彼らと接近してくる松明とを見比べ、ヴァネッサが歯は嚙がみした。

「クソ野や郎ろうども……こっちもただじゃ殺されねえぞ！　こうなったら、一人でも多く、叩たたっ殺してやらあ！」

「やめろ、ヴァネッサ！」

　今にもバリケードを突つき破って飛び出して行きそうな妹をヴァージルが押しとどめたのは、彼女が短生種たちを傷つけることを恐おそれたためではない。妹の手に光った鉤かぎ爪づめを見た幾いく人にんかの兵士たちがとっさに銃口をこちらに向けたのに気づいたからだ。妹の腕を摑つかんだまま、傍かたわら、物もの憂うげに脚あしを組んでいるジェーンに早口に呼びかける。

「エリン公、もはやこれまでです……どうか、兵をまとめて撤てつ収しゆうなさってください。我々は独自に我々の命を守る行動に出ます」

「ふむ。残念ですけど、どうやら、それしか方法はないみたいですわね」

　相変わらず気け怠だるげに──その実、歯嚙みするほどの失望を抱いだきつつ、ジェーンは長生種に応じた。

〝独自の行動に出る〟というのは、長生種たちが実力をもって暴徒たちに抗こう戦せんするという意味に他ほかならぬ。数では圧あつ倒とう的な不利にあるとはいえ、地上最強の生物である長生種たちなら、この程度の暴徒を蹴け散ちらすのはわけもあるまい。だが、そうなればもはや〝霧〟の排はい除じよ手段を共同で模も索さくするなどという悠ゆう長ちようなことは言っていられなくなる。ロンディニウムの壊かい滅めつは、確定的となろう……

　軽く目を閉じて、エリン公が不吉な予測を思いめぐらせていたそのとき。

〈──やめなさい、あなたたち！〉

　空から降ってきたのは、澄すんだ少女の声と甲かん高だかい爆ばく音おんだった。

　とっさに目を上げたジェーンの視界に、霧のスクリーン越ごしに流星のような光の帯が飛び込んでくる。いや、あれは流れ星などではない。まったく非常識な話だが、どうみても大型の乗用車──それも黒くろ塗ぬりのセダンが、車体後方から炎ほのおを噴ふき出して空を飛んでいるのだ。

「あれはワーズワース博士の……どうやら、間に合ったようね、シスター・エステル」

　ほっとエリン公がため息をつく間にも、空飛ぶセダンは狭せまい石畳に着陸態勢に入っていた。エアブレーキを勢いよく射出すると、悲鳴をあげて道を開ける暴徒たちの間を搔かき分けるように強行着陸する。そのまま細い道を焦こげ臭くさい臭においをあげながらたっぷり百メートルは疾しつ走そうして、ようやく停車する。

「──まったく、あなたたち、こんなところで何をやってらっしゃるんですか!?」

　タイヤの焦げる匂いを撒き散らすセダンの助手席から降り立った少女は、開口一番、暴徒たちに向けて言い放った。

　何百人はいようかという群衆を叱しかりつけたその声は、この小こ柄がらな体のどこから出ているのだろうと思わせるほど大きく、しかも澄んでよく通るものだった。娘は背筋をぴんと伸のばすと、上品に淹いれた紅茶を思わせる赤毛の下、力強い光を宿した青金ラピス石色ラズリの瞳ひとみで人々を睨め付けた。

「この街を襲おそっている危機については、皆みなさん、聞いているはずでしょう!?　それなのに、こんなところで何を遊んでらっしゃるの！　避ひ難なんはどうしたんですか！」

「シ、シスター・エステル……聖女さま……」

　小柄な少女の言葉に、気け圧おされたように群衆が後ずさった。彼らの顔は、最前、吸ヴア血ンパ鬼イアたちに敵意をぶつけていたときとはまるで人が違ちがったかのように毒気を抜ぬかれている。まるで、悪戯いたずらを母親に見つかった子供のようにばつが悪げな顔を石畳に伏ふせる。

　そしてそれはまた暴徒たちに限ったことではなかった。

「あの子……いったい、何があったのかしら？」

　これまた啞あ然ぜんとしたような表情を隠かくせぬまま、ジェーンは独りごちた。

　王宮で見た少女とはまるで人が違っているかのような凜り々りしさだ。これが本当に、メアリに裏切られて嘆なげき、ウィンザー城の礼拝堂、神父の遺体の前でべそをかいていた小こ娘むすめと同一人物なのだろうか？

　一方、〝カラミティ〟ジェーンが刮かつ目もくしている間にも、〝聖女〟の叱しつ咤たは続いていた。ばつ悪げに後ずさっている群衆を前に、悪戯っ子を叱りつけるように怒ど鳴なりつける。

「いま、この街はとんでもないことになっていることはご存じですね？　もちろん、私たちはそれをなんとか防ごうと努力しているところですが、正直、まだどうなるかわかりません。だから、あなたたちには軍と警察の誘ゆう導どうに従って、市外に脱だつ出しゆつするように指示が出ていたはずなのに……こんなところで、いったい、何を揉もめてらっしゃるんですか！」

「……ヴァ、吸ヴア血ンパ鬼イア退治でさあ、聖女さま」

　聖女の詰きつ問もんに辿たど々たどしく答えたのは、叱りつけられた暴徒たちの最前列、ひときわ体格のいいスキンヘッドの大男だった。ジェーンの記き憶おくでは、たしか、ふだんはスラムで博ばく打ちの元もと締じめをやっている札付きの悪ワルだ。その体格のよさは人間と言うよりは冬とう眠みん前の熊くまに近い。そんな巨きよ漢かんが、自分の半分ほどもない小娘に一いつ喝かつされて肩かたをすくめている姿は滑こつ稽けいを通り越こして微笑ほほえましくすらある。

「こ、この〝霧きり〟を撒まき散らしている吸血鬼どもを退治して、俺たちの街を救おうと思って……そう思って、みんなで相談して集まりました」

「〝霧〟を撒き散らしている？　隔離地区が〝霧〟を撒き散らしているですって!?」

　スキンヘッドの言葉を、エステルはさも意外なことを聞いたと言わんばかりに繰くり返した。相手の言葉をまず聴ちよう衆しゆうに印象づけてから、やおら反論に転ずる。

「いったい、誰だれがそんなことを言ったの？　だいたい、この〝霧〟が彼らの手で撒かれたものなら、なぜ、彼らの住居にまでこうやって広がってるんです？　おかしいじゃないの……いったい、誰？　そんなこと言い出したのは？」

「お、俺じゃないっす！」

　慌あわててスキンヘッドは首を振ふった。彼の周囲の群衆も自分は違うと首を振りながら、互たがいの顔を見合わせている。一人も名乗り出てくるものはいない──それを確かく認にんして、エステルは腰こしに手をあてた。

「では、改めて皆さんに言っておきましょう。この〝霧〟と隔離地区はまったく無関係です……少なくとも、隔離地区の皆さんがばらまいたものではありません」

　両腰に手をあてたまま、エステルは静かに胸を張った。自分の声が全員によく通るよう、無意識に計算しているらしい。軽く背伸びをしながら、群衆の後方に向かって告げる。

「まだ詳くわしい正体はわかっていませんが、この〝霧〟は大昔の技術で作られた兵器が暴走している疑いが濃のう厚こうです。これから、あたしたちアルビオン当局は〝霧〟の弱点を探しだして、それを除去します。その作業を短時間で終わらせるために、あたしたちは隔離地区の手を借りようと思っています」

「隔離地区の……吸血鬼どもの手を借りるだって!?」

　暴徒たちの間から、意外げなどよめきがあがった。中でもひときわ目立ったのは、ガラガラに嗄しわがれたダミ声だ。叫さけんでいる男の顔こそ見えなかったが、驚おどろいたように顔を見合わせている群衆に向かって、煽あおるように怒鳴る。

「聞いたか、みんな!?　よりによって、聖女さまが、吸血鬼と手を組むだなんておっしゃってるぞ！」

「な、な、なんてことをおっしゃられるんです、聖女さま！」

　驚きよう倒とうする一同を代表するように、スキンヘッドが唾つばを飛ばした。いかつい顔をちぎれんばかりに左右に振って喚わめく。

「気でも狂くるわれましたか！　あ、あそこにいるのは人類の敵──吸血鬼です！　そんな奴やつらと手を組むなんて……」

「──あそこにいるのが、人類の敵だなんてこと、誰から聞きましたか？」

　身長にして四十センチ以上、体重なら四倍ほどはありそうな巨漢をじっと見上げたまま、エステルは目を逸そらさなかった。一言一言、気き迫はくという鏨たがねを使って相手の魂たましいに彫ほりつけるかのように口を開く。

「あなたたちと彼らは、つい昨日まで、この街で共存していたんじゃないですか……弱い者同士、肩を寄せ合って暮らしてたんじゃないですか。それなのに、今日はいきなり〝敵〟扱あつかいするなんて。本当にあなたは彼らのことを〝敵〟と思っているんですか？」

「だ、だけど、あいつらは吸ヴア血ンパ鬼イアで……人類の敵で……」

「人類の敵？　いったい誰がそんなこと決めたの!?　教皇庁？　女王陛下？　それとも新聞？　他ほかの誰かに言われたから、そんなふうに思いこんでるだけじゃないの？　本当にあなたはちゃんと自分の頭で考えてから、あの人たちのことを憎にくんでいますか？　だいたい、あなたたちとあそこの人たちの間に、何か、憎みあわなくちゃいけない事件が起きてるの!?」

「そ、それは……その……」

「……あたし、これまでにたくさんの憎しみを見てきたわ」

　ばつ悪げに顔を伏せたスキンヘッドを、エステルはそれ以上、糾きゆう弾だんしなかった。

　ただ、辛つらい記憶でも呼び起こしているように胸の前で手を組むと、瞑めい目もくしたまま、祈いのりの文句でも呟つぶやくように語りかける。

「そう、あたしはいっぱい憎しみを見てきました。冬の街で、熱砂の砂さ漠ばくで、黄昏たそがれの都で、そしてこの霧の王宮で……あたしが見た憎しみはもう、手の施ほどこしようがないものばかりで、どちらかが滅ほろび去ることでしか終わらせる方法はなかった。でも、ここにはまだ、そんな憎ぞう悪おはないわ。ただ、あなたたちは憎みあわなくちゃいけないって思いこんでるだけ──違ちがいますか？」

「う、いや、俺たちは……俺たちはその……」

　再び開いた尼に僧そうの瞳ひとみは、スキンヘッドだけでなく、詰つめかけた群衆全員を真正面から見つめていた。青金ラピス石色ラズリの瞳に見み据すえられ、群衆は一人の例外もなく、ばつ悪げに目を伏せた。特に真っ赤にした顔でしどろもどろ言い訳したのは最前列のスキンヘッドだ。

「俺たちはただ、怖こわかっただけで……別にここの連中が憎いとか、そういうわけじゃなかったんでさ。ただ、どうしようもなく不安で……金持ってる連中はこの街から逃にげ出しても食ってけるけど、俺たちはここを離はなれたら、それこそ野垂れ死ぬしかねえ。だから……」

　だから、自分たちより弱い者に矛ほこ先さきを向けたのね──とは、エステルは言わなかった。ただ黙だまって頷うなずくと、しょげ返った男たちに神の託たく宣せんのように断固とした調子で命じただけだ。

「いいわ。それなら、あなたたちにはこの〝霧〟を取り除く手伝いをしてもらいます。この街を離れて生きられないというなら、自分たちの街を──自分たちの家を自分たちの手で守りなさい」

「お、俺たちの手で？」

　いったいどうやって？

　強ごう引いんを通り越こして、むちゃくちゃな暴言を吐はき出した聖女を、群衆はあっけにとられたように見返した。その後方で、小太りの影かげが一つ、自分たちの間から離れて物もの陰かげに潜ひそんだことにも気づかない。いったい、この娘むすめは何を言い出すのかと言いたげにエステルを見つめている。

　それを余よ裕ゆうたっぷりに見返し、エステルは頷いた。

「これから、あたしたちが〝霧きり〟の除去作業を行います。でも、この〝霧〟を撒まき散らした人たちがその邪じや魔まをするかもしれない……あなたたちは、その妨ぼう害がいから除去作業を守るの」

「こ、この霧を始末できるんですかい、聖女さま？」

　スキンヘッドはすがるように聖女に問うた。

「いったい、どうやって？」

「その方法はこれから探します。こちらのワーズワース博士と……隔離地区のみんなの力を借りて」

「ゲ、隔離地ゲツトー区の連中だって!?」

　エステルの言葉に、群衆の間から一いつ斉せいにどよめきがこぼれた──〝隔離地区のみんな〟というのは、つまり吸血鬼どもではないか。奴らの力を借りる!?

「そうです。あの人たちが、あたしたちに力を貸してくれます。そして、あなたたちがあの人たちを守るの……それが、あなたたちの街を守ることに繫つながります。それこそが、あなたたちのいま為なすべきことです」

　呆ぼう然ぜんと〝聖女〟の言葉を繰くり返した大男に、エステルは力強く頷きかけた。我知らず膝ひざを折っていた男の肩かたに手をかけると、今度は、固かた唾ずを吞のんでやりとりを見守っていた群衆に向かって呼びかける。

「さあ、時間がありません！　納なつ得とくしたら、このままエリン公のご指示に従って、除去作業の警備にあたってください！　とりあえず、代表者はここにいらっしゃる……ええっと、あなたのお名前は？」

「ブロディって言いやす……〝ブロ金ンデ髪ィの〟ブロディ。昔はちゃんと髪かみが生えてたんで」

　恥はずかしげにスキンヘッドを撫なでると、大男は素す直なおに頷いた。いかつい顔ではにかむように笑っている表情は、まるで子供のようだ。どうやら、〝聖女〟に近づいた者は、多かれ少なかれ、こうなるものらしい。それは思想や雄ゆう弁べん術などとは違ちがう、一種の人格的影えい響きよう力──カリスマというものであったろうか。

「そう、じゃあ、ブロディさん。とりあえず、こちらの皆みなさんの仕切りはあなたにお任せしました……エリン公、マンチェスター伯はく、あとの実務的なことはお任せしてもよろしいでしょうか？」

　半ばあっけにとられたように情景を見ていたジェーンを振ふり返り、エステルは少しだけ恥ずかしげに笑った。

「マンチェスター伯にはワーズワース博士と協力して、この〝霧〟の除去方法を探さぐって頂くとして、エリン公には引き続き警備をお任せしてかまいませんか？」

「ええ、任せてちょうだい……それにしてもすごいわね、シスター・エステル。いいえ、プリンセス・エスター」

　豪ごう奢しやな巻き毛を子供のように指先でいじりながら、アルビオンきっての大貴族はうっとりとため息をついた。

「よくもまあ、あの野や蛮ばんな連中を子犬みたいに手なずけてしまえたこと……たいしたものだわ」

「いえ、あたしはただ、思ったことをそのまま言っただけです。みんなが納得してくれてよかったです」

　賛さん嘆たんに対して、はにかむような笑え顔がおで答えるとエステルはきっと〝霧〟に向かって顔を上げた。乳白色の破は壊かい者たちは、相変わらずゆったりと渦うず巻まいている。普ふ通つうの霧に比べていくぶんか青白い光を放つ蒸気のスクリーンは、どこか幻げん想そう的で美しくすらある。だが、こうしている間にもこれらは静電気を蓄たくわえ、数時間後の放出に向けてカウントを刻み続けているのだ。悠ゆう長ちようなことはやっていられない──果たして間に合うだろうか？

「とにかく、もうあたしたちには時間がありません。なんとしてでも、この〝霧〟を除去する方法を見つけないと──」

「──いいや、どうやってもこの街は救われねえよ」

　がらがらに嗄しわがれたダミ声は、エステルの側方、スキンヘッドの大男の方向から聞こえた。

「夜明けと同時に、この街は焼け野原だ。そしてこの街のくそったれた連中もな。だが、その前に……せっかく人が苦労して起こした騒さわぎをフイにしてくれたお礼だ！　まずは貴様から死にやがれ、小こ娘むすめ！」

「あ、危ない、シスター・エステル！」

　スキンヘッドの大男の背後から湧わき出した小太りの中年男の姿に、最初に反応したのは、エステルのすぐ側そばに立っていたヴァージルだった。硝しよう酸さん銀ぎんのせいで感覚が鈍にぶくなっているとはいえ、さすがに長生種である。腰こしの長ちよう剣けんを抜ぬくと、突とつ進しんしてくる男めがけて突つき込む。

「へっ……邪じや魔まだ、化け物！」

　突進してくる中年男──トッド・カニンガム兵長の唇くちびるが禍まが々まがしく吊つり上がった。そのときには、ヴァージルが突き込んだ刃はは異様に甲かん高だかい音をあげて折り砕くだかれてしまっている。

「[image: ]オメガ─・チＴタニｉウムが……しまった、高周波ブレードか!?」

　敵の凶きよう器きの正体に気づいたヴァージルが美び貌ぼうを歪ゆがめたときには、トッドは逆手に大振りのジャックナイフを構えて跳ちよう躍やくしていた。異様に甲高い音をあげて振しん動どうする刃を、とっさのことに声もない聖女めがけて突き出す。

「くたばんな、聖女さま！」

「……けっ！　させるもんか、ガマガエル！」

　柄がらの悪い女の声とともに横あいからトッドを襲おそった攻こう勢げきがエステルの命を救った。

　文字通り、髪の毛ほども細く、鋼はがねよりも硬かたい無数の針が、側方から小男に飛来したのだ。しかし、トッドの全身は生体強化された特とく殊しゆ皮ひ膚ふに覆おおわれている。弾だん性せいに富んだコラーゲンと剛ごう性せいを備えた角質層が、ほとんど全すべての髪針を弾はじき返す──たった二本を除いて。

「はがあああっ！」

　世にも恐おそろしい絶ぜつ叫きようをあげて小男がのけぞった。

　唯ゆい一いつ、生体装そう甲こうから露ろ出しゆつした急所──両眼に二本の針が突き立っている。が、視力を失ってなお、トッドは脚あしを止めなかった。ややその勢いを減じながらも、エステルにナイフを繰くり出すが──

「──退さがっていたまえ、シスター・エステル」

　落ち着いた声とともにエステルの前に立ち塞ふさがった〝教授〟のステッキが、眩まばゆい光を吐はき出した。

　アセチレンの炎ほのお──一千度を超こえる劫ごう火かを浴びては、いかに生体強化された肉体も耐たえられまい。生きた松明たいまつと化した短たん軀くは断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうをあげながら石いし畳だたみに転がった。肉の焦こげる臭においを撒まきつつ、狂くるったようにもがく。だがそれも、ジェーンに命じられた兵士たちが水みず桶おけを担かついでようやく駆かけつけてきた頃ころには、ほとんど活動を停止してしまっていた。

「……よう、だいじょうぶだったかい、聖女さんよ」

　あまりにめまぐるしい出来事に硬こう直ちよくしたままのエステルにふて腐くされたような声がかかった。聖女の命の恩人──ヴァネッサはさも煩わずらわしげに金きん髪ぱつを搔かき上げると、虫の息で転がっているトッドを用心深く見下ろしたまま、背中だけで安否を問うた。

「あんまり、ぼおっとしてんじゃねえよ。演説もけっこうだけどよ、中には理り屈くつなんて通じねえ奴やつもいるんだ……もっと用心した方がいいぜ。あんたら、ただでさえ、寿じゆ命みようが短いんだしよ」

「あ、ありがとう、ヴァネッサさん……」

　ようやく動き出した声帯を不器用に操あやつって、エステルは辿たど々たどしく謝辞を述べた。命を狙ねらわれたことよりも、自分を助けた相手に驚おどろいているらしい。相変わらず目を丸くして尋たずねる。

「で、でも、どうしてあたしを助けてくれたの？　あなた、あたしのこと嫌きらってたんじゃ……」

「てめえは利用価値があるからな」

　不ふ機き嫌げんげに鼻を鳴らすと、ヴァネッサは革かわジャンの襟えりを立てた。瀕ひん死しの暗殺者をつま先でひっくり返しながら、ふて腐れたように答える。

「いろいろきれい事ばっかり口にしてるのは気にいらねえが、それでもメアリよかはなんぼかマシだわな……よう、起きな、ガマガエル。てめえ、確か、メアリの手下だったな？」

　髪かみ針ばりを浴びて瀕死の強化歩兵を覗のぞき込み、長生種の娘むすめは無む慈じ悲ひに尋ねた。

「くたばる前に、一つぐらいいいことしていけ……メアリはどこだ？　あの女はどこに隠かくれてやがる？　この霧きりはあの女の仕し業わざか？」

「く……くへへ……ばーか、誰だれが貴様らなんかに話すもんかよぉ……あの人は……メアリさまは俺たちの女王さまだ……」

　焼け焦げた凶きよう相そうを醜みにくくひきつらせ、トッドは嗤わらったようだった。高熱にほとんど焼け落ちてしまった唇を苦労して動かすと、見えない目でエステルを見上げてせせら笑う。

「くへ、王女さま、あんた別べつ嬪ぴんさんだなあ……俺たちの女王さまも別嬪だが、あんたもかわいいや……あんたに忠誠を誓ちかう奴は、これからどんどん増えていくんだろうなあ……でもな、まだ安心するには早はええぜ？　まだ、地方には俺たちの味方がごまんといるんだ。いま、俺たちの女王さまがそういう奴らを呼び寄せている……小娘、貴様もじきに……終わり……」

「──いかん、離はなれたまえ！」

　いまにも力尽つきようとしたトッドの瞼まぶたが落ちる瞬間、鋭するどい警告の声を発したのは、注意深い表情で悪態に耳を傾かたむけていた〝教授〟だった。手にしたステッキをパターのように振ふると、トッドが手の中に握にぎっていた金属筒とうを弾き飛ばす。金属筒はグリーン上のゴルフボールのように転がると、たまたま開いたままだったマンホールへと落ちた──次の瞬間、大だい音おん響きようとともに炎と煙けむりが噴ふき上がる。

「任務に失敗して自じ爆ばくするつもりだったのか……いや、最初から、自殺覚かく悟ごで襲しゆう撃げきをかけてきたのかね」

　爆風からエステルとヴァネッサを庇かばいながら、〝教授〟はため息をついた。

「まあ、敵とはいえ、主君には忠実な兵士だったわけだ」

「……へっ、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってていいのかよ、おっさん」

　突とつ然ぜんの王孫女暗殺劇と爆発に、兵士や群衆は蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎになっている。それを忌いま々いましげに見やって、ヴァネッサが鼻を鳴らした。足あし下もと、かっと目を見開いたまま事切れているトッドの顔から自分の髪針を引き抜くと、瞼を閉じてやりながら毒づく。

「このガマガエル、最後までメアリの居場所を吐はかなかったぜ。せっかく、手がかりがゲットできそうだったってのによ」

「いや、そうでもない。彼は我々に数多くの手がかりを残して逝いってくれたよ」

　顎あごを撫なでると、〝教授〟は思し慮りよ深い老妖よう精せいのような表情を口元に溜ためた。黒くろ焦こげの遺体を調べながら、見識を開かい陳ちんする。

「諸君、彼が最さい期ごになんと言ったか思い出したまえ。〝いま、俺たちの女王さまがそういう奴らを呼び寄せている〟──そう、スペンサー大たい佐さはまだこのロンディニウムかその近きん郊こうに潜せん伏ぷくしているということだよ。そして、地方の部隊を召しよう還かんするためには遠えん距きよ離り無線が必要だ。ロンディニウム近郊で、〝霧〟に無線機を潰つぶされなかった施し設せつ……エリン公、どこかお心当たりはありませんかな？」

「……そういう場所には二カ所ばかり心当たりがあってよ」

　濡ぬれたように輝かがやく唇くちびるに指を当ててジェーンは考え込んでいたが、すぐに顔をあげた。

「一つは、グリニッジの海軍基地……いま、私たちが根城にしているところね。そしてもう一つはロンディニウム市街の西郊──」

　ジェーンの台詞せりふも半ばに、エステルがはっと顔をあげた。相手の言葉のその先に思い至ったらしい。だが、緊きん張ちように青ざめた尼に僧そうの顔色に気づかぬまま、エリン公はその地名を口にした。

「ヒースロー空港のさらに西二十キロ──ウィンザー城よ」




　ロンディニウムの西方三十キロ──テムズ川を見下ろす小高い丘おかがある。

　この防衛にもよし、万が一の避ひ難なん所にも適している要害を、ロンディニウムの支配者たちが見み逃のがすはずもない。かつて大陸からこの地方に来らい寇こうした征せい服ふく王は、ロンドン塔とうを建てたガンダルフ司教に命じて、丘の上に天守閣を築かせた──いわゆるウィンザー宮きゆう殿でんの始まりである。

　その後、この要よう塞さいの周囲には街が生まれ、テムズを挟はさんで対岸に名門高校イートンが出来ると、そのキャンパスを取り込む形で市街地は拡ひろがっていった。いまでは、ウィンザーといえば、離り宮きゆうを指すと同時にロンディニウムの衛星都市そのものを示す固有名詞となっている。

「……やはり城内には誰もおりません、イクス神父。まるで廃はい墟きよのようだ」

　霧の欠片かけら一つない夜の中、銀月の光を浴びて中庭に佇たたずんでいた神父に報告したのは、駆かけ戻もどってきた護衛官の一人だった。

　安全装置を掛かけ直した拳けん銃じゆうをショルダーホルスターに収めながら、国務聖省に所属するＳＰは薄うす気き味み悪わるげに石造りの城じよう塞さいを仰あおぎ見た。方形の中庭を囲むように立ち並んだ建物は墓場のように静まりかえっており、人の気配はまるでない。いや、人の気配がないのはなにもこの中庭に限らなかった。王都防衛の要かなめたるウィンザー城内から人ひと影かげが完全に消えていたのだ。

　ヒースロー空港からこの場所に来る途と中ちゆう、道路が事故車で塞ふさがっており、思わぬ時間を食ってしまった。あるいはその間に反乱軍の急きゆう襲しゆうでも受けたのだろうか？　もしくは王都の異変に駐ちゆう留りゆう部隊が出で払はらってしまったのか──だが、城内のいずこにも争ったような形けい跡せきは見られなかった。また、たとえ駐留部隊が出動していても留守ぐらいは残しているはずだろう。しかし、城のいずこにも兵士の姿はない。門の側そばにある衛兵詰つめ所からして、ランプの下で湯気をあげているコーヒーカップだけ残してもぬけの殻からとなっている。

「──卿きようらはここで待機していろ。警けい戒かいは怠おこたるな」

　異様な雰ふん囲い気きに吞のまれているＳＰたちに平板な声で命じると、トレスは中庭の一角、背の高い聖堂チヤペルに足を向けた。

　ゴシック様式も古めかしいあの建物は聖ジョージ礼拝堂──ウィンザー宮殿の主聖堂だ。

　エステルの話によれば、あそこにアベルの遺体は安置されているらしい。だが、当面の問題はそんなことではなかった。城中にまったく人気がなく、照明すら完全に落ちているにも拘かかわらず、あの礼拝堂の窓からはさっきから明かりが漏もれているのだ。誰だれか、人がいるのだろうか？

「──誰かいるのか？　いるのであれば、申告を」

　短く発した質問に答えが返ってこないのを確かく認にんして、トレスは扉とびらを押し開けた。軋きしみをあげて開いた観音開きの扉の向こうに足を踏ふみ入れたときには、その両手にはＭ13の銃身が鈍にぶい光を放っている。

「生体バイタル反応マークス走査キヤン・開始スタート──終フイニ了ツシユ。反応無ネガテしイヴ」

　およそ人気のない堂内を、機械化歩兵は無感動にガラスの瞳ひとみで見み渡わたした。

　堂内には煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。かすかに揺ゆらぐ炎ほのおを戴いただいた数十もの燭しよく台だい。それに照らされた正面祭さい壇だんには聖餐パンと葡萄酒ワインが端たん然ぜんと並べられている。一方、頭上に掲かかげられた十じゆう字じ架かから虚うつろな目で無人の堂内を見下ろしているのは、銀製の御み子こ像だ。並べられたベンチにはたった今の今までミサが行われていたかのように、多くの人々の残留熱反応さえ残っている──にも拘わらず、人の姿だけがまったく見あたらない。

「『主は霧きりの中に滴したたり出いでて雨となるに、雲はこれを降らせて人々の上へと注ぐ』──ヨブ記三十六章二十七節」

　Ｍ13の光条照レーザー準器サイトで目に付いた場所を片かた端はしからポイントしながら、トレスは説せつ教きよう壇だんに近づいた。広げられたままになっていた聖典に目を落とす。ヨブ記には栞しおりが挟まれたままになっており、これを読んでいた司祭は、城内の他の者たち同様、ミサの最さ中なかに突とつ如じよなにごとか思い立って礼拝堂を出て行ったかのようだ。だが、ミサの途中で司祭が立ち去るなどありうることだろうか？

　生きている者、もしくはその痕こん跡せきを求めて頭こうべを巡めぐらせていたトレスであったが、ふと背後に視線を向けたところで瞳の動きを止めた。祭壇の側、目立たぬよう安置されていた物体に視線を注ぐ。

「〝アベル・ナイトロード〟……これか」

　金糸と銀糸で縁ふち取どられた布きれがかけられた粗そ末まつな棺ひつぎ──その蓋ふたに彫ほられていた死者の名をトレスは無表情に読み上げた。簡素で何の飾かざりも施ほどこされていない杉すぎ材ざいの棺かん桶おけはまだ新しいものだったが、すでに蓋は厳重に閉められ、釘くぎと封ふう蠟ろうで封印されている。

　無表情に死者の名を口にした機械化歩兵は、機械的な歩調で棺に近寄った。棺の周囲にブービートラップの類たぐいがないことを確認して、改めて棺を見下ろす。

　しかし、トレスは棺そのものには手を触ふれようとしなかった。代わりに懐ふところから取り出したのは、魔ま法ほう瓶びんほどの大きさの円えん筒とうだ。

「〇マル四ヨン〇マル〇マル。これより、ミラノ公による最優先課題を処理する──作ミツシ戦ヨン・開スタ始ート」

　相変わらず抑よく揚ようのない声でそれだけ口にすると、小こ柄がらな神父は筒つつの蓋を開けた。

　ステンレス製の円筒からは、かすかに生なま臭ぐさい臭においが漂ただよっていた──鉄てつ錆さびにも似た独特の臭しゆう気きは、鋭するどい者ならばすぐに血の臭においと悟さとっただろう。しかし、トレスはそんなことも頓とん着ちやくしない様子で、筒を同どう僚りようの棺の上で傾かたむけた。細くなった筒の口から、ねっとりと赤い液体を棺に注ぐ──

〈我が城にようこそ、〝聖女〟のイヌよ〉

　ややひび割れた機械音声が堂内に響ひびき渡わたったのは、液体が棺に染しみを作った、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　計ったようなタイミングの良さに思わず上がったトレスの視線の先にあったのは、十字架にかけられた御子の像だ。ちらつく炎の照り返しのせいか、邪じや悪あくな笑えみを浮うかべて見える彫ちよう像ぞうはせせら笑うかのように機械化歩兵に告げた。

〈確か、派は遣けん執しつ行こう官とか言ったかな？　王孫女に、いいや〝イシュトヴァーンの聖女〟に命じられて私を殺しに来たのか？　それとも、シスター・パウラあたりが、反ほ故ごになった密約の口くち封ふうじに送りこんできたのかな？〉

「動体反応を感知、距きよ離り三二〇・八センチ──下か」

　無表情に呟つぶやいたトレスが拳銃を握にぎったまま跳とびすさったのは、その足あし下もとの床ゆかが大きく盛り上がったのとほぼ同時だった。直後、漆しつ喰くいと煉れん瓦がの塊かたまりが火山の噴ふん火かのような勢いで床から噴ふき上がっている。いや、地上に出現したのはそれだけではない。持っていた円筒を瓦が礫れきに叩たたき落とされ、やむなく後ずさるトレスの視界を塞ふさぐように立ち上がった、身長三メートルあまりの巨きよ影えいがある。

〈さきほどは世話になったな、イクス神父〉

　鮮あざやかなネイビーブルーに装よそおった機体正面に有翼グリフ獅子オンの紋もん章しようを打ち出した大型動甲冑スーツ──アルビオン海兵隊装甲歩兵大隊制式動甲冑〝バスタード〟の単眼が冷え冷えと瞬またたいた。無言のままこちらを見上げている神父と、彼の足下に赤い水みず溜たまりを拡ひろげている円筒を悪意を籠こめて見み据すえながら、低く含ふくみ嗤わらう。

〈あのときはご挨あい拶さつもできず、失礼した……私はアルビオン海軍海兵隊第四十四連隊のメアリ・スペンサー大たい佐さだ。以後、見知りおくがいい〉

「装甲歩兵一を確認。常じよう駐ちゆう戦術思考を殲滅ジエノサ戦仕イド・様モードで起動──戦コンバ闘ツト・開オー始プン」

　名乗りとともに抜ばつ刀とうされた軍刀サーベルが燭台の明かりを反射したときには、機械化歩兵もまた、鉄と火薬の宴うたげを開かい催さいしている。両りよう腕うでに握られたＭ13〝ディエス・イレ〟の銃じゆう口こうが連続して炎を噴き出し、落ちかかってきた軍刀の軌き道どうを力ちから業わざで逸そらした。

「──〇・二二秒遅おそい」

　床に巨大なクレバスを穿うがった軍刀を引き抜ぬいている動甲冑から後退しながら、トレスは空になった弾倉マガジンを銃把グリツプから排はい出しゆつした。薬室には一発残してある。袖そで口ぐちから飛び出した強装弾だんの弾倉が銃把に飛び込むと同時にダブルアクションでトリガー。左右各九発の銃弾を微び妙みように弾道を逸らして巨人の顔面へと叩き込む。狙ねらいは動甲冑頭部──兜かぶと型のバイザーに守られた単眼モノアイだ。

〈ふん、さすがにやる……！〉

　ようやく自由になった剣けん身しんでかろうじて銃弾を弾はじいた動甲冑が、感かん嘆たん半分苛いら立だち半分に呟いた。その右腕の装甲板は強装弾の直ちよく撃げきを受けて吹ふっ飛んでしまっていたが、まだ操縦者には含み笑いする余よ裕ゆうがあるらしい。弾倉を再交こう換かんしている機械化歩兵を、毒気を籠めて揶や揄ゆする。

〈昨日の〝壊かい滅めつ騎き士し〟といい貴様といい、教皇庁にも人材は揃そろっているらしいな……だが、アルビオンの女王に剣を向けるには、少々、力不足だ！〉

「……敵ターゲ影ツト失・ロ探スト」

　再び銃口を向けたトレスの仮面じみた顔が、このとき、やや色を失ったように見えた。

　敵がいない──目前からあの巨大な動甲冑が消えてしまっていた。だが、いったいどこに行ったというのか？　半はん瞬しゆん前まで確かに目の前にいたあの巨人は何かの幻まぼろしだったとでもいうのか？

「これは不可視化迷めい彩さい……否ネガテ定イヴ、加アク速セラ機レー関ターか」

　戦せん闘とう演算システムが圧アーカ縮イブ情・デ報ータから眼前の状じよう況きようへの推論を導き出したのと、機械化歩兵が横跳びに跳ちよう躍やくしたのはほぼ同時だった。百五十キロの重量でベンチの一つを圧あつ壊かいして着地すると、躊ちゆう躇ちよ無く瞬前まで自分の体のあった空間を無む作さく為い射撃で薙なぎ払う。弾雨で薙ぎ払われた空間には何も見えなかったが、弾丸は透とう明めいの壁かべに遮さえぎられたように弾かれ、無数の火花をあげた。

〈……ほう、よく避よけた〉

　トレスの体のあった空間──そこに、火花に包まれ、幻のように出現したネイビーブルーの巨人は感心したように笑って見せた。装甲歩兵が体前に立てた軍刀にはマッシュルームのようにひしゃげたＭ13の五一二マキシマ弾が貼はり付いている。切っ先を振ふってそれを払い落としながら、動甲冑は単眼を悪意に輝かがやかせた。

〈だが、イクス神父……次はない！〉

　再び動甲冑が消失した。

　次の瞬間、その巨きよ体たいはトレスの背後に忽こつ然ぜんと現れている。眼下に敵を見下ろした動甲冑は、いまだ背中を向けている神父の頭上へ、軍刀を拝み撃うちに振り下ろした。

〈もらったあっ！〉

「否ネガテ定イヴ──〇・一七秒遅おそい」

　刹せつ那な、トレスの腕うでだけが人間にはありえぬ角度で旋せん回かいした──肩かた越ごしに跳はね上がった二つの銃口は軍刀を握にぎる指に狙いを定めている。落ちかかってくる刃やいばが目に入らぬもののように、殺人人形は無表情に引き金を引いた。
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〈は……くっ！〉

　悲鳴にも似た女の声に、金属の弾ける甲かん高だかい異音が重なった。

　マニピュレーターは、装甲の塊かたまりと言うべき動甲冑においてもっとも繊せん細さいな場所の一つである。そこを撃ち抜かれた鉄の巨人が軍刀を取り落としたのだ。重々しい音をあげて白はく刃じんが石いし畳だたみに突つき刺ささったときには、滑すべるように移動したトレスの銃口は動甲冑の胸部──操コク縦ピツ槽トハッチの細い間かん隙げきを正確にポイントしている。

〈しまった！　まず──〉

「──し、神父トレス、いまの音はいったいなにごとですか!?」

　入り口の扉とびらが勢いよく開け放たれたのは、Ｍ13が動甲冑スーツ最大の弱点めがけて炎ほのおを噴ふきつけようとした、その寸前だった。トレスを気き遣づかう声とともに戸口から飛び込んできたのは、堂内の騒さわぎを聞きつけたらしい護衛官たちだ。床ゆかに空いた大穴と、そこに立つ動甲冑の姿に揃そろって目を剝むく。

「こ、こいつは!?」

「邪じや魔まだ、卿けいら。そこをどけ」

　驚おどろきのあまり、自分たちが機械化歩兵の銃口と動甲冑の間の弾だん道どうに入り込んでしまっていることにも気づいていないらしい。騒いでいるＳＰを戦場から追い出そうと、トレスは警告した。

「卿らは役に立たない。俺が召しよう喚かんするまで、外で待機──」

「ざざす・ざざす・なさたなだ・ざざす……」

　護衛官たちを退たい避ひさせようとしていたトレスの聴ちよう覚かくセンサーが捉とらえたのは、低い詠えい唱しようの声だった。

　と同時に、この初春の深夜にそぐわぬなま暖かい風が、護衛官たちが開きっぱなしだった扉から吹き付けてくる。だが、嵐あらしのような風が堂内を吹き渡わたったときも耳を聾ろうするほどの轟ごう音おんをあげて扉が閉まったあとも、並べられた燭しよく台だいの炎はそよとも揺ゆれなかったのはいかなるわけか。いや、むしろ煌こう々こうと輝くと、堂内に光と影かげのコントラストを鮮あざやかに描えがき出したかにすら見える──そしてその光と影の彩あやなす狭はざ間ま、浮うかび上がった不ふ吉きつな黒影がある。

「ざざす・ざざす・なさたなだ・ざざす。ざざす・ざざす・なさたなだ・ざざす……」

　黒影──腰こしまでもある長い黒くろ髪かみを夜風に嬲なぶらせた男は、五ご芒ぼう星せいを縫ぬい取った手て袋ぶくろを拡ひろげると、一見、意味のない単語の羅ら列れつを口走った。

「ざざす・ざざす・なさたなだ・ざざす……開け、開けよ、地じ獄ごくの門。地獄の門よ開け」

「──この声は？」

　軍刀を拾い上げようとしている動甲冑の存在も忘れて、トレスは影の方へ目をやった。そのまろやかだが、どこか不吉な声には聞き覚えがある。水ヴエのネチ都アの堰せきで、そして聖都ローマの地下墓地で……

「な、なんだ、これは……か、影が!?」

　過去のメモリーを検けん索さくしていた機械化歩兵の聴覚センサーが護衛官たちの悲鳴を捉えた。

　驚きよう愕がくに瞠みはられた彼らの目の前で、黒い何かが不気味に蠢うごめいている。それは影──彼ら自身の影だ。しかもそれらは二次元の世界で蠢くだけではなかった。悪夢の世界から現実に侵しん食しよくしてくるかのように、闇やみの滴しずくを垂らしてもぞりと立ち上がる。まるで出で来き損そこないの泥どろ人形じみた人間の醜みにくい戯ぎ画が──のっぺりと目も鼻もない顔の中で、一文字に口が裂さけた。

「こ、こいつら!?」

　うわずった声とともに護衛官たちが銃じゆう口こうを転じる。己おのれの影から現れた奇き怪かいな鬼おにどもに引き金を引こうとしたのだ。だが、それは果たせなかった。

「ば、馬ば鹿かな、か、体が動かん……ぐ、ぐああああああっ！」

　悲鳴に、新しん鮮せんな生肉が穿うがたれる湿しめった音が続いた。

　まるで金かな縛しばりにあったように硬こう直ちよくした護衛官たちに飛びかかった異形のものども──人クンスト造リツヒ矮・ツヴ人エルグ〝影シヤーテン鬼・コホルト〟は体に似合わず強い力で獲え物ものを押さえつけると、鋭するどい牙きばをその肉に突き立てた。生きながら貪むさぼり喰くらわれる男たちの絶ぜつ叫きようが、旺おう盛せいな咀そ嚼しやく音にたちまちかき消される。

　その異様な音をあたかも天上の美曲のように聞きながら、闇の奥に立つ男が静かに会え釈しやくした。

「やあ、こんばんは、神父トレス……実に三年ぶりだね。その後、健勝であったかな？」

「Ａ級テロリスト、イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーを確かく認にん──」

　血と絶命の伴ばん奏そうの下もと、慇いん懃ぎんに会釈した黒ずくめの男に、トレスはガラスの瞳ひとみを向けた。

　いや、それより戦せん闘とう拳けん銃じゆうを握る両腕が旋回する方が早い。相手の穏おだやかな笑え顔がおとメモリー内データが照合されると同時に、二挺ちようのＭ13が男の顔面に銃弾の雨を叩たたき込む。一発で象をも即そく死しさせる強装弾の群れは、常人なら、その一発でもかすめただけで脳のう震しん盪とうで倒たおれるという代しろ物ものだ。まともに食くらえば、人間の体など水みず袋ぶくろのように弾はじけて死体すら残らぬ──にも拘かかわらず、その弾雨を浴びたはずの〝魔ま術じゆつ師し〟は、顔色だに変えなかった。

「やれやれ、相変わらず、礼れい儀ぎを知らない人形だ……君には感性というものがないのかね、神父トレス？」

　軽いぼやきとともに、ケンプファーはかざした掌てのひらの手前、虚こ空くうに接着したかのように停止している銃弾を光らない瞳で見やった。軽く指を鳴らすと、十八発の弾丸が揃そろって床に転がる。

「人が挨あい拶さつしているときぐらいは、おとなしくしていたまえよ……ああ、そういえば、ミラノ公はご息災かな？　少しお風か邪ぜを召めしていると聞いたが……」

〝魔術師〟の挨拶を、トレスは聞いてはいなかった──Ｍ13を再装そう塡てんすると、それ以上の戦せん闘とうを断念して身を翻ひるがえしたのだ。

　敵は加速機関を備えた動甲冑と〝魔術師〟──同時に敵に回すには、戦力に問題がありすぎる相手だ。前方に立ち塞ふさがろうとする影鬼コホルトたちを銃じゆう撃げきで肉につ塊かいに変えながら、唯ゆい一いつの脱だつ出しゆつ路である戸口に突とつ進しんする──

〈──どこに逃にげるつもりだ、ヴァチカンのイヌ！〉

　あと数メートルの距きよ離りにある扉に体当たりしようと身を縮めた神父の眼前に、巨きよ大だいな脚あしが落ちてきたのはそのときだった。

　ネイビーブルーの巨人──メアリの動甲冑が抜ぬき身の軍刀を引っ提さげ、ただ独り、戦場を離り脱だつしようとした機械化歩兵の前に立ち塞がったのだ。

〈ヴァチカンのイヌ……エステルのイヌ……〉

　単眼が、生きているもののように瞬またたいた──半分は底知れぬ悪意を、もう半分は果てない敵意を籠こめて。

〈同じ血を引く姉妹でもこの差はなんだ？　私にはほとんど味方などいない。なのにあの娘むすめには貴様、ワーズワース、ペテロ……何人もの優すぐれた戦士たちが味方している。この差はいったいなんだ？〉

「…………」

　沈ちん黙もくのまま、トレスは振ふり上げられた軍刀の輝かがやきを見上げていた。その手中のＭ13の弾倉はすでに空だ。交こう換かんしている間に真っ二つにされてしまうだろう。では、後方に引き返すか？　しかし、〝魔術師〟といかにして渡わたり合う？

　戦術思考がいまだ有効な作戦を立てられないでいる間にも、ネイビーブルーの動甲冑はアクションに移っていた。無事な左ひだり腕うで一本で振り上げた軍刀を立ちつくす機械化歩兵に向けて振り下ろす。

「消バツえク・ろオフ、人形！」

〈……避よけてください、神父トレス！〉

　悲鳴にも似た警告がイヤホン経由でトレスの聴ちよう覚かくセンサーに届けられたのはそのときだった。同時に、甲かん高だかいエンジン音が頭上から轟とどろき渡る。反射的に上げた瞳の先にトレスが見いだしたのは青と赤と黄色で着色された壮そう麗れいなステンドグラスだ──石投げ器一つで巨人ゴリアテに立ち向かう羊飼いダビデ。それが、大だい音おん響きようとともに砕くだけた。

〈あれは……オートジャイロ!?〉

　軍刀を振り下ろす手も止めて頭上を見上げた動甲冑から、訝いぶかしげな声がこぼれた。形状記き憶おくポリマー製のレンズがその膨ふくらみを増すと、オートジャイロのコクピット、タンデムに乗った男女の姿を捉とらえる。前方、操そう縦じゆう桿かんを握っているのはタキシードを着込んだマンチェスター伯はくだ。だが、その後方、上品に淹いれた紅茶を彷ほう彿ふつとさせる赤毛は──

〈エステル……エステル・ブランシェ！〉

〝ブラッディ〟メアリの憎ぞう悪おに満ちた声が響ひびいた刹せつ那な、堂内に飛び込んできたオートジャイロは、そのまま、砲ほう弾だんと化して動甲冑を串くし刺ざしにした。
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「医師の診み立たてでは、ざっと全治一ヶ月というところだそうですが」

　船室のベッドに横たわっていたのは、不景気な渋じゆう面めんを作った偉い丈じよう夫ふだった。逞たくましい体に巻かれた包帯の白さがなんとも痛々しい空気を醸かもし出している。しかし、ベッドの脇わきに立ったシスター・パウラは塩をかけられたナメクジに向けるほどの同情も美び貌ぼうに浮うかべることなく、ただ淡たん々たんとカルテを読み上げた。

「右大円筋と僧そう帽ぼう筋きん中部線せん維いの裂れつ傷しよう、それから項こう靭じん帯たいの断裂、および肩けん胛こう骨こつ・鎖さ骨こつ・肋ろつ骨こつの粉ふん砕さい骨折……この程度の傷であれば、局長なら、二週間もあれば聖務に復帰できるでしょう」

「むう、二週間も聖なる役目から離はなれねばならぬとは、このペテロ、一生の不覚……ぐおッ！」

　顔を真っ赤にして何か喚わめこうとしていた〝壊かい滅めつ騎き士し〟が、突とつ然ぜん、身を折った。脂あぶら汗あせを流して呻うめいているのは、恐きよう竜りゆう並みに鈍にぶい神経にもさすがに傷が応こたえるのであろう。パウラに勧すすめられた鎮ちん痛つう剤ざいの服用を『これは、某それがしの未熟に対して神が与あたえたもうた試練！』などと称しようして頑かたくなに拒こばんだのは他ほかならぬ当人であったから、自じ業ごう自じ得とくともいえる。それでもカルテから目をあげると、異い端たん審しん問もん局副局長はそっけない口調で尋たずねた。

「だいじょうぶですか、局長？」

「ふ、ふ、ふはははっ……な、なあにこれしき。毛ほどの痛みも感じてはおらん！　ちょっとばかり右大円筋と僧帽筋と項帽帯が切れているだけではないか。まあ、あとは肋骨が三本折れて、脊せき椎ついに歪ゆがみができて、失血がざっと四リットルほどあったのを除けば、すこぶる健康体よ……ははっ。心配はいらん！　心配はいらんぞっ、副局長！」

「別に心配はしておりませんが」

「む、むうっ、そうか……」

　間かん髪はつ入れずに返ってきた答えに、〝壊滅騎士〟はちょっとだけ寂さびしそうに息をついた。が、すぐに当面の癇かん癪しやくをぶつける対象のことを思い出したらしい。忌いま々いましげに拳こぶしと拳を打ち鳴らす。

「それにしても、感心すべきは、メアリ・スペンサーだ。〝ブラッディ〟メアリと呼ばれるだけのことはあったぞ、あの女。この〝壊滅騎士〟ともあろう某が、みごとにしてやられたわっ……だが、次に試し合あったときは誓ちかって負けぬ！　我が〝叫きよう喚かん者〟の正義の刃やいばできっと彼奴きやつめの素そッ首くびをば叩たたき落としてくりょう！　副局長、君も期待していてくれたまえ！」

「……さて、次があるでしょうか？」

　暑苦しい口調で唸うなる怪け我が人に対し、パウラの声はそっけないのを通り越こして、冷気すら漂ただよわせていた。ロンディニウム出港間ま際ぎわ、要警護対象者の一人エステルが勝手に立ち去ってしまったことに対し、彼女なりに不ふ愉ゆ快かいな思いがあるのかもしれない。霜しもが降りたような視線を、窓の外に広がる雲海とその切れ間に覗のぞく海うな原ばらに向けると、三歩歩けばいろいろなことを忘れてしまう上官に告げる。

「すでにご報告しましたとおり、メアリ・スペンサーは現在、反逆罪で逃とう亡ぼう中の身です。もはや、局長と再戦の機会があるとは思えませんが」

「ううむ、そうか。そうであったな……いかん、失血のせいで記憶力が薄うすれているようだ」

　トリ頭を怪我のせいにしながら、ペテロは自分の額をごつごつと殴なぐった。すでに再戦の機会が失われてしまったことを思い出して嘆なげく。

「そうか、あの女はいまや反逆者であったのだったな。やれやれ、エステル・ブランシェがあのような身分であったことも驚おどろきであるが、まさか、その姉が反乱を起こすとは……せわしないものよな」

「我々の立場としては、〝せわしない〟だけではすみません──これでメアリ・スペンサーを王位につけて、その後見人としてアルビオンに影えい響きよう力を及およぼそうというメディチ枢すう機き卿きようのプランは頓とん挫ざを余よ儀ぎなくされました。残念ですが、以後、アルビオンを有力な後うしろ盾だてにすることはあきらめねばなりません」

　彼女にしては極きわめて珍めずらしいことだが、小さな吐と息いきとともにパウラは視線を室内に戻もどした。頼たよりになる部下をいかにも頭悪げな表情で見上げている上司に、冷然と説明を与える。

「現時点で次期女王に最有力視されているエステル・ブランシェ──いえ、レディ・エスターはスフォルツァ枢機卿の息がかかった身です。これをコントロールするのは至難でしょう。さらに、メアリ・スペンサーが押さえているらしい隔離地区での聖下の不適切な言動についての証しよう拠こ映像もなんとか回収せねばなりません……そして、これらの諸問題がうまく解決できたとしても、最大の難問が我々の前には残されています」

「最大の難問？」

　ペテロがやや躊躇ためらいがちに質問を挟はさんだ。いつもと同じく静かな、しかしどことなく不ふ機き嫌げんげな副局長の顔を上うわ目め遣づかいに見上げる。

「メアリ・スペンサーやエステル・ブランシェ以上の問題とはなにかね？」

「教皇聖下の教会の長としての資質──その一点です」

〝死の淑しゆく女じよ〟の声は淡々として調子を変えなかった。だが、言葉そのものは容易ならぬものだ。よりによって教皇その人──地上における神の代理人の資質を糾きゆう弾だんしようというのだから。

　思わず顔を強こわばらせた武人に対し、パウラは事務連れん絡らくでもするような口調で台詞せりふを継ついだ。

「昨日、隔離地区において、聖下は未み覚かく醒せいとはいえ、吸ヴア血ンパ鬼イアの娘むすめを庇かばおうとされました。それもよりによって、アルビオン軍の士官が見ている前でです。吸血鬼と我ら人類は相あい容いれぬ存在──それをよりによって人類を導く立場にあるお方が、敵を助けようとしたのですから、これはゆゆしき問題と言うより他ありません。聖下の教皇としての資質に関かかわる大問題です」

「む、いや、しかしそれは……」

　珍しく煮にえ切らぬ表情でペテロが口ごもったのは、一つには、彼自身があの場で〝教皇の不適切な言動〟を目もく撃げきしたためだ。いや、目撃したどころではない。彼自ら荷か担たんまでしたのはまだ記き憶おくに新しいところである。

　むろん、〝壊滅騎士〟としてはあれはあくまでアレッサンドロ個人の意気に感じての行動であり、別に吸血鬼の娘に情をかけたわけではない。だがそれでも、アレッサンドロと雁がん首くび並べて、パウラの槍やり玉だまにあげられていても文句は言えないところではある。居い心ごこ地ち悪げな表情になったペテロは、それでもなんとか語ご彙いを絞しぼって少年教皇の弁護に努めようとした。

「あー、しかしだね、副局長。あの場において、聖下が目にしておられたのは〝目の前で殺されかけている無力な少女〟に過ぎなかった。そして、それを吸血鬼とご存じなかった可能性もある。それを確かめる前に、資質そのものを云うん々ぬんするのはどうだろうか」

「教皇聖下は彼女の正体を明らかにご存じでした──しかも、隔離地区でだけではございません。よりによって、八時間前には、ロンドン塔とうに幽ゆう閉へいされていた二名の吸血鬼と、単身、接せつ触しよくまで試みられておいでです」

「……なに？」

　パウラが無表情に差し出したレポートを、ペテロは不ふ審しんげな顔のまま受け取った。そこには、アレッサンドロに騙だまされて同行させられたアンデレその他のＳＰの証言が文書化されている。読み進めるペテロの顔が驚きよう愕がくの表情を刻むまで、さほどの時間はかからなかった。

「むう、信じられん！　あのおとなしい聖下がこのような大だい胆たんなことをなされていたとは……そんなときにのんびり人事不省しておったとは、このペテロ、一生の不覚っ！」

「……幸い、この事実はその後のクーデターのどさくさに紛まぎれて、アルビオン側には知られておりません。アンデレたちにも厳重に口止めしましたから、事件そのものは内密裡りに処理できましょう──ただ、事実そのものは残ります」

　逞たくましい肩かたを震ふるわせている〝壊かい滅めつ騎き士し〟の後頭部に、パウラは囁ささやいた。その声は、ともすれば〝アイアンメイデンⅡ〟の機関音に搔かき消されがちではあったが、言わんとするところは確かにペテロの耳に届いた。

「聖下も、もう十八歳──子供とは言い難がたいお年とし頃ごろです。今後もこのような無む思し慮りよな行こう為いに走られるようでしたら、それは教皇庁全体の権益を損そこねるものとなりかねません。帰国し次し第だい、メディチ枢機卿にご報告して慎しん重ちような討議を行う必要があるのではないかと」

「帰国し次第？　では、ロンドン塔の一件はメディチ猊げい下かには……」

「まだご報告しておりません。ことがことですので、帰国し次第、直接、口頭で行おうと思っております」

「そうか……」

　読み終えた報告書を閉じると、ペテロは何事か考え込むような表情になった。そのまま、眉み間けんに縦たて皺じわを寄せて目を瞑つぶっていたが、ややあって、意を決したように口を開く。

「なあ、副局長、ひとつ頼たのみがあるのだが」

「なんでしょう、あらたまって」

「他ほかでもない、ロンドン塔の一件だが……この件、君の胸に納めておいてもらえんだろうか？」

「…………どういう意味でしょうか」

　なにやら不ふ穏おん当とうな発言を始めた上司を、〝死の淑女〟はドライアイスめいた視線で見下ろした。ゆっくりとした口調は変わらない。しかし、その底に氷ひよう塊かいを沈しずめて問いかける。

「局長、それはつまり、私にメディチ猊下への報告義務を怠おこたれということでありましょうか？」

「むう、言い方を変えればそういうことになるか」

　どういう言い方をしても事実そのものは変わらない。副局長の視線に若じやつ干かんすくめた首を、ペテロは上下に振った。

「責任は某それがしがとる。この件、しばらく内密にしていて欲しい」

「それは承しよう伏ふく致いたしかねます。清せい貧ひん・貞てい潔けつ・服従──我ら、修しゆう道どう僧そうの基本誓せい約やくをお忘れですか？　上位者への服従は我らの絶対義務です」

「わかっておる。某とて、メディチ猊下に逆らうつもりは毛頭ない……だが、少しだけ、聖下に成長のための時間をお与あたえしたいのだ」

　戦場では恐おそれを知らぬ〝壊滅騎士〟であるが、その彼もこの美び貌ぼうの副局長については多少、憚はばかるものがあるらしい。やや遠えん慮りよがちに、それでもなんとか勇を鼓こしたように訴うつたえる。

「確かに、聖下はもう子供というお年頃ではない。そして、我々が思った以上に、いろいろなことを考えておられるようだ……それをいましばし、見守ってさしあげたいのだよ」

「わかりません。それと今回の報告義務を怠れというお言葉と、どう関係があるのです？」

「ううむ……つまり、こういうことだ。まず、聖下も人である。そして人が成長するには、ときには迷い、悩なやむことが必要であろう。だが、ここで我らがメディチ猊下にいろいろご報告してしまえば、猊下は烈れつ火かのごとくお怒いかりになられるだろう。そして、聖下を力ずくで正道に立ち戻もどらせようとされるに違ちがいない……それでは、聖下がご自分で正しき道に戻られるという機会を奪うばってしまうこととなるではないか」

「しかし、隔離地区での一件はすでにご報告してあります。ロンドン塔の一件だけ隠かくしたところで、結果にたいした違いはないのではありませんか？」

「いや、おおいに違う……隔離地区のときは、某が近くにいた。咎とがは某が引き受けることができる。某の監かん督とく不行届なりなんなりということで、聖下にはお咎めがいかぬようにする」

「……それは、あなたのお立場を危険に晒さらすことになります、局長」

〝死の淑しゆく女じよ〟の美貌に宿っているのは図書館の司書めいた静かな表情だ。だが、パウラはそれを断固として横に振った。

「ただでさえ、メディチ猊下は最近の局長の行動を問題視しておいででした。異い端たん審しん問もん局の責任者としては、敵対者に甘いのではないかと……それに加えて、下手に聖下を庇かばい立てされては、最悪、局長職から左さ遷せんということもありえます」

「左遷？　某をか？」

「はい……実は今回も、あなたを謹きん慎しん処分にしようかというお話が出ていたほどです。最近、猊下のお側そばにまとわりついておりますボルジア枢すう機き卿きようがなにかと猊下を焚たきつけて、局長を遠ざけるように進言しているようです」

「なに!?　ボルジア枢機卿が、某を？」

　いきなり部下の口から飛び出してきた広報聖省長官の名に、ペテロは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうでも食くらったような顔になった。きょとんと自分を指さし、首を傾かしげる。

「それはなぜだ？　なぜ、あの軽けい薄はく男が某を陥おとしいれようとする？　某、あの男に恨うらみを買った覚えはないが……」

「メディチ枢機卿に対する自らの影えい響きよう力を増すためでしょう」

〝壊滅騎士〟の思考回路は勇ゆう猛もう果か敢かんではあっても、基本的に政争というものを理解できない構造となっている。それに対するパウラの説明は、できの悪い生徒に居残り補習をさせる女教師に似ていた。

「ご存じの通り、彼はヒスパニアきっての名門貴族の家いえ柄がらです。そしてそれを背景にメディチ猊下との協調関係を築き上げています。一方で、局長もまたやはりローマの名族、オルシーニ家の出身でいらっしゃいます。ボルジア枢機卿にとって、名流としての力を振るってメディチ猊下に恩を売るのは自分だけでいい。自分と似たような力の持ち主はむしろ邪じや魔まになる──そういうことでしょう」

「ふ、ふうむ、そういうわけだったのかっ！　なるほどっ！」

「…………局長、私の説明、あまりご理解いただけなかったのではありませんか？」

　眉み間けんに皺を寄せて怒ど鳴なった上司に、パウラは静かな声を投げかけた。生徒のカンニングを発見した教師のように指し摘てきする。

「ご理解いただけなかったのであれば、誤魔化さずにそうおっしゃってください」

「む、むあっ!?　う、うむ、すまん。実は某、少々、君の話はチンプンカンプンであった……」

　せっかく説明してくれたのに申し訳ない──全身でその思いを表現しつつ、ペテロは才さい媛えんに詫わびた。しかし、すぐに拳こぶしを固めて振ふり回す。

「だが、ボルジアめが獅し子し身中の虫であることはわかったぞ！　おのれ、あの青二才、妙みような真ま似ねをしおって！」

「まあ、ボルジア枢機卿の策さく謀ぼうはとりあえず脇わきに置いておきましょう」

　憤ふん慨がいを始めた〝壊かい滅めつ騎き士し〟の頭から、パウラは水をかけた。興奮のあまり、患かん者じやの傷が開くことを危き惧ぐしたのだ。冷れい淡たんな口調で話題を切り換かえる。

「とにかく、この時期に聖下を庇って、メディチ猊げい下かのご不興を買うのは、局長にとってはなはだよろしくありません。さらには、もし万が一にも局長と猊下の間に亀き裂れつが入れば、それは異端審問局という組織そのものの弱体化を招くこととなります──副局長の任にある者として、それは看過できません。そういうわけで、帰国したら、報告は厳正に行います。聖下を庇われたいという局長のご意向はわからないでもないですが、今回はどうか諦あきらめてください」

「……い、いや、やはり待ってくれたまえ、副局長」

　淡々と告げるパウラの言葉を遮さえぎってペテロは顔をあげた。部下の顔を真っ向から覗のぞき込むと、口をへの字に結んで首を振る。

「忠告はありがたいが、これは局長命令だ。ロンドン塔とうの一件、報告書は出さないでくれ……ああ、言いたいことはわかっている。いや、わかっておるつもりだ」

　何事か言い出そうとした美女の機先を制するように、〝壊滅騎士〟は腕うでをあげた。大きな掌てのひらを左右に振りつつ、まるで信しん仰こうを試ためされている聖人のような頑かたくなさで訴える。

「だが、やはり某それがしごときの立場と聖下のご成長、比べてみればどちらが重いものかは自明の理だ。それにボルジア風ふ情ぜいの策謀などに惑まどわされるメディチ枢機卿でもあるまい……やはり、今回は某、聖下をお庇い申し上げたい。たとえ、一時の御ご不興を買おうとも、それはやむをえん」

「しかし、局長がメディチ猊下のご不興を買われたら、異端審問局はどうなります？　あなたが左遷でもされたら──」

「そのときは、副局長──君がいるではないか」

　昨日今日と臥ふせっていたため、無ぶ精しよう髭ひげの散り始めた口元を綻ほころばせて、ペテロは微笑ほほえんだ。それはいかにも男臭くさい、不器用な表情だった。

「某、異端審問局長だなんだとあまりにもったいない職につけていただいておるが、それはあくまで家柄だの、昔立てた武ぶ勲くんだので賜たまわっているだけだ。某はしょせん一いつ介かいの武辺に過ぎん。そんな男などより、君の方がはるかに頭もいいし、気も回る。よほどに組織を率いてゆくのに適むいておる……某、たとえ職を退くこととなろうとも、君がいる限りは一いつ片ぺんの危惧するところもない」

「…………ご期待はありがたいのですが」

　もし、この場に他の異い端たん審しん問もん局員がいれば、おそらく驚おどろきを隠かくせなかったに違ちがいない──珍めずらしく戸と惑まどいの表情を浮うかべてパウラは首を振った。確固たる信しん頼らいを表明した上司に対し、やや困こん惑わくしたように抗こう弁べんする。

「局長罷ひ免めんという事態となれば、局内も動どう揺ようしましょう。運営面はともかく、人望において私は局長には及およびません。やはり、従来どおり私は裏方で働き──うん？」

「む、どうしたのかね？」

　急に黙だまってしまったパウラにペテロが尋たずねたのは、不自然に口をつぐんだ彼女が足音を忍しのばせて戸口へ歩み寄ったためだ。一方、当の尼に僧そうは視線の一いち瞥べつだけで上司を黙らせると、手をかけた扉とびらを勢いよく内側に向かって引いた。

「──わ、わわわわっ!?」

　短い悲鳴とともに室内に転がり込んできたのは、ひょろりと瘦やせた少年だった。いつもの白い法衣こそ着ていないが、そのニキビ顔を見たペテロの顔に驚きの色が浮かぶ。

「せ、聖下!?　どうしてここに？」

「ペ、ペ、ペテロ……ぼ、僕は……」

　床ゆかにぺたりと膝ひざをついたまま、アレッサンドロはベッドの上の〝壊滅騎士〟を途と方ほうに暮れたような目で見上げた。見み舞まいのつもりだったのだろうか、その手にはきれいに剝むかれたリンゴを載のせた小皿が捧ささげ持たれている。こけても離はなさなかったそれを捧げ持ったまま、少年教皇は次し第だいに潤うるんできた目で何か訴うつたえようとしたが、

「ぼ、ぼ、僕は……！」

「あ！　せ、聖下、いずこへ!?」

　ペテロが声をかける間もない。教皇は傍かたわらのパウラにリンゴを押しつけるやいなや、脱だつ兎とのように部屋を飛び出して行った。軽い靴くつ音おとがたちまち廊ろう下かを遠ざかってゆく。

「せ、聖下あっ！　ちょっとお待ちくだされ、某も……ぐぎぐばげはあっ！」

　そんな神の代理人を追って床を飛び出そうとした偉い丈じよう夫ふの口から、世にも奇き怪かいな悲鳴がほとばしった。妙な形に死後硬こう直ちよくしてしまった死体のような格好でベッドの上に倒たおれ込むと、顔をひきつらせて咆ほう哮こうする。

「ぬぐうっ！　背中に激痛があっ！　おのれ、このペテロ、一生の不覚ッ！」

「……私が参ります。局長はここで安静にしていてください」

　戦せん闘とう力では内外にその勇名を轟とどろかせるも、学習能力という一点においてはまさにゾウリムシ以下の〝壊滅騎士〟を押さえつけて鎮ちん静せい剤ざいを注射すると、パウラは廊下に歩み出た。直後、天てん井じよう近くのスピーカーから声がかけられる。

〈あら、シスター・パウラ。どうなさいました？　いま、なんだか、ものすごい悲鳴が聞こえてきましたけど？〉

「なんでもありません、シスター・ケイト……それより、聖下を見かけられませんでしたか？」

〈聖下？　聖下でしたら、たったいま、前部ラウンジの方へ走って行かれましたが……〉

　スピーカー横のカメラがくっと回って、廊下の一方を示した。無言のままそちらに向かおうとする尼僧に、なおも不ふ審しんげな声をかけてくる。

〈あの、本当になにもなかったんですの？　聖下、なんだか泣いておられたようですが……〉

「ええ、本当になんでもありません。簡単な話をすれば解決できると思います……ああ、そうですね。よろしかったら、ラウンジのカメラとマイクを切っておいていただけませんか？　少し、内密の話もありますので」

〈はあ、あたくしはかまいませんけど……でも……〉

「お願いいたします」

　まだ何か言いたげな船長との会話を一方的に打ち切り、パウラは廊下に歩を進めた。前部ラウンジ──この多目的空中戦せん艦かんが要人輸送の任に着いているときに限り、艦体に追加装着される展望ラウンジに歩み入ると、すぐに薄うすい背中が窓まど際ぎわの席で震ふるえているのを見いだす。

「……こちらでしたか、聖下」

　びくっと振ふり返った少年の表情は、初めて人間を目にしたウサギにも似ていた──教皇を極力刺し激げきせぬよう歩み寄りながら、パウラは静かに声をかけた。

「急に出て行かれましたので、何事かと思いました。局長も心配しておいでですよ」

「ペ、ペテロが？」

〝壊かい滅めつ騎き士し〟の名を聞いて、少年教皇は一いつ瞬しゆん、気き遣づかうような表情を浮かべた。それから、上目遣いに視線をあげて、おそるおそる尋ねる。

「……こ、この、このままだと、ペ、ペテロはどうなって、し、しまうの、ですか、シスター・パウラ？　さ、さっき、ち、地下でのことを自分のせき、責任にするって、い、言ってました……ロ、ロ、ローマに帰ったら、あ、兄上に怒おこられるんじゃあ……」

「ええ、かなりの叱しつ責せきを受けられることになると思います」

　聞かれてしまっていたのならしようがない──事実を隠そうともせず、パウラは即そく答とうした。

　教皇本人に対し、いまだ一いつ片ぺんの敬意も抱いだいたことはなかったが、それでも秩ちつ序じよの守護者、神の定めし法の執しつ行こう人としてはおろそかに扱あつかえぬ相手である。言葉だけは恭うやうやしく、下問に答える。

「おそらく、叱責だけでは済みますまい。最悪、局長職も失い、聖職剝はく奪だつもありえます……ですが、それは局長も十分にお覚かく悟ごしておいでのようです」

「ぼ、ぼ、僕のせいだ……」

　パウラの言葉の半ばから、すでに少年の顔色は死者のそれに変じていた。頭を抱かかえて呻うめいた声は、鼻水と涙なみだにかすれてパウラには半分も聞き取れなかったが、それでも、悲痛な響ひびきだけは耳に残った。

「ぼぼ、僕があのときペテロに助けてって言ったから……ペテロは……でも、それがこんなことになるなんて……僕は……僕は……」

「…………」

　パウラが冷たい沈ちん黙もくを守る間にも、少年の自分への追つい及きゆうは続いていた。忠実な騎士が危険に晒さらされていることを知り、しかもそれが自分のせいであることをようやく理解してすっかり動転してしまっているらしい。ようやくパウラの存在を思い出したように顔をあげると、その裾すそに取りすがる。

「シ、シスター・パウラ、あ、兄上にはちゃんと報告してください！　ペ、ペテロは悪くなんかない。ぼ、僕があのとき、ペテロにめーれーした、したんだ。だだ、だから……」

「……よろしいのですか？」

　涙に目をうるませたアレッサンドロの言葉に、パウラは一片の感傷も顔に浮うかべず反問した。

「本当のことを猊げい下かに報告すれば、聖下もただでは済みません。しばらくの間は聖天使城に幽ゆう閉へいされるぐらいのことは覚悟されてしかるべきかと──それでも、私に報告をあげろとおっしゃるのですか？」

「ゆ、ゆ、ゆゆ、幽閉、ですか……」

　一瞬、アレッサンドロの表情が変わったのは、聖天使城に幽閉されて一生を終えた数人の教皇のことを思い出したからだろう。目を瞑つぶってしばらく体を震わせていたが、やがて、

「か、かまいません。ぼ、ぼぼ、僕がやってしまったことだもの」

　声は激しく震えていた。だが、その言葉はこれまで彼が発したどんな声にもまさる明めい晰せきさでパウラの耳に届いた。相変わらず青ざめた顔をあげると、アレッサンドロはパウラの目をこの日初めて──いや、生まれて初めて、正面から見つめた。

「ぼ、僕が自分で決めて、それでペテロにお願いしたんです。ペテロは僕のお願いを聞いてくれただけだ。そのペ、ペテロに責任を押しつけるなんてことはできません。ぼ、僕が責任をとります。そ、それに……ぼ、僕は間ま違ちがったこと、こと、は、やっていない。ぼ、僕は、あのとき──」

「しっ！」

　なおも言葉を紡つむごうとした少年をパウラが制したのは、その会話に飽あきたからではなかった。いやむしろ、相手の言葉に集中しすぎていた──でなくば、〝死の淑しゆく女じよ〟ともあろうものが敵の接近をここまで許すはずもない。

「少々、お静かに、聖下。すぐに済みますので……そこに隠かくれているのはわかっています」

　肩かた越ごしに背後を顧かえりみると、パウラはラウンジの入り口を見み据すえた。彼女自身が頼たのんで切らせた監かん視しカメラの下、誰だれもいない戸口に気のない声をかける。

「不可視化迷めい彩さいとは気の利きいたものを持っていますね……でも、そろそろ顔を見せてくれませんか？」

「……なるほど、さすがは〝死の淑女〟と呼ばれるだけのことはある」

　ゆらりと戸口に陽炎かげろうがたった──いや、違う。その場に佇たたずんでいた何者かが、その姿を現したのだ。

「あなたはどなたです？　教皇庁の人間ではないようですが……」

　トレンチコートに似た光学迷彩衣を脱ぬぎ捨てた相手──瘦やせ細った骸がい骨こつのような男にパウラは穏おだやかな声をかけた。その間にも、瞳ひとみは相手との間合いを計り、繊せん手しゆは環かん境きように応じた最も有効な暗あん器きを衣服の下に探さぐっている。

「密航者ですか？　それともテロリスト？」

「どちらでもない」

　こちらも世間話でもするような気安さで、骸骨男は答えた。ただ薄うすい肩かたが落ちたときには、二人の戦士の間には目に見えない火花が早くも飛び散っている。

「空港で我らが女王陛下の御ご座ざ船ぶねに相応ふさわしい船を見み繕つくろっていたら、そこの小こ僧ぞうの顔を見かけたんでな。高飛び用の船を調達するついでに、人ひと質じちをとるのも悪くないと思ってお邪じや魔ました」

「教皇聖下を人質に……それは不可能ですね」

　貸し出した図書の延えん滞たいを告げるように言い捨てたとき、パウラの姿は消失していた。次にそれが現れたのは、骸骨男の背後、無防備な後頭部にいずこからか取り出した鴛ムーン鴦ブレ鉞イドを撃うち込んだまさに、その瞬しゆん間かんだ。

「誰かは知りませんが、身の程ほどを知って──そして、死になさい」

　その速度はほとんど〝加速〟をかけた吸きゆう血けつ鬼きにすら準じるものであったはずだ。だが、異形の暗器が肉を抉えぐる音もほとばしった血が床ゆかを叩たたく音も聞こえなかった。なぜなら──

「……つくづく俺は運がいい」

　肩越しに回した手で背中に仕込んだジャックナイフを引き出しながら、骸骨男は薄い笑えみを刻んだ。高周波ブレードが受け止めた鴛鴦鉞をじりじりと右みぎ腕うで一本の力で押し戻もどしながら、左腕は腰こしの鞘さやに仕込んだもう一振ふりの得え物ものを抜ぬき放つ。

「教皇だけではなく、あの〝死の淑女〟までも殺やれるとはな！」

「!?」

　あとコンマ一秒跳ちよう躍やくが遅おくれていれば、パウラの喉のどにはもう一つの口が開いていただろう。

　鴛鴦鉞を捨てて跳とびすさった美女の頰ほおに、血の筋が走った。切れた耳から滴したたり落ちた鮮せん血けつが床に赤い花を咲さかせる。

　それを無機的な表情で眺ながめやって、骸骨男はナイフについた血をちろりと舐なめ上げた。

「俺はジャック……〝切りジヤツ裂きク・ザジャ・リツックパー〟。アルビオン正統の女王に仕える〝死者〟の一人だ」




「とまあ、そんなわけで〝霧きり〟の解決については八割方メドがついたところだよ、ケイト君」

　大きなテントの中は、複雑な機械や得体の知れぬ計器に占せん領りようされていた。その中央、隔離地ゲツトー区から供出された長ちよう距きよ離り通信機の前に陣じん取どって、〝教授〟はモニターの中の尼に僧そうへ優ゆう雅がな視線を向けた。まるでここが王宮の一角だと勘かん違ちがいしているかのような典てん雅がさで、のんびりと紫し煙えんなどくゆらせている。

　だが、彼が今いるここはむろん王宮の談話室サロンなどではない。

　ロンディニウム市内、バッキンガム宮きゆう殿でんの西はハイド・パークに位置するクリスタルパレス──東西に五百六十三メートル、南北に百二十四メートルという巨きよ大だいな長方形を形作り、板ガラスだけで二十九万三千六百六十五枚にも達するという総ガラスばりの巨大な博物館。その前に立てられたいくつものテントの中の一つなのだ。

　テントの間には掘くつ削さく機やトラック等をはじめとする作業機材が立ち並び、大小様々の機器の間を縫ぬうように野戦服の兵士や白衣の科学者が忙いそがしく動き回っているその情景は、工事現場以外の何物でもない。ただし、野戦場のような空気とそこに焚たかれたかがり火のもと、ガラスの宮殿前で組み上げられているのはそこらにある建物などではなかった。巨大なパラボラアンテナといくつもの複雑な機械をくっつけた、小屋ほどの大きさの奇き怪かいなオブジェだ。

　そしてまた、ディオゲネス・クラブからの委い託たくでこの壮そう大だいな作業場の指揮をとる〝教授〟の格好も、ふだんの僧そう衣いではなかった。土木作業員を思わせる灰色のツナギに軍手。体中のポケットからは地図や仕様書が顔を覗のぞかせている。とどめに、安ヘル全メツ帽トの頭頂でヘッドライトがくるくると回転しているとあっては、自じ称しよう〝ローマ最高の知性〟の伊だ達て男おとこぶりもまったく形無しに思えるのだが、本来、ダンディズムとは無む駄だをこそ誇ほこるものだ。

「いまは、このクリスタルパレス前を含ふくめた市内八カ所で、軍と王立ロイヤル科学・ソサイ協会エテイー、そして隔離地ゲツトー区住民の混成チームが高周波発生ユニットを設置しているところさ。なにしろ、我々の相手てきはマイクロマシンの集合体だ。わずかでも撃うち漏もらせば、また増ぞう殖しよくされるかもしれないからね。タイミングをあわせて、一いつ斉せいに全ぜん滅めつさせる必要がある。ええっと、いまが午前二時だから、リミットまであと四時間か。最大の敵は時間ということかね……ああ、そうだ。ときにそちらの様子はどうかね、ケイト君？　空の旅は順調かな？」

〈ええ、順調です。五分前にドーバー海かい峡きように出たところですわ。このまま、フランクを抜けて、ローマを目指します。教皇聖下もいまはまだ、船ふな酔よいなどなさってないようですし、すこぶるいい感じですわ。ただ……〉

　冷静に答えてから、尼僧は少しだけ心配げな表情を作った。ほくろのある目元に指をあてて、ここにはいない誰かを案ずる顔になる。

〈本当にシスター・エステルをそちらに残してきてよかったのでしょうか？　彼女には帰き還かん命令が出ているというのに……おまけになんでも今はウィンザー城に出向いているって話じゃありませんか。お姉さん──メアリ・スペンサーを捕ほ獲かくするために〉

「ああ、どうしても姉を説得して無傷で捕とらえたいというのが彼女の意向でねえ。僕はいちおう止めたんだが……ま、しかし、そう心配することはない。向こうにはトレス君もいるし、マンチェスター伯はくもついていっている。スペンサー大たい佐さ一人ぐらいなら、なんとかなるだろうよ。あれで彼女は修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきているからねえ」

〈ええまあ、それはそうなのですが……〉

　紳士の太平楽を聞いても、モニターの中の尼僧の顔はいっかな晴れなかった。どこか疲つかれたようなため息をつくと、力無く首を振る。

〈アベルさんがあんなことになったばかりで、あたくし、なんだか怖こわいんです。それにカテリーナさまも、ここのところ、体の調子があまり芳かんばしくないようでいらっしゃいますし……〉

「……ミラノ公の容態はそんなに悪いのかね？」

　会話の間にも、〝教授〟の前にはマシーン組み上げについての質問や報告の書類がひっきりなしに届けられている。それにちらちらと目を走らせては素す早ばやくサインや数式を書き込んでいた手をふと止めて、〝教授〟はモニターを見返した。不安げにため息をついている尼僧を覗き込むようにして問い質ただす。

「年末からこちら、お風か邪ぜを召めしているという話は耳にしていたが、詳くわしい容態までは聞いていなかったな……カルテは君の手元にあるのかね？」

〈いえ、私は持ってません〉

「持ってない？　おや、珍めずらしいね。ミラノ公が君にカルテの管理をさせないとは」

　けっして丈じよう夫ぶとは言い難がたいカテリーナの健康状態については、これまで、診しん察さつ記録などをケイトが一いつ括かつして管理していた。枢すう機き卿きようの健康状態ともなれば、下手に外部に漏れれば政争の具となりかねない。それを防ぐための処置であったのだ。

「それが君にカルテを管理させないっていうのは……なにか、例外的な事態でも発生したのかな？　それとも見せたくない何かがある？」

〈いえ、本当にちょっとした風邪だからと、主治医のリゴーリオ博士が診しん断だんされて……カルテすらお書きになっていないんです〉

「医者がカルテを書いていないだって？」

　ますます胡う散さん臭くさげな顔になって、〝教授〟は鼻を鳴らした。個人的にリゴーリオ博士とは面識がないが、そんな杜ず撰さんな医師なのだろうか？　いや、そもそもそんな医師をカテリーナが主治医に選ぶか？

「どうにも妙みようだな……わかった。僕も暇ひまができたら、その辺りのことに鼻を利きかせてみよう。どうせ杞き憂ゆうだとは思うがね」

〈そうしていただけると助かりますわ。カテリーナさまって、わりとご自分の健康には無む頓とん着ちやくな方で……それほどお体が強くないのですから、もっと自分を労いたわってお仕事して欲しいですわ。あんなに職務に精せい励れいなさっていては、お体を壊こわされてしまいます〉

「ああ、それは同感だねえ」

　かつて似たようなことをそれとなく上じよう申しんして、すげなく却きやつ下かされた記き憶おくを蘇よみがえらせながら、〝教授〟は頷うなずいた──誰だれも彼も、人生を生き急ぎ過ぎだ。

「人間、どうせ一生に一度は死ぬんだから、そんなに急ぐこともないと思うんだがねえ……ああ、そうだ、ケイト君。君に一つ、頼たのみがあったのを忘れていたよ」

〈頼み？　なんです、〝教授〟？〉

「うん、君は──せめて君だけは、いつまでも元気でいてくれたまえよ」

　さりげなくモニターから逸そらした瞳ひとみを机の上の書類に落としながら、〝教授〟はアルビオン人らしい、味もそっけもないポーカーフェイスで言い放った。

「君も知ってのとおり、僕には身寄りがいない。君に先立たれると、僕の葬そう式しきを出してくれる人がいなくなってしまうからねえ」

〈ウィリアム、あなた……〉

　モニターの向こうで、尼に僧そうは一いつ瞬しゆん、言葉を失ったようだった。感かん極きわまったかのように声を詰つまらせた唇くちびるを、二、三度開閉させてから、ようやく台詞せりふを継つぐ。

〈〝教授〟、あなた、何か悪いものでも召し上がりました？　それともまた、変な実験でもなさったんですか？　人格が円満になる洗脳術とか、思ってもいないことを喋しやべり出すクスリとか？〉

「…………シスター・ケイト、君、僕のことをマッドサイエンティストか何かと思ってるんじゃないだろうね？」

　書類に走らせていたペンを休めると、〝教授〟はアルビオン貴族の彼にしては珍しいほどに憮ぶ然ぜんとため息をついた。

「僕でも、たまには感傷的になることぐらいあるのだよ……おおいに傷ついたねえ」

〈あら？　まだ傷つかれるような神経をお持ちだったなんて、あたくし存じませんでしたわ〉

　モニターの中の尼僧は小さく舌を出して笑った。ささやかな勝利に気をよくしたように付け加える。

〈とにかく、派は遣けん執しつ行こう官〝プロフェッサー〟の長所はその無神経なまでの傲ごう岸がん不ふ遜そん、オレ様至上主義だと常々、あたくし考えております。ですから、どうか弱音を吐はいたりしないでくださいまし〉

「別に弱音なんて吐いた覚えはないが……」

　照れ隠かくしのように〝教授〟は鼻を鳴らした。その面おも長ながな顔には、再びアルビオン貴族らしい傲然たる自尊心が蘇ってきている。

「ま、ご忠告はありがたく受け取っておくとしよう。確かに、僕としたことが少々、発言が感傷的に過ぎたようだ──気を引き締しめて、作業に戻もどるとしようか。なにしろ、ここでは皆みなが僕の天才を必要としているわけだからね」

〈それでこそ、あなたですわ、ウィリアム〉

　嬉うれしそうにモニターの尼僧は頷いた。笑え顔がおはそのまま、口調はややビジネスライクなものに切り替かえて会話を締めくくる。

〈あたくしも、聖下をローマにお届けし次し第だい、すぐに引き返してきて復旧の支し援えんにあたります。ですので、それまではお寂さびしいでしょうが、独りで頑がん張ばってくださいましね〉

「別に寂しくなんかないが、ま、頑張れというなら頑張るさ。ロンディニウムは僕の生まれ故郷だしね。みすみす蒸むし焼きにされるのを見物しているというのも、少々、癪しやくに障さわる」

〈ええ、おおいに期待して……え？〉

　頼もしげに頷いていたケイトが急に声をうわずらせたのはそのときだった。背景のない３Ｄグラフィックの中で、どこかの計器に目を走らせるように、視線を伏ふせる。

〈直下に高熱源反応……こんなところに潜せん水すい艦かん？　え、レーダー照射された!?〉

「……レーダー照射だって!?」

　尼僧の緊きん迫ぱくした声こわ音ねと不ふ吉きつな記憶に〝教授〟は身を乗り出した。夕暮れ時のテムズの河か畔はん。川かわ面もに浮うかんだ複葉機の残ざん骸がい。そしてそこを突つき破って舞まい上がった二基の噴進爆弾ミサイル──

「いかん！　ケイト君、すぐに回かい避ひ行動を！　そいつは──」

〝教授〟の警告は遅おそきに失した。

　いや、たとえ警告が間に合っていても、何かの用をなしたとは思えない。モニターの向こうで尼僧の映像が一瞬歪ゆがんだかと思うと、それが深緑色の画面に切り替わったのだ──海面に向けられた暗視カメラの視界の中、波間を割さいて立ち上ったのは二本の火柱だ。火柱は一瞬、明後日あさつての方向に灰色の帯を描えがいたが、一転、知性あるもののように向きを変えると、カメラに向かって突とつ進しんを始めた。

〈水中発射式の噴進爆弾……なんなの、あれは!?〉

　一方、狼ろう狽ばいの声をあげつつも、尼僧が奇き襲しゆうに対してとった処置は完かん璧ぺきだった。

　モニターの中のカメラ映像が急に角度を変えると激しく震しん動どうする。その一方、みるみる遠ざかる海面に向けて落ちてゆくのは数十個はあろうかという白い光の群れだ──攻こう撃げき直後、躊ちゆう躇ちよなく艦体を急上じよう昇しようさせてありったけの囮デコイをばら撒まいたケイトの素す早ばやさは、このとき、正しく報むくわれた。夜空に花のように開いたアルミニウムとマグネシウムの炎ほのおに誘さそわれるように、それまで〝アイアンメイデンⅡ〟に対して直進していた火柱が向きを変える。空中戦艦のエンジンよりはるかに高温の火花に誘われるように軌き道どうを変へん更こうすると、二発の噴進爆弾はそれぞれが違ちがう火球に突っ込んで爆ばく炎えんをあげた。

「うむ、お見エクセ事だレント、ケイト君！」

〈お褒ほめにあずかり光栄です……といいたいところですが、安心するにはちょっとまだ早いみたいですわよ！〉

　音声通信に切り替わった尼に僧そうの声は、依い然ぜん、硬かたい緊きん張ちようを孕はらんでいた。緑色のモニター画面が海面を向くと、再び、そこから二本の火柱が立ち上ったではないか。

〈まったく、どこの国の潜水艦か存じ上げませんけど……いい加減になさってくださいまし！〉

　その一いつ瞬しゆん、激しくモニター画面がぶれた。その直後、今度はカメラ側から闇やみを裂さいて二本の光条が放たれる。続けて角度を変えてもう二発。先せん陣じんを切った光条──〝アイアンメイデン〟舷げん側そくから放たれたＡアンチ・Ｍミサイル・Ｍミサイルは直進してきていた火柱を真正面から捉とらえると、ただちに近接信管を作動させた。自らの炎で相手を巻き添ぞえに爆散する。

　一方、一いつ拍ぱく遅おくれて放たれた炎──二発の大型対潜ミサイルはそのまま、まるでコントロールを失ったように海面に突っ込んでいる。制せい御ぎよ系の不具合だろうか。いや、違う。海面に接せつ触しよくすると同時に大型の金属殻かくが割れ、樽たるほどの大きさの金属塊かいをいくつもばら撒いたではないか。金属塊──爆ばく雷らいは気き泡ほうをあげて海中に沈しずむと、それぞれに違った設定を与あたえられた深度にまで到とう達たつして、てんでに爆発を始めた。

〈……〝教授〟、これって、昨晩、あなたが襲おそわれた相手ですわね？〉

　無数の水柱を噴ふき上げ始めた海面をモニタリングしながら、シスター・ケイトが硬い声で呟つぶやいた。どんな潜水艦でもこれだけの爆雷の洗礼を浴びれば無事では済まない。もうすぐ海上に浮かび上がって来るであろう残骸を見み逃のがすまいとカメラの感度を上げながら、無線機越ごしに問いかける。

〈どこの国の潜水艦でしょう？　そして、なんでまた、〝教授〟やあたくしを狙ねらったのか……〉

「──ケイト君、気をつけたまえ！　まだだ！　まだ、敵は生きている！」

　ケイト同様、モニターを注視していた〝教授〟は鋭するどく叫さけんだ。モニターの端はし、白い光が横切ったのを見つけたのだ。依然、海面に噴き上がる水柱に紛まぎれて見過ごすところだったが、爆雷の爆発ではない──新たな噴進爆弾ミサイルだ。

〈え……きゃあっ！〉

　慌あわてて〝アイアンメイデンⅡ〟が舵かじを切った。再び囮デコイをばら撒くとともに激しく艦かん体たいを傾かたむけて致ち命めい的な死の炎を回かい避ひしようとする。むろん、海中の敵への攻撃どころではない──そして、まるでそれを待ちかまえていたかのように、海面を突つき破ってそいつは水上に躍おどり出た。

「む……なにかね、こいつは!?」

　我知らずパイプの柄えに歯形を付けながら、〝教授〟は呻うめいた。

　そいつは、潜せん水すい艦かんとはおよそ似ても似つかぬ姿をしていた。

　全ぜん幅ぷくはおおかた百メートル近くはあるだろうか。中央でくの字に折れた無尾び翼よく・全翼型の機体は、こうして上から見ると血の色をしたブーメランにも見える。

〈なんなの、これ……潜水艦なんかじゃない！〉

「そうか、こいつは……ケイト君、気をつけたまえ！　そいつはランドクラフト──地面Ｗ効果Ｉ機Ｇだ！」

　巨きよ大だいなブーメランを食い入るように見つめた〝教授〟の口をかすれた声が漏もれた。

　地面Ｗ効果Ｉ機Ｇ──ランドクラフト、あるいはエクラノプレーンと呼ばれる超ちよう低空飛行体のことだ。航空機と船せん舶ぱくの混血児というべきこの存在は、海面を超低空で前進することによって翼つばさの下に空気のクッションを生み出し、それに乗って滑すべるように海上を移動する空気力学の怪かい物ぶつだ。船舶を遥はるかに凌しのぐ速度と、航空機とは比ひ較かくにならない積せき載さい能力、そしてホバークラフトなみの運動性を持つこの超低空飛行体については各国で盛さかんに研究が進められており、〝教授〟自身、いくつかの機体やプランを目にしたことがある。しかし、そのいずれもがまだ実験段階に留とどまっていたはずだ。まして、モニターの化け物のように、潜行能力を有する機体の話など聞いたこともない！

「いったい、こんな機体をどこの国が……いかん！　ケイト君！」

　海面を高速で滑り始めた怪物に、〝教授〟は声を荒あらげた。〝アイアンメイデンⅡ〟は空中戦艦としては確かに世界最強の存在だが、この超低空を這はいずる化け物相手に機動力で対たい抗こうはできない。飛行船でランドクラフトを倒たおす方法があるとすればそれはただ一つ──

「上だ！　思いきり上昇したまえ！　そいつは航空機じゃない。地面効果で揚よう力りよくを得ている以上、海面からそれほどは離はなれられないはずだ！」

〈は、はい！〉

　ようやく狼ろう狽ばいから立ち直ったらしい。早口の答えが返ってくるや、モニター画面がぐっと引いた。なおも下方からは火線が立ち上ってくるが、これをデコイとチャフで凌ぎつつ、とにかく高度を取ろうとする。

　しかし──

〈──ふふん、その程度でこの〝赤のローテ・男爵バロン〟から逃にげたつもりか、派は遣けん執しつ行こう官？〉

　無線機の向こうから飛び込んできたのは、侮ぶ蔑べつも露あらわな嘲ちよう弄ろうだった。

　硬かたく、冷たい女の声──が、軍用無線にむりやり割り込んできた相手の正体を詮せん索さくする間など〝教授〟にもケイトにも与あたえられなかった。次の瞬しゆん間かん、滑るように海面を走っていた赤い機体が、機首を毒どく蛇へびの鎌かま首くびのようにもたげたのだ。あろうことか、ほとんど垂直に近い角度で急上昇してくるではないか。

〈そ、そんな、飛んだ!?〉

「そうか……高速滑かつ走そうして揚力を得たのか！」

〝教授〟は己おのれの迂う闊かつさを呪のろった。

　あれだけの推力を敵が秘ひめていたとは予想外であった。ジェット機──それも全翼機であればこそできる芸当だ。グライダーと同じ原理で飛ひ翔しようしているのだから、滞たい空くう時間はさほど長くないはずだが、それでも、動きの鈍にぶい空中戦艦を撃げき墜ついするには十分だ。

〈い、いけない、背中をとられ──〉

「ケイト君！」

〝教授〟が思わずマイクを握にぎりしめたときには、緋ひ色いろのブーメランは信じがたい機動で〝アイアンメイデンⅡ〟の後方に滑り込んでいた。その機体前部に穴を空けた機き関かん砲ほう口がぱっと輝かがやいたと見えた瞬間、カメラの映像はブラックアウトしている。ついで、すさまじい勢いでノイズを奔ほん出しゆつし始めたイヤホンを、〝教授〟は慌てて耳からひきちぎった。鼓こ膜まくの痛みに耐たえつつ、早口にマイクに怒ど鳴なる。

「シスター・ケイト！　シスター・ケイト、応答したまえ！　シスター・ケイト……む、これはちょっとまずいか」

　イヤホンとマイクをテーブルに放ほうり出し、〝教授〟は席を立った。立てかけておいたステッキを掬すくい上げると、早足でテントを出て行く。

「──よう、おっさん！」

　テントを出た直後、〝教授〟の耳を打ったのは若い女の声だった。

　ちょうど彼を捜さがしていたところだったらしい。作業服姿の長生種の娘むすめ──ヴァネッサは立ち止まった紳しん士しに手を振ふると、ツナギの胸むな元もとから設計図面を引っ張り出した。〝教授〟の目の前でそれを拡ひろげ、しかつめらしい顔で質問をぶつけてくる。

「ちょいと図面を見て欲しいんだがよ……この二番サーキットのところな。この回路、こっちにバイパスしちゃまずいかな？　それができたら、だいぶ時間の節約ができて助かるんだが……って、どうした？　なんか顔色が悪いぜ、おっさん？　変なもんでも食ったかよ」

「うむ、実は、ローマへの帰途の船がちょっと思わしくない状じよう況きようにあるようでね」

　心臓を炙あぶられているような焦しよう燥そうを押し殺し、〝教授〟は声と表情だけはのんびりと頷うなずいた。

「悪いが、ヴァネッサ君、以後、組み立ての指揮は君に全面的に委ゆだねさせてもらえないかね？　僕はアルバートを捕つかまえて、空軍に連れん絡らくをつけてもらわないといかん」

「アルバート？　ああ、副首しゆ相しようなら、さっき、そこらへんで見かけたぜ。よし、一いつ緒しよに捜してやるよ」

「ありがとう。ただ、念のために指し摘てきしておきたいんだが、僕に対しては〝おっさん〟という呼こ称しようより、〝おじさま〟という呼び方の方が望ましいと……おっと！」

　ぶつぶつと呟つぶやきながらヴァネッサについて歩き出そうとしたところで、〝教授〟はふと脚あしを止めた。足あし下もと、道の真ん中に大きなブチ犬が一頭、悠ゆう然ぜんと寝ねそべっていたのだ。危あやうく踏ふみとどまった〝教授〟をちらりと見上げて、またまぶたを閉じてしまった犬をいささか憮ぶ然ぜんと見下ろし、〝教授〟は娘に抗こう議ぎした。

「ヴァネッサ君、これは君のペットかね？　飼い犬なら、もっと飼い主としてきちんと躾しつけておきたまえよ。こんなところで寝込まれては通行の邪じや魔まではないかな？」

「いいや、こいつは俺の犬なんかじゃねえ。どっかから迷い込んできた、ただのノラだ」

「ノラ？　野犬かね？」

「ああ……こいつだけじゃねえ、なんだか知らねえが、今夜はこの公園に野良犬がいっぱい集まってきやがってるんだ」

　そういうとヴァネッサは犬の側そばに跪ひざまずいた。ぶっきらぼうな口調とは対照的な優やさしさで、頭をさすってやる。

「きっと耳慣れねえ、物音がしてるんで、何事かって野や次じ馬うま根こん性じようで見物にきやがってるんだろうな。ま、連中にしてみりゃ、迷めい惑わくな話だよな。寝てるところにドカチンやられてよ」

「……野犬だって？」

　長生種の言葉に、〝教授〟は闇やみを透すかし見た。たしかに公園のあちこち、忙せわしげに立ち働く人々の間に、彼らのものではない影かげがいくつか見える。それに、言われてみれば風が獣けもの臭くさい──しかし、野犬にしてもずいぶんと数が多い。見える範はん囲いだけで百頭は超こえているのではないか？　ただ、おとなしくしているので組み立て現場に混乱はないようだ。

「な、すげえ数だろ？　最初は確かにちょっち薄うす気き味み悪わるかったが、別に悪さはしねえでおとなしく見てるだけだから、放っておいてる」

「野犬……野犬の群れ……」

　ヴァネッサの台詞せりふを耳の端はしで聞きながら〝教授〟は顎あごを撫なでた。不ふ吉きつな予感がざわざわと脳の奥から這はい上がってくる。

「確か、イシュトヴァーンでシスター・モニカが……そうか、しまった！」

　静かな──これだけの数の野犬がいて、吠ほえ声一つない公園を見み渡わたし、〝教授〟は舌打ちした。ステッキの先でヴァネッサの傍かたわらのブチ犬を指して激しい調子で命じる。

「ヴァネッサ君、そいつから離はなれたまえ！　それと、すぐにボズウェルに言って、犬を公園から追い出すように──」

　珍めずらしく真顔になった〝教授〟の声を、夜の底から湧わき起こった咆ほう哮こうが遮さえぎったのはそのときだった。

　いったい、どこでその獣けものは謳うたっているのだろう？　長く尾おを引く、ひしりあげるような雄お叫たけび。どこか物悲しげな響ひびきを伴ともないつつも、聞く者の背筋を総毛立たせるに十分な威い嚇かく的な遠吠えは、まるで地の底から聞こえてくるかのようだった。しかし、何が鳴いているのか？　犬？　狼おおかみ？　いずれも違ちがう。それはまったく別の獣の喉のどを──

「う、うおっ！　ど、どうしたんだ、お前!?」

　愕がく然ぜんと天を仰あおいだ〝教授〟の耳を、狼ろう狽ばいしたような娘の声が叩たたいた。見れば、ヴァネッサが慌あわてたように立ち上がっている。

「こ、こいつ、急に──」

「危ない、ヴァネッサ君！」

〝教授〟が警告したときには、声もなく立ち上がったブチ犬が牙きばを剝むいていた。咄とつ嗟さのことに声もないヴァネッサに向けて、警告の唸うなり一つあげず躍おどりかかる──ヴァネッサが短生種なら、次の瞬しゆん間かん、のど笛を食いちぎられていただろう。

「な、なんだってんだ、こいつ！」

　反射的にヴァネッサが払はらった腕うでに横よこ面つらをはたかれ、ブチ犬は地面にたたき落とされた。が、すぐに立ち上がるや再び跳ちよう躍やくの体勢をとる──それでも、ヴァネッサがその気になれば、野犬程度瞬しゆん殺さつできたはずだ。が、顔に似ず優しい娘が一瞬、殺さつ戮りくを躊躇ためらったその間かん隙げきを縫ぬうように、ブチ犬は再び牙を剝いて躍りかかった。

「──動かないでくれたまえ、ヴァネッサ君！」

　野良犬の巨きよ体たいが跳躍した刹せつ那な、〝教授〟はステッキの先せん端たんを跳はね上げていた。トリガーを引くや、その先端から噴ふき出した白はく濁だくしたゼリーが、ブチ犬の鼻面を直ちよく撃げきする。ゼリー──速そつ乾かん性特とく殊しゆ硬こう化か樹じゆ脂しに口を塞ふさがれた野犬はもんどり打って地面に落ちると、身をよじった。樹脂は通気性であるから窒ちつ息そくの危険はないが、それでも土を搔かいてもがいている。

「だいじょうぶかね、ヴァネッサ君？」

「い、いったい、なんだってんだ……」

　地面でもがいているブチ犬を見下ろし、ヴァネッサは呆ぼう然ぜんと呟いた。

「こいつ急におかしくなりやがって──」

「……いいや、違うな。おかしくなったのは彼だけじゃないようだよ」

　ため息をついて〝教授〟は作業現場の方を見やった。そこでは、

「──な、なんだ、こいつら、急に!?」

「い、犬が……犬が！」

　人間たちの悲鳴があがる中、いくつもの影が不吉に閃ひらめいている。吠え声は一つも聞こえない。だが、あきらかに現場を襲おそっているのは人間ではなく、別の生き物だった。

「た、大変だ……」

　依い然ぜん、呆然としたままそちらを見やったヴァネッサがごくりと息を吞のんだ。ようやく事態の深刻さを吞み込んだらしい。血相変えて〝教授〟に怒ど鳴なる。

「なにのんびりしてる！　早く、あいつらをどうにかしねえと──」

「いや、別にのんびりしてるわけじゃないんだよ……というのも、僕らの方があっちよりもっと〝大変〟なことになりそうでねえ」

　いささか憮然と呟いた〝教授〟の視線の先、夜闇の底で何かが蠢うごめいたのはそのときだった。

　闇やみの中からのっそりと現れたその〝獣〟は、一いち瞥べつしたところは巨きよ大だいな狼に見えた──燻ふすべたような灰色の剛ごう毛もうから、露あらわになった夜よ霧ぎりを滴したたらせる巨きよ狼ろう。

　だが、果たしてこんな狼が自然界に存在するだろうか。仔こ牛うしほどもある巨体に、山やま嵐あらしのように逆立った毛。そしてなにより、その緑色の瞳ひとみには人間めいた意思の光が宿っていた。すべてを喰くらいつくし、破は壊かいしようとする底知れぬ悪意が突つき刺さすような光と化して、短生種の紳しん士しと長生種の娘むすめを見み据すえている。

「ああ、ただでさえ忙いそがしいところに、またなんだか厄やつ介かい事を持ち込まれたような気がするねえ」

　心底嘆なげかわしげに詠えい嘆たんする紳士に向かって──

〝獣〟が吼ほえた。




　　　　Ⅳ




「──退路の確保をお願いします、マンチェスター伯はく！」

　動甲冑スーツを下した敷じきに着陸したオートジャイロから飛び降りると、エステルは同行者に叫さけんだ。長生種からの返事も待たずにぐしゃぐしゃに折れ曲がった翼つばさの上に陣じん取どるや、それを足場に散さん弾だん銃じゆうをぶっ放す。目前まで迫せまっていた小鬼おにの頭部が、下か顎がく部を残して綺き麗れいに消え失うせた。さらにもう一発放って、足あし下もとに回り込もうとしていた別の一匹ぴきの胴どう体たいに風穴を空ける。

「聞こえますか、神父トレス！　ここはいったん、退たい却きやくしましょう！」

　小気味いい音をあげて装そう塡てんポンプを引きながら、エステルはやや離はなれた位置でＭ13を発はつ砲ぽうしている神父に叫んだ。

「ナイトロード神父の遺体を確保したら、とにかく逃にげましょう！　数が多すぎるわ！」

　真っ黒な類るい人じん猿えんを思わせる化け物どもは、いまや堂内を埋うめ尽つくす勢いだった。次から次へと湧わき出しては、死を知らぬもののように突とつ進しんしてくる。一匹一匹はたいしたことない敵でも、この数は脅きよう威いだ。

　なおも数回、散弾銃の引き金を引いたエステルの前方で数頭がまとめて吹ふっ飛んだ。が、その死体を乗り越こえ、それに倍する数の小鬼どもがこちらに向かってくる。さらにその後ろでは、数匹の小鬼が仲間たちの死体に群がり、がつがつとそれを貪むさぼり食い始めたではないか。エステルは思わず吐はき気を覚えた。

「まずい、このままだと……」

「聖女さま！」

　戸口の方からマンチェスター伯の声が聞こえた。見れば、優ゆう雅がに長ちよう剣けんを振ふるう青年が叫んでいる。まだ硝しよう酸さん銀ぎんの効果が残っているため、身体能力は短生種なみに低下しているはずだが、それでも見事な太た刀ちさばきで肉にく薄はくする小鬼たちを次々と血祭りにあげて寄せつけない。

「早くナイトロード神父の遺体を確保してください！　確保できなかったら、諦あきらめて……我々の力では、これ以上は持ち堪こたえられません！」

「言われなくても、わかってます！」

　エステルは怒鳴り返した。怒鳴り返した直後、その目はすぐ近くの壇だん上じように見覚えのある棺ひつぎを見いだしている。

「でもなんとか遺体を回収しないと、こいつらに食べられちゃう！」

　この鬼どもは死肉を喰くらう──背筋に冷たいものを走らせながらも、エステルは臨時の砲台として使っていた翼から飛び降りた。こいつらの前に神父を残しては行けない！

「神父トレス、掩えん護ごしてください！」

「了解ポジしたテイヴ」

　抑よく揚ようのない声と同時に、銃火がめまぐるしく閃いた。エステルに群がろうとしていた小鬼たちがまとめて吹っ飛ぶ。その臓物と血の臭においに怖おぞ毛けを震ふるいながらも、エステルは走り出した──ポンプを引くと同時に発砲。さらにその反動を利用してポンプを引き、同時に発砲するというシークエンスを繰くり返しながら、祭壇に向けて駆かけ寄ろうとする。

　しかし、銃身と銃じゆう床しようをぎりぎりまで切り詰つめた散弾銃は隠かくし持つには便利だし、軽くて取り回しもいいのだが、いかんせん重量がない分、射手の腕うでにもたらされる反動も半はん端ぱなものではない。十発も撃うった時点で、エステルの右親指と人差し指の間の皮はずる剝むけ、真っ赤な血が滴り始めた。手首の骨が割れそうに痛い。だが、その甲か斐いあって棺までかろうじて到とう着ちやくすることに成功する。あとはこれをなんとか運び出せば──

「あ……でも、どうやって運び出せばいいの？」

　棺の前でエステルは途と方ほうに暮れた。

　不覚にも、気が動転してしまっていたらしい。棺を運び出す方法まで頭が回らなかった。いくら遺体が瘦やせているとはいえ、いくら棺かん桶おけが薄うすい板を貼はり合わせてあるだけの安物とはいえ、総重量百キロ近い棺を自分の細腕でどうこうできるとも思えない。

「くそっ、どうしたら──」

「──頭を伏ふせろ、シスター・エステル・ブランシェ」

　背後から平板な警告がかかると同時に、すさまじい轟ごう音おんがエステルの鼓こ膜まくを襲おそった。本能的にすくめた頭上ぎりぎりを、銃弾が行き過ぎる。衝しよう撃げき波はで脳のう震しん盪とうを起こしかけたのを、かろうじて堪こらえた尼に僧そうの右前方で、物もの陰かげから跳とびかかろうと短たん軀くを撓たわめていた小鬼の一匹が上半身を血ち煙けむりに変えて吹っ飛んだ。

「ナイトロード神父の遺体は俺が確保する──シスター・エステル・ブランシェ、卿きようは俺の背後に回れ。可か及きゆう的速すみやかに、当とう該がい戦域を離り脱だつする」

「は、はい！」

　抑揚のない声にエステルが反射的に頷うなずいたときには、トレスは返り血で真っ赤に染まった僧そう衣いを翻ひるがえして、片腕をさしのべていた。二メートル近い棺を楽々と肩かたの上に担かつぎ上げる間にも、空いている方の腕は魔ま法ほうのようにＭ13を旋せん回かいさせては飛びかかってくる小鬼どもを撃げき砕さいしている。言われたとおりその背後に回ると、エステルは空になった散弾銃の弾倉に弾たまを籠こめた。

　最前、ここに突つっ込んだとき、中庭に数台のリムジンが停とまっていたのを見た。このまま強行突破してあそこまで行き着ければ──

〈──その娘むすめは置いていってもらおうか、教ヴア皇チカ庁ン！〉

　ひび割れた機械音声は、床ゆかの上で無む惨ざんにへしゃげたオートジャイロから轟とどろいた。

　いや、正確には、オートジャイロの下した敷じきになっていた鋼鉄の塊かたまりが、壊こわれかけたマイクから発したのだ。甲かん高だかい金属音とともに、オートジャイロがブリキ細工のように両断されたと見えたときには、そこから飛び出した巨きよ大だいな影かげが、重々しい音をあげて軍刀を振りかぶっている。

「ス、動甲冑スーツ……いけない！　避よけてください、イクス神父！」

　エステルが警告を発したときには、刃は渡わたり二メートルはあろうかという軍刀は周囲にいた小鬼おにたちを粉ふん砕さいしながら旋回していた。自分がターゲットになっていることを認にん識しきしたトレスが回かい避ひ行動をとろうとするもぎりぎりで間に合わない。いや、あるいはエステルを背後に庇かばっていたせいで回避行動がとれなかったのかもしれない。とにかく、ネイビーブルーの動甲冑が繰り出した凶きよう刃じんは〝ガンスリンガー〟の胴どう体たいを横よこ薙なぎに薙ぎ払はらった。高分子素材の人工皮ひ膚ふと形状記き憶おくプラスチックの筋肉線せん維いが刃やいばを受け止め、機械化歩兵が輪切りにされることを防いだが、それでもその質量そのものは中和できない。百五十キロのボディは冗じよう談だんのように宙を舞まい、壁かべに突つっ込んで、崩ほう落らくしてきた瓦が礫れきの下にその姿を消す。

「イ、イクス神父！」

　小高く降り積もった漆しつ喰くいの山にエステルは駆け寄ろうとした。だが、その前に巨大な脚あしが落ちてきて急停止を余よ儀ぎなくされる。そこに立たち塞ふさがっていたのはたった今、機械化歩兵を弾はじき飛ばしたネイビーブルーの巨人だ。

〈あら、エステル……また会ったわね〉

「ね、姉さん……」

　まるでそれ自体が生きているかのように動いて自分を見下ろした単眼を、エステルは瞬まばたきすら忘れて見返した。

　最前、オートジャイロの体当たりを喰らった動甲冑はところどころ装そう甲こう板が陥かん没ぼつしていた。各部の関節が火花を散らし、なかんずく左肩はだらりと垂れ下がったまま動かないようだったが、それでもとりあえず歩行に支障は出ていないようだ。重々しい足音をあげて、瓦礫と小鬼たちの死体を踏ふみにじりながら、エステルに近寄ってくる。エステルも我知らず後ずさったが、すぐにその背中が壁に突き当たった──逃にげ場はどこにもない。

「こんな夜中に、こんなところで遊んでいるなんてどうしたのかしら？　私に会いに来てくれたわけではなさそうだけれど」

「ね、姉さん、こんなことはやめて……」

　開いたハッチから覗のぞいた白い女の顔に、エステルは震える声で呼びかけた。こうして改めて見てみると、本当に自分たちはよく似ている姉し妹まいだ。だが、その性格はどうだろう？　いまの二人の立場ほどかけ離はなれているだろうか。

「まだ間に合います。だから、こんなことはやめて……王位が欲しいなら、あたしはあなたが玉座に即つくのを邪じや魔ましたりしません。だから──」

「だから？　だから、王おう冠かんを恵めぐんでやると言いたいの？　お情をかけてくれるわけ？　はっ、思い上がりもたいがいにするがいい、エステル・ブランシェ！」

　操コク縦ピツ槽トから脱ぬけ出した長身が音をたてて瓦礫の山に降り立った。この期ごに及およんでなお輝かがやいている燭しよく台だいに照らされたその顔はやや血の気を失って見えたが、オレンジ色の髪かみの下では空色の瞳ひとみが狂きよう熱ねつ的な輝きを湛たたえている。その気き迫はくに怯ひるんだか、影鬼コホルトたちさえ、姉妹を取り囲んだまま近づいて来ようとはしない。

「私はこれまで、ただの一度も人の情を受けたことはない！　ただの一度もだ！　庶しよ子しで、血に狂くるった軍人に情けをかけてくれる酔すい狂きような者など、ただの一人もいなかった……私はお前とは違ちがう、エステル・ブランシェ。なにもせずに、全すべてを手に入れたお前とは」

「あ、あたしだって……」

　けっして恵まれた人生を送ってきたわけではない──そう怒ど鳴なり返そうとしたところで、エステルはその愚ぐ劣れつさに気づいてやめた。

　自分が姉の人生を知らないのと同様、姉に妹の過去はわからない。人が、真の意味で他人を理解することは絶対にない。だが、それでも──

「姉さん、お願いだから、あたしの話を聞いて。あたし、あなたと殺し合うのは絶対にいや」

　それでもせめて、他人の立場を思いやることはできる──エステルは抗こう弁べんを飲み込むと自分を憐あわれもうとする感情を懸けん命めいに殺した。なんとか妥だ協きよう点を見つけようと話しかける。たった二人の姉妹──それも、いまや互たがいに残された唯ゆい一いつの肉親同士で殺し合うのはあまりに悲し過ぎる！

「確かに、あたしは姉さんとは知り合ったばかりで、あなたのことは何も知らない……だけど、初めて会ったときからなんだか素す敵てきな人だと思ってた。そしてその人が姉さんだと知って、とても嬉うれしかった……本当よ」

「エステル……」

　その一いつ瞬しゆん、メアリの霜しもの降りたような瞳がふと、柔やわらかな光を湛えて瞬またたいた。それまで、硬こう質しつな怒ど気きを湛えていた顔がふと伏ふせられると、包帯が巻かれた自分の左ひだり腕うでに視線を落とす。

「優やさしいのね、あなたは。そしてとても素直だわ。そうやって、どんな相手にも本音で喋しやべれる。たくさんの人があなたのことを好きになるのはとてもよくわかる。だけど──」

　自分の話に耳を傾かたむけてくれた──姉の柔らかい声にほっと肩かたを落としたエステルの視線の先で冷たい光こう芒ぼうが生まれたのはそのときだった。穏おだやかに呟つぶやいていたメアリの手が腰こしの軍刀に伸のびたのだ。金属音とともにそれを鞘さや走ばしらせながら顔をあげたとき、〝ブラッディ〟メアリの唇くちびるは禍まが々まがしい弦げん月げつを描えがいている。

「だけど、覚えておくといいわ、かわいい妹……そういう素直さは、たくさんの味方を作ると同時に、わずかだけど、激しくあなたのことを嫌きらう敵を生み出すってこともね！」

「──わうっ！」

　風の裂さける音に反射的に掲かかげた散さん弾だん銃じゆうの銃身に、鋼こう刃じんが半ばまで食い込んだ。銃を楯たてにしたまま後ずさろうとしたエステルの耳を、軍刀を振ふり下ろした体勢のままのメアリの悲しげな声が叩たたいた。

「私たち、どうして姉妹だったのかしらね。赤の他人だったら、きっと私も他の人たちみたいにあなたのことを好きになれたはずなのに……」

　妹の命を奪うばい損そこねた軍刀を手元に引き寄せながら、メアリはため息をついた。もっとも、右肩を引いて顔と平行に得物を構えたときには、刃はの光芒が美び貌ぼうに悽せい愴そうな隈くまを作っている。

「姉妹に生まれていなければ……こんなふうに、あなたを殺さずに済んだのに！」

「!?」

　殺やられる！

　半ばまで裂れつ断だんされた散弾銃を捧ささげ持つように掲げながら、エステルは本能的に目を閉じてしまった。

　聖堂で最期を迎むかえるなんて、作り物の聖女にしては気が利ききすぎている──混乱した頭にそんな埒らちもない考えが過よぎる。

　だが、次の瞬間、エステルの耳に飛び込んできたのは自分のあげた断だん末まつ魔まの悲鳴でも、頭ず蓋がい骨こつの断たち割られる乾かわいた音でもなかった。

「……雨？」

　訝いぶかしげなメアリの声に反応するより早く、エステルは頰ほおを打った冷たい滴しずくに思わず瞼まぶたを上げていた。そのときには、ぱらぱらと軽快な音をあげながら、一いち陣じんの驟しゆう雨うが辺りに降り注いでいる。

　通り雨だろうか？　いや、それにしては変だ。雨う滴てきは夜よりも暗く、雪よりも冷たい──それになにより、ここは聖堂の中。屋内のはずだ！

「ああ、やっと十二時間経たったのですね……なんとか時間を潰つぶせたようです」

「あ、あなた!?」

　まろやかな声に思わず顔をおろしたエステルは、自分と姉の間に立ちはだかった喪も服ふくのようなダークスーツの影かげを見いだした。アイザック・バトラーとかいう執しつ事じ──いや、指名手配中のテロリスト、イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーか？　とにかく、あの死魚のように光らない瞳の男が立っているではないか。

　そんな妹の驚きよう愕がくを無視して、

「──そこをどけ、ケンプファー！」

　軍刀を握にぎった手に力をこめて、メアリが叫さけんだ。

「妹は……その娘むすめは私の最大の障害だ。ここで排はい除じよする！」

「さて、それはいかがなものでしょう……」

　切れの長い瞼を意味ありげに上げると、男はどろりと濁にごった瞳をメアリに向けた。慇いん懃ぎんな、それでいてどこか聞く者を不快にさせずにはおかない口調で忠告する。

「スペンサー大たい佐さ、さきほどあなたがおっしゃったように、妹君にはファンの方が大勢いらっしゃいます。恥はずかしながら、私の主人もその一人でして……さきほどまでならともかく、こうして、時間稼かせぎが終わった今、用済みとなられた殿でん下かに好き勝手させるとは思えないのです。それに〝湖の剣〟によるロンディニウム殲せん滅めつまでもう時間もありません。殿下もさっさとお逃にげになられた方がよろしいのではありませんか？」

「……なんだと？」

〝ブラッディ〟メアリの瞳ひとみに氷ひよう塊かいが走った。恭うやうやしく胸の前に手をあてた男をその瞳で視殺する。

「ロンディニウム殲滅とはどういう意味だ、ケンプファー？　〝湖の剣〟は王都を外部から切り離はなすために使用しているのではないのか？　それに、時間稼ぎとは何のことだ!?」

「……ああ、そういえば、殿下にはまだご説明していませんでしたか」

　肝かん心じんなことを思い出したというようにケンプファーは指を鳴らした。相変わらず、不気味なほど流りゆう暢ちようなアルビオン語で説明する。

「〝湖の剣〟は二時間後、もう一度〝発光〟を行います。前回を遥はるかに凌しのぐ規模で……ロンディニウム全域はマイクロ波の照射範はん囲いとなり、何者も生き残ることはないでしょう」

「ふざけるな！」

　それまで、殺気には満ちていても冷静さは失わなかったメアリの声が、初めてうわずった。思わず汗あせで滑すべりかけた軍刀を慌あわてて握りなおしながら怒ど鳴なる。

「〝湖の剣〟はあくまで、ロンディニウムを孤こ立りつさせるためのもの！　その間に私は地方の軍を呼び寄せて、王都を占せん領りようするはずだったのに……壊滅させるとはどういうことだ！」

「さて、どういうことだとおっしゃいましても……」

　困ったように、ケンプファーは小首を傾かしげた。顎あごを撫なでると、出来の悪い学生に採点の不備を指し摘てきされた教師のような口調で応じる。

「正直申し上げまして、ロンディニウムがどうなろうと、私には何の関心も利害もございません。私はただ、十二時間という時を欲ほつしただけでして…………ああ、そんなことを言っております間に、どうやら主あるじが参ったようです」

〈たぁりほぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！〉

　魔ま術じゆつ師しの返答を遮さえぎったその声は、天から響ひびき渡わたったように聞こえた。

　あるいは、地の底からわき上がったように響いた。

　いや、すぐ耳元で、あるいは世界の果てから──

〈おっはよぉ、皆みなさん！　昨日はぐっすり眠ねむれましたかあ？　僕はぐっすり眠りましたよぉ。さあて、今日も一日、元気に張り切って参りましょぉー〉

「……我が君、いまはまだ午前四時でございます。朝というには少々、早すぎるのではないでしょうか？」

　ケンプファーが苦く笑しようしたとき、その視線の先では聖堂に出来ていた水みず溜たまりが不気味に泡あわ立だち始めていた。さきほど、室内に降った黒い雨──あれほど勢いよく降ったにも拘かかわらず、燭しよく台だいの炎ほのおを一本たりとも消さなかった不思議な液体がざわざわと波立っているのだ。いや、あれは波立っているのではない。中央に集まり、盛り上がり、複雑な形に分かれ始めているあれは、何か──いや、誰だれかを形作っているではないか。まるで、見えない手が粘ねん土どをこねて、像を造り上げているかのように。

「あ、あ、あの人……」

「やあ、おはよー、エステル！　一日ぶりだネ♥　元気だったかなぁ？」

　脳天気にウインクなどしながら、親指を立てているその白衣の男に対してケンプファーが深々と一礼した。

「おはようございます──健すこやかなお目覚め、なによりでございます、カイン様」
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〈はッ！　よく今のを避よけたな、派は遣けん執しつ行こう官！　その鈍にぶいデカブツでよく避けた！〉

　無線機の向こうから響いた女の声は、狩かりの最中の獣けものの咆ほう哮こうに似ていた。無む慈じ悲ひで残ざん忍にん──そして凶きよう暴ぼうな肉にく食しよく獣じゆう。

　と同時に、いったんは上空を行き過ぎた血の色のランドクラフトがブーメランのように旋せん回かいすると、船せん尾びから黒こく煙えんを噴ふき出している空中戦せん艦かんの後方へと再び回り込んでくる。

〈だが、この〝赤の男爵〟、次ははずさん……せいぜい、きれいな花火を見せてくれ！〉

〈船尾照準機全ぜん壊かい、射しや撃げき指揮レーダー被ひ弾だん、第三燃料庫投とう棄き……〉

　かろうじて致ち命めい傷しようこそ免まぬかれたとはいえ、被弾した〝アイアンメイデンⅡ〟の後部が受けたダメージは深刻だった。特に射撃指揮システムがスクラップになってしまっている。これでは次に回り込まれれば今度こそおしまいだ。

〈とにかく、上じよう昇しようして凌がないと！〉

　損害を確かく認にんしながらも、シスター・ケイトは艦体を可能な限り捻ひねった。後方に回り込む敵機に背中を見せないよう試みつつ、舷げん側そくの速そく射しや砲ほうを無照準で撃うちまくり、その弾幕で赤い死の使者を包み込もうとする。

〈──やった!?〉

〈はン、甘い！〉

　照準抜ぬきとはいえ、弾丸の驟しゆう雨うは相手が空中戦艦であれば確実に捕ほ捉そくできていたはずだ。しかし、ランドクラフトは側面にもエンジンがついているかのような滑なめらかさで横よこ滑すべりすると、こちらに向けられた砲口をことごとく回かい避ひしてしまっている。恐るべき空中機動性能だ。

〈ふはははっ！　どうした、それでおしまいか、派遣執行官！〉

　挑ちよう発はつ的な声とともに赤い機体が沈しずんだ。弾雨をすり抜けたその動きで〝アイアンメイデンⅡ〟の艦底へと沈み込む。

〈くっ！〉

　練達のボクサーにも似たそのフットワークに、慌あわててケイトは艦底部ランチャーの砲門を開いた。細長い誘ゆう導どう式ロケット弾を二発、相手に向けて叩たたき込む。しかし──

〈ダメ……近すぎる！〉

　誘導弾を射出したのと、ランドクラフトが急に高度をあげたのはまったく同じタイミングだった。ほとんど接せつ触しよくせんばかりにまで接近した赤い悪あく魔まに対し、誘導弾は結局、二発ともロケットモーターに点火もできぬまま、虚むなしく海面へと落ちていってしまっていた。ロケット弾は誤ご爆ばくによって射出器が壊こわれるのを防ぐため、射出して数秒はロケットモーターと近接信管が作動しないように安全装置がかけられている。敵はそれを知っていて、急接近してきたのだ。この狡こう猾かつさ──けっして腕わん力りよくだけが自じ慢まんの狂きよう戦士ではない。

〈まずい！　この方、本当に強……きゃああっ！〉

　悪魔の舌のような銃じゆう火かが閃ひらめいたときには、〝赤の男爵〟の機銃弾が艦底を舐なめている。着弾の衝しよう撃げきで巨きよ船せんが大きく揺ゆれ、撃ち抜かれた装そう甲こう板が剝はがれ落ちた。

〈残念だよ、シスター・ケイト……〉

　火を噴いた左後方部エンジンを、慌てて作動させた自動消火装置で処置しようとしているケイトの耳を、冷笑が打った。機体を捻りながら、再び上方に回り込んだランドクラフトからの強制通信だ。

〈仮にも派遣執行官だ。このシュザンヌ・フォン・スコルツェニー──薔ば薇ら十字騎き士し団、位階５アデプタ＝ス・マ６イナー〝赤のローテ男爵・バロ夫人ーニン〟の優位は動かぬとしても、もう少し、楽しませてくれると思ったのだが……これでは、アザラシでも撃っていた方がまだ手て応ごたえがあった。狩りの成果を自慢する気にもなれん〉

　ため息とともに低く含ふくみ笑う。

　一方、艦体各部のダメージをチェックしながら、ケイトは一方的な相手の通信に耳を澄すませていた。

（この方は……）

　なぜ、こちらにとどめを刺ささないのか？

　最初からケイトは疑問を抱いだいていた──後尾への打撃といい、艦底への銃撃といい、この敵はいずれも一番脆もろい部分に致命傷を与あたえるチャンスを有しながら、この敵がそれをみすみす見み逃のがしていたかに見えたからだ。まるで、せっかくの獲え物ものをすぐに殺さないよう気を配っているかのようだ。

　だが、ようやくその理由がわかった──こいつは傲おごっている。

　何もいまだけではない、これまで、何度も撃げき墜ついのチャンスはあったのだ。にも拘かかわらず、こいつは本気でこちらにとどめを刺そうとしなかった──なぜか？　決まっている。もっとも自分の力を見せつけ、こちらを絶望とともに葬ほうむる機会を窺うかがっているのだ。

〈なるほど……そういうことなら！〉

〈うん？　どういうつもりだ？〉

　勝ち誇ほこる〝赤の男爵夫人〟の声にやや訝いぶかしげな響ひびきが混じった。

　純白の空中戦せん艦かんが、唐とう突とつに艦首を下げたのだ。煙けむりの尾おを引きながら、低空──ランドクラフトがもっとも得意とする領域へと高度を下げてゆく。

〈覚かく悟ごを決めたか？　それとも、何か罠わなを張るつもりか……よかろう！〉

　無線機の声から戸と惑まどいの響きが消えた。そのときには〝赤の男爵〟も華か麗れいに機体を捻って高度を下げている。海面ぎりぎりを圧あつ倒とう的なスピードで〝アイアンメイデンⅡ〟のはるか前方に出ると、再旋せん回かいして機首を空中戦艦へ──赤い狂戦士と白い天使が槍やり試合の騎士のように互たがいに正面に機首と艦首を向けあって相対する。速度的に劣おとる空中戦艦でも五十ノット、〝赤の男爵〟に至っては百ノットを超こえている。四百キロ近い相対速度に、距きよ離り計の針は見る間にゼロへと近づいてゆくが、両者、避さける気配はない。真正面から、海面ぎりぎりを突つき進む。

　このままでは、正面衝しよう突とつするしかない──そう見えた刹せつ那な。

〈残念だったな、〝アイアンメイデン〟……低空こそ我が領域。貴様に最初から勝ち目はなかったのだ！〉

　勝ち誇る声とともに〝赤の男爵〟の機体が波なみ飛沫しぶきをあげた。

　そのときには赤い悪魔は巨体を海面に突き立てている。海中に潜もぐったランドクラフトはそのまま海面ぎりぎりを直進する〝アイアンメイデンⅡ〟の艦底──さきほど、武装の一いつ切さいを破は壊かいされた死角へと潜り込む形となった。機体上方に開いた砲門が、装甲を失い、無防備な姿を曝さらす空中戦艦の機関部に向けられる。

〈死ね！〉

〈──そう来ると思ってましたわ！〉

　高らかな尼に僧そうの声が、舌なめずりする女戦士の咆ほう哮こうに重なった。

　そのときには、海面ぎりぎりを飛ひ翔しようしていた〝アイアンメイデンⅡ〟の巨体が、進行方向に向けて螺ら旋せんを描えがくように半回転している。

〈バ、バレルロールだと!?〉

　無線機の声が醜みにくくひび割れた。あたかも空飛ぶ鯨くじらでも目撃したかのように、緩ゆるやかに回転を続ける空中戦艦に罵ば声せいを放つ。

〈ありえん！　飛行船がこんな軌き道どうを描くなど──〉

〈シュザンヌさんとか、おっしゃいましたかしら？　あなた、ご自分の艦の力に酔よっていらっしゃる……〉

　いくら機動力に富んだランドクラフトとはいえ、水中に潜ってしまえば、その動きは遥はるかに鈍にぶくなる。まして、立体戦せん闘とうにおいて上方からの攻こう撃げきが圧倒的に有利なのは、いつの時代も変わらない。驚きよう愕がくする〝赤の男爵〟に向けて、シスター・ケイトは唯ゆい一いつ無事だった武装──気き囊のう上部に配置された七十五ミリ砲ほうを直接照準した。その間、勝ち誇るでもなく相手の敗因を指し摘てきする。

〈そんなあなたがあたくしにとどめを刺すとすれば、自分の力を一番見せられるエリア──つまり低空にあたくしを追い込んで決着をつけようとされるに違ちがいない……そう思っていましたら、そのとおりに動かれましたわね〉

〈──くおっ！〉

　水面に高い水柱があがるのと、その中から悲鳴にも似た怒ど声せいがあがるのはほぼ同時だった──本来なら空中戦艦同士の砲ほう撃げき戦に使用される大口径砲に機体上方を直撃された〝赤の男爵〟の装そう甲こう板が勢いよく弾はじけ飛んだのだ。ジェット燃料を血のように噴ふき出すその機体が苦く悶もんに震ふるえる。

〈くっ、くそっ……ふざけた真ま似ねを！〉

　しかしそれでもなお、ランドクラフトは機体の制せい御ぎよを失わなかった。よほど電動知性の計算能力が優すぐれているに違いない。逆巻く水の流れと流体力学を可能な限り有効に駆く使しして、なんとか海面に飛び出そうと機体を滑すべらせる。

　だが──

〈……あたくし申し上げたはずですわよ〉

　必死で逃にげようとする敵手をケイトは追おうともしなかった。バレルロールを完成させた艦体を常態へと戻もどしながら、実験結果を報告する科学者のように淡たん々たんと、己おのれの勝利を告げただけだ。

〈あなた、あたくしの思ったとおりに動いてらっしゃるの……もう、勝負はついていましてよ〉

〈なに!?〉

　尼僧の地味な勝利宣言に対し、不ふ審しんげに〝赤の男爵夫人〟はそれを質ただそうとして──果たせなかった。

〈馬ば鹿かな……下方から動態反応!?〉

　海底から、泡あわの筋を引いて駆かけ上がってくる二つの光にようやく気づいたからだ。正体を確かめる間もなく、なんとか回かい避ひ行動を取ろうとしたときには、光点──槍のように尖とがった二基の対たい潜せんロケット弾だんは回避不能な位置にまで迫せまってきている。

〈こ、これはさっきの不発弾!?　まさか、〝アイアンメイデン〟！　貴様、これまで計算して──〉

〈そのとおり……ごめん遊ばせ、男だん爵しやく夫人〉

　海底が真昼のように輝かがやいていたのは、その直後のことだった──最後に、ランドクラフトの無念を伝えるようなノイズが通信機から溢あふれた瞬間、高々と海面に噴ふき上がった水柱は〝アイアンメイデンⅡ〟の巨きよ体たいにまで降り注いでいる。

〈ふう……とんでもない方でいらっしゃいましたわねえ〉

　これがまともな人間なら、荒あらい息を吐はいてへたりこんでいただろう。しかし、ケイトの思考はすぐに次に自分が行わねばならない行動を優先順位をつけて割り出している。まずは他ほかに敵がいないかどうかの確かく認にんと船体各所の被ひ害がい状況の診しん断だんだ。それから、船内の乗客達に状況説明をせねばならない。とにかく目の前の戦いに夢中で、ずいぶんと無理な機動をしてしまった。聖下に怪け我がでもさせていたら大事である──ケイトは急いでそれまで切っていた船内モニターに意識を接続したが、

〈こ、これは……〉

　モニターからの映像が視覚野に伝えられた直後、ケイトは思わず呻うめき声をあげてしまった。

　展望ラウンジは血の海だった。




　最初に艦体が大きく揺ゆれたのは、パウラが床ゆかを蹴けった直後のことだった。

　外で、いったい何が生じているのであろうか。鈍い爆ばく発はつ音とともに空中戦艦の巨きよ体たいが激しく震えているのはどう考えても尋じん常じようではない。

　しかし、パウラにそれを確かく認にんする機会も時間も無かった。鈍い反動が床を伝わってくるのを靴くつの裏で聞きながら、傾けい斜しやした壁へき面めんを駆け抜ぬけると、瞬しゆん間かん移動のように敵手との距離を詰つめる。

「──ふっ！」

「しゃああっ！」

〝死の淑しゆく女じよ〟と〝切ザ・裂リツ魔パー〟──いずれ劣おとらぬ殺人者の間に甲かん高だかい金属音が破は裂れつした。

　高周波ブレード同士が打ち合い、奏かなでた異音がラウンジの空気を震わせたときには、圧あつ倒とう的なパワーで刃やいばを弾かれた骸がい骨こつ男が後方に大きくのけぞっている。のけぞりながら、その場でバク転して距きよ離りを取ろうとした〝切裂魔〟だったが、その顎あごを狙ねらって、跳はね上がるように襲おそいかかってきた刃がある。高周波ブレードを備えた彼のジャックナイフさえ弾いた凶きよう器き──パウラの拳こぶしを覆おおう手てつ甲こうから生えた四本の鉤かぎ爪づめだ。あとわずかのところで敵手の顔面を剝はぎ取り損そこねた鉄甲クロー鉤を手首の捻ひねりで旋せん回かいさせると、〝死の淑女〟は今度はテロリストの胴どう体たいを横よこ薙なぎに薙ぎ払はらった。これも半瞬早く、〝切裂魔〟が後方に跳ちよう躍やくしたため、その胸むな元もとに左右四本ずつの赤い血の筋を描いたにとどまったが、テロリスト本人の背中はすでにラウンジの壁かべからほど近い位置にまで近づいてしまっている。逃げたつもりが、自ら、死地に入り込んでしまったのだ──そのことにようやく気づいた男が逃げ場を求めるように視線を動かしたのを見て、パウラは冷然と宣告した。

「終わりです、テロリスト……祈いのりなさい、あなたの魂たましいのために」

「……祈るのは貴様だ、異い端たん審しん問もん官」

　髑どく髏ろめいた顔の中で薄うすい唇くちびるが吊つり上がったのと、男の体の前に瘦やせた少年が魔ま法ほうのように現れたのはほぼ同時だった──逃げると見せかけて教皇に接近していたのだ。テロリストは切り札を場に出すギャンブラー独特の、あの不自然なまでに落ち着き払った口調で尼に僧そうに命じた。

「武器を捨てろ。さもなくば、神の代理人が神の許もとに行くことになる」

「愚おろかな選せん択たくをしましたね、あなたは」

　しかし、脅きよう迫はくを受けた異端審問官の顔色は毫ごうも変わらなかった。恐きよう怖ふに歪ゆがむ少年教皇の顔が目に入らぬのか、爪の先端に付着した血を汚けがらわしいもののように振り捨てて告げる。

「人ひと質じちなど、異端審問官相手には無む駄だな努力です……それがたとえ、神の代理人その人であろうと」

　一ミリの迷いもなく言い捨てた瞬間、パウラは躊躇ためらうことなく床を蹴っていた。

　いまにも気死せんばかりの少年を羽は交がい締じめにしている骸骨男に向けて、みるみる距離を詰める。

　教皇庁でも冷れい酷こく無比をもって知られる〝死の淑女〟に肉の楯たてを掲かかげるなど、愚かなテロリストもいたものだ。それとも、教会の者が教皇を見殺しにできるはずがないとでも思ったのだろうか？　だとしたらとんだ誤り──この事態はパウラにとってもっとも好ましい状じよう況きようだった。

　骸骨男に取り押さえられ、醜みにくく顔を歪めている少年は教皇庁史上、最も惰だ弱じやくで愚ぐ鈍どんな聖座の主だ。そして、彼がここで死ぬようなことになれば、そのあとを継つぐのはフランチェスコ・ディ・メディチ枢すう機き卿きよう──教皇庁の権けん威いと権力を体現する男である。人質を殺すというテロリストの脅迫にパウラが屈くつする理由など、主しゆの創つくりたもうたこの世界のどこを探そうと出てくるはずがない。瞬間移動のように距離を詰めた〝死の淑女〟は、眉まゆ一筋動かすことなく、右手の鉄甲クロー鉤を楯になっている少年の鳩尾みぞおちに向けて繰くり出した。貧ひん弱じやくな体を貫つらぬけば、その後ろにあるのは骸骨男の心臓だ。二人とも即そく死しだろう。計算に狂くるいはないはずだ──

　だが、完かん璧ぺきなはずの計算に狂いが生じたのは、まさに鉤爪がアレッサンドロの心臓を抉えぐり抜こうとしたその瞬間だった。

「…………」

　十分な速度とパワーを乗せたパウラの拳が突とつ然ぜん、軌き道どうを変えたのだ。そのまま横に滑すべると、固く目を閉じたままのアレッサンドロの顔をかすめすぎる。直後、〝死の淑女〟は脚あしを跳ね上げ、鋭するどい回し蹴りを教皇の背後に潜ひそむ敵手に見み舞まったが、これはタイミングもあわねばフェイントもない単純な攻こう撃げきだ。いともたやすく相手の腕うでにブロックされる。

「……くっ！」

「なにをやっているのだ、異端審問官！」

　珍めずらしくも〝死の淑女〟が放った舌打ちに、テロリストの訝いぶかしげな怒ど号ごうが重なった。必殺の優位をあえて捨てたパウラの行動に不ふ審しんなものを感じたのだろう。しかし、そのとった行動は、〝死の淑女〟の乱れた動きとは比べ物にならぬほど的確なものだった──楯にしていた教皇を突つき飛ばすと、ナイフを振りかざして跳躍する。

「……わ、わわわっ！」

「ちっ！」

　奇き声せいとともに倒たおれてきた教皇をパウラが脇わきに突き飛ばしたときには、〝切裂魔〟は必殺の間合いに尼僧を捉とらえている。幻げん惑わくするように弧こを描えがいた刃を、パウラは体軸じく前に立てた鉄甲クロー鉤で凌しのぐが──

「パ、パウラ、上だ！」

　アレッサンドロの警告は何の役にも立たなかった。警告に従った尼僧が上を仰あおぎ見たときには、丸太のような巨きよ腕わんが尼僧のこめかみを強打していたからだ。巨腕──〝切ザ・裂リツ魔パー〟の背中から生えた副腕のパワーは格かく闘とう戦用の機械化歩兵にほぼ匹ひつ敵てきする。スピードには恵めぐまれていてもウェイトのない〝死の淑女〟の体は冗じよう談だんのように宙に舞っていた。

「シ、シスター・パウラ！　パウラ！」

（なんだ、いまのは……）

　壁に叩たたきつけられ、そのまま床ゆかに頽くずおれた〝死の淑女〟が朦もう朧ろうと薄れた意識の中で自問したのは、テロリストの副腕に驚おどろいたためではない。あのようなアクセサリーを持つ強化歩兵については、〝壊かい滅めつ騎き士し〟の報告書中に言げん及きゆうされていた。そんなくだらないことより、なぜ、自分は必勝の攻勢を中断し、より勝率の低い技わざに切り換かえたのか──そちらの方がはるかに深刻な驚きだ。自問しても、合理的な理由が見つからない。

（まさか……躊躇ためらったというの？　この私が？）

　頭に喰くらった一いち撃げきのために意識が混こん濁だくしているのだろうか。自らが導き出した結論に、パウラは軽い目眩めまいを禁じ得なかった。

　だが、どうやら本当らしい。たしかに自分はいま、人ひと質じちごと敵手を葬ほうむるというもっとも正しい選択を放ほう棄きしたのだ。それも、人目も憚はばからず涙なみだを垂れ流しては、パウラの名を連呼している、このみっともない少年ごときのために。

（ありえない、私がこんな少年の命を優先するなど……）

「アルビオン訪問中の教皇と異い端たん審しん問もん官たちが殺されたとなれば、ローマも黙だまってはいまい……」

　自分の導き出した結論に異議を唱えている尼僧の意識を別の声が打った。パウラの側そばに近づきながら、〝切ザ・裂リツ魔パー〟が穏おだやかに口を開いたのだ。静かにナイフで十字を切りながら、脳のう震しん盪とうのためにどんよりと膜まくのかかった瞳ひとみで床を見つめている尼僧の顔を覗のぞき込んだその口ぶりは特に勝ち誇ほこるでもない。むしろ淡たん々たんと呟つぶやく。

「そうなれば、アルビオンの内乱はより深刻なものになる。混乱に次ぐ混乱、混こん迷めいに次ぐ混迷……そして、内戦が泥どろ沼ぬま化かすればするほど、我らが女王陛下にとっては好都合となる」

（もう少し……もう少し、時間があれば……）

　突きつけられた輝かがやきをぼんやりと見つめながら、パウラはようやく回復を始めた思考野の隅すみで考えをまとめた。脳への打撃はそれほど深刻なものではなかったらしい。すでに四し肢しの端はしがかすかな痙けい攣れんを始めている。あと十秒もあれば、再起動できるはずだ──だが、その十秒は与あたえられそうになかった。すでに〝切裂魔〟は尼僧服の胸むな元もと、心臓の上にナイフを擬ぎしている。

「懺悔ざんげは終わったか、異端審問官？　俺もこれ以上、遊んでいる時間はない……そろそろ、お前たちの大好きな神とやらのところへ行くがいい！」

（だめだ、間に合わな──）

　ぼんやりと焦しよう点てんの合わない目を見開いたまま、パウラが心臓に撃うち込まれる死の感かん触しよくを確かく認にんしようとしたその瞬しゆん間かん。

「──は、離はなせ、貴様！」

　狼ろう狽ばいしたような男の怒声が、広くもないラウンジに響ひびいた。

　反射的にパウラが落ちかけていた瞼まぶたを上げれば、テロリストが何か怒鳴っている。その首筋には何か──あるいは誰だれかがしがみついているようだが、あれは？

「小こ僧ぞう、貴様ごときがしゃしゃり出てくる場ではないわ！」

「パ、パウラ、逃にげて！　早く！」

　二つの怒号が半覚かく醒せい状態にある尼に僧そうの耳を打った。甲かん高だかい、少年の声の方はさらに何か言いつのっている。

「早く逃げて！　そして、ペテロに……ぎゃ！」

「──アレッサンドロ聖下!?」

　いまだうまく呂ろ律れつの回らぬ舌を操あやつって、パウラは少年──もしくは自分の命を救った者の名を呼んだ。だが、そのときには少年の体は例の二本の副腕によって襟えり首くびを摘つまみ上げられ、壁かべに叩きつけられている。

「小僧！」

　どうやら、パウラを殺し損そこねたことそのものより、自分が隙すきを作ってしまった事実が許せなかったらしい。咆ほう哮こうしたテロリストの手中でぎらりとナイフが光った。刃は渡わたり三十センチはありそうなそれを、弱々しく痙攣する少年の首筋に振ふり下ろし──

「せ、聖下！」

　世界が螺ら旋せんを描いて回転したのは、ようやく体を起こすことに成功したパウラが立ち上がり、テロリストのナイフの切っ先が少年の肌はだに触ふれたその刹せつ那なであった。

　そう、まさに世界が回ったのだとしかいいようがない。ラウンジが一回転すると、それまで暗い海面を移していた窓ガラスに、掃はいたような満天の星空が飛び込んでくる。鈍にぶい震しん動どうとともに重々しい七十五ミリ砲ほうの発射音が天頂方向──艦かん体たいが百八十度傾かたむいているいまは海面方向から鳴り響く。

　しかし、この場にいた誰も外で何が起こったのか気にしている者はいなかった。暴君のように振る舞う重力の法則が彼らの肉体を天てん井じように叩きつけようと見えざる拳こぶしを振るったのだ。悲鳴をあげるアレッサンドロも、いままさにその首を搔かき切ろうとしていたテロリストも揃そろってバランスを崩くずし、子供に投げられた人形めいた姿勢で落下する──唯ゆい一いつの例外はパウラだ。

「…………」

　無言のまま、〝死の淑しゆく女じよ〟はいまや天井となりつつある床を蹴けりつけていた。そのまま、翼つばさある者のように壁へき面めんを駆かけ下りると、そこでジャンプ。もつれあう少年とテロリストの間に、稲いな妻ずまのように滑すべり込む。

「し、しまった!?」

「咎とが人にん地より消え、悪あしき者絶たち滅ほろぼされるよう、我が魂たましいよ、主を頌たたえよ──ハレルヤ」

　驚きよう愕がくと憤ふん怒ぬに歪ゆがんだテロリストの顔前で、〝死の淑女〟の手刀が閃ひらめいた。

　高々と血ち飛沫しぶきがあがったときには、二本の副ふく腕わんを切断されて絶ぜつ叫きようをあげるテロリストの胸板を跳はね上がったパウラの蹴りが襲おそっている。鳩尾みぞおちを直ちよく撃げきした足は、衝しよう突とつの瞬間、さらに回転して、肋ろつ骨こつを折り砕くだき、瘦やせた男の体をたっぷり五メートルは飛ひ翔しようさせた。壁まで飛んでいった男は、そのまま壊こわれた人形のような格好で天井にずり落ちる。

「……聖下、ご無事ですか？」

　パウラが少年に声をかけたときには、外の騒そう動どうにもけりがついたのか、ラウンジは急速に再回転して正しい上下を回復させようとしていた。今度は床ゆかに叩たたきつけられぬよう、アレッサンドロの体を支えながら、パウラは相手の体に傷がないことを確かく認にんした。

「傷はないようですが……どこか痛みますか？」

「だ、だいじょうぶ、です……で、でも、目の前が、く、くくらくらして……」

「では、ここに座っていてください」

　いちおうは命の恩人ということになる少年教皇に命じた口調がことさらそっけないものとなったのは、パウラの内心、迷いがあったからかもしれない。ふらついている少年をむりやりその場に座らせると、〝死の淑女〟は冷たい美び貌ぼうをもたげた。ラウンジの反対側、やはりよろめきながらも立ち上がった人ひと影かげを見み据すえて告げる。

「この男を片づけたら、手当ていたします。それまではじっとしていてください……そこのテロリスト」

　背中から流れ落ちる血で床を真っ赤に染めながら、なおナイフを手放そうとしない男に、パウラは彼女としては珍めずらしいほど慈じ悲ひ深い警告を発した。

「すでに勝負はつきました。降こう伏ふくしなさい。教皇襲しゆう撃げきの大罪は免まぬかれようもありませんが、首しゆ謀ぼう者しやの名前その他を告白すれば、一いつ片ぺんの慈悲があるやもしれません」

「……降伏しろだと？　は、馬ば鹿かなことを。最初から、生き残るつもりなどないさ」

　出血のためか、男の声は最前とは比ぶべくもないほどか細かった。しかし、髑髏どくろめいた顔でその目だけは地じ獄ごくの陰いん火かのような昏くらい輝かがやきを灯ともしている。削そいだように薄うすい唇くちびるを痙けい攣れんさせ、〝切ザ・裂リツ魔パー〟は血に汚よごれた手でナイフをかまえた。

「俺のお仕えしている方は不幸な方でな。権力、名声、血筋、人材……妹君は望まずとも何でも手に入れているのに、渇かつ望ぼうされるあの方の手には何もない。せめて、俺一人でも殉じゆん死しして差し上げねば、あまりに哀あわれすぎるというものだ……さあ、立ち会え、異い端たん審しん問もん官。最さい期ごの相手が名だたる〝死の淑女〟とは、俺はついている」

「……あなたの名は？」

　教則どおり、体前にナイフをかまえている男の背中からは、大量の血が流れ続けていた。放ほうっておいても、じきに死ぬだろう。少なくともあと一分もすれば、この場に昏こん倒とうするはずだ。しかし、男の挑ちよう戦せんを〝死の淑女〟は退けなかった。襟えりを正すと、静かに問いかける。

「墓標にはなんと名を刻めばいいのですか、兵ソルジ士ヤー？」

「名はとうに捨てた。死人に名など必要ないからな。だが、もし墓に刻むなら……」

〝兵士〟と呼ばれた男の唇がかすかに吊つり上がった──あるいは微び笑しようしたのだろうか。幻げん惑わくするように動かし続けていたナイフを逆手に固定し、短く名乗る。

「〝切裂きジヤツクジャ・ザ・ックリツパー〟──そう刻め」

　男の姿が消えた。

　転てん瞬しゆん、荒あれ狂くるう一いち陣じんの風が佇たたずむパウラの真正面から吹ふき付け、尼に僧そう服のフードを大きく舞まい上げる。しかし、パウラは動かない。ただ、体の側そばに提さげていた手刀が一瞬、その輪りん郭かくをぶれさせただけだ。

「──刻みましょう、その名を」

　正面、男の立っていた位置を見つめていた〝死の淑女〟の頰ほおに赤い糸が一筋、弾はじけた。静かに呟つぶやいた尼僧の足あし下もとに、小さな血の花が一輪、ぽつりと咲さく。

　直後、その背後で、首のない男の体が壁かべに突つっ込んだ。




「おっさん、あんたはテントに隠かくれてろ！」

　突とつ進しんしてくる〝獣けもの〟を前に言い放ったのはヴァネッサだ。長生種の娘むすめは長い脚あしを動かすと、地面に転がっていたテント用の支柱を一本、器用に蹴けり上げた。それを投げ槍やりのように逆手に握にぎると、尖とがった杭くいになっている方を前方に向けて投とう擲てきする──長生種独特の怪かい力りきに、支柱はほとんど音速に迫せまる勢いで飛翔した。目の悪い者なら、その動きを捉とらえることも難しかったろう。

　しかし〝獣〟は唸うなりをあげて迫る槍を避よけなかった。いやそれどころか、軽く首を捻ひねってやり過ごすと、尖った口こう吻ふんで支柱の半ばに食くらいついたではないか。

「げっ、なんだ、こいつぁ!?」

　鉄製の支柱がまるで粘ねん土ど細工のように嚙かみ裂かれたのを見て、ヴァネッサが呻うめいた。短生種には化け物呼ばわりされる長生種の目から見ても、目の前の〝獣〟はまともな生き物ではない。遺伝子工学の産物か、なんらかの生体強化処置を受けているのか、さもなくば悪夢から這はいだしてきた本物の化モンけスタ物ーだ。

　もっとも、そんな相手の驚愕など〝獣〟は斟しん酌しやくしなかった。原形を留とどめぬまでにねじ曲がった支柱を吐はき捨てると、明らかに知性の宿った瞳ひとみが長生種を一いち瞥べつしたのだ。直後、音もなく、灰色の巨きよ体たいが疾しつ走そうを始めている。

「──ヴァネッサ君、避けたまえ！」

　巨きよ大だいな口が唾だ液えきの糸を引いて開くのを見て、〝教授〟は躊躇ためらわなかった。ヴァネッサの肩かた越ごしにステッキを〝獣〟へ向けると、スイッチの一つを押し込む。圧あつ搾さく空気の尾おを引いて射出されたカプセルが突進してくる〝獣〟の前に落ちるや、夜目にも白い煙けむりが立ち上った。

「げ、げほげほっ！　め、目に沁しみる……おい、おっさん！　こりゃ、なんだあっ!?」

「催さい涙るいガスだよ」

　白はく煙えんの向こうを透すかし見ながら、〝教授〟は涼すずしい顔で笑った。パイプを銜くわえ直しながら、

「むろん、そこらの警察や軍隊が使っているものとは比ひ較かくにならないほど強力だがね。主な成分はクロロアセトフェノン他ほか二十種、これに揮発促そく進しん剤ざいとしてフロンを加えてある。ベースがイヌかオオカミかは知らないが、嗅きゆう覚かくに優すぐれているほど、ダメージを受けるはず……だ……」

　蘊うん蓄ちく混じりの解説を加えていた紳しん士しの舌が、ふと回転を止めた。夜風に白煙が散らされてゆく。だが、その向こうに〝獣〟の姿がない。ヴァネッサもそれに気づいたらしい。愕がく然ぜんと呻く。

「いねえ！　馬鹿な、あの畜ちく生しよう、いったいどこに──」

　地獄の底から響ひびいたような咆ほう哮こうが、夜気を震ふるわせた。

　とっさに振ふり返った二人の視線の先にあったのは、唾液を撒まき散らして迫る真っ赤な口こう腔こうだ。長生種にさえ気け取どられぬ猛もうスピードで背後に回り込んでいた〝獣〟は弾だん丸がんのような勢いで〝教授〟に躍おどりかかった。

「おっさん、危ねえ！」

　ヴァネッサの輪郭が、一瞬、歪ゆがんだ。と見えた次の瞬しゆん間かん、ほっそりしたその体は〝獣〟と〝教授〟の中間に出現している。

「くたばれ、化け物！」

　怒ど声せいとともに、娘は鉤かぎ爪づめの伸のびた手を、躍りかかってきた〝獣〟の鼻はな面づらに突き立てるが──

「いかん、ヴァネッサ君！」

　ステッキを〝教授〟が掲かかげたときには、すでに遅おそかった。信じがたい反応速度で野や獣じゆうは繰くり出された鉤爪の一いつ閃せんをかいくぐっていた。いやそれどころか、逆にその牙きばを敵の腕うでに突き立てたではないか。さらにはその巨体を活いかし、娘の体を振り回す──骨の砕くだける嫌いやな音と意外に女らしい苦鳴の尾を引いて、ヴァネッサの体は円えん弧こを描えがいて背中から地面に叩たたきつけられていた。遠心力をまともに受けた肺が潰つぶれ、悲鳴の形に開いた口から嫌な音がこぼれる。

「くっ──」

「──動グナ、神じん父ぷ！」

　とっさに仕込み杖づえの鞘さやを払はらおうとした〝教授〟の動きを凍こおらせたのは、濁にごった声だった。とても人間の声帯から発せられたとは思えないような辿たど々たどしく、捩ねじれた声。

「動ク、な……動げバ、女、命、なイ」

　いかにも不器用そうに口を動かして言葉を紡つむいだのは、他でもない、仰あお向むけに転がったヴァネッサの上にのしかかっている野獣だった──耳まで裂さけた口を三日月型に開いた〝獣けもの〟が燐りん火かのように燃える瞳で〝教授〟を見み据すえて、口をきいたのだ。そればかりではない。浅い呼吸をしている長生種の娘むすめの顔を長い舌で舐なめると、悦えつに入ったような含ふくみ笑いすら漏もらす。

「く、クかカ……やパり、そうだ……わーずわーす、聞いタとおりノ奴やつ……」

　本来、イヌ科の動物の生態も口腔も人間の言葉を話せるようにはできていない。しかしそれでもこのとき、〝獣〟の言葉ははっきりと〝教授〟には理解できた。その底に籠こめられた狡こう猾かつさと、どす黒い悪意さえ。

「お前、女、守レない奴……〝魔ま術じゆつ師し〟、言ダ、トオリ」

「……〝魔術師〟!?」

〝獣〟が口にした単語に、〝教授〟はかすかに眉まゆをあげた。

〝魔術師〟とはＡｘにおいてはとある重要指名手配犯のコードネームである。そしてその男は、自分の古い知り合いでもあった。

「〝魔術師〟……君はバトラーの知人か？　いや、イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファーを知っているのか？」

「バとらー、けんぷフぁー……どちらデも、いイ」

　叩きつけられたときの衝しよう撃げきでヴァネッサは意識を失っているらしい。ぐったりと転がる娘のうえに妙みようにエロティックな体勢でのしかかったまま、〝獣〟は含み笑った。

「〝魔術師〟言ッだ。お前、女守れナい男……婚こん約やく者死なゼだ。しすたー・けいと、死ンだ。こノ女、もすぐ死ヌ。ぞしテ、王孫女モ……」

「王孫女？　シスター・エステルかね？」

　こういうときですら、彼はアルビオン貴族だった──この期ごに及およんでなお、ポーカーフェイスの仮面をかぶったまま、〝教授〟は問うた。思考野を全速で回転させる一方、茶飲み話でもするようなゆったりとした口調で情報を引き出し、時間を稼かせぐことに努める。

「いったい、彼女に何をしたのかね？」

「あの娘、いま、うぃンざー城」

〝獣〟の関心は、次し第だいに〝教授〟から横たわる美う味まそうな獲え物ものに移りつつあるらしい。面めん倒どう臭くさげに答えると、野獣は前ぜん肢しの爪つめで器用に娘のシャツを裂いた。露あらわになった白い胸を見下ろすその口元から、大量の唾だ液えきが滴したたり落ちる。

「うぃンざー城、〝魔術師〟、いル。ぞじテ、もっト怖こわいモノも……死ヌ。娘、もうスぐ、死ぬ」

「くっ！」

「動グな、俺、言っダ」

　ついにアルビオン貴族としての矜きよう持じも尽つきたか、顔を歪めてステッキを振り上げようとした紳士を低い声が打った。真っ赤な口腔をヴァネッサの顔の上に開きながら、〝獣〟が嗤わらったのだ。

「お前、ここデ、足止メ。装置も壊こわス。王孫女も死ヌ……お前、黙だまデ、見デるだけ。動いたラ、この吸ヴア血ンパ鬼イア、喰くい殺す、ゾ」

「──やれるもんなら、やってみやがれ！」

　地面から、挑ちよう発はつ的な声があがったのはそのときだった。

　と同時に、無数の細い針──〝鬼メデユ女ーサ〟の頭皮細さい胞ぼうから分ぶん離りした髪かみ針ばりを口の中いっぱいに受けた〝獣〟の喉のどを、甲かん高だかい叫さけび声がほとばしっている。それまで、冷静さを失ったふりをしていた〝教授〟の演技に注意を引きつけられていた彼にとって、これは完全な奇き襲しゆう攻こう撃げきとなった。子犬のような悲鳴をこぼしながらのけぞるのを憎にく々にくしげに見上げながら、

「へっ、さすがに口の中までは鍛きたえてなかったみたいだな！」

　ヴァネッサは勝ち誇ほこったように笑った。笑いながらも膝ひざを跳はね上げ、のしかかっていた〝獣〟の腹を蹴けり上げる。ほっそりした娘でも長生種だ。その怪かい力りきをもろに受けた〝獣〟の体が弾はじけ飛ぶ。そこに、

「ヴァネッサ君、鼻をつまんでいたまえよ！」

　警告を飛ばした紳しん士しのステッキから、白いカプセルが射出された。カプセルは悲鳴をあげている〝獣〟の足あし下もとに落ちると、今度こそ噴ふき出した白はく煙えんで野獣を包み込んだ。しかし──

「ご……ごの程度デ、俺、どうニかできる、思たカ！　毒がスなど、俺、効カナイ！」

　煙けむりの中からあがったのは悲鳴でもなければ、苦鳴でもなかった。〝獣〟が憎ぞう悪おに満ちた咆ほう哮こうをあげたのだ。血まみれになった口こう腔こうから髪針を吐はき捨てながら牙を剝むく。

「けっ、なんつータフな犬いぬ畜ちく生しようだ！」

　怒いかり狂くるう野や獣じゆうを見て、あきれたようにヴァネッサが首を振ふった。

「くそ、この野や郎ろうをはっ倒たおすのは一苦労しそうだな」

「いや、もう勝負はついているよ……」

　うんざりと吐き捨てた長生種に対し、〝教授〟の答えは冷静で──そして、揺ゆるぎなかった。

「僕らの勝ちだ──彼はもう戦えない」

「……な、ニ？」

　まるで方程式でも解き終えたような〝教授〟の指し摘てきに応じたのはヴァネッサではなかった。

　それまで背中の毛を逆立てて唸うなっていた〝獣〟が、急に巨きよ体たいをよろめかせたのだ。慌あわてて脚あしを踏ふん張るが、それすらも酔よっぱらっているように頼たよりない。大きく体を泳がせ、転てん倒とうしないように姿勢を保持するのがやっとに見える。

「く……か……わ、わーずワーす、貴様、何をジた!?　いまノがす……いまノは、ナンだ!?　ナニを撃うタ!?」

「うん？　ただの催さい涙るいガスだよ。ただし、その成分には大量のチオアルデハイドを含んでいるのだがね」

「チオアルデハイド？」

　訝いぶかしげにヴァネッサが首を捻ひねった。〝獣〟の自己申告が正確なら、その免めん疫えき機構は長生種なみのはずだ。それにこんなダメージを与あたえる毒など存在するのだろうか？

「なんだ、そりゃ？　そのなんとかハイドってのはそんなすごい猛もう毒どくなのか？」

「いや、催涙効果を除けば、僕や君たち長生種にはほとんど害はない物質だよ。ただし、ある種の動物には致ち命めい的な毒素になるがね……簡単に言えば、彼はいま、タマネギ中毒を起こしてるんだよ」

「タマネギ中毒だあ？」

　どこか滑こつ稽けいなその響ひびきにヴァネッサはきょとんとした顔になった。

「タマネギ中毒って……ひょっとして、イヌがタマネギ食うと死んじまうってあれか？」

「そのとおり。僕の催さい涙るい弾だんには催涙効果を高めるためにチオアルデハイドという揮発性の有機チオ硫りゆう酸さん化合物を加えていてね。

　くるりと回したステッキを肩かたに載のせ、〝教授〟は微笑ほほえんだ。どこか悪戯いたずら好きの悪童を思わせる目でウィンクして、説明を追加する。

　これは、ほら、タマネギを切ったら涙なみだが出るだろう？

　あの原因になってる物質さ。ところがこの化合物にはちょっとした溶よう血けつ効果──つまり、赤血球を破は壊かいする効果があるんだ。もっとも、チオアルデハイド単体なら、その効果もまあシャレで済む程度のものさ。しかし、こいつが還かん元げん型グルタチオンという物質と結びつくと飛ひ躍やく的に溶血効果が高まって、赤血球を大量に破壊し始めるんだ……ところで、自然界には遺伝的に血中に大量のグルタチオンを含ふくむ動物がいてね。たとえば、イヌやオオカミなんかがそうだ」

「ぎざま……ぎざまあっ！」

　意味ありげに含み笑った〝教授〟の鼓こ膜まくを耳みみ障ざわりな咆哮が打った──相変わらず酔ったようによろめきながら、〝獣けもの〟が吠ほえたのだ。

「絶対ニ……絶対に許ざんゾ！」

「……許さないのは僕の方だ、野の良ら犬いぬ君」

　負け犬を睨にらんだ〝教授〟の瞳には、これがあののんびりした紳士かと見まごうほどの冷たい霜しもが降りていた。ステッキを〝獣〟の鼻はな面づらに向けると、一言一言、刻みつけるように言い放つ。

「本来なら、しかるべき罰ばつを与えるところだが、今は時間がない……今夜は見み逃のがしてあげるから、自分の幸運を祝して、とっとと消えたまえ。ただし、次はないと思っていただこう」

「…………」

　相変わらず上品な──それでいて、反論の余地もないほどに威い圧あつ的な脅きよう迫はくに、〝獣〟の巨体から怒いかりのオーラが消えた。それまでぴんと逆立てていた尾おを後こう肢しの間に挟はさむと、一歩一歩後退する。そのまま灰色の巨体が闇やみに溶とけ込んだときには、あれほどいた野犬の群れも公園から消えてしまっていた。

「お、おい、いいのかよ！　あいつ逃にがしちまってもよ！」

「いまは仕方ない。とどめを刺さすとなったら、また大仕事になりそうだからね」

　いかにも年寄り臭くさく肩かたを鳴らしたときには、〝教授〟の顔からは最前の厳しい表情は消えてしまっている。いつの間にか火が消えてしまっていたパイプに新しいタバコを詰つめながら、紳士はいまだ不得要領な顔の娘むすめに指示を与えた。

「それより、関係各所のレディたちが大変なことになっているみたいだ。その解決が先だろう……そんなわけで、ヴァネッサ君、早くアルバートを捜さがしてきてくれたまえ。それから、僕と一いつ緒しよにウィンザー城に──エステル嬢じようのところに向かってもらう」
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「なんだ、この男は!?　いったいどこから現れた……いや、それより、これはいったいどういうことだ、ケンプファー!?」

　気が付けば、堂内に水みず溜たまりを作っていたあの黒い雨は一いつ滴てき残らず消え失うせてしまっている。雨に打たれたエステルたちの着衣にも染しみ一つない。一方、満面の笑えみを湛たたえている青年からわずかに後ずさりながら、黒衣の魔ま術じゆつ師しを振り返ったのはメアリだ。

「〝時間稼かせぎ〟？　〝用済み〟？　お前、まさか、私を利用したのか!?　利用するために、〝湖エクスのカリ剣バー〟を私に!?」

「いえ、別に殿でん下かを利用するために〝湖の剣〟を差し上げたわけではございません」

　この期ごに及およんで、黒い男の返答は悪あく魔まじみた丁てい重ちようさだった。

「〝湖の剣〟の有効な活用法を考えておりましたときに、たまたま、殿下の存在が目につきましただけで……正直なところ、別に誰だれでもよかったのです」

「……貴様！」

　空色の瞳ひとみに殺気が走った。白い手が瞬しゆん速そくの迅はやさで旋せん回かいすると、氷ひよう刃じんが〝魔術師〟に叩たたきつけられる。だが、ケンプファーの首が消し飛ぶ直前、二人の間に割って入ったのは白い影かげだ。

「あのさあ……利用したのされたの、そんなつまんないこと、どーだっていいじゃない？」

　耳の穴をほじりながら、白はく皙せきの若者はのほほんと呟つぶやいた。

「アイザックが君に何か失礼なことしたっていうんなら、ボクが謝るよ。だからさ、もっと気楽にいこーよ、気楽に」

「……そこをどけ」

　宙に軍刀をかざしたままの女の声は、氷すら凍こおらせるかと思うほどに冷たかった。いつでも得え物ものを振ふり下ろせるよう肘ひじを撓たわめながら、短く警告する。

「その男は私をそそのかして、ロンディニウムを破壊しようとしたのだ──主人だかなんだか知らんが、私の邪じや魔まだてするようなら、お前も斬きる」

「んんっ、いかんなあ、実にいかん！　そんなに殺気だってちゃ、美人がだいなしだよ、おじょーさん」

　へらへらと笑う若者の顔はいっそあどけないほどに陽気だった。白はく刃じんを前に怖おじるふうもなく、脳天気に頭を搔かいてみせる。

「それにどうせ、騙だまされたのなんのって言っても、かかってるのは街一つでしょう？　たかだか何十万人だかの命でそんなに腹を立てちゃだめだよ。もっと肩の力抜ぬいてリラックスしよーよ、リラックス」

「…………」

　不気味なほどのどかな若者の台詞せりふに対し、今度はメアリは答えを与あたえなかった。無言のまま、剣を握にぎった腕うでを旋回させただけだ──無む慈じ悲ひに落ちかかった白刃は、若者の頭頂部から胴どう体たいまでを真っ向から斬り割っている。

「……!?」

「ね、姉さん!?」

　噴ふき上がった血ち飛沫しぶきに、メアリが無言の苦鳴を、そしてエステルが甲かん高だかい悲鳴をあげた。

　ほとんど天てん井じようまで届くような勢いで、赤い噴ふん水すいが高々とあがっていた。だが、それは金きん髪ぱつの若者から噴出したものではない。加害者──メアリの顔半分を赤く染めて、彼女の肩から血柱が噴き出していたのだ。半瞬遅おくれて、根本から切断された右腕が異様な音とともに床ゆかに転がる。

「な、なんで……」

　床に転がった右腕とそれが握ったままの軍刀を見下ろし、メアリはがっくりと膝ひざを折った。信じられぬものを見たように顔を歪ゆがめながら、その場に頽くずおれる──確かに氷刃は相手に振り下ろされたはずだ。その脳天を真っ二つにしたはずだ。それが、なぜ!?

「ああ、痛そーだねー。だから、女の子がそんな物ぶつ騒そうなものを振り回すのは感心しなかったんだ。言わんこっちゃない」

　一方、痛ましげな台詞とは裏腹に、カインは不気味なほどのどかな表情をしていた。跪ひざまずいた〝ブラッディ〟メアリが低い呻うめき声をあげたまま動けないのを確かく認にんすると、ふと、声もないエステルの方へ視線を転じる。

「ん？　どしたの、エステル？　顔色悪いゾぉ？　なにか、悪いものでも食べたのかにゃー？」

「こ、こっちに来ないで！」

　散さん弾だん銃じゆうのポンプを引きつつ、エステルは震ふるえる声を押し出した。なにやら調子はずれの鼻歌を口ずさみながら近づいてくる若者の視線に吐はき気すら覚えながら、威い嚇かくするように引き金に指をかける。

「それ以上、近づいたら……本気で撃うつわよ！」

「撃つ？　僕を？　んん、エステル、ぼかぁ、悲しいなぁ。君みたいな可か憐れんな女の子がそんな物騒なこと口走るなんて。おとーさんは、君をそんなふうに育てた覚えはありません」

「あ、あなた、神父さまを……ナイトロード神父を狙ねらっているのね？」

　相変わらずふざけた台詞は無視して、エステルは撃げき鉄てつをあげた。散弾銃の銃身はひどく曲がっていたが、それでもこの距きよ離りなら、目を瞑つぶっていてもあたる──いや、あたるはずだ。呪じゆ文もんのように自分に言い聞かせながら、立ち止まった若者にそれが護ご符ふかなにかのように見せつける。

「あ、あなた、これ以上、神父さまに何を……神父さまをどうしようっていうの!?」

「ん？　ああ、たいしたことじゃないさ……心配しないで、エステル」

　本当にたいしたことではないように、カインはあっさりと答えた。ウインクしながら、あっけらかんと説明する。

「僕らは一つになるんだ──ただ、それだけのことだよ」

「……一つになる、ですって？」

「そう、一つになる……て言っても、別に変な意味じゃないよ？」

　訝いぶかしむように眉まゆを寄せた尼に僧そうに対し、あたふたとカインは手を振った。スーツの胸むな元もとから取り出したハンカチで洟はなをかむと、空いている方の手の人差し指をぴんと一本、立ててみせる。

「なにしろ、僕らはもともと、二人で一人──完全同型遺伝体なんだ。つまり、僕は彼で、彼は僕。それが元に戻もどるだけの話さ……て言っても、よくわかんないかな？　んっとね、つまり僕らは一つになって、ずっと一いつ緒しよに生き続けるんだ。僕の方は健康な体を手に入れられるし、アベルはもうくよくよ悩なやむこともなくなる。僕の中という楽エリユ園シオンで彼は永遠の安らぎを得るわけさ。うん、素す晴ばらしい！　おお、ハレルヤ！」

　両もろ手てをかざして神の栄光を讃たたえると、白い男はくるっとその場で回転した。ついでに陽気なタップをひとくさり踊おどってから、エステルに──正確には尼僧が背後に庇かばっている棺ひつぎに向けて右手を差し伸のべる。

「そんなわけで、聖女さま、そろそろそこをどいてくれるかにゃー？　弟が寂さびしがって──」

　青年の陽気な言葉を遮さえぎったのはくぐもった銃声だった。

　その一いつ瞬しゆん、驚おどろいたようにぽかんと口を開けたカインの右半身が消え失せた。短く切り詰つめられた銃身が放った九発の鉛なまり弾だんが、右みぎ肩かたごと彼の腕を持って行ったのだ。

　だが、差し伸べた形のまま遠くに飛んでいった右腕が壁かべに叩たたきつけられる音が響ひびいてなお、若者は倒たおれなかった。いや、その体から一ひと滴しずくの血すら流れないではないか。本来なら、断だん裂れつした筋肉と骨が露ろ出しゆつしているはずの傷口から覗のぞいていたのは、黒い光こう沢たくを放つゼリー状の物体だ。ぶよぶよと蠢うごめくそれは、まるでその中に別の生き物が潜ひそんでいるかのようだった。

「……うわあ、ひっどいなあ、エステル」

　若者の腕を吹ふっ飛ばした当の尼僧は、いまだ硝しよう煙えんをあげる散弾銃片手に唇くちびるをわななかせている。自分が作り出したものとはいえ、あまりにおぞましい光景に思考停止しているようだ──それに対し、被ひ害がい者は口を尖とがらせて、ささやかな抗こう議ぎを始めた。

「ぼかぁ、君のことトモダチだと思ってたんだよ？　おまけに弟の恩人だし。だから、君にはできるだけよくしてあげたかったんだ。それなのに、ふつー、こんなことするかな？」

　不平をたらたらと述べている間も、カインの傷口には変化はない。まるでこの世の夜の全すべてを集めて物質化したような暗黒──それを肉からだの裡うちで息づかせながら、若者はこくりと頷うなずいた。

「でも、そんなに僕がアベルに近づくのがイヤなのかい？　よぅし、わかった。それじゃあ、僕にベリィベリィグッドなアイディアがある……エステル、君、アベルのことが好きなんでしょ？　ずっと、一緒にいたいんだよね？　じゃあ、一緒にいるといい。僕の中で……それなら、アベルも喜ぶし、これぞ一挙両得ってヤツ？」

「っ!?」

　もぞりと闇やみが蠢いたのは若者が口を閉じたその瞬しゆん間かんだった。

　エステルが反射的に身をすくめたときには、カインの中から、黒い影かげが勢いよく溢あふれ出している。しかもイソギンチャクかなにかのように無数の触しよく手しゆを形作ったそれは、互たがいに絡からみ合い、うねりながら、尼僧めがけて一直線に突つき進んできたではないか。

「ひ!?」

　喰くわれる──生物としての根元的な恐きよう怖ふを前に、エステルは指一本動かせなかった。

　ただ、声帯が壊こわれたような悲鳴を漏もらし、若者から溢いつ出しゆつした暗黒が落ちかかってくるのを虚むなしく見つめていただけだ。もしこのとき、横合いから体当たりしてきた何者かに弾はじき飛ばされていなければ、彼女の肉体は永遠の暗黒に吸収され、その一部と成り果てていたことだろう。

「──ね、姉さん!?」

　エステルの喉のどを迸ほとばしったのは、自分の肉体が生きながら滅ほろび去ったのを目もく撃げきしたかのような悲鳴だった。もんどり打って床ゆかに転てん倒とうしたとき、自分を突き飛ばした人物が目に入ったのだ。

「ね、姉さん……姉さん!?」

「は……早く行きなさい、エステル……」

　闇に半身を浸ひたしたまま、エステルを突き飛ばした人物は苦しげに呻いた。メアリ──エステルの唯ゆい一いつの肉親が、右半身を触手に絡め取られたまま、歪ゆがんだ顔で振ふり返ったのだ。

「早くここから逃にげなさい……こいつは、あなたにどうこうできる相手じゃない！」

「い、いや！　姉さん！」

　会話の間にも闇に吞のまれつつある姉を前に、エステルは半はん狂きよう乱らんで喚わめいた。いや、〝吞まれる〟という表現はあまりに不正確だ。メアリと彼女にまとわりついた闇は生き物のように粘ねばり、どこまでが闇でどこからが犠ぎ牲せい者の肉体か判然とはしなくなりつつある。闇とメアリは融ゆう合ごうし、同化しようとしているのだ。
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　半狂乱で、エステルは姉の包帯を巻いた左ひだり腕うでを摑つかんだ。生きた暗黒をどうすればいいかわからない。わからないまま、ほとんど泣くように叫さけぶ。

「いま助ける……助けるから……」

「は……まだ、私を姉と呼ぶの……」

　エステルが必死に左腕を引っ張っているにも拘かかわらず、闇がメアリの体を手放す気配は毫ごうもなかった。それどころか、勢いを増して、犠牲者の体を吞み込んでいる。それを他ひ人と事ごとのように見やりながら、エステルの唯一の肉親はかすかに苦く笑しようしたようだった。

「お、同じ姉し妹まいなのになぜかしらね……わ、私は何も持ってないのに、あなたはなんでも持っている……血も人望も名声もすべて……」

　その一瞬、自分を侵おかしてゆく闇から視線を転じて、メアリはエステルを見つめた──優やさしい瞳ひとみだった。

「だ、だけど、私は意地悪なの……だから、あなたから、一つ持ち物を奪うばってやるわ……あなたの……唯一の肉親を奪ってやる」

「──ね、姉さん！」

　メアリが微び笑しようした瞬間、半狂乱になっているエステルの手を振り払はらったのは意外なほどに強い力だった。血に滑すべった手の間から細い指がこぼれ落ちる。

「姉さん！　だめ！　行かないで！」

「さよなら、エステル……あなたは一人で──」

　別離わかれを告げる挨あい拶さつの末まつ尾びは闇に吸い込まれて誰だれの耳にも届かなかった。

　かろうじて残っていたメアリの肉体に闇が喰らいついたのだ。ただ最後に、暗黒から突き出した細い手が、何かを求めるように指を開いたが、それとて貪どん欲よくな闇がそのうえに覆おおい被かぶさり、吞み込んでしまう。

「あ、あ……姉さん……姉さん……」

　姉のすべてを吞み込んだ闇を見つめながら、エステルは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　そこにはメアリ・スペンサーという人物がこの世に存在した痕こん跡せきはどこにもなかった。まるで、最初からそんな女はいなかったと言わんばかりに綺き麗れいさっぱり消え失うせてしまっている。それでもなおも、エステルはその名を口にしようとした。そうしないと、本当に彼女がこの世にいた証あかしが無くなってしまうような気がしたからだ。

「姉さん……そんな……そんな……」

「──うーん、なぁんて感動的なんだ！」

　虚うつろに目を見開いていたエステルの意識を現実に引き戻もどしたのは、狂くるった道どう化け師しめいた叫び声だった。

「ぼかぁ、すっかり感動してしまったよ！　愛あい憎ぞう半ばする姉妹の悲劇！　互いに理解し合えたと思ったときは永遠の別離が待っていた──うーん、アイザック！　これって素す晴ばらしいドラマじゃないかい！　そう、まさにドラマだよ！」

　素すっ頓とん狂きような声で喚き散らすと、若者は残っている左腕で我が身を抱だきしめた。白い顔を紅潮させ、盛さかんに左右に振っている。その右腕が暗黒と化していなければ、役者の演技に喜き悦えつしている舞ぶ台たい監かん督とくか何かに見えたかもしれない。

　だが、ひとしきり感動してから、カインはようやく落ち着きを取り戻したようだった。大きな息をついて視線を降ろすと、尻しり餅もちをついたままのエステルに優しく笑えみかける。

「本当に感動的な別れだったね、エステル。僕が昔、弟たちと別れたときほどじゃないけど、その次ぐらいには感動したよ、君とお姉さんのお別れは……ああでも、そんなにがっかりしなくてもいいからね☆　すぐにお姉さんとは一いつ緒しよになれる。僕の中で。永遠に」

「あ、あ……」

　瘧おこりのように唇くちびるを痙けい攣れんさせながら、エステルは後ずさった。本能的な恐怖に搦からめ捕とられた肉体をわずかに残った理性が叱しつ咤たして立ち上がらせようとする。しかし、実際には震ふるえる膝ひざは二足歩行を拒きよ絶ぜつし、尼に僧そうは尻しりを床についたまま、進化を誤った獣けもののような姿勢で動かざるを得なかった。それを天使の笑えみで見下ろし、生きた暗黒は歩を進めてくる──

「自己診しん断だんプログラム終しゆう了りよう。システム異常なし。緊きん急きゆう用副出力回路接続完了──」

　抑よく揚ようのない声がエステルの耳に届いたのはそのときだった。と次の瞬しゆん間かん、壁かべ際ぎわに盛り上がっていた瓦が礫れきの山が、爆ばく発はつしたような勢いで破は裂れつしている。

「戦術思考を殲滅ジエノサ戦仕イド・様モードで再起動リブート──戦コンバ闘ツト・開オー始プン」

「──我が君！」

〝魔ま術じゆつ師し〟が警告を発したときには、両腕に巨きよ大だいな拳けん銃じゆうをかまえた人ひと影かげが瓦礫の山を吹ふき飛ばして立ち上がっていた。凶きよう暴ぼうな獣を思わせる銃口が咆ほう哮こうをあげるや、容よう赦しやなく全銃じゆう弾だんをカインに向けて叩たたき込む。

「おっとっと」

　だが、白衣の若者は驚おどろいた表情すら浮うかべなかった。相変わらずとぼけた顔で片手を掲かかげる。と、そのすぐ前方で弾幕が消失し、〝ガンスリンガー〟の後方に再出現する。

「!?」

　己が放った弾雨を背中に食くらったトレスの体が、くの字に折れた。ずたずたに裂さけた僧そう衣いから皮下循じゆん環かん剤ざいを撒まき散らして床ゆかに倒たおれる。みるみるその下に銀色の水みず溜たまりが広がっていくのは、どうやら脊せき椎つい内の流体思考結けつ晶しようが流れ出してしまっているらしい。

「イ、イクス神父！」

「──頭をお下げください、聖女さま！」

　悲鳴をあげるエステルの耳を今度はすぐ側そばから放たれた警告が打った。物もの陰かげに潜ひそみながら接近していた細身の影かげが、エステルの頭上を飛び越こえたのだ。燭しよく台だいの炎ほのおに長ちよう剣けんの刀身を煌きらめかせながら、いったん天てん井じよう近くまで跳ちよう躍やくし、ついで弾丸のように落下してくる。ヴァージルが逆しまに垂らした剣の切っ先はカインの脳天を針のような正確さで狙ねらっていた。もし直前、ひょいと掲げられたカインの左手が長剣を摑つかみとっていなければ、長剣は敵手の頭部を撃げき砕さいしていただろう。だが実際には、まるで重量を感じぬもののようにかざされた手に摑まれた白はく刃じんはヴァージルが渾こん身しんの力を振り絞しぼっているにも拘わらず、微動だにしなかった。しかもその直後、握にぎられたあたりから、刀身が赤く染まり始めたではないか。

「さ、錆さび!?」

　たちまち刀身どころか柄つかまで食らい尽つくした錆に、長生種は驚いたように得物を手放した。猫ねこのように身を丸めて地上に飛び降りるが、そのときには彼自身も悲鳴をあげている。

「か、体が……腐くさる！」

　悲鳴をあげる長生種の腕うでが赤黒く変色していた──剣を握っていた指先から、まるで鬱うつ血けつしたかのような不気味な色に変わっていたのだ。しかも、変色は一カ所に留とどまらず、急速にその領域を拡ひろげ、床に倒れてのたうち回るマンチェスター伯はくの全身に広がろうとしている。

「……ああ、だいじょうぶだよ、エステル、そんなに怯おびえなくても。君にはこんなひどいことはしないから」

　呼吸すら忘れて立ちすくんでいる尼僧を振ふり返ると、白い天使は優しく囁ささやいた。おっとりと肩かたをすくめて、笑ってみせる。

「それに、君にはわからないかもしれないけど、生きているってことは素晴らしいことでもなんでもない。ただ単にとても不安定ってだけだ──だって、よく考えてごらんよ。風も石も水も、別に生きてるってわけじゃないだろ？　彼らはただそこに静かに存在しているだけだ。とても安定している。でも生きている物はごちゃごちゃ変化したり、増えたり、死んだり、とてもせわしない……それって、実はむちゃくちゃ不気味なことじゃない？」

（こいつは──）

　恐きよう怖ふに狂いそうになる頭の片かた隅すみで、エステルは気づいた。

（こいつは世界の敵、だ）

　すべての存在の敵、どうあってもこの世とは相あい容いれない存在──こいつと世界は絶対に共存できない。こいつを消し去るか、それとも世界のすべてが喰くわれてしまうか、二つに一つ。

　悪あく魔まという単語は、この際、エステルの脳のう裏りには浮かばなかった。悪といい邪じやというが、それらは所しよ詮せん、善あっての存在。光と影だ。だが、目の前の暗黒は何も他者を必要としていない。完全に世界から独立した存在──だから、すべてを喰らい尽くすことができる。いや、現に喰らい尽くそうとしている。

「あ、あなたは何なの……」

　うねる〝闇やみ〟に向かって、エステルは虚うつろに尋ねた。狂きよう気きに陥おちいる直前の静せい謐ひつさに満ちて問う。

「あなたはいったい、何なの……」

「……僕は〝クルースニク〟」

　それは優やさしく答えた。

「僕は何も必要としないモノ。そしてそれゆえに、すべてを必要としているもの、だ──」

　闇が柔やわらかに笑った刹せつ那な──

　エステルの背後でもう一つの闇が目覚めた。




　　　　Ⅶ




　最初、エステルはてっきり誰だれかが礼拝堂の扉とびらを激しく叩たたいているのかと思った。

　硬かたい木の板を拳こぶしで強く殴なぐりつけるような音。それがやや間かん隔かくをおいて、もう一発。さらに今度は短めの間隔を置いて一発。そして次し第だいに間隔を縮めて連続し始めた音は、最後にはほとんど一つに繫つながって聞こえた。

　まだ、外に生き残りの兵士がいて、礼拝堂の異常に気づいて駆かけつけてきたのだろうか？

　だが、すぐにエステルは誤りを悟さとった。音はこの堂内から響ひびいている。それも、すぐ側で。

「あれえ、なんだあ？」

　訝いぶかしむように、カインが眉まゆをひそめたとき、エステルはその音の源を正確に割り出していた。

　棺ひつぎだ。祭さい壇だんの側に置かれた棺の蓋ふたが鳴っている。その中に閉じこめられた何かが、内側から闇雲に蓋を殴りつけているのだ。

「ま、まさか……神父さま!?」

　絶望に表情を失っていたエステルの顔が、一いつ瞬しゆん、希望に輝かがやき、そして恐怖に歪ゆがんだ。

　あそこに納められた男は死んだ──頭を吹ふき飛ばされて即そく死しした。仮に中から何者かが蓋を叩いているのだとしても、それはあの神父ではありえない。絶対に。

　だが──

（ひょっとすると……）

　かつて見たおぞましい秘密──神父の不死身とも言える生命力の記き憶おくがエステルに忌いまわしくも一いち縷るの希望を与あたえた。〝クルースニク〟なら、あのおぞましい〝何か〟なら、ひょっとすると呪のろわれた奇き跡せきを与えてくれるかもしれない。そんなことを期待してしまっただけでも、自分は地じ獄ごくに堕おとされるだろう。だが、目の前の暗黒を──世界の敵をこのまま放置しておいては、その地獄さえ喰らい尽くされる。

「くっ……！」

　半瞬の躊ちゆう躇ちよと一瞬の厭えん悪おの後、エステルは身を翻ひるがえしていた。転がるように棺にまろび寄ると、蓋を固定する留め金を開く。粗そ末まつな造りの棺かん桶おけだ。それだけで、あっけなく蓋は開いた。

「……な!?」

　だが、おぞましい希望を抱いだいて棺の中を見たエステルは次の瞬間、声を失った。

　棺の中は文字通り血の海だった。

　大量の鮮せん血けつが、こぼれ出さんばかりに棺に溜たまっていたのだ。しかし、そこに神父の体はない。ただ、僧そう衣いだけが紅あかい水面みなもに浮うかんでいるだけだ。

「……あれえ、アベルの奴やつ、どこにいっちゃったのかにゃあ～？」

　あっけにとられている尼に僧そうの背後から、訝しげな声がかかった。

　右みぎ肩かたから暗黒を湧わき出させた若者が、不思議そうに目を瞬しばたたきながら、エステルの肩越しに棺を見下ろしたのだ。足あし下もとに、誰かが嘗なめ取ったように綺き麗れいに空になった魔ま法ほう瓶びんを蹴けりつつ、首を捻ひねる。

「確かにここにアベルはいたんだよねえ？　ねえ、エステル、あの子をどこにやったの？」

「し、知らない……」

　がくがくとエステルは首を横に振ふった。自分でもあまりに情けないと思う。しかし、このときいったい他ほかにどんなことができたろう。出で来き損そこないの蓄ちく音おん機きみたいに平板な声で、かろうじて答えるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「あたし、何も……」

「いまさら隠かくそうとしても無む駄だだよ？」

　おさまりの悪い金きん髪ぱつを指の先に巻きながら、カインは笑った──エステルのよく知る神父そっくりの温かい笑顔で。

「君が僕になれば、なんだってわかっちゃうんだから。知っていることも、想おもいも、すべて僕の一部になる。いまは僕の中にいる君のお姉さんみたいにさ……ほら」

〈エステル……〉

　若者の陽気な笑しよう声せいに重なったのは、まったく別の声だった。

　暗い、苦しげな女の声。あたかも墓場の墓石の下から届いたようにか細い声はともすれば、心臓の鼓こ動どうにかき消されるほどに小さい。

　だが、このときエステルが顔を醜みにくく引き歪ませたのは、幽ゆう鬼きのような声の暗さに怯おびえたためではない。その声に聞き覚えがあったからだ──それも、ついさっきまで耳にしていた声。

〈ここはどこ？　寒いの……〉

「あ、あ、あ、あ、あ……」

　カインの〝闇やみ〟──暗黒の淵ふちが奇き妙みように盛り上がったのを目もく撃げきしたエステルの顔が醜く歪んだ。

　闇の中に浮かび上がっていたのは明らかに人の顔だった。エステルととてもよく似た面おも差ざしの顔が、浮き彫ぼりのように闇に穿うがたれていたのだ。生きていたときは、メアリ・スペンサーと呼ばれていた女は弱々しく口を動かすと、かすれた声で咽むせび泣いた。

〈ここは寒くて……母様、ごめんなさい、私は……父様はどうして私を……私と妹の何が違ちがうって……〉

「う……うわああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようとともにエステルは散さん弾だん銃じゆうの引き金を引いた。発はつ砲ぽうの反動と同時にポンプを引いて、再び発砲──それを何度、いや何十度繰くり返しただろうか。たちこめた硝しよう煙えんに赤くなった目から涙なみだがぽろぽろと溢あふれ出したとき、ようやく、エステルはポンプを引いたところでもはや新たな弾たまが装そう塡てんされないことに気が付いた。

　そして、百を超こえる鉛なまりの塊かたまりを喰くらったにも拘かかわらず、白い男が相変わらずにこにこと立っていることにも。

「そんなことしても無駄だよ、エステル」

　にこやかに若者は笑った。悪戯いたずらっぽく細い瞳ひとみはこの世のすべてを見通し、すべてを見てきたかのように深い光を湛たたえている。だが、その光は虚きよ無むそのもの──すべてを吞のみ込まずにはおれない光だ。

　その瞳の中に尼僧の恐きよう怖ふを映し、若者はそっと右手を差し伸のべた。すでに苦く悶もんに歪ゆがむメアリの顔は暗黒に埋まい没ぼつしている。腕うでの形をした闇でエステルの顔を撫なでながら、若者はしかつめらしく首を振った。

「ああ、いけないなあ。女の子が顔を汚よごすのは、ぼかぁ、感心しな──」

　白い若者は忠告を言い終えることができなかった。

　青白い光が宙を過よぎったかと思うと、今にもエステルを包み込もうとした闇の触しよく手しゆが弾はじけ飛んだのだ。

「我が君！」

　散弾の直ちよく撃げきを受けてすらそれを吞み込んでしまった触手があっけなくちぎれ飛ぶ光景に、それまで恭うやうやしい沈ちん黙もくを守っていたケンプファーが叫さけんだ。そのときには、踊おどるような足取りでエステルから離はなれるカインの周囲を、青白い稲いな妻ずまが二本、三本と鞭むち打うっている。それはあたかも神が怒いかりの炎ほのおを飛ばして聖女を護まもろうとしているかのような光景だ。だが、カインはかすかに目を細めると、聖女の背後、弟の遺体を納めていたはずの棺ひつぎを見やった。

「これは〝クルースニク〟……〝02〟か！」

　白い男の声に答えて連続したのは、泡あわの弾けるような音だった。

　棺いっぱいに溜たまった血──それがいまや、沸ふつ騰とうしていた。

　耳みみ障ざわりな音をあげながら、無数の泡を吐はき出しているのだ。泡が弾けた飛ひ沫まつは一いつ瞬しゆん、霧きりのように空気中に拡散するが、直後、それは渦うずを巻いて宙を舞まっている。

「まったく君たちは進歩がないね──おまけに頑がん固こなところは弟アベルそっくりだ！」

　いまや、赤い血けつ霧むは津つ波なみのように逆巻きながらカインに向けて殺さつ到とうしている。だが、カインの顔はなお笑えみを刻んで変わらなかった。たちまち元の形状を回復した右腕の暗黒を血霧に向けると、口を尖とがらせ、深呼吸する──あたかもそれに同調するように、〝闇〟が大きく膨ふくらんだ。そしてそれと同時に、エステルの背後から〝闇〟に向かって、突とつ風ぷうが吹ふきつけた。

「あ……！」

　思わずエステルが声を漏もらしたとき、血霧はすさまじい勢いで〝闇〟の中に吸い込まれている。ちょうど、音をあげてスープを啜すするように周囲の空気を吸飲する〝闇〟の中にみるみる消えてゆくのだ。そして気づいたときには、翼つばさを拡ひろげたドラゴンのように広がっていた血霧は、一欠片かけらも残っていなかった。空気の中にも、そして棺の中にも──アベル・ナイトロードという男が存在していたことすら何かの間ま違ちがいだったというかのように、消失してしまっている。

「ああ、君のこと疑って悪かったね、エステル。やっぱり弟はこの中にいたようだ。〝02〟め……まったく、あの怪かい物ぶつたちときたら、最後まで往おう生じよう際ぎわが悪いんだから」

　どこか飽ほう食しよくしたように腹をさすりながら、カインは行ぎよう儀ぎ悪くげっぷを漏らした。

　その肩かたから生えた暗黒がほんのり赤く染まっているのは、飲み込んだ血の名残なごりだろう。血霧さえ〝喰くった〟のだ。その闇を見つめたまま、エステルはもはや、何も考えられなかった。

　もはや、すべて終わりだ。もうどうしようもない──

　自分も、そしてこの世界もこの男に食い尽つくされる。姉や、アベルたちのように。神父アベルの中に巣くっていたあの悪あく魔までさえ、こいつには勝てなかったではないか。である以上、いったいこの世の何者がこいつを止められるというのか。

　主曰くシ・ウテ、汝らム・デイこれミカウエに勝リテイスつこ・アドウとをエルスム得じ・カルデ。必オス・ニずそヒル・プの前ロスペルに敗ム・ハベれんビテイス──まるで次元が違う。自分、いやどんな人間にだって、目の前にいる存在は手に負えない……

「あ、あれえ、おかしいなあ……これって、どういうこと？」

　絶対的な絶望に取り憑つかれ、虚うつろにへたりこんでいた少女の耳を打った声は、かすかな動どう揺ようを孕はらんでいた。

　だが、そのようなことがありうるのだろうか？　全すべてを喰らう虚無が動揺するなどということが──しかし、糸に操あやつられるように顔をあげたエステルの眼前で起こっていたのは、確かにそのありうべからざることであった。

「ア、アベル、が、ボクの中にいない……彼……の想おもいはここにはなく、て……ここにあるのは……あるのは……あ、く、か、き……！」

「どうされましたか、我が君？」

　のけぞったカインの口が大きく開いたのを見て、〝魔術師〟がかすかに訝いぶかしむような声をかけた。が、白い若者は忠実な従者の手を振ふり払はらうと、背骨がないもののようにのけぞった。ちなみにその口は、まるでこれから嘔おう吐としようとするかのように大きく開かれている。

　そして、エステルが抱いだいたその感想は、あながち的はずれでもなかった──直後、彼の全く別の部分が、奇き怪かいな嘔吐を始めたからだ。

「あ……ボ、ボクのから、だ、が──！」

　壊こわれたテープレコーダーのように呟つぶやいたカインの右腕が大きく膨ぼう張ちようした。いや正確には、右腕に開いた〝闇やみ〟が、風船のように膨ふくらんだのだ。はちきれんばかりに膨らんだそれはみるみる大きくなり、すぐにカイン本人さえ凌しのぐほどの大きさになる。

「な、なにが……あ、あれは!?」

　目の前で起こっている奇怪なできごとに、目さえ逸そらせずにいたエステルの喉のどからくぐもった叫び声がこぼれた。

　苦く悶もんするように震ふるえる〝闇〟に白い筋が入っていた。さっきまでは確かになかったものだ。しかも一本ではない。何本も何本も、闇を包んで放射状に走り始めている。いや、あれはただの筋などではない。〝闇〟の裂さけ目──卵のように膨らんだ闇の中から、何かが這はい出してこようとしているのだ。

　そして、それは──

「う、噓うそ……なんで、あの人が……」

　尼僧の悲鳴に、肉の裂ける嫌な音が重なった。〝闇〟に入った亀き裂れつから白い毛虫のような細長い肉片が突き出したのだ。いや、あれは肉片などではない。指──白く、長い、男の指が、みちみちと音をあげて、暗黒を引き裂いたのだ。

　直後、不気味に苦悶しながら裂けた暗黒から、何かがずるりと這い出した。それは一見、子宮を喰くいちぎって生まれようとする異形の胎たい児じにも見えた。あるいは、寄生していた蝶ちようの蛹さなぎを喰い散らして孵ふ化かする蜂はちの幼虫にも。あるいは自分を食くらった獣けものの腸はらわたを喰い破ろうとしている肉にく食しよく獣じゆうにも。

　だが、エステルは今しも呪のろわれた誕生を迎むかえようとしている〝それ〟に見覚えがあった。いや、あったどころの騒さわぎではない。よく知っている、いや、知りすぎている顔だ。

「し、神父さま……ナイトロード神父！」

　苦悶する〝兄〟の裡うちから這いだした白い肉体。一糸纏まとわぬ、傷一つ無い完かん璧ぺきな体──それを見た尼に僧そうの喉を嗄かれた声が漏れた。だが、果たしてあれがエステルのよく知る神父なのだろうか？　おぞましさと驚おどろきで声もない彼女の目の前では、彫ほりの深い顔の中で虚うつろな瞳ひとみが禍まが々まがしい赤しやつ光こうを放ち始めている。その背中で、黒い翼つばさが不ふ吉きつなはばたきを開始した。

「神父さま……これはいったい……」

　あまりにもおぞましい〝再生〟にエステルが、激しいえずきとともに呟いたそのとき。

　銀色の獣が吼ほえた。

　もはや、それは人間の声ではない。彼の細さい胞ぼうの一つ一つに潜ひそむ何者かが、声帯を借りて咆ほう哮こうをあげているのだ。直後、白い腕うでが大きく振られるや、いずこからか巨きよ大だいな鎌かまを取り出す。

　一方、それを見て、

「やってくれたね、〝02〟……」

　舌打ちしたカインもまた、その左腕を虚こ空くうに差し伸のべていた。よろめきながらも、かろうじてその場に踏み留まる。

「体をもらうつもりが、逆に半分以上も持って行かれてしまった……ぼかぁ、ちょっとだけ腹が立ってきたよ」

　苦く笑しようとともに、真しん珠じゆ色の肌はだが音をたてて裂けるや、そこからこぼれ落ちたのは漆しつ黒こくの液体だ。差し伸べた手の中で硬こう化かした液体は、身の丈たけほどもある長ちよう槍そうを形作った。柄えの上下に穂ほ先さきを備えた両りよう刃ばの槍やりを優ゆう雅がに構えると、カインは初めて薄うすく嗤わらった。

「どうやら〝02〟……君には、ちょっとお仕置きが必要なようだ」

「…………」

　黒い槍を構えた白い男に向けて、獣が跳ちよう躍やくした。

　突つき出された槍が銀ぎん髪ぱつをかすめるのもかまわず大鎌を振り下ろす。風圧だけで鋼はがねをも裂きかねないその斬ざん撃げき。だが、その前にカインは優雅に佇たたずんだままだ。むざむざ、両断されるつもりだろうか？

「そうか……やめて、神父さま！　それはダメ！」

　トレスやメアリ、そして一昨日おととい自分を襲おそったテロリストたちを見み舞まった奇怪な現象──カインに向けられた攻こう撃げきがことごとく攻撃者自身を襲っていたことを思い出して、エステルは叫さけんだ。どういう原理か知らないが、あの若者は自分への攻撃をそのまま相手に返せるのだ。振り下ろした大鎌はアベル自身の胴を薙なぎ払はらうことになる！

「だめええええっ！」

「…………！」

　尼僧の悲鳴と声にならないくぐもった苦鳴はまったく同時にあがった。

　交こう錯さくした二人の若者は互たがいに位置を変えて立っていた。双ふた子ごと見まごう二人のわずかな違ちがいといえば、髪かみの色とその胸に走った大きな傷きず跡あとだ。傷──大鎌に斬きり割られた胸が大きく裂けている。しかしそこからとろりと溢あふれ出したのはぬばたまの〝闇〟だ。自分の一部というべき暗黒を握にぎった槍の穂先で受けながらカインはかすかに詰つまった声をこぼした。

「馬ば鹿かな、僕の空間転送が間に合わないなんて──」

　その太平楽な表情にどこか驚きよう愕がくの色を浮かべて若者は呻いた。

　しかし、思いはエステルも同じだった──不ふ可か侵しんとも思えた若者が、まさかこうもたやすく傷つくとは思わなかった。生きた暗黒、この世のすべてを否定する存在がこうも簡単に傷つくなんて──

（やっぱり、全然違うんだ……）

　赤く目を輝かがやかせながら大鎌を構え直している神父を前に、エステルはふと思った──彼らは、自分たち人間とは生物としての根幹が違う存在だ。いや、生物ですらないかもしれない。本来なら交わるはずもない存在……

　そこまで考えて、エステルは愕がく然ぜんとなった。

（自分たち人間とは違う？）

　自分はいま、彼のことを──ナイトロード神父のことを、なんと思ったのか!?　あの優やさしい神父のことを怪かい物ぶつと言わなかったか!?

　一方、尼に僧そうが戦せん慄りつしているその間にも、天使と悪あく魔まによる魔戦は継けい続ぞくしていた。

　いったん大鎌を引いた神父が、同じ顔の若者に向けて突とつ進しんすると同時に無造作に得物を旋せん回かいさせる。横よこ殴なぐりの第二撃を避よけて、カインは自ら後方に跳ちよう躍やくした。だが、わずかにタイミングが遅おそい。今度は右頰ほおが大きく裂さける。続けて頭上に翻ひるがえった漆しつ黒こくの刃やいばに対して、例の〝力〟を振ふるおうとするも間に合わない。槍を掲かかげてかろうじて弾はじくにとどまる。

「そうか……この〝体〟のせいか。まだ、これがついていけてないんだな……」

　四よ度たび襲いかかってきた大鎌を回かい避ひすべく、自分の周囲の空間ごと、五メートルほど離はなれた場所に転移した若者の口から、わずかに無念げな舌打ちがこぼれた。瞬しゆん間かん移動した自分自身の残像を弟の鎌が薙ぎ払うのを横目に眺ながめながら、諦あきらめたようなため息をつく。

「だめだ。これじゃあ、どうしようもない……アイザック！」

「お側そばに」

　呼びかけにまろやかな声が応じた。恭うやうやしく一礼した下僕しもべに、カインは口早に訴うつたえた。

「ぜんぜんダメじゃないか、この体！　こんなんじゃ使い物になんないよ……しようがないから、一度、〝塔トウルム〟に帰ろう」

　あちこち深い裂れつ傷しようを穿うがたれた体からは血の一いつ滴てきも流れてはいない。代わりに、暗黒そのものを垂れ流している傷口を押さえ、カインは早口に執しつ事じに訴えた。

「また新調して……それから改めて、〝02〟から器いれものを取り上げることとしよう」

「……かしこまりました」

　主あるじの言葉に〝魔術師〟は逆らわなかった。

　頷うなずくや、手て袋ぶくろの五ご芒ぼう星せいを輝かせながら、宙に複雑な魔法円サークルを描えがく。

　しかし、その隙すきを銀色の獣けものは見み逃のがさなかった。

「…………」

　無言のまま翼つばさを膨ふくらませたアベルの体が、弾だん丸がんのように飛び上がった。帯電した翼よく状じよう器官が発生させた静電気によるイオノクラフト効果だ。電子によって弾かれた体は、宙でなおも加速しながら、魔法円を描く〝魔術師〟とその主人に向かって襲いかかった。固かた唾ずを吞のんで見上げるエステルの眼前、かざされた大鎌は今度こそカインの脳天から斬きり下ろされるかと見えたが──

「おっと、やめた方がいいよ、アベル──」

　堕だ天使の声がエステルのすぐ耳元で囁ささやいた。

「……え？」

　あっけにとられてそちらを仰あおぎ見たエステルは、自分がいつの間にか白い若者の腕うでに抱だきかかえられていることに気が付いた。しかし、いつ接近を許してしまったのか？　まるで気づかなかった──

（違う！　そうじゃない！）

　若者が自分のところに移動したのではない。自分が、周囲の空間ごとカインの側に引き寄せられたのだ──そのことに気づいてエステルが愕然となる間にも、カインは軽けい薄はくな口調で大鎌を振り上げた姿勢で宙に固まっている怪物に話しかけた。

「積もる話はあるだろうけど、今日のところは見み逃のがしてくれないかなあ……ほら、ここには君の大事な女の子がいるんだし。怪け我がしちゃったら、かわいそうでショ？」

「黙だまレ、かいん！」

　なにやら勝手なことを言い始めた若者に悪魔が吠ほえた。激しい怒いかりに体を震ふるわせながら、牙きばを剝むき出す。

「貴様ハ……貴様だけハ、絶対ニ許さン！」

「あ、そ」

　咆ほう哮こうした弟が再度向かってきたときもカインの笑え顔がおは変わらなかった。大鎌が一いつ閃せんすれば、楯たてにした尼僧ごと自分の体も真っ二つにされるというのに、まるでその事実をわかっていないかのようだ──そして、エステルは眼前で旋回した黒い輝きに凍こおり付いたが、

「くっ……」

　深い深い呻うめき声が、その耳を打った。

　見開いた尼僧の眼前で大鎌が停止している。呻き声をあげたのは、その刃の向こうにいる銀ぎん髪ぱつの神父だ。

「くソ……くソオオオオオオッ！」

「……だから、いつだったか言ったろ、アベル？　君に僕は殺せないんだ」

　憤ふん怒ぬの叫さけびをあげる神父と愕然とたちすくんだ尼僧を、親愛の情に満ちた声が叩たたいた。そのときには、エステルの肩かたはとんと押されている。足をもつれさせてよろけた尼僧の体は、目の前、銀髪の神父の方へと倒たおれ込んだ。反射的に大鎌を捨てた手が、それを支える。

「し、神父さま……」

　白い胸に抱きかかえられたまま、エステルは呆ぼう然ぜんと相手の顔を見上げた。喪そう失しつ感かんと憤怒、そして絶望──それらがないまぜになったような表情を見つめながら、ふと考える。

（まさか、あたしを庇かばったから……あたしを楯たてにされたから、あいつを斬きれなかったの？）

　また、自分のせいだ。自分がいたから、アベルはこいつを──〝世界の敵〟を倒せなかった……自分が側にいたから！

「……ねえ、アベル。君は僕を愛している」

　唇くちびるを嚙かみしめている神父の顔を見つめ、エステルが愕然となっている間にも魔法円サークルは発光をいやましていた。光の中に立つ二つの人ひと影かげはすでにその輪りん郭かくを薄うすれさせてしまっていたが、声だけは不気味なほど鮮せん明めいに二人の耳に届いた。

「昔もいまも、君は僕を愛しているんだ。だから僕を殺せないんだ……そしてそれはこれからも永遠に変わることはない」

「…………！」

　エステルを抱いたまま、神父は赤い瞳ひとみで魔法円を睨にらみ据すえた。その顔はおよそ人間に許される限りの憎ぞう悪おに歪ゆがんでいる。食いしばった牙きばの間からこぼれた、激しい歯ぎしりの音をエステルははっきりと耳にした。

〈だから、今度会うときは、絶対に君のことを……〉

〝君のことを〟──なんと言ったのだろうか？　カインの声が聞き取れないほど小さくなったときには、魔法円の光もまた、次し第だいに薄れてついには跡あと形かたもなく消え去ってしまっている。

　だが、白い天使と黒い魔術師が去ったあとも、アベルは動かなかった。それに抱きかかえられたエステルもまた動けなかった。半はん壊かいし、焼け焦こげた堂内、血と瓦が礫れきの間で、半ば呼吸すら止めて互たがいに寄り添そったまま、時が止まったように動かない。

　やがて、ステンドグラスから射さし込んだ朝日が、礼拝堂を白く照らし出したそのときも、二つの影は彫ちよう像ぞうのように動かなかった。






　　　　終章：茨いばらの宝ほう冠かん





──ここに茨の冠かんむりをかぶり、紫むらさきの衣ころもを纏まとう御み子こいでたまえば、

太守、指さして言う。

「見よ、この人なり」

（ヨハネ福音書十九章五節）






　ドレッシング・ルームから控ひかえの間に出てきた女官長が、待機していた一同に告げた。

「女王陛下はお召めし替かえを終えられました。これより、主祭さい壇だんにて王おう冠かんを戴いただかれます」

　あの忌いまわしい〝霧きりの夜〟から一ヶ月──アルビオンはその国力をあげて、王都の復興事業にあたっていた。中でも、このウエストミンスター寺院アベイとここに隣りん接せつする国会議事堂に関しては陸軍工兵隊までもが投入された超ちよう突とつ貫かん工事がなされた結果、ほぼ〝霧の夜〟以前の美観を取り戻もどしている。その大クロ回イス廊ターのすぐ脇わき、臨時のドレッシング・ルームとして供されている寺院参事会会議室の扉とびらのノブに手をかけながら、女官長は控えていた二人の神父の一方に声をかけた。

「それで、ワーズワース博士……戴たい冠かんの前に、女王陛下がお話ししたいことがおありだそうです。少し、お時間をいただけないでしょうかとのことでした」

「ああ、もちろん、かまわないとも。いまからかね？」

　今日はいつもの平服ではなく礼装で固めた中年の神父は気さくに頷うなずいた。火の入っていないパイプを懐ふところに収めて立ち上がると、いま一人の小こ柄がらな神父と侍じ童どうらしい黒ずくめのフードをおろした少年を一人従えて進み出る。

「──ウィリアム・ウォルター・ワーズワース、お召しにより参上いたしました」

　女官に招き入れられるまま広い会議室に入った〝教授〟は恭うやうやしく胸に手をあてた。ちょうど、衝つい立たての向こうから数人の女官たちに傅かしずかれて出てきた人影に頭こうべを垂れて、上品な会え釈しやくを送る。

「拝はい謁えつの栄を賜たまわり、光栄に存じます、女ユア・王マジ陛エス下テイ」

「わざわざお呼び立てして申し訳ありませんでした、ワーズワース博士。それにイクス神父も」

　紳しん士しの挨あい拶さつに対し、銀糸金糸で刺し繡しゆうされた白ビロードの即そく位い式用礼服の上から、白しろ貂てんのガウンを豪ごう奢しやに纏まとった小柄な娘むすめが鷹おう揚ように頷うなずいた。上品に淹いれた紅茶色の髪かみの下、聖油を塗ぬられてバラ色に輝かがやいている顔を脇に傾かたむけると、左右の女官たちにややぎこちない口調で命じる。

「あなた方は少し、席をはずしていてくれませんか？　博士と少し話をしたいのです……だいじょうぶ、戴冠の儀ぎには遅おくれないようにしますから」

　女王の命令に、むろん否いや応おうのあろうはずがない。恭しい一礼を残して退出してゆく女官たちを、赤毛の娘は用心深く見送っていたが、静かに扉が閉じられると、

「はあっ、疲つかれた……」

　パールピンクの唇くちびるから、ほっとため息がこぼれた。三人に対面の席を勧すすめると、自分もいかにも疲れきった様子で椅い子すに腰こしをおろす。

「今日は本当に疲れました。市内パレードから始まって、入場式、賛美歌斉せい唱しよう、大司教さまのお説教、宣せん誓せい式、でもって着替え……まるで拷ごう問もんですわ」

「しかし、儀式はようやく半分が終わっただけです。まだ、メインイベントである戴冠の儀が残っております……気を抜ぬかれるのは早いですぞ、陛下」

「その〝陛下〟はやめてくださいませんか、ワーズワース博士……知っている人にそう呼ばれると、なんだか自分が自分でなくなったみたいに変な気分ですわ」

　戴冠式用礼服のやたらと高いカラーを窮きゆう屈くつそうに緩ゆるめながら、女王は辟へき易えきしたように首を振ふった。その動きがぎこちないのは、礼服そのものによって自由な運動を制限されてしまっているからであろう。カラーにコルセット、大きく広がったスカート──豪奢で華か麗れいではあってもおよそ実用には向かない旧時代の遺物めいた服装を恨うらめしげに見下ろして、少女はため息をついた。

「これまでどおり、〝シスター・エステル〟でけっこうです。あ、でももう還げん俗ぞくしたからシスターじゃないか……ただのエステルでお願いできませんか？」

「ふむ。しかしそうは言っても、これからは皆みなが君のことをそう呼ぶのだよ？　ふだんから呼ばれ慣れておいた方がよいと思うがね」

　少女の懇こん願がんをやや可お笑かしそうに聞きながら、〝教授〟は席についた。パイプを口に銜くわえながら、傍かたわら、フードを目ま深ぶかにおろしたまま俯うつむいている侍童の少年を促うながす。

「君もフードをあげてかまわんよ、ヴァネッサ君。ここには他ほかに誰だれもいない」

「……教会は、どうも苦手だ」

　フードをあげると、侍童を装よそおっていた娘はさっそく愚ぐ痴ちを垂れた。汗あせで流れてしまった首筋の対紫し外がい線コートジェルを塗ぬり直しながら、恨めしげに毒づく。

「なあ、わざわざこんなところに俺たちを呼び出す必要なんてあったのかよ、エステル？　それも昼日中、しかも戴冠式の最中に……王宮の方じゃまずかったのか？」

「ごめんなさい、ヴァネッサ。ここのところ、スケジュールが分刻みになっててね。今日ぐらいしか、自由にお話できる時間をとれなかったの……それも、あまりゆっくりしている暇ひまはないわ」

　残念げに首を振り、エステル──いや、クイーン・エスターは胸の前で指を組んだ。愚ぐ痴ちっている長生種の娘を申し訳なさげに宥なだめると、さっそく、本題を切り出す。

「ええっと、それで、〝島〟の生活はどうかしら？　順調？　なにか困っていることとか、足りないものはない？」

「いや、そっちは問題ない。ボズウェルのおっさんはいろいろよくしてくれてる。それに、ネバーランド島とかいったか？　あそこは元々、秘密研究施し設せつだったろ？　そのお陰かげで、人も寄りつかねえんだ」

　フードにたくしこんでいた長い金きん髪ぱつを搔かきながら、ヴァネッサはまじめくさって頷いた。彼女としてはこれでも精せい一いつ杯ぱい、行ぎよう儀ぎ良くしているつもりなのだろう。長い脚あしを机に投げ出しもせず答える。

「電気・ガス・水道も完備しているし、港も整ってる。いっそ、〝隔離地ゲツトー区〟よか住み易やすいぐらいさ……ああ、兄貴がちゃんとお礼を申し上げておいてくれって言ってた」

「マンチェスター伯はくが？　そう、よかった……」

　先代女王に引き続き、百人の長生種たちの統とう率そつを任せている若者の名を耳にして、エステルはほっと頷いた。マンチェスター伯とは、先日来の確かく執しつを水に流してもらい、王国に忠誠を誓ちかってもらう代わりに、ちゃんとした生活空間を与あたえる旨むね、契けい約やくを取り交かわしてある。彼が満足してくれているというのは、エステルにとっては女王として行った最初の仕事が成功したということだ。むろん、手ごろな孤島を探してきて長生種達の生活空間として提供する実務にあたったのはボズウェルらディオゲネス・クラブの面々であるし、隔離地区を〝殲せん滅めつ〟し、その一方で住民達の移送を極ごく秘ひ裡りに行ってくれたのはエリン公であって、エステル自身はあまり実務には携たずさわっていないのだが、それでも問題が一つ解決したことは喜ばしいことではある。ほっと胸を撫なで下ろそうとして──コルセットの痛みに顔をしかめる。

「──どうした、エステル・ブランシェ？」

　眉まゆを寄せて苦痛を堪こらえていた女王に質問を投じたのは、小柄な神父だった。トレスはガラスの瞳ひとみをエステルの顔に向けると、冷静に問うた。

「どこか健康上もしくは精神上の問題が発生したのか？　不具合があるのであれば申告を」

「い、いえ、なんでもありません。ただ、ちょっとこっちのことで……あ、そうだ、神父トレス。実は一つ、お願いがあったんです。忘れるところでしたわ」

　慌あわてて手を振ったところで、エステルはもう一つ依い頼らいすべきことが残っていたのを思い出した。傍らにきちんと畳たたんで置かれていた白い尼に僧そう服を、小こ柄がらな神父に差し出す。

「これ、ローマに持って帰っていただきたいんです……あたしには、もう必要ないものだから。教会にお返しします」

「了解ポジしたテイヴ」

　わずかな間を置いて、機械化歩兵は頷いた。感傷の欠片かけらも見せず受け取る。

「確かに預かった……ミラノ公に渡わたしておく」

「お願いします……最後に一目お会いできなかったのは残念ですけど、くれぐれもあの方にはよろしくお伝えください」

　還俗にあたっては、いったんローマに帰って挨あい拶さつしたかったのだが──残念げにエステルはため息をついた。

　なにしろ〝霧きりの夜〟からこちら、王宮は目もくらむような忙いそがしさだった。〝霧きり〟そのものはワーズワースとヴァネッサらによる懸けん命めいの作業で除去できたものの、その後始末は煩はん瑣さを極きわめた。王位継けい承しようの意思がある旨むねを発表し、ロンディニウム市民の動どう揺ようを抑おさえ、地方で不ふ穏おんな動きをみせていたメアリ派の部隊を慰い撫ぶし、さらには王位継承権をあきらめる代わりに早くも婚こん姻いんを申し込んできたゲルマニクス王に丁てい重ちように辞退の意志を伝え……どれ一つとってもおよそ手に余る難問揃ぞろいだった。エステル断固支持を表明したエリン公とディオゲネス・クラブ、そしてなによりミラノ公の意志を受けて協力してくれた〝教授〟らの力ちから添ぞえがあったればこそ、かろうじて大過なく凌しのいだが、そうでなければとっくの昔に手のつけられない事態になっていたに違ちがいない。満まん腔こうの謝意を籠こめて、新女王は一礼した。

「本当になにからなにまで、お世話になりました、ワーズワース博士……ご恩は一生忘れません」

「なに、いいさ。僕もこの有り余る才能の一部を多少なりとも活用できて、けっこう楽しかったよ……まあ、どうしてもお礼がしたいというのなら、教皇庁をクビになったときに、こちらで顧こ問もん官にでも雇やとってくれたまえ。待たい遇ぐうについて贅ぜい沢たくは言わない。年休百五十日以上、三食昼ひる寝ね付で見み目め麗うるわしい秘書の二、三人も付けばそれで十分だから」

「……はあ、考えておきます」

　とぼけた答えに、女王はやや毒気を抜ぬかれた態ていで頷いた。それに対し、〝教授〟は急にまじめな顔になって握あく手しゆを求めた。そろそろ、戴たい冠かんの儀ぎ式しきが始まる。あまり長居はできないということはわかっているのだろう。辞去すべく立ち上がりながら、彼としては珍めずらしくしかつめらしい忠告を贈おくる。

「とにかく、むりはしないことだ、シスター・エステル。正直、君の選んだ道は茨いばらの道だ。辛つらく、険しい……逃にげ出したところで、それは恥はじではないと思うよ」

「ありがとうございます、博士。だけど……」

　忠告に心底ありがたいものを感じながらも、エステルは首を振ふった。賢けん者じやの知性溢あふれる瞳ひとみを見つめ返しながら、迷いのない言葉を口にする。

「だけど、ここがあたしの戦場だから……あたしはここで戦わないといけないんです。ここで逃げたら、あたしは自分の人生から逃げることになります……それはどうしても嫌いやなんです」

「そうか……まずオプス・、己アウテムが行・スム・いをプロベト試し・ウヌスみよキスケ。されエト・シば誇ク・インると・セメトころ・イプソは他・タントにあウム・グらでロリアム、た・ハベビだ己ツト・エにあト・ノンら・イン・んアルテロ。各々、ウヌスキ己がスケ・エ荷をニム・オ負うヌス・スべきなム・ポルればタビト、だね」

　やや寂さびしげに微笑ほほえむと、〝教授〟は身を翻ひるがえした。それにトレスが無言のまま続く。それらを追って、

「お、おい、もう話は済んだのかよ、おっさん……じゃあ、また来っからよ、エステル。元気でな」

　慌あわててフードをかぶり直したヴァネッサが部屋を出て行く。再び閉じた扉とびらに向けてもう一度深く頭を下げながら、

「これで終わったのね……」

　エステルは呟つぶやいた。

　そう、今日で巡じゆん礼れいの旅は終わりだった。

　故郷を後にして一年──時間にすれば、たった一年間だけだったにも拘かかわらず、まるで永遠の半分のような、長い長い旅路にあったような気がする。いろいろなところにいって、いろいろな人にあって、いろいろな生き様と死に様を見た。楽しいことより、苦しいことの方がはるかに多かったが、少なくとも、実りある旅だった。

　だが、それももう終わりだ。

　自分はもう、どこにも行けない。どこにも逃げられない──自分は、自分の護まもるべきものを、戦うべき場所を、そして戦うべき敵を見つけてしまったから。すべてを賭かけてでも、勝たねばならない戦いの中に身をおいてしまったのだから。

　少し寂さびしいが、自分の決めたことだ。悔くいはない。悔いはないのだが……

「神父さま……」

　銀ぎん髪ぱつの下の笑え顔がおが、ふとエステルの脳のう裏りを過よぎった。

〝霧の夜〟からこちら、アベルの顔を見ていない。いまだアルビオンにはいるらしいのだが、王宮に寄りつかないのだ。どうやら、例のテロリスト集団──〝騎き士し団〟について精力的に調べて回っているらしいという話は聞くが、詳くわしいことはエステルも知らない。エステル自身、激務に追われるままに一ヶ月が経過してしまい、結局、顔をあわせることはなかった。聞いたところでは、今日、〝教授〟と一いつ緒しよに帰国するらしい。

「会えないな……いや、会わない方がいい」

　無意識のうちに胸の前で拳こぶしを作りながら、少女は呟いた。

　もう、彼とは会うべきではない──王位を継承した理由の一つがその決意だった。

　自分と彼とは違うのだ。なにからなにまで──旅の間、ぼんやりと感じていたことは、いまや、はっきりと意識せざるを得なかった。存在も過去も、そして背負っているものの重みも、彼と自分ではあまりに違いすぎる。そしてそれゆえに、自分が側そばにいれば、彼をまた傷つけてしまう。いや、最悪、彼の命取りとなりかねない──先日のように。

「二度と会わない方がいい……いや、会っちゃいけないんだ……」

　嚙かみしめた唇くちびるの中で、エステルは小さく呟いた。

　彼とは二度と会ってはいけない──理性がはっきりとそう命じている。

　あの旅の楽しさ──もしいま、彼と会ってしまったりしたら、自分の決意は脆もろくも崩くずれ去るかもしれない。ここから逃げ出してしまうかもしれない。あるいは彼に自分の想おもいを告げてしまうかもしれない。そんなことになるぐらいなら、死んだ方がまだましだ。

　だから、会わない方がいい──

「でも……」

　二度とあの笑顔とは会えないのだ──そう思った途と端たん、不意に熱を帯びた瞼まぶたを、エステルは歯を食いしばって見開いた。ここで泣くわけにはいかない。自分は強い人間ではないのだ。泣いたら、すべて挫くじけてしまう……

「でも……ナイトロード神父……」

「はぁ～い」

　嗚お咽えつにも似た呟きに答えた声は、思わず立ちくらみを起こしそうになるぐらいに気の抜けきったものだった。しかも、反射的にそちらに視線をあげたエステルは、そこで眼めにした光景に本当に立ちくらみを起こすこととなった──壁かべの通風孔こう、金かな網あみにぴったりと押しつけられた顔があったのだ。まるで糸をかけた生ハムみたいにメッシュの隙すき間まから顔の肉がはみ出していたが、仔し細さいに観察する限り、丸まる眼鏡めがねをかけた若い男のようだ──そして、それはエステルが一番よく知っている顔であった。

「し、神父さま!?　そ、そんなところでなにを!?」

「い、いやあ、それが正面から入ろうとしたら、入場を断られてしまいまして……」

　奇き妙みようにエコーのかかった声でアベルは答えた。どうやら、通風孔の中で、複雑に体を折りたたんでいるらしい。そうして蛇へびのように狭せまいダクトの中を通ってきたあげくに出口でひっかかってしまったのだろう。世にも哀あわれな表情で泣きべそをかくと、神父は涙なみだ声ごえで女王に直じき訴そした。

「なんですか、今日は戴冠式なんだそうですね？　それで、なんとか潜もぐり込もうとうろうろしていたら、いつの間にかこんなところに……エステルさん、よかったら、そっちからこの金網はずしてくださいませんかね？　私、もう窒ちつ息そくしそうで……さっきから、頭の中で走そう馬ま燈とうが高速で回転してるんですが……ううっ、そういえば目の前がなんだか暗く……」

「ちょ、ちょっと待っててくださいませ！」

　慌あわててエステルは椅い子すによじのぼった。そこから爪つま先さき立だちでようやく金網が指の先にかかるほどの高さだ。さんざん苦労してボルトを回し、金網をはずすや、神父の体が冬とう眠みんからさめたばかりの蛇みたいな格好で這はい出してくる。

「よくそんな格好で這い回ってられましたわね……ていうか、そこにいらっしゃったのなら、なんで早くおっしゃってくださらなかったんですか！」

「す、すいません。だって、エステルさんてば怖こわい顔でなんかぶつぶつおっしゃってらしてですね……声かけたら、殴なぐり倒たおされそうな雰ふん囲い気きだったもので」

　抗こう議ぎする少女に対し、神父は照れくさげに頭を搔かいた。それから、にへらと笑う。

「えへへ、元気そうですね……ここのところお顔を拝見してなかったんで、ちょっと心配だったんですよ。元気そうで、なによりです」

「え、ええ、まあ……」

　つい口調がぶっきらぼうになってしまったのは、照れくさいのを誤ご魔ま化かすためだ。視線を明後日あさつての方向に飛ばすと、エステルはつっけんどんな口調で尋たずねなくてもいいことを尋ねた。

「それで、何をしにおいでになったんですか、神父さま？　わざわざ、あんな格好までして」

「いや、別に用事はなかったんですが……ただ、帰国する前に、ちょっとエステルさんのお顔を拝見して帰ろうと思いまして。ほら、ここんところお互たがいに忙いそがしくて、一緒に話す機会がなかなかなかったじゃありませんか」

「そ、そうですね……」

　のほほんとした神父の口調はまるでいつもと変わらない。あの〝霧きりの夜〟の彼と同一人物であることが疑わしくなるほどだ。自分が真しん剣けんに悩なやんでいたことに少し腹立たしいものを感じながら、エステルは腰こしに手をあてた。コルセットの締しめ付けにしかめた顔にせいいっぱいのいかめしいものを湛たたえて詰きつ問もんモードに入る。

「で、でもちょうどよかったですわ、神父さま……あたしもあなたにお伺うかがいしたいことがありましたの」

「はて、なんでしょう？」

「わかっておいででしょう！」

　この期ごに及およんでとぼけようというのか、あいかわらずのほほんと答えた神父をエステルは一いつ喝かつした。

　そう、聞きたいこと、聞かねばならないことはたくさんあった。

　あの夜のこと、あのカインという男との関係、過去の傷……そしてなにより、死さえ退けた〝クルースニク〟とは果たして、何者なのか？

　だが、エステルの口をついてでた質問はそのいずれでもなかった。

「あ、あたし、還げん俗ぞくしたんです！　聖職を捨てたんです！　そ、それについてなにかご意見は!?」

　口にした途と端たん、自分がおもいきり頭が悪いように思えてきて逃にげ出したくなった。

（〝なにかご意見は!?〟じゃないだろう……）

　もっと大事なことがあったはずだ。それなのにいったい自分は何を考えているのか──しかし、深刻な自己嫌けん悪おとは裏腹に、滑すべり出した舌は止まらない。いつもの癖くせで神父に指を突つきつけると、エステルは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「ご覧のとおり、あたしの人生変わりました……それについて、なにか言いたいことがおありなんじゃないですか！」

「意見？　別にありませんけど？」

　きょとんとした顔で、神父は首を捻ひねった。

「エステルさんがご自身で決められたことじゃないですか。立派なことです。頑がん張ばってください」

「……そ、それだけ？」

「はあ、それだけですが……それが何か？　あ、あと、女王さまって給料は出るんですか？　お休みは年に何日ぐらい？　有休はありますか？」

「…………」

　一発、ぶん殴ってやろうか──握にぎり拳こぶしを固めて、エステルは真剣にそう思った。しかしそう思う一方で、これまで頭の芯しんにわだかまっていた苦い思いがいつの間にか薄うすれてしまっていることにも聡さとい少女は気づいている。それに気づいたとき、エステルはふと肩かたを落とした。苦笑いしながら、独りごちる。

「……なんだか馬ば鹿かみたい」

「馬鹿？　馬鹿とはなんですか、馬鹿とは……そりゃあ、私は多少頭が不自由なところがありますがね、でも、本当のことを言われると傷つきますねえ」

「違ちがいます……自分のことです」

　少女の独白を自分への罵ば声せいだと勘かん違ちがいしたらしい神父が抗議してくるのを軽くいなすと、エステルは苦く笑しようしてみせた。

「あなたにはいろいろ話したいことがあったんです。なんだか、いろいろ思い詰つめてて……でも、それが急に馬鹿らしくなってしまいました。それだけです」

「思い詰めてた？　何をです？」

「いろいろです……あなたの足手まといになっていたこととか、これから、あなたはどうされるのだろうなとか……」

「足手まとい？　エステルさんが？　とんでもない！」

　心底驚おどろいたように、神父は眼めを瞠みはった。顔の前で扇せん風ぷう機きのように手を振ふって抗こう弁べんする。

「私、エステルさんが足手まといだなんて思ったことは一度もありませんが──」

「でしょうね……あなたは優やさしいから」

　だが、自分が足手まといになっていることは誰だれよりエステル自身が理解していた。いや、あの戦いを見せつけられれば、誰でも理解しないわけにはいかなかったろう。あれはこの世の何者にも介かい入にゆうできぬ戦い、聖書の中でのみ語られる戦いくさだった。そして、あの戦いの中にあっては、この世界のいかなる者もただの邪じや魔ま者でしかない──それを悟さとったとき、エステルは自分の旅の終わりを知ったのだ。

「でも、これ以上、あたしはあなたと一いつ緒しよに行けない。一緒に行けば、あなたはあたしを庇かばって、また傷ついてしまう。そしてあいつに──あなたが絶対に負けちゃいけない奴やつに負けてしまうことになる」

「エ、エステルさん……」

　エステルの述じゆつ懐かいに神父はやや狼ろう狽ばいしたようだった。丸まる眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに慌あわてたような光を湛えると、さかんに首を振って少女の意見を否定しようとする。

「エステルさん、それは違います。私は──」

「だから、あたし、決めたんです」

　だが、エステルは神父に最後まで言わせなかった。何か言おうとするのを強ごう引いんに遮さえぎると、断固として言葉を継つぐ。

「あたしの旅はここまでにしよう。あなたを足あし枷かせから解放してあげようって──これからは神父さまはお独りで行かれてください。その代わり、あたしはここであたしの戦いを戦います──あたしにしかできない戦いを」

「……本当にいいんですか？」

　台詞せりふを遮られ、眼めを丸くしてエステルの言葉に聞き入っていた神父が心配げに眉まゆをあげた。言いづらそうに口を動かす。

「ここに残るっていうのは大変なことですよ。だいじょうぶですか、これから？　無理はしなくてもいいんですよ？」

「大変だってことはわかってます。だけど、あたしは……あなたと一緒にいたいから」

　エステルの言葉に迷いはなかった。

　そう、よくよく考えれば簡単なことだった──だが、この結論に達するまでに一年がかかったのだ。いまさら迷うことがあろうか。少女は顔をほころばせると、その笑え顔がおのまま胸を張った。

「もう、一緒に旅はできないけど、ここで戦っている限りは、あなたと一緒にいられる。体は一緒じゃなくても、こう、魂たましいみたいなのは結びついていられる……そんな気がするんです」

「エステルさん……」

　少女の言葉を聞いたアベルの顔にふと柔やわらかい表情がたゆたった。あるいは神さまというものはこんな顔をしているのかも知れない──エステルがそんなことを思ってしまったほど優しい笑顔。

「さっき、あなたは自分のことを足手まといとおっしゃった。でも、それは違います。あなたがいてくれたから、私は私でいられました。あなたやカテリーナさんや、トレス君やケイトさん、〝教授〟……私を支えてくれている人がいると思えばこそ、私はあいつと戦えます。私に帰ってこられる……感謝しています」

「ええ、わかってます。だから、そのためにもあたしは逃にげません。あなたの背中を護まもって、あたしの背中にあなたを感じるために、ここに残るんです」

　笑顔、笑顔──自分に言い聞かせながら、エステルは静かに胸を張っていた。肩がかすかに震ふるえているのも、声にともすれば嗚お咽えつが混じりかけるのも、気力の限りを尽つくして誤ご魔ま化かしながら、笑ってみせる。

「さ、もう行ってください。あたしはだいじょうぶだから……いつも元気に、胸を張ってやっていきます。だから、行って……そして、負けないで」

「約束します」

[image: ]

　神父の答えは揺ゆるぎなかった。

「絶対に私は負けません……約束します」

「──陛下、そこに誰かいるのですか？」

　恭うやうやしいノックの音とともに女官長の声が聞こえたのはそのときだった。狼狽のあまり、返事をするのも失念したエステルが振り返ったときには、すでに扉とびらの向こうから女官たちが入室してきている。

「あ、え、えっと、この人は……」

　あたふたとアベルを背中に庇いながら、エステルは知ち恵えを絞しぼって言い訳を探さぐろうとした。

〝教授〟が会話中に突とつ然ぜん若返った──病院に連れて行かれるかも知れない。

　エステルを殺しに潜せん入にゆうしたテロリスト。だけど、もう説得したからだいじょうぶ──反逆罪は未み遂すいでも死し刑けいだ。

　配管工事の人で道に迷ったらしい──一番もっともらしいが、僧そう衣いがネックである。

「ああっ、だめ、思いつかない！」

「あの、どうかしましたか、陛下？」

　頭を抱かかえた女王を、女官長がきょとんとした眼で見やった。そのままエステルの背後を見て──不思議そうに小首を傾かしげる。

「あら、変ね？　男の声が聞こえたような気がしたのですけど……申し訳ございません。気のせいだったみたいですわ」

「……へっ？」

　エステルは女官長の視線を追うように頭こうべを回めぐらせた。そこにいるはずのアベルと顔を見合わせようとしたところで──白い壁かべを目まの当たりにして、ぽかんと口を開ける。

　そこには誰だれもいなかった。

「神父さま……」

「あの、本当にだいじょうぶですか、陛下？」

　呆然と呟いたエステルに、女官長が心配げな声をかけた。医者でも呼んで来たそうな顔で、おそるおそる告げる。

「そろそろお時間です。どこかお体が悪いのでしたら、おっしゃって下さい」

「あ、いえ、だいじょうぶです。すぐに行きます……」

　慌あわててエステルは頷うなずいた。頷きながらも、訝いぶかしい思いは抑おさえきれない。

　ひょっとして、自分は夢でも見ていたのだろうか？

　そんなことを思いながら、ふと通風孔こうに眼をやったところで、金かな網あみを止めたボルトに、黒い布きれが挟はさまっているのに気づく──僧衣の切れ端はし。すり切れて、くたびれてはいるけれど、どこか懐しい色。

「……いってらっしゃい、神父さま」

　そっとつまみ取ったそれをポケットにしまうと、女王は裾すそを払はらって立ち上がった。
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　こんにちは、吉田直です。

　そんなわけで、Ｒリボー．ン・Ｏオン．・ザＭ・マ．ルスⅥをお送りさせていただきましたが、ご感想の方はいかがだったでしょうか？　今巻はいろいろな意味で一つの節目となっていると思います。

　お話もいよいよシリーズ終しゆう盤ばんを目指して動き始め、登場人物の入れ替かわりも激しくなってまいりました。その結果、二分冊にも拘かかわらず、ページ数の方も過去最大のものとなってしまいましたが、多少なりとも楽しんでいただけたのであれば、幸いこれに過ぎるものはありません。逼ひつ迫ぱくするスケジュールの中、編集者さんや印刷所の皆みなさん、そして我が相棒ＴＨＯＲＥＳ柴本氏を泣かせ、迫せまる〆しめ切きりを前に安ホテルに自己監かん禁きん＆眠ねむ気けを防ぐために一日二食の食事制限をした甲か斐いが多少なりともあったというものであります……ただ、ホテルでカンヅメになっているとき隣りん室しつから、なんだか妙みような呪じゆ文もん（たぶんギリシア語）が聞こえてきたのには、本気でびびりましたが……いったい、あれはなんだったんでしょうね？　マジで怖こわかったっす（泣）。
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